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第 １ 節  本 研 究 の 目 的 と 課 題  

１ ．  問 題 の 所 在 と 目 的  

本 研 究 は 今 日 、 多 様 性 の 受 容 を 国 是 と す る 多 民 族 国 家 カ ナ ダ が 、 独 立 後 間

も な い 19 世 紀 後 半 か ら 第 二 次 世 界 大 戦 ま で の 時 期 に お い て 、人 間 の 差 異 に 対

し て い か な る 認 識 を も ち 、 い か な る 対 応 を 行 っ て き た の か を 明 ら か に す る た

め 、 当 時 の 欧 米 諸 国 に お い て 社 会 的 排 除 や 分 離 処 遇 の 主 た る 対 象 と み な さ れ

た 精 神 薄 弱 者 （ the feebleminded） に 焦 点 を 当 て 、 他 国 か ら の 情 報 や モ デ ル

を 選 択 的 に 摂 取 し つ つ 、 カ ナ ダ 独 自 の 精 神 薄 弱 者 施 策 の 方 向 性 を 模 索 し た 過

程 を 明 ら か に し よ う と す る も の で あ る 。  

本 研 究 で は 、 カ ナ ダ で も 精 神 薄 弱 者 へ の 対 応 に 主 導 的 立 場 に あ っ た オ ン タ

リ オ 州 を 研 究 対 象 地 域 と し て 設 定 し 、 同 州 に お い て 、 な に ゆ え に 精 神 薄 弱 者

の 処 遇 が 問 題 が 認 識 さ れ 、 ま た い か な る 目 的 と 方 法 に お い て 彼 ら に 対 応 し よ

う と し た の か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。 と り わ け 、 処 遇 の 具 体 的 な

理 念 と 内 容 に つ い て は 、 精 神 薄 弱 者 へ の 主 た る 対 応 機 関 で あ っ た 州 立 精 神 薄

弱 者 施 設 、 お よ び 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 １ ） に 焦 点 を 当 て て 解 明 す る 。  

本 研 究 で 取 り 上 げ る オ ン タ リ オ 州 は 、19 世 紀 後 半 以 降 、カ ナ ダ で 最 大 の 人

口 を 擁 す る 州 で あ っ た 。 ま た 同 州 は 、 建 国 当 初 か ら 陸 海 路 経 由 で カ ナ ダ に 流

入 す る 移 民 の 玄 関 口 と な っ て い た こ と 、 さ ら に 天 然 資 源 の 豊 富 な 土 地 と 経 済

的 発 展 性 の あ る 魅 力 的 な 地 域 で あ っ た こ と か ら 、20 世 紀 初 頭 に は 人 口 が 急 増

し 、 多 民 族 社 会 ・ 多 文 化 社 会 と い う 今 日 ま で の カ ナ ダ 的 特 性 の 原 型 を 形 成 し

た 。 と り わ け 南 オ ン タ リ オ は 、 五 大 湖 を 挟 ん で ア メ リ カ 合 衆 国 （ 以 下 ， ア メ

リ カ ）の 産 業 地 帯 と 隣 接 し 、人 的・物 的 交 流 を 通 し て 19 世 紀 末 以 降 の カ ナ ダ

の 工 業 化 と 経 済 的 発 展 の 中 軸 を 担 っ て き た 地 域 で あ る 。 す な わ ち 、 オ ン タ リ

オ 州 は 経 済 的 に も 、 国 内 お よ び 州 内 の 住 民 構 成 か ら 見 て も 、 カ ナ ダ の 代 表 的

中 核 地 域 で あ っ た 。  
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さ ら に オ ン タ リ オ 州 は 、1867 年 の 連 邦 独 立 以 降 ２ ）、地 方 分 権 制 が 強 く 、と

り わ け 教 育 、 福 祉 、 お よ び 医 療 の 分 野 で は 州 政 府 に 統 率 と 運 営 権 が 与 え ら れ

て い た カ ナ ダ に お い て 、 国 内 初 の 白 痴 専 門 施 設 の 開 設 と 、 精 神 薄 弱 者 調 査 官

職 の 創 設 を 行 い 、ま た 1914 年 に は 他 州 に 先 駆 け て 精 神 薄 弱 児 を 含 め た 特 別 な

児 童 を 対 象 と す る 補 助 学 級 （ Auxiliary Classes） の 設 置 を 法 定 化 す る な ど 、

精 神 薄 弱 者 施 策 の 創 始 と 展 開 に 先 駆 的 役 割 を 果 た し て き た 州 で あ っ た

（ Richardson [1989] 64-65; Winzer [1986] 83, 89）。  

し た が っ て 、オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 問 題 の 成 立 と 展 開 は 、

州 内 の み に と ど ま ら ず 、 カ ナ ダ 国 内 の 他 州 に 対 し て も 重 大 な 影 響 力 を も つ も

の で あ っ た と い え る 。  

同 州 は 、 当 時 、 精 神 薄 弱 者 施 策 に お い て は 先 発 で あ っ た イ ギ リ ス と ア メ リ

カ の 知 見 を 積 極 的 に 導 入 し 、 そ れ ま で 各 機 関 や 施 設 に お け る 個 別 的 な 課 題 に

過 ぎ な か っ た 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 問 題 を 、 カ ナ ダ に お い て 初 め て ひ と つ の 社 会

問 題 と し て 成 立 さ せ た 。 そ れ ゆ え 、 同 州 に お け る 精 神 薄 弱 に 関 す る 問 題 意 識

と そ の 政 策 的 対 応 に つ い て 明 ら か に す る こ と は 、20 世 紀 初 頭 オ ン タ リ オ 州 に

お い て 、 精 神 薄 弱 問 題 が い か に し て 社 会 問 題 と し て 成 立 し 、 ど の よ う な 対 応

が な さ れ た の か を 解 明 す る だ け で な く 、 カ ナ ダ 全 体 に お い て 精 神 薄 弱 者 へ の

社 会 的 対 応 が 展 開 す る 経 緯 と 背 景 を 明 ら か に す る う え で も き わ め て 重 要 な 意

味 を も つ 。  

 

２ ．  先 行 研 究 と 課 題 の 設 定  

オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 教 育 あ る い は 福 祉 に 関 す る 歴 史 研 究 は 、

本 国 カ ナ ダ に お い て も 多 く は な い 。 と り わ け 、 オ ン タ リ オ 州 で 公 立 学 校 内 に

精 神 薄 弱 児 を 対 象 と し た 学 級 が 創 設 さ れ 、 精 神 薄 弱 者 施 設 と の 役 割 分 化 が な

さ れ た 第 二 次 世 界 大 戦 以 前 の 時 期 に つ い て は 、 研 究 の 歴 史 的 背 景 と し て 通 史
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的 に 記 述 さ れ る か 、 あ る い は 特 定 の 学 校 ま た は 施 設 に 対 象 を 限 定 し た 研 究 が

見 ら れ る 程 度 で あ る 。  

な か で も Hackett（ 1969） は 、 政 府 一 次 資 料 を 中 心 に 、 1876 年 の 州 立 オ リ

リ ア 精 神 薄 弱 者 施 設 （ 以 下 ， オ リ リ ア 施 設 ） ３ ） 設 立 か ら 、 戦 後 1964 年 ま で

の 約 一 世 紀 を 通 史 と し て 、 当 時 の 州 施 設 局 長 、 オ リ リ ア 施 設 長 、 都 市 公 立 学

校 教 育 長 と い っ た キ ー ・ パ ー ソ ン の 任 期 に よ っ て 時 期 区 分 し 、 政 府 、 施 設 、

そ し て 学 校 に お け る 精 神 薄 弱 者 へ の 対 応 を 時 系 列 的 に 整 理 し て い る 。  

Simmons（ 1982） は 、 カ ナ ダ 女 性 会 議 （ the National Council of Women of 

Canada: NCWC ） や オ ン タ リ オ 州 精 神 薄 弱 者 ケ ア 協 会 （ the Provincial 

Association for the Care of the Feebleminded: PACFM） と い っ た 精 神 科 医

等 の 専 門 家 や 女 性 に よ る 私 設 団 体 の 活 動 の 分 析 を 通 し て 、 精 神 薄 弱 者 施 設 隔

離 保 護 運 動 と 特 殊 学 級 設 置 運 動 の 展 開 に つ い て 言 及 し て い る 。  

ま た 、 Shea（ 1970; n.d.） お よ び Chupik and Wright（ 2006） は そ れ ぞ れ 、

20 世 紀 初 頭 の オ リ リ ア 施 設 に 焦 点 を 当 て た 文 献 お よ び 論 文 を 発 表 し て い る 。

前 者 は 同 施 設 の 開 設 か ら 1960 年 代 ま で の 通 史 を 、専 ら 施 設 長 報 告 と 施 設 職 員

に 対 す る イ ン タ ビ ュ ー と い う 限 定 的 資 料 を 基 に 施 設 編 年 史 と し て ま と め て い

る 。後 者 の 論 文 は 、同 施 設 が 精 神 薄 弱 者 隔 離 収 容 策 を と っ て い た 1910 年 代 か

ら 1920 年 代 前 半 ま で に 研 究 対 象 時 期 を 限 定 し て い る 。  

さ ら に Stephen（ 1995） お よ び  Enns and Neufeldt（ 2003） は 精 神 衛 生 運

動 の 政 策 的 展 開 に 関 す る 研 究 の な か で 、い ず れ も 20 世 紀 初 頭 の 精 神 薄 弱 問 題

に 触 れ て い る 。  

し か し 、 こ れ ら の 先 行 研 究 は 、 一 次 資 料 に 基 づ い て 当 時 の 精 神 薄 弱 者 処 遇

の 実 態 を 示 し て い る も の の 、 あ く ま で 通 史 的 な 記 述 に 止 ま る か 、 あ る い は 特

定 の 施 設 や 学 校 に 研 究 対 象 を 限 定 し て お り 、 当 時 の 対 応 が な さ れ た 理 由 に つ

い て の 綿 密 な 検 討 が 必 ず し も 十 分 に な さ れ て い な い 。さ ら に 、20 世 紀 前 半 の
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カ ナ ダ は 、 そ の 社 会 福 祉 お よ び 教 育 に お い て 、 制 度 の 発 展 と 研 究 に つ い て は

イ ギ リ ス お よ び ア メ リ カ の 影 響 に よ る と こ ろ が 少 な く な い が 、 先 行 研 究 で 用

い ら れ て い る 史 資 料 は 大 多 数 が カ ナ ダ 国 内 の も の に 限 定 さ れ て お り 、 特 に ア

メ リ カ の 研 究 機 関 に お け る 活 動 ・ 研 究 と カ ナ ダ に お け る 精 神 薄 弱 問 題 の 展 開

と の 関 連 に つ い て 検 討 さ れ た も の は ほ と ん ど な い 。  

そ の た め 、1930 年 代 ま で の オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 問 題 の

具 体 相 に つ い て は 、 多 く が 未 解 明 で あ る 。 さ ら に 、 当 時 の 精 神 薄 弱 者 の 処 遇

に 関 す る 認 識 や 議 論 が 実 際 の 政 策 的 対 応 に い か な る 影 響 を 与 え た の か に つ い

て も 十 分 に 検 討 さ れ て い な い 。  

 

そ こ で 、 本 研 究 の 目 的 に 照 ら し て 以 下 の ３ つ の 研 究 課 題 を 設 定 す る 。  

第 一 に 、 当 時 の 精 神 薄 弱 関 係 者 ・ 団 体 、 お よ び 精 神 薄 弱 者 施 設 と 学 級 を そ

れ ぞ れ 管 轄 し て い た 州 議 会 施 設 局 （ 後 に 保 健 省 ） と 州 教 育 省 に お い て 、 精 神

薄 弱 者 が ど う 評 価 さ れ 、い か な る 対 応 策 が 指 向 さ れ た の か 、な ら び に 関 係 者・

団 体 に お け る 議 論 の 実 体 を 整 理 す る 。  

第 二 に 、 施 設 お よ び 学 級 そ れ ぞ れ の 機 関 の 運 営 に 中 心 的 役 割 を 担 っ た 、 施

設 長 お よ び 補 助 学 級 調 査 官 （ the Inspector of Auxiliary Classes） の 精 神

薄 弱 者 と そ の 処 遇 に 関 す る 思 想 を 分 析 す る こ と に よ り 、 彼 ら に 対 し て ど の よ

う な 問 題 意 識 が あ り 、 い か な る 目 的 と 方 法 に お い て こ の 問 題 に 対 処 し よ う と

し た の か を 究 明 す る 。  

そ し て 第 三 に 、 当 時 の 精 神 薄 弱 者 施 設 お よ び 学 級 に お け る 精 神 薄 弱 者 処 遇

の 展 開 過 程 を 整 理 す る こ と に よ り 、 彼 ら に 関 す る 議 論 が 実 際 の 対 応 に い か な

る 影 響 を 与 え た の か を 検 討 す る 。  

 



6 

第 ２ 節  本 研 究 の 方 法 と 本 論 の 構 成  

 １ ．  研 究 の 方 法  

（ １ ） 研 究 対 象  

本 研 究 で は 、 オ ン タ リ オ 州 を 研 究 対 象 地 域 と し 、 1876 年 の 開 設 か ら 1950

年 代 ま で 州 内 唯 一 の 州 立 精 神 薄 弱 者 施 設 で あ っ た オ リ リ ア 施 設 、お よ び 1914

年 補 助 学 級 法 に よ り 設 置 が 規 定 さ れ る 、 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 を 主 な 研 究 対

象 と す る 。  

対 象 地 域 設 定 の 理 由 は 、 第 １ 節 で 述 べ た よ う に 、 ま ず 住 民 構 成 と 地 理 的 条

件 か ら 見 て 、オ ン タ リ オ 州 が 19 世 紀 末 に は カ ナ ダ を 代 表 す る 州 で あ っ た と い

え る こ と 、 そ し て 、 カ ナ ダ に お け る 精 神 薄 弱 者 へ の 福 祉 的 ・ 教 育 的 対 応 に お

い て 先 駆 的 役 割 を 果 た し て い た こ と に よ る 。  

対 象 時 期 は 、1867 年 に カ ナ ダ 独 立 し 、オ ン タ リ オ 州 で 精 神 薄 弱 へ の 対 応 が

政 策 的 課 題 と し て 提 起 さ れ る 19 世 紀 後 半 か ら 、第 二 次 世 界 大 戦 前 の 精 神 薄 弱

者 福 祉 ・ 教 育 が 一 応 の 確 立 を み る 1930 年 代 ま で と す る 。 先 行 研 究 に 鑑 み て 、

時 期 区 分 を 以 下 の と お り 設 定 す る 。  

ま ず 第 一 期 は 、精 神 薄 弱 者 の 処 遇 問 題 に 関 す る 議 論 が 見 ら れ は じ め て か ら 、

1914 年 補 助 学 級 法 に よ り 規 定 さ れ た 精 神 薄 弱 学 級 が 定 着 す る 19 世 紀 後 半 ～

1910 年 代 と す る 。  

続 く 第 二 期 は 、 精 神 薄 弱 脅 威 論 の 隆 盛 と オ リ リ ア 施 設 の 拡 大 お よ び 公 立 学

校 精 神 薄 弱 学 級 の 普 及 ・ 拡 大 が 見 ら れ る 1910 年 代 後 半 ～ 1920 年 代 後 半 の 時

期 と す る 。  

そして第三期は、精神薄弱関係者の間で議論が活発化する一方で、オリリア

施 設 と 精 神 薄 弱 学 級 で は コ ミ ュ ニ テ ィ と の 関 係 が 指 向 さ れ る 1920 年 代 末 ～

1930 年代である。  
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（ ２ ） 資 料  

本 研 究 で 用 い る 主 た る 資 料 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

ま ず 、 オ ン タ リ オ 州 精 神 薄 弱 者 調 査 官 年 次 報 告 書 （ 1906-1919 年 ， FMiO）、

オ ン タ リ オ 州 補 助 学 級 調 査 官 年 次 報 告 書（ 1915-40 年 ，ACAR）、オ ン タ リ オ 州

施 設 局 年 次 報 告 書（ IPPC）内 オ リ リ ア 施 設 年 次 報 告（ 1891-1940 年 ）、お よ び

対 象 時 期 に お け る 各 調 査 官 と 施 設 長 そ れ ぞ れ の 著 書 ・ 論 文 ・ 書 簡 を 主 な 一 次

資 料 と し て 、 精 神 薄 弱 者 施 設 お よ び 学 級 の 両 機 関 に お け る 運 営 理 念 や 処 遇 実

態 を 明 ら か に す る 。 以 下 に 各 資 料 の 特 性 と 使 用 の 妥 当 性 に つ い て 述 べ る 。  

オ ン タ リ オ 州 精 神 薄 弱 者 調 査 官 年 次 報 告 書 （ FMiO） お よ び オ ン タ リ オ 州 補

助 学 級 調 査 官 年 次 報 告 書 （ ACAR） は 、 当 時 の 精 神 薄 弱 者 実 態 調 査 お よ び 補 助

学 級 の 当 局 官 吏 が 記 述 し た 系 統 的 な 一 次 資 料 で あ り 、 本 研 究 の 目 的 に 照 ら し

て 最 も 基 本 的 な 資 料 で あ る 。 ま た 、 そ の 他 の オ ン タ リ オ 州 政 府 刊 行 資 料 、 な

ら び に 調 査 官 と 施 設 長 が 執 筆 し た カ ナ ダ 、イ ギ リ ス 、ア メ リ カ の 医 学 、教 育 、

お よ び 社 会 福 祉 関 係 の 機 関 誌 論 文 等 を 、先 の ２ つ の 報 告 と 合 わ せ て 分 析 す る 。 

対 象 時 期 の 精 神 薄 弱 者 に 対 す る 福 祉 的 対 応 を 検 討 す る た め の 資 料 と し て 、

オ ン タ リ オ 州 議 会 施 設 局 年 次 報 告 書 （ IPPC） お よ び そ の な か に 含 ま れ る オ リ

リ ア 施 設 年 次 報 告 書 を 用 い て 、 州 立 精 神 病 ア サ イ ラ ム 、 刑 務 所 、 病 院 、 公 立

慈 善 施 設 、 お よ び 州 立 精 神 薄 弱 者 施 設 に お け る 実 態 を 把 握 す る と と も に 、 各

施 設 長 の 運 営 理 念 や 州 の 施 策 と 比 較 分 析 す る 。  

ま た 以 上 の 主 資 料 に 加 え て 、 補 助 学 級 教 育 の 実 態 を 把 握 す る た め の 資 料 と

し て 、 オ ン タ リ オ 州 教 育 協 会 （ the Ontario Education Association: OEA）

お よ び 同 協 会 内 の 補 助 学 級 教 員 部 会 の 機 関 誌 を 用 い 、 部 分 的 に ト ロ ン ト と オ

タ ワ の 公 立 学 校 教 育 長 年 次 報 告 書 を 使 用 す る 。 当 時 の オ ン タ リ オ 州 で は 、 補

助 学 級 の 設 置 と 運 営 に あ た っ て は 州 の 機 関 で あ る 補 助 学 級 調 査 官 の 監 督 ・ 指

導 を 受 け る こ と と な っ て い た も の の 、 公 立 学 校 の 運 営 お よ び 指 揮 権 は 各 都 市
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の 教 育 委 員 会 に 委 託 さ れ て い た こ と 、な か で も ト ロ ン ト は 1910 年 代 に 州 内 で

初 め て 公 立 学 校 医 学 検 査 の 実 施 お よ び 精 神 薄 弱 児 を 対 象 と し た 学 級 の 設 置 に

着 手 し た 都 市 で あ る こ と か ら 、 教 育 長 年 報 は 公 立 学 校 教 育 に お け る 補 助 学 級

の 位 置 づ け と 実 態 を 具 体 的 に 究 明 す る 上 で 最 も 適 し て い る 。  

さ ら に 、 同 州 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 に 関 す る 議 論 を 分 析 す る た め 、 精

神 薄 弱 関 係 者 ・ 団 体 の 著 書 や 議 事 録 を 用 い る 。 具 体 的 に は 、 カ ナ ダ 女 性 会 議

（ NCWC）、 カ ナ ダ 公 衆 衛 生 学 会 （ the Canadian Public Health Association: 

CPHA）、カ ナ ダ 精 神 衛 生 委 員 会（ the Canadian National Committee for Mental 

Hygiene: CNCMH）、 そ し て カ ナ ダ 優 生 学 協 会 （ Eugenics Society of Canada: 

ESC）等 の 団 体 の 議 事 録 お よ び 機 関 誌 と 各 組 織 の 中 心 的 人 物 の 著 書 や 論 文 で あ

る 。  

 

（ ３ ） 分 析 の 視 点  

具 体 的 な 分 析 の 視 点 と し て 、 津 曲 （ 1981） お よ び 中 村 （ 1987） の 提 起 し た

諸 点 に 依 拠 し つ つ 、 本 研 究 の 目 的 に 照 ら し て 思 想 、 対 象 、 処 遇 、 地 域 社 会 の

４ 項 目 を 再 設 定 す る 。 そ れ ぞ れ の 視 点 の 設 定 理 由 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

思 想 に つ い て は 、 オ リ リ ア 施 設 長 お よ び 補 助 学 級 調 査 官 が 精 神 薄 弱 者 お よ

び 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 に 対 し て い か な る 認 識 と 目 的 意 識 を 持 っ て い た の か を 明

ら か に す る 。 ま た 、 オ リ リ ア 施 設 お よ び 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 が ど の よ う な

理 念 の も と に 設 置 さ れ た の か に つ い て 論 じ る 。  

対 象 は 、 オ リ リ ア 施 設 お よ び 精 神 薄 弱 学 級 の 対 象 と な っ た 精 神 薄 弱 者 を 中

心 に 、 な ら び に 病 院 、 精 神 病 ア サ イ ラ ム 、 刑 罰 ・ 慈 善 施 設 、 公 立 学 校 お よ び

家 庭 に お い て 処 遇 さ れ て い た 精 神 薄 弱 者 の 人 数 、 障 害 の 程 度 、 家 庭 環 境 な ど

を 分 析 し 、 そ の 実 態 を 解 明 す る 。  

処 遇 に つ い て は 、 オ リ リ ア 施 設 な ら び に そ の ほ か の 精 神 病 ア サ イ ラ ム 、 刑
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罰 ・ 慈 善 施 設 等 、 お よ び 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 が 、 そ の 設 立 理 念 に 基 づ い て

ど の よ う な 内 容 と 方 法 に お い て 精 神 薄 弱 者 の 保 護 と 教 育 に 取 り 組 ん だ の か を

明 ら か に す る 。 ま た 、 精 神 薄 弱 者 へ の 対 応 に お い て オ リ リ ア 施 設 長 お よ び 補

助 学 級 調 査 官 が い か な る 方 法 を 採 用 し よ う と し た の か 、 彼 ら の 構 想 と 実 際 に

実 現 し た 方 法 と を 比 較 す る こ と に よ り 、 両 機 関 の 指 導 者 が 果 た し た 意 義 と 限

界 を 検 討 す る 。  

地 域 社 会 は 、 当 時 の 社 会 経 済 的 状 況 、 住 民 構 成 、 な ら び に 精 神 薄 弱 関 係 者

に よ る 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 に 関 す る 議 論 の 内 容 を 検 討 す る と と も に 、 そ れ ら が

実 際 の 施 設 及 び 学 校 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 に 及 ぼ し た 影 響 に つ い て 明 ら

か に す る 。  

 

２ ．  論 文 の 構 成  

本 研 究 の 構 成 は 次 の 通 り で あ る 。第 １ 章 で は 、ま ず 19 世 紀 後 半 の オ ン タ リ

オ 州 に お い て 、精 神 病 ア サ イ ラ ム 、刑 罰・慈 善 施 設 と い っ た 精 神 薄 弱 者 の「 非 」

専 門 施 設 に お け る 入 所 者 の 過 密 化 、 お よ び 精 神 薄 弱 者 の 不 適 切 な 処 遇 問 題 の

顕 在 化 を 受 け て 、 オ リ リ ア 施 設 が 創 設 さ れ る 経 緯 と 初 期 の 実 態 に つ い て 整 理

す る 。  

第 ２ 章 で は 、 オ リ リ ア 施 設 、 公 立 学 校 、 そ し て 地 域 に お い て 軽 度 級 精 神 薄

弱 者 の 存 在 と 対 処 の 必 要 性 が 認 識 さ れ 、 州 の 官 吏 と し て 精 神 薄 弱 者 調 査 官 が

設 置 さ れ た の ち 、1914 年 補 助 学 級 法 に よ り 規 定 さ れ た 精 神 薄 弱 学 級 が 定 着 す

る ま で の 過 程 に つ い て 、 主 に 精 神 薄 弱 者 調 査 官 兼 ね て 補 助 学 級 調 査 官 で あ っ

た H. マ ク マ ー チ ー （ Helen MacMurchy 1862-1953） を 中 心 に 論 じ る 。  

第 ３ 章 で は 、1920 年 代 以 降 の 近 代 化 と 都 市 化 を 背 景 に 、専 門 家 や 女 性 に よ

る 団 体 が 精 神 薄 弱 と 貧 困 、 犯 罪 、 伝 染 病 と い っ た 社 会 問 題 と の 因 果 関 係 を 指

摘 し 、 社 会 道 徳 も 含 め た 社 会 衛 生 の 向 上 を 主 張 す る よ う に な る と 同 時 に 、 オ
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リ リ ア 施 設 と 精 神 薄 弱 学 級 が そ れ ぞ れ に 規 模 を 拡 大 す る な か で 、 各 機 関 に お

い て 精 神 薄 弱 者 の 問 題 が ど の よ う に 捉 え ら れ 、 ま た い か な る 対 応 が な さ れ て

い た の か に つ い て 、 関 係 者 団 体 の 主 張 や 同 時 期 の イ ギ リ ス お よ び ア メ リ カ に

お け る 言 説 と の 関 連 に お い て 把 握 す る 。  

第 ４ 章 で は 、 1920 年 代 末 か ら 第 二 次 世 界 大 戦 前 に か け て 、精神薄弱関係者

の 間 で とり わ け 議論 が 活 発化 す る 精 神 薄 弱 者 入 所 施 設 の 隔 離 化 や 生 殖 防 止 の

た め の 断 種 法 制 定 に つ い て 、 い か な る 言 説 が 存 在 し た の か を 整 理 す る 。 さ ら

に 、オリリア施設と精神薄弱学級ではそれぞれにコミュニティとの関係のなか

で新たに展開される具 体 的 対 応 策 に つ い て 、 ２ 人 の オ リ リ ア 施 設 長 お よ び 補

助 学 級 調 査 官 を 中 心 に 、 そ の 構 想 の 経 緯 と 実 態 を 究 明 す る こ と に よ り 、 戦 前

の オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 に お い て 両 機 関 の 果 た し た 機 能 と

役 割 を 考 察 す る 。  

 

３ ．  用 語 の 整 理  

本 研 究 は 歴 史 研 究 で あ る た め 、 用 語 は 当 時 の 表 現 を 用 い る こ と を 原 則 と す

る 。 精 神 薄 弱 、 白 痴 、 痴 愚 、 狂 人 等 が こ れ に あ た る 。  

精 神 薄 弱 の 原 語 は feeble-minded(ness)で あ る 。20 世 紀 初 頭 の カ ナ ダ で は 、

当 時 の イ ギ リ ス の 定 義 を 用 い て 、 先 天 性 精 神 薄 弱 （ aments） を 最 重 度 級 の 白

痴 （ idiot）、 よ り 軽 度 の 痴 愚 （ imbecile）、 そ し て 最 も 軽 度 級 の 精 神 薄 弱

（ feeble-minded） の ３ つ に 分 類 し て 使 用 し て い る （ FMiO [1906] 3-4）。  

そ の 後 、1930 年 代 に は 当 時 の オ ン タ リ オ 州 議 会 施 設 局 報 告 に お い て 、総 称

と し て 精 神 薄 弱 な い し は 精 神 欠 陥 （ mental defective） を 、 最 重 度 級 の 白 痴

（ idiot）、 よ り 軽 度 の 痴 愚 （ imbecile）、 そ し て 最 軽 度 級 の 魯 鈍 （ moron） と

し て 区 別 し て 用 い て い る ４ ）（ the Hospitals Branch [1932] 83; the Hospitals 

Division [1936] 48 な ど ）。  
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し か し 、 日 本 お よ び ア メ リ カ に お い て は 、 精 神 薄 弱 は 総 称 と し て 用 い ら れ

る こ と が 一 般 的 で あ る 。  

そ こ で 本 研 究 で は 、表 現 上 の 混 乱 を 回 避 す る た め 、「 精 神 薄 弱 」を 原 則 と し

て 重 度 級 か ら 軽 度 級 を 含 め た 総 称 と し て 用 い 、 と り わ け 最 軽 度 級 の 精 神 薄 弱

に 言 及 す る 箇 所 に お い て は 「 軽 度 精 神 薄 弱 」 と し 、 以 上 「 痴 愚 」、「 白 痴 」 と

記 述 す る こ と と す る （ Table 1）。  

 

20世紀初頭

軽度級
精神薄弱

（feeble-minded）
魯鈍

（moron）
精神薄弱

（feeble-minded）
軽度精神薄弱

痴愚
（imbecile）

痴愚
（imbecile）

ないしは 痴愚 精神薄弱

重度級
白痴

（idiot）
白痴

（idiot）
精神欠陥

（mental defective）
白痴

本研究における記述
Table 1 用語の整理

1930年代

 

 

ま た 、と り わ け 第 ３ 章 以 降 に 検 討 す る 社 会 衛 生 運 動 の な か で 標 的 と さ れ る 、

精 神 病 と 精 神 薄 弱 と を 包 括 し て 示 す 際 に は 「 精 神 欠 陥 」 と 表 記 す る 。 な お 引

用 文 中 の 表 記 は 、 原 則 と し て 原 文 に 従 い mental defect を 「 精 神 欠 陥 」 と 訳

す が 、 明 ら か に 精 神 薄 弱 を 示 す と き に は 「 精 神 薄 弱 」 と 訳 す 。  

学 級 名 称 は 主 に 、特 殊 学 級 、補 助 学 級 、そ し て 精 神 薄 弱 学 級 を 使 用 す る が 、

そ の 使 い 分 け は 以 下 の 通 り で あ る 。「 特 殊 学 級 」は 、イ ギ リ ス と ア メ リ カ の 事

例 を 引 く 際 、お よ び オ ン タ リ オ 州 に お い て 1914 年 補 助 学 級 法 が 成 立 す る ま で

に 使 用 さ れ て い た special class を 表 し 、 精 神 薄 弱 児 者 を 対 象 と し た 学 級 を

指 す 。「 補 助 学 級 」 は 、 補 助 学 級 法 に よ り 定 め ら れ た 、 精 神 薄 弱 、 病 弱 虚 弱 、

移 民 、て ん か ん 等 対 象 別 に 設 定 さ れ た 14 の 特 別 な 学 級 を 総 称 し て 用 い る ５ ）。

そ し て「 精 神 薄 弱 学 級 」は 、補 助 学 級 の う ち 精 神 薄 弱 児 を 対 象 と し た 学 級（ 原

語 は training class） を 表 す 。  
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註  

                                                  
１ ）  1914 年 補 助 学 級 法 に 基 づ き 設 定 さ れ た 学 級 名 は Training Classes で あ

っ た （ The Inspector of Auxiliary Classes [1916] 5）。  

２ ） 連 邦 結 成 時 の 加 盟 州 は 、オ ン タ リ オ 、ケ ベ ッ ク 、ニ ュ ー・ブ ラ ン ズ ウ ィ

ッ ク 、そ し て ノ ヴ ァ・ス コ シ ア の ４ 州 で あ り 、領 土 は 現 在 の ４ 州 よ り も

大 幅 に 狭 い 範 囲 で あ っ た 。な か で も オ ン タ リ オ 州 の 領 土 は 、現 在 の 南 オ

ン タ リ オ 地 域 だ け で あ っ た 。  
３ ）  開 設 時 の 名 称 は the Orillia Asylum for Idiots で あ り 、 そ の 後 1908

年 に the Hospital for Idiots at Orillia、 1911 年 に the Hospital for 

Feeble-Minded at Orillia と 改 称 し た （ IPPC, 1891-1920）。  
４ ）  そ れ ぞ れ の 知 能 指 数 （ Intelligence Quotient: I.Q.） は お お む ね 、 白

痴 が 25 未 満 、痴 愚 が 25～ 50 未 満 、魯 鈍 が 50～ 70 で あ っ た（ the Hospitals 

Division, 1935）。  
５ ）  ト ロ ン ト で は 、 1890 年 代 以 降 、 通 常 学 級 と 異 な る 特 別 な 学 校 ・ 学 級 を

総 称 し て 特 殊 学 校 ・ 学 級 （ Special School／ Class） と い う 用 語 を 用 い

て い る が 、1914 年 以 降 、そ れ ら の 学 校・学 級 は 補 助 学 級 と 表 さ れ て い る

（ PSCT, 1891-1920）。  



 

 

第１章 

 

オンタリオ州における 

精神薄弱問題の発見と対応機関の設置 
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第 １ 節  慈 善・矯 正 施 設 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 混 在 か ら オ リ リ ア 施 設 の 設 置  

１ ．  19 世 紀 後 半 ま で の 精 神 病 ア サ イ ラ ム に お け る 精 神 薄 弱 者 の 混 在  

1867 年 の 独 立 か ら 20 世 紀 初 頭 ま で の カ ナ ダ は 、 本 国 イ ギ リ ス に よ る 資 本

供 給 を 離 れ て 経 済 的 自 立 を 模 索 し て い た 。 し か し 、 カ ナ ダ の 経 済 発 展 は 容 易

に は 進 展 し な か っ た 。 こ の 独 立 初 期 に お け る 同 国 の 経 済 的 ・ 産 業 的 停 滞 の 一

因 は 、 そ の 豊 富 な 天 然 資 源 に 着 目 し た ア メ リ カ 企 業 に よ る 搾 取 に あ っ た 。 ア

メ リ カ を は じ め と す る 外 国 資 本 へ の 対 抗 策 と し て 、同 国 で は 、1870 年 代 末 に

は 関 税 政 策 に よ り 自 国 経 済 と 産 業 の 強 化 を 進 め た が 、 期 待 に 反 し て 、 ア メ リ

カ の 企 業 が 資 源 採 取 を 継 続 し た こ と と 、 い ま だ カ ナ ダ 経 済 の 基 本 は 第 一 次 産

業 に あ っ た こ と か ら 、急 激 な 工 業 化 は 進 行 し な か っ た（ 新 保  [1989] 74-79）。  

Table Ⅰ -1 は 、 19 世 紀 後 半 か ら 20 世 紀 前 半 に お け る カ ナ ダ の 都 市 人 口 の

推 移 を 表 し た も の で あ る 。 こ れ を み る と 独 立 当 時 、 カ ナ ダ の 都 市 人 口 は 総 人

口 の 約 ２ 割 に 過 ぎ ず 、都 市 と そ れ 以 外 の 地 域 の 人 口 が 逆 転 す る の は 1920 年 代

で あ っ た こ と が わ か る 。要 す る に 、20 世 紀 初 頭 ま で の カ ナ ダ で は 居 住 地 は 広

く 展 開 し 、 人 口 は 特 定 の 都 市 に 集 中 し て い な か っ た の で あ る （ 新 保  [1989] 

35-36）。  

 

年度 総人口 都市（urban） それ以外（rural）
1871 3,689,257 1,620,851 (43.9%) 722,343 2,966,914
1881 4,324,810 1,926,922 (44.6%) 1,109,507 3,215,303
1891 4,833,239 2,114,321 (43.7%) 1,537,098 3,296,141
1901 5,371,315 2,182,947 (40.6%) 2,014,222 3,357,093
1911 7,206,643 2,527,292 (35.1%) 3,272,947 3,933,696
1921 8,787,949 2,933,622 (33.4%) 4,352,122 4,435,827
1931 10,376,786 3,431,683 (33.1%) 5,572,058 4,804,728

Table Ⅰ-1

カナダ、オンタリオ州、および都市人口の推移（1871～1931年）
オンタリオ州人口

出典：Urquhart & Buckley [1965] 14, 16. 

註：総人口に占めるオンタリオ州人口の割合は，筆者算出．
カナダの場合，ruralはurbanの対義語であって，必ずしも農
村（山村、漁村）と同義ではない（新保 [1989] 35）．  
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こ の よ う に 経 済 基 盤 と 都 市 が 未 発 達 で あ っ た 20 世 紀 初 頭 ま で の カ ナ ダ で

は 、 精 神 薄 弱 者 の ケ ア の 主 た る 担 い 手 は 第 一 次 産 業 に 従 事 す る コ ミ ュ ニ テ ィ

で あ り 、拡 大 家 族 で あ っ た 。そ の 一 方 で 、一 部 の 精 神 薄 弱 者 は 精 神 病（ insane）、

あ る い は 社 会 不 適 応 と 判 断 さ れ 、 精 神 病 ア サ イ ラ ム や 刑 罰 ・ 慈 善 施 設 へ と 措

置 さ れ て い た （ Winzer [1986] 82）。  

 カ ナ ダ の 州 立 精 神 病 ア サ イ ラ ム は 、1835 年 に 東 部 の ニ ュ ー・ブ ラ ン ズ ウ ィ

ッ ク 州 セ ン ト ・ ジ ョ ン （ St. John） に 最 初 に 設 置 さ れ 、 そ の 後 人 口 の 増 加 に

伴 っ て 各 州 に 置 か れ る よ う に な る １ ）。オ ン タ リ オ 州 だ け み れ ば 、独 立 直 後 の

1867 年 の 時 点 で 、州 都 で あ る ト ロ ン ト に 加 え 、オ リ リ ア（ Orillia）、マ ル デ

ン （ Malden） の 計 ３ 箇 所 に 精 神 病 ア サ イ ラ ム が 存 在 し て お り 、 こ の ３ 施 設 で

人 口 約 150 万 人 の 州 全 体 を 網 羅 し て い た 。 1868 年 10 月 1 日 現 在 で の 入 所 者

数 は そ れ ぞ れ 、ト ロ ン ト・ア サ イ ラ ム が 518 人 、マ ル デ ン・ア サ イ ラ ム が 244

人 、 オ リ リ ア ・ ア サ イ ラ ム が 117 人 で 計 879 人 （ 人 口 比 お よ そ 0.06%） で あ

っ た （ IPPC [1868] 21）。  

他 方 ア メ リ カ に 目 を 転 じ る と 、「 白 痴 は 教 育 可 能 で あ る 」と の 当 時 ヨ ー ロ ッ

パ か ら の 情 報 を 受 け て 、1850 年 前 後 に は 精 神 病 ア サ イ ラ ム と 分 離 独 立 し た 教

育 機 関 と し て の 「 白 痴 学 校 」 が 設 置 さ れ て い た 。 特 に オ ン タ リ オ 州 と 隣 接 す

る ニ ュ ー ヨ ー ク 州 で は 、 州 立 ユ テ ィ カ 精 神 病 ア サ イ ラ ム の A. ブ リ ガ ム

（ Amariah Brigham）施 設 長 を 中 心 に 全 米 で も 最 も 早 い 時 期 に 精 神 薄 弱 者 専 門

施 設 の 設 置 が 主 張 さ れ て お り 、州 立「 白 痴 学 校 」の 創 設 は 1851 年 と マ サ チ ュ

ー セ ッ ツ 州 （ 1848 年 ） に 次 い で 早 か っ た （ Simmons [1982] 15-17）。  

同 時 期 に イ ギ リ ス に お い て も 、 精 神 病 院 （ madhouse） で 混 合 収 容 さ れ て い

た 精 神 薄 弱 者 を 分 離 、処 遇 す る た め の 施 設 が 登 場 す る 。そ の 初 例 は 、1847 年

の パ ー ク ・ ハ ウ ス 施 設 （ the Park House Asylum． 後 に ア ー ル ス ウ ッ ド 白 痴 施

設 ， the Royal Earlswood Asylum for Idiots） で あ り 、 1870 年 ま で に 白 痴
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施 設 は 計 ５ 箇 所 に 開 設 さ れ た （ Pritchard [1963] 54-57）。 た だ し 、 そ の う ち

年 少 児 の た め の 教 育 施 設 を 備 え て い た の は ３ 箇 所 の み で あ り 、 い ず れ の 白 痴

施 設 も 成 人 を 入 所 さ せ て い た こ と か ら （ Pritchard [1963] 57）、 イ ギ リ ス の

初 期 白 痴 施 設 は 、 ア メ リ カ の 「 白 痴 学 校 」 の よ う に 年 少 児 の 教 育 の み を 目 的

と し た も の で は な か っ た 。  

カ ナ ダ に お い て 、 精 神 病 ア サ イ ラ ム 、 そ の ほ か 救 貧 院 や 刑 務 所 と い っ た 慈

善 ・ 矯 正 施 設 と は 別 個 の も の と し て 精 神 薄 弱 者 の み を 対 象 と し た 最 初 の 州 立

施 設 が 開 設 さ れ る の は 、英 米 に 遅 れ る こ と 約 30 年 後 の 1876 年 の こ と で あ る 。  

オ ン タ リ オ 州 に お い て 、 精 神 薄 弱 者 を 含 む 施 設 の 処 遇 問 題 を 初 め て 提 起 し

た の は 、 医 師 で あ り 、 オ ン タ リ オ 州 議 会 の 初 代 ア サ イ ラ ム ・ 刑 務 所 ・ 慈 善 施

設 調 査 官（ 以 下 ，施 設 局 長 ）の 職 に あ っ た J.W. ラ ン グ ミ ュ ア（ John Woodburn 

Langmuir 1835-1915） で あ っ た 。  

ス コ ッ ト ラ ン ド に 生 ま れ 育 っ た ラ ン グ ミ ュ ア は 、 14 歳 と な る 1849 年 に カ

ナ ダ へ 移 り 住 ん だ 。 彼 は 移 住 先 と な っ た オ ン タ リ オ 湖 北 東 部 の ピ ク ト ン

（ Picton） に 育 ち 、 後 に 町 議 会 議 員 と 町 長 を 歴 任 す る な ど 政 治 的 な 実 績 を 積

ん で は い た も の の 、 な ぜ 彼 が 施 設 局 長 に 任 命 さ れ た の か に つ い て は 明 ら か で

な い 。  

施 設 局 長 は 、 市 立 お よ び 州 立 の 刑 務 所 、 病 院 、 慈 善 施 設 、 救 貧 院 、 孤 児 院

等 を 含 め 、 公 立 と 私 立 と に 関 わ り な く ほ ぼ す べ て の 施 設 へ の 検 閲 と 立 入 調 査

の 権 限 を 有 し て お り 、 い わ ば 精 神 的 、 身 体 的 、 法 的 、 そ し て 経 済 的 に 社 会 へ

の 適 応 に 困 難 を 抱 え る 人 々 へ の 対 応 の 監 督 者 で あ っ た （ Hackett [1969] 

29-30）。 た だ し 、 そ れ ら 施 設 の 財 源 と 運 営 に は 差 が み ら れ た 。 精 神 病 ア サ イ

ラ ム は 財 源 、 運 営 と も に 完 全 に 州 の 管 理 下 に あ っ た が 、 救 貧 院 や 病 院 は 公 金

が 投 入 さ れ て い た も の の 独 自 の 運 営 が 認 め ら れ て お り 、 そ し て 刑 務 所 や 留 置

場 は 施 設 局 と 裁 判 所 と が 管 轄 権 を 共 有 し て い た 。  
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実 は 、カ ナ ダ 独 立 以 前 の 1866 年 ま で の オ ン タ リ オ 州 で は 、同 職 を 担 う 施 設

調 査 官 は ５ 名 配 置 さ れ て い た 。 と こ ろ が 「 イ ギ リ ス 領 北 ア メ リ カ 法 （ the 

British North America Act）」に よ り カ ナ ダ の 独 立 が 達 成 さ れ る と 翌 年 に「 刑

務 所 お よ び ア サ イ ラ ム 調 査 法（ the Prison and Asylum Inspection Act, 1868）」

が 制 定 さ れ た 。 調 査 官 と そ の 職 務 に つ い て 法 的 枠 組 み を 供 し た 同 法 に よ り 、

理 由 は 未 明 で あ る が 調 査 官 職 は １ 名 へ と 減 じ ら れ 、 給 与 は 従 来 の ３ 分 の １ 以

下 に 減 給 さ れ る な ど 負 担 は 過 重 と な っ て い た 。そ れ で も 1868 年 に 着 任 し た ラ

ン グ ミ ュ ア は 精 力 的 ・ 情 熱 的 に 職 務 に 取 り 組 み 、 そ の 働 き ぶ り は 「 施 設 局 の

仕 事 と は 、 一 人 で は と て も 荷 が 重 す ぎ る が 、 ラ ン グ ミ ュ ア 氏 は そ れ が 一 人 の

心 優 し い 男 に 背 負 わ さ れ て い る こ と を 明 ら か に し た 」 と 評 さ れ る ほ ど で あ っ

た と い う （ Oliver, 1998２ ））。  

ま た 刑 務 所 お よ び ア サ イ ラ ム 調 査 法 の 制 定 に よ り 、 施 設 調 査 官 の 職 務 と 権

限 は 大 き く 拡 大 さ れ た 。 従 来 の 州 内 施 設 の 監 督 の み な ら ず 、 そ れ ら 施 設 に つ

い て 議 会 に 案 出 し 、 ま た 決 算 報 告 書 と 必 要 と さ れ る 州 補 助 金 の 見 積 も り を 提

出 す る こ と と さ れ た 。 さ ら に 、 州 内 施 設 の 統 計 報 告 を 作 成 す る と 同 時 に 、 自

身 が 必 要 か つ 便 宜 的 と 考 え る 変 更 ・ 改 善 を 実 行 す る こ と が 求 め ら れ た の で あ

る （ Oliver, 1998）。  

こ こ で 、 初 代 調 査 官 、 す な わ ち 施 設 局 長 に 任 命 さ れ た ラ ン グ ミ ュ ア が 在 職

中 に 主 導 し た 州 内 施 設 の 主 な 増 開 設 に つ い て み て お く 。彼 は 1869 年 に 時 の 州

首 相 J.S. マ ク ド ナ ル ド （ John Sandfield Macdonald 1812-1872） と と も に

ア メ リ カ の 聾 院 を 訪 れ 、 翌 70 年 10 月 に 寄 宿 制 の オ ン タ リ オ 州 立 聾 唖 教 育 施

設 （ the Ontario Institution for the Education for the Deaf and Dumb, 

Belleville）を 開 設 し た 。さ ら に ２ 年 後 の 1872 年 ５ 月 に は 、寄 宿 制 の オ ン タ

リ オ 州 立 盲 教 育 施 設 （ the Ontario Institution for the Education for the 

Blind, Brantford）が 開 設 さ れ る が 、こ れ は カ ナ ダ 教 育 界 の 重 鎮 で 1871 年 オ
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ン タ リ オ 州 公 立 学 校 法 成 立 の 立 役 者 で も あ っ た E. ラ イ ア ソ ン （ Egerton 

Ryerson 1803-1882 ） ３ ） の 推 奨 に 寄 る と こ ろ が 大 き か っ た

（ Comeau-Vasilopoulos, 1994４ ））。  

ふ た た び 1874 年 に ア メ リ カ の 施 設 を 視 察 し た ラ ン グ ミ ュ ア は 帰 国 後 、厳 格

さ で 有 名 と な る オ ン タ リ オ 州 中 央 刑 務 所 （ the Ontario Central Prison） を

ト ロ ン ト に 開 設 し 、 州 内 の 犯 罪 者 収 容 能 力 の 拡 大 を 図 っ た 。 彼 に よ る 刑 罰 施

設 に 関 す る 主 な 実 績 の い ま ひ と つ は 、 1880 年 の オ ン タ リ オ 州 ア ン ド リ ュ ー ・

マ ー サ ー 女 囚 刑 務 所 （ the Andrew Mercer Ontario Reformatory for Females, 

Toronto）の 開 設 で あ る 。同 刑 務 所 は 北 米 で も 最 初 期 の 女 囚 刑 務 所 の ひ と つ で

あ っ た 。ま た 彼 は 16 歳 未 満 の 犯 罪 少 年 少 女 へ の 対 策 に も 乗 り 出 し 、ア ン ド リ

ュ ー ・ マ ー サ ー 女 囚 刑 務 所 の 敷 地 内 に 女 子 矯 正 施 設 （ the Industrial Refuge 

for Girls ） を 、 ト ロ ン ト か ら 北 へ 約 150km の ペ ネ タ ギ シ ェ ン

（ Penetanguishene） に 男 子 少 年 院 （ the Ontario Reformatory for Boys） を

1880 年 に 開 設 し た が 、後 に 施 設 処 遇 に 寄 ら な い 矯 正 を 強 調 し て そ れ ぞ れ 1903

年 と 1904 年 に 閉 鎖 し た 。  

州 内 の 施 設 数 で み る と 、1868 年 に は 精 神 病 ア サ イ ラ ム が ３ 箇 所 、病 院 ６ 箇

所 、刑 務 所 は 37 箇 所 で あ っ た が 、12 年 後 の 1880 年 に は 、精 神 病 ア サ イ ラ ム

４ 箇 所 に 加 え て 白 痴 施 設 １ 箇 所 、公 金 を 受 け て い る 病 院 は 12 箇 所 、加 え て 聾

唖 教 育 施 設 １ 箇 所 、 盲 教 育 施 設 １ 箇 所 が 開 設 さ れ て お り 、 ラ ン グ ミ ュ ア が 短

期 間 に 施 設 の 新 設 を 進 め て い っ た こ と が う か が え る 。1880 年 時 点 の 刑 務 所 数

は 記 載 が な い も の の 、収 容 者 数 は 州 全 体 で 11,300 人 と 、1868 年 時 点 の 5,655

人 か ら 倍 以 上 増 加 し て お り 、収 容 能 力 の 急 激 な 拡 大 が 行 わ れ た こ と が わ か る 。 

す な わ ち 、 初 代 施 設 局 長 の ラ ン グ ミ ュ ア は 独 立 直 後 の 時 期 に あ っ て 、 精 神

薄 弱 者 の み な ら ず 、 精 神 的 、 身 体 的 、 法 的 、 そ し て 経 済 的 に 社 会 へ の 適 応 に

困 難 を 抱 え る 人 々 に 対 す る 収 容 施 設 の 近 代 化 と 拡 充 を 図 っ た の で あ っ た 。  
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さ て 、 精 神 病 ア サ イ ラ ム に 関 す る 彼 の 問 題 意 識 と 対 処 に つ い て み て い く 。  

ラ ン グ ミ ュ ア は 1868 年 ６ 月 に 施 設 局 長 に 任 命 さ れ る と 、州 内 に あ る ほ ぼ す

べ て の 病 院 、 ア サ イ ラ ム 、 刑 務 所 、 慈 善 施 設 、 救 貧 院 、 保 護 施 設 な ど を 対 象

と し て 、詳 細 な 実 態 調 査 を 実 施 す る 。そ し て 彼 は 、州 議 会 施 設 局 年 次 報 告（ 以

下 ，施 設 局 年 報 ）の 初 年 報 に お い て 、「 ア サ イ ラ ム の 大 規 模 化 は 全 て の 人 々 に

注 目 さ れ る べ き で あ る 」 と 述 べ 、 当 時 、 入 所 需 要 を 満 た す こ と が で き て い な

か っ た 精 神 病 者 の た め の 施 設 を 増 設 す る 必 要 性 を 強 調 し た（ IPPC [1868] 18）。

ト ロ ン ト・ア サ イ ラ ム 施 設 長 で あ っ た 医 師 の J. ワ ー ク マ ン（ Joseph Workman）

も こ の 意 見 を 支 持 し 、 現 在 の 施 設 の ３ 倍 の 収 容 能 力 が 必 要 で あ る こ と を 述 べ

た 。 マ ル デ ン ・ ア サ イ ラ ム の 医 師 、 H. ラ ン ド ー ル （ Henry Landor） も ま た 、

自 身 の 施 設 設 備 が 陳 腐 か つ 粗 悪 な 状 態 に あ る こ と に 加 え 、 入 所 需 要 の ３ 分 の

１ し か 受 け 入 れ ら れ て い な い 現 状 か ら 、「 ま し て ア サ イ ラ ム に お い て 適 切 な 処

遇 （ proper treatment） を 行 う の は 極 め て 困 難 で あ り 、 そ の 本 来 の 目 的 と は

少 し も 合 致 し て い な い 」と 述 べ 、施 設 の 危 機 的 状 況 を 訴 え て い た（ IPPC [1868] 

39）。  

こ の 初 年 報 が 提 出 さ れ た 直 後 に 、 キ ン グ ス ト ン （ Kingston） と ロ ン ド ン

（ London）に 新 た に ア サ イ ラ ム が 開 設 さ れ た が 、1870 年 ま で に は 、オ リ リ ア

と マ ル デ ン の ２ 箇 所 が 閉 鎖 さ れ た こ と か ら 、 独 立 後 の オ ン タ リ オ 州 に お け る

精 神 病 ア サ イ ラ ム は 、 精 神 薄 弱 者 を 含 む 精 神 病 者 の 施 設 収 容 能 力 の 深 刻 な 不

足 に い っ そ う 直 面 す る こ と と な る （ Hackett [1969] 30）。  

注 目 す べ き 点 は 、こ の 施 設 局 1868 年 報 に お い て 、ト ロ ン ト・ア サ イ ラ ム 施

設 長 の ワ ー ク マ ン が 「 364 名 の 施 設 入 所 希 望 者 の 回 状 に 目 を 通 し た と こ ろ 、

３ 分 の １ が お そ ら く 白 痴 で あ る 」 と 報 告 し て い る こ と で あ る 。 彼 が 白 痴 を 認

め た 根 拠 は 明 ら か で な い が 、こ の 指 摘 が な さ れ た こ と は 、1860 年 代 に お い て

精 神 病 ア サ イ ラ ム へ の 入 所 希 望 者 の 中 に 重 度 級 の 精 神 薄 弱 者 が 含 ま れ て い る
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こ と が す で に 認 識 さ れ て い た 事 実 を 意 味 し て い る 。 し か し な が ら 、 当 時 の 施

設 局 側 の 関 心 は 、 人 数 的 に 圧 倒 的 多 数 で あ る と 考 え ら れ て い た 精 神 病 者 に 向

け ら れ て い た か ら （ Hackett [1969] 30）、 残 念 な が ら 、 こ う し た 認 識 が た だ

ち に 白 痴 者 の 分 離 処 遇 や 類 型 化 と い っ た 対 策 に 結 び つ く こ と は な か っ た 。  

 

２ ．  慈 善 ・ 矯 正 施 設 、 家 庭 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 不 適 合 と 訓 練 施 設 の 開 設  

1870 年 代 に 入 る と 、ア サ イ ラ ム 以 外 の 多 様 な 施 設 お よ び 家 庭 に お い て も 相

当 数 の 精 神 薄 弱 者 が 存 在 し て い る と い う 報 告 が 散 見 さ れ る よ う に な る 。 さ ら

に ラ ン グ ミ ュ ア に よ っ て 、 精 神 薄 弱 者 は 適 切 な ケ ア の も と で 訓 練 ま た は 保 護

さ れ る こ と が 望 ま し い が 、 現 在 置 か れ て い る 環 境 は 必 ず し も 彼 ら の 気 質 に 適

し て お ら ず 、 ま た 適 切 な 処 遇 が で き る 施 設 も な い と い う 実 態 が 問 題 視 さ れ る

よ う に な っ て い く 。  

白 痴 ・ 痴 愚 の 人 口 に つ い て 初 め て 公 式 に 言 及 さ れ た の は 、 州 施 設 局 長 ラ ン

グ ミ ュ ア に よ る 施 設 局 1870 年 報 に お い て で あ っ た 。彼 は 、1870 年 10 月 現 在

で 、 刑 務 所 に 再 入 所 し た 56 人 の 精 神 病 者 の う ち 、 少 な く と も 35 人 が 白 痴 ま

た は 痴 愚 で あ っ た こ と を 報 告 し た 。 さ ら に 、 数 字 の 具 体 的 根 拠 は 不 明 で あ る

も の の 、 彼 は 「 総 計 で 、 こ の 種 類 （ 白 痴 ま た は 痴 愚 ） の 者 は 州 内 に 300 人 以

上 い る 」 と 考 え て い た （ IPPC [1870] 38）。  

先 述 し た が 、 当 時 、 精 神 薄 弱 者 の ケ ア の 主 た る 担 い 手 は コ ミ ュ ニ テ ィ で あ

り 、 家 族 で あ っ た 一 方 、 一 部 の 精 神 薄 弱 者 は 精 神 病 ア サ イ ラ ム や 刑 罰 ・ 慈 善

施 設 へ と 措 置 さ れ て い た 。 ラ ン グ ミ ュ ア は こ れ ら 精 神 薄 弱 者 の 置 か れ て い た

場 に つ い て も 彼 ら に と っ て は 適 切 で な い と 指 摘 し て い る 。 犯 罪 者 と し て 刑 務

所 に 入 所 ・ 再 入 所 す る 精 神 薄 弱 者 が い る 一 方 で 、 同 様 の 犯 罪 気 質 が あ り な が

ら 、 ２ 名 の 医 師 に よ る 精 神 病 の 診 断 書 を 必 要 と す る 精 神 病 ア サ イ ラ ム へ の 入

所 要 件 を 満 た せ ず 、 自 宅 に 置 か れ て い る 白 痴 ・ 痴 愚 者 の 「 悲 惨 な 事 例 が 多 く
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あ る 」こ と を 問 題 視 し て い る 。ま た 、「 そ の 気 質 や 習 癖 に よ っ て 刑 務 所 に い る

べ き 人 々 は い る け れ ど も 、 こ れ ら 不 幸 な 人 々 （ 白 痴 ま た は 痴 愚 の 者 ） に と っ

て 、 そ こ は 適 切 な 居 場 所 と は い え な い 」 と 述 べ 、 ま た イ ギ リ ス と ア メ リ カ の

救 貧 院 に 関 す る 報 告 書 に よ れ ば 、 救 貧 院 に お い て 監 禁 状 態 に あ る 精 神 薄 弱 者

の 状 況 は「 決 し て 満 足 と は い え な い 」こ と か ら 、「 救 貧 院 に お い て 彼 ら の 症 状

が 大 幅 に 改 善 す る か は 大 変 疑 わ し い 」と 強 く 批 判 し て い る（ IPPC [1870] 38）。  

す な わ ち 彼 は 1870 年 時 点 で「 刑 務 所 は 白 痴 者 に 適 さ ず 、救 貧 院 は『 問 答 無

用 』 で あ る 」 と 断 定 的 に 述 べ て お り （ Hackett [1969] 31）、 さ ら に 同 1878

年 報 で も「 多 く の 精 神 薄 弱 者 を 含 む 精 神 病 者 の 処 遇 は 、『 非 常 に 粗 悪 』で あ り

『 入 所 者 の 病 気 の 種 類 と ニ ー ズ に 全 く 不 適 合 』」 で あ る と 報 告 し て い る

（ Winzer [1986] 82）。  

白 痴 ・ 痴 愚 者 に 対 す る 刑 務 所 や 慈 善 施 設 で の こ う し た 不 適 合 は 、 こ れ ら の

施 設 が 元 来 、 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 を 目 的 と し て い た わ け で な か っ た こ と に 加 え

て 、 当 時 の カ ナ ダ に お い て は 、 ① 障 害 の 種 類 と 程 度 、 ② 成 人 と 子 ど も 、 そ し

て ③ 性 別 に よ る 異 な っ た 処 遇 の 必 要 が 十 分 に 認 識 さ れ て い な か っ た こ と も 重

要 な 原 因 で あ っ た と 考 え ら れ る（ Richardson [1989] 12; Winzer [1986] 85）。  

 

で は 、 ラ ン グ ミ ュ ア は 精 神 薄 弱 者 に と っ て ど の よ う な 処 遇 環 境 が 望 ま し い

と 考 え て い た の で あ ろ う か 。彼 は 施 設 局 1870 年 報 に お い て 、イ ギ リ ス と ア メ

リ カ で す で に 1840 年 代 か ら 50 年 代 に か け て 成 立 し て い た 初 期 白 痴 学 校

（ training schools for idiots） に 言 及 し 、 そ の 成 果 と し て 、 両 国 が 「 白 痴

は 教 育 に よ り 改 善 可 能 で あ る 」 と 指 摘 し た 事 実 に 着 目 す る （ Hackett [1969] 

31）。実 際 に は 、英 米 の 初 期 白 痴 学 校 に お け る こ う し た「 白 痴 教 育・自 活 可 能

論 」 は 、 当 初 の 期 待 と は 異 な り 、 教 育 ・ 訓 練 後 に コ ミ ュ ニ テ ィ で 自 活 で き る

よ う に な っ た 者 は ご く 一 部 で あ っ た と い う 教 育 の 非 効 率 の 検 証 と 、 年 齢 や 精
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神 薄 弱 の 程 度 に 制 限 な く 入 学 を 許 可 す べ き で あ る と す る 親 お よ び 社 会 の 要 求

へ の 対 応 に よ っ て 、1860 年 代 に は す で に 挫 折 し て お り 、英 米 両 国 の 白 痴 学 校

は 事 実 上 、 教 育 か ら 保 護 収 容 施 設 へ と 方 針 の 変 更 を 余 儀 な く さ れ て い た 。  

し か し 、こ う し た 英 米 の 方 針 転 換 に も か か わ ら ず ラ ン グ ミ ュ ア は 、20 年 以

上 前 の 両 国 の 指 摘 を 根 拠 と し て 、1870 年 に 、オ ン タ リ オ 州 に 70～ 100 人 い る

と 思 わ れ る 、５ ～ 21 歳 の 特 別 な 教 育 に よ り 改 善 可 能 な 白 痴 児 に 保 護 と 訓 練 を

提 供 す る べ き で あ る と 主 張 し た 。 そ の た め に 一 度 閉 鎖 さ れ た マ ル デ ン ま た は

オ リ リ ア の 施 設 を 再 開 す る か 、 ト ロ ン ト ・ ア サ イ ラ ム ま た は 同 年 新 た に 開 設

さ れ た ロ ン ド ン ・ ア サ イ ラ ム に 分 館 を 設 け る こ と を 提 案 し て い る 。  

彼 が 英 米 に お け る 白 痴 学 校 の 挫 折 を 知 っ て い た の か 、 あ る い は 知 っ て い た

と し た ら そ の う え で な ぜ 白 痴 教 育 施 設 の 設 置 を 推 し 進 め た の か は 未 明 で あ る

が 、翌 71 年 施 設 局 年 報 で 、白 痴・痴 愚 児 の 訓 練 施 設 の 必 要 性 に つ い て 彼 は 次

の よ う に 述 べ て い る 。  

 

「 白 痴 と 痴 愚 の 子 ど も の た め の 近 代 的 な 訓 練 施 設 （ a modern training 

school） ― そ の 設 置 は 、 人 道 と 公 共 経 済 、 両 方 の た め に 必 要 で あ る 。 人 道

の 面 で は 、 人 生 の す べ て の 不 安 と 懸 念 の な か で 、 白 痴 児 の 世 話 を し て い る

こ の 州 の 何 人 も の 母 親 の 不 安 を 懸 念 に 例 え ら れ る ほ ど の も の は ほ と ん ど な

い か ら で あ る 。 公 共 経 済 の 面 で は 、 多 く の 場 合 、 こ れ ら の 子 ど も た ち が 家

族 の な か に い ら れ る よ う 教 わ り 準 備 す る よ う な 訓 練 施 設 に 入 ら な か っ た と

し た ら 、 彼 ら の 多 く は 成 人 白 痴 施 設 の 入 所 者 と し て 恒 久 的 に 州 の 負 担 と な

る だ ろ う か ら で あ る 」（ IPPC [1871] 104）  

 

ラ ン グ ミ ュ ア の 要 請 を 受 け て 、翌 71 年 に ロ ン ド ン・ア サ イ ラ ム に 白 痴 児 の

た め の 分 館 の 建 設 が 開 始 さ れ 、 1873 年 に 最 大 収 容 数 に 相 当 す る 28 人 の 入 所
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者 と と も に 開 設 さ れ た 。し か し 彼 は 、「 こ れ は 急 場 し の ぎ の 策 で あ り 、白 痴 の

教 育 に は 不 十 分 で あ る 」 と し て 、 更 な る 専 門 施 設 の 新 設 を 主 張 し 続 け る 。 確

か に 、 同 ア サ イ ラ ム 分 館 の 入 所 者 は 、 1874 年 に は 48 人 、 翌 年 に は 「 清 掃 も

で き な い ほ ど 」 ま で 急 増 し て い た か ら 、 よ り 大 規 模 な 専 門 施 設 の 設 置 は 急 務

で あ っ た （ Hackett [1969] 32）。  

開 所 後 ３ 箇 月 に わ た り 定 員 を 超 過 し 、 さ ら に 増 え 続 け る 入 所 待 機 者 を 目 の

当 た り に し て 、 ラ ン グ ミ ュ ア は 白 痴 ア サ イ ラ ム の 開 設 が 急 務 で あ る こ と を 再

認 識 す る 。そ の う え で 彼 は 施 設 局 1873 年 報 に お い て 白 痴・痴 愚 の 訓 練 施 設 の

構 想 を 記 し て い る 。 す な わ ち 、 イ ギ リ ス を は じ め と す る 欧 州 お よ び ア メ リ カ

で 現 在 運 営 さ れ て い る 白 痴・痴 愚 児 施 設 の 報 告 に よ れ ば 、「 そ れ ら の 施 設 で 訓

練 と 指 導 を 受 け た 子 ど も の う ち ５ 割 以 上 が 家 庭 に 適 応 し 、 有 用 で 、 自 ら 生 計

を 立 て て お り 、 む し ろ そ う で な け れ ば 彼 ら は 不 道 徳 で 卑 し く 公 共 の 負 担 と な

っ て い た だ ろ う 」 こ と を 根 拠 と し 、 訓 練 施 設 の 設 置 が 有 効 か つ 必 要 で あ る と

し た 。 ま た 現 在 の オ ン タ リ オ 州 立 施 設 に 収 容 さ れ て い る 白 痴 ・ 痴 愚 者 の う ち

「 ４ 分 の １ は 教 育 可 能 な 年 齢 で あ る が 、 成 年 の 白 痴 者 と 一 緒 に 収 容 さ れ て い

て は 悪 癖 が 伸 ば さ れ 、 す ぐ に 指 導 不 可 能 に な っ て し ま う 。 そ の た め 、 訓 練 施

設 は 教 育 の み を 目 的（ educational purpose）と し 、指 導 を 受 け る 能 力 が な い

と わ か っ た 者 は す ぐ に ア サ イ ラ ム へ 移 さ れ る べ き で あ る 」 と 、 対 象 者 に お い

て 15 歳 未 満 の 子 ど も と 成 人 と を 明 確 に 区 別 し て い る （ IPPC [1873] 17）。  

こ う し て 、 白 痴 者 の 収 容 と 白 痴 児 に 対 す る 教 育 的 対 応 を 目 的 と し て 1876

年 に 開 設 さ れ た の が 、州 立 の オ リ リ ア 施 設 で あ っ た 。同 施 設 は 、1898 年 に ブ

リ テ ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 州 立 ウ ッ ド ラ ン ド 精 神 薄 弱 者 施 設 が 開 設 さ れ る ま

で 、 カ ナ ダ で 唯 一 の 州 立 精 神 薄 弱 者 専 門 施 設 で あ っ た （ Winzer [1986] 83）。

カ ナ ダ 各 地 で 同 様 の 施 設 が 開 設 さ れ る の は 20 世 紀 以 降 の 人 口 増 加 に 伴 っ て

で あ っ た か ら 、 オ ン タ リ オ 州 は 、 ま さ に そ の 先 例 を 開 い た と い え る 。  



24 

３ ．  州 立 オ リ リ ア 白 痴 施 設 の 開 設 と 多 様 な 入 所 需 要  

オ リ リ ア 施 設 の 前 身 と な る オ リ リ ア ・ ア サ イ ラ ム は 、 ト ロ ン ト の 北 に あ る

シ ム コ ー 湖 畔 の ８ エ ー カ ー の 土 地 に 、 ト ロ ン ト ・ ア サ イ ラ ム の 分 館 と し て

1861 年 に 開 設 さ れ た が 、9 年 後 の 1870 年 に い っ た ん 閉 鎖 さ れ た 。そ し て 1873

年 に 開 設 さ れ た ロ ン ド ン ・ ア サ イ ラ ム 分 館 の 白 痴 学 校 入 所 者 の 増 加 に 対 応 す

る た め 、1876 年 に 150 人 の 白 痴 者 を 収 容 保 護 す る 国 内 初 の 州 立 精 神 薄 弱 者 専

門 施 設 と し て 再 開 さ れ た の で あ る 。  

開 設 当 初 の 施 設 名 称 は オ リ リ ア 白 痴 ア サ イ ラ ム （ the Orillia Asylum for 

Idiots） で あ り 、 1908 年 に は オ リ リ ア 白 痴 院 （ the Hospital for Idiots at 

Orillia）、 さ ら に 1911 年 に は オ リ リ ア 精 神 薄 弱 者 施 設 （ the Hospital for 

Feeble-Minded at Orillia） へ と 改 称 し て い る （ IPPC, 1891-1920）。  

1876 年 ８ 月 １ 日 に 医 師 の J.M. ウ ォ レ ス （ James McLaren Wallace） が 施 設

長 に 就 任 し 、 彼 は 着 任 に 先 立 っ て ア メ リ カ の 白 痴 施 設 を 数 箇 所 、 視 察 し た と

い う ５ ）（ IPPC [1877] 38）。 ９ 月 25 日 に は ロ ン ド ン ・ ア サ イ ラ ム 分 館 に い た

35 人 が 転 入 し 、 そ の 後 、 刑 務 所 や 家 庭 に い た 緊 急 事 例 の 者 が 次 々 に 入 所 し 、

11 月 現 在 で 定 員 150 人 に 対 し 入 所 者 は 合 計 103 人 と 報 告 さ れ て い る 。 103 人

の う ち 15 歳 未 満 の 子 ど も は 26 人 で お よ そ ４ 分 の １ で あ っ た 。  

オ リ リ ア 施 設 開 設 直 後 の 施 設 内 で の 処 遇 内 容 や 生 活 の 様 子 に つ い て は 明 ら

か で な い が 、 職 員 は 医 師 の 施 設 長 を 筆 頭 に 、 事 務 員 、 エ ン ジ ニ ア 、 庭 師 、 裁

縫 師 、 宿 直 、 世 話 人 等 で 職 員 の 職 種 、 人 数 に お い て 精 神 病 ア サ イ ラ ム と 大 き

な 相 違 は な か っ た よ う で あ る 。 世 話 人 は 男 女 各 ５ 人 が 配 置 さ れ て い る が 、 彼

ら が 子 ど も の 入 所 者 の 訓 練 、 指 導 に あ た っ た の か ど う か は 不 明 で あ る （ IPPC 

[1877] 48-49）。  

し か し ラ ン グ ミ ュ ア は 、 組 織 と 職 員 は ア サ イ ラ ム と 訓 練 施 設 の 両 方 の 業 務

を 十 分 に 遂 行 で き る 体 制 に あ り 、望 む べ く は た だ ひ と つ 、教 育 対 象 と な る 15



25 

歳 未 満 の 子 ど も と 成 人 と を 分 離 す る た め の 新 し い 建 物 の 増 設 で あ る と 強 く 主

張 し て い る (Hackett [1969] 34-35; IPPC [1877] 39)。  

さ ら に 開 設 翌 年 の 1877 年 に は 、初 代 施 設 長 ウ ォ レ ス が ハ ミ ル ト ン・ア サ イ

ラ ム に 異 動 し 、 お そ ら く 訓 練 施 設 の 強 化 を 意 図 し て 後 任 が 選 ば れ た 。 同 年 に

全 米 精 神 薄 弱 者 施 設 長 協 会 （ the Association of Medical Officers of 

American Institutions for Idiotic and Feeble-Minded Persons: AMOAI） ６ ）

の 最 初 の カ ナ ダ 会 員 と な り （ AMOAI [1891] 253）、 後 に 同 協 会 の 会 長 職 も 務 め

る A.H. ビ ー ト ン 医 師 （ Alexander Hector Beaton 1838-1932） が 、 ２ 代 目 施

設 長 と し て 就 任 し た の で あ る 。彼 は 1888 年 の オ リ リ ア 施 設 内 学 級 設 置 と 、そ

こ に お け る E.O. セ ガ ン （ Edouard Onesimus Seguin 1812-1880） の 感 覚 訓 練

７ ） お よ び カ ナ ダ で 最 初 の 幼 稚 園 教 育 の 導 入 な ど を 実 現 し た 人 物 で あ る 。  

ス コ ッ ト ラ ン ド 移 民 の 祖 父 を も つ ビ ー ト ン は 、 ト ロ ン ト の 東 に 位 置 す る ピ

ッ カ リ ン グ （ Pickering） と ボ ー ン （ Vaughan） で 学 齢 期 を 過 ご し た 。 ト ロ ン

ト の 法 律 事 務 所 で 働 く も の の 、２ 年 で 身 を 引 き 、1862 年 に ト ロ ン ト の 医 学 校

に 進 学 し て 外 科 学 を 修 め る 。1864 年 に 同 校 卒 業 後 は オ リ リ ア か ら 東 へ 約 60km

に 位 置 す る 町 、 ス テ イ ナ ー （ Stayner） で 10 年 以 上 に わ た り 医 師 と し て 臨 床

活 動 に 従 事 し て い た 。  

オ リ リ ア 施 設 長 着 任 以 前 の ビ ー ト ン が 精 神 薄 弱 者 に 対 す る 関 心 や 接 触 を も

っ て い た の か 、 ま た な ぜ 彼 が 施 設 長 に 任 命 さ れ た の か に つ い て は 今 の と こ ろ

わ か っ て い な い が 、 1876 年 に 結 成 さ れ た AMOAI へ の 加 入 ・ 参 加 や 1882 年 に

退 任 す る ラ ン グ ミ ュ ア の 意 思 を 継 い で 施 設 内 学 級 の 開 設 に 奔 走 し て い る こ と

は 、 同 職 に 対 す る 彼 の 熱 意 と 行 動 力 を 明 示 し て い る と い え よ う 。  

と こ ろ が オ リ リ ア 施 設 は 開 設 当 初 の 目 的 に 反 し て 、 白 痴 だ け で な く 、 て ん

か ん や 肢 体 不 自 由 、 聾 唖 、 そ し て 職 業 訓 練 や 若 干 の 教 科 教 育 が 可 能 な 軽 度 級

の 入 所 者 を 受 け 入 れ る こ と と な り （ IPPC, 1891-1910）、 多 様 な 入 所 需 要 に 応
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え な け れ ば な ら な い 状 況 に 陥 っ て い く 。た と え ば 、1881 年 の 州 施 設 局 報 告 で

は 、オ リ リ ア 施 設 入 所 者 の 内 訳 は 、重 度 の 肢 体 不 自 由 15 人 、て ん か ん 31 人 、

精 神 病 21 人 、聾 唖 43 人 、最 重 度 級 の 先 天 性 白 痴 が 45 人 、そ し て 作 業 能 力 の

あ る 者 77 人 が 含 ま れ て い た （ Table Ⅰ -2）。  

 

人数
重度級の者を含む、14歳未満 35
重度の肢体不自由 15
てんかん 31
狂人（精神病） 21
聾唖 43
最重度級の先天性白痴 45
作業能力のある男女 77

原典：IPPC [1881] 417. 
出典：Hackett [1969] 49. 

オリリア施設における入所者の内訳（1880年）

Table Ⅰ-2

 

 

す な わ ち 、 皮 肉 な こ と で あ る が 、 オ リ リ ア 施 設 設 置 以 前 の 非 専 門 施 設 に お

い て 深 刻 化 し て い た 、入 所 者 の 多 様 な 実 態 と そ れ に よ っ て 生 じ た 処 遇 問 題 は 、

こ う し た 問 題 の 解 決 が 設 立 の 目 的 で あ っ た あ っ た は ず の 同 施 設 に お い て も 、

ふ た た び 時 期 と 段 階 を 変 え て 繰 り 返 さ れ る こ と と な っ た の で あ る 。  

そ の 理 由 は 、 白 痴 、 痴 愚 を 含 む 精 神 薄 弱 者 の 法 的 な 診 断 お よ び 分 類 基 準 の

未 確 立 に あ っ た 。 オ ン タ リ オ 州 に お い て 精 神 薄 弱 者 の 分 類 に 法 的 根 拠 を も つ

た め に は 、 イ ギ リ ス に お い て 1900 年 代 以 降 に 議 論 が 始 ま り 1913 年 に 成 立 を

み る 「 精 神 欠 陥 法 （ the Mental Deficiency Act of 1913）」 を 待 た ね ば な ら

な か っ た の で あ る （ Hackett [1969] 48-49）。  

分 類 と 処 遇 方 法 の 未 発 達 を 示 す よ う に 、ビ ー ト ン は 施 設 局 1881 年 報 で ス コ

ッ ト ラ ン ド の ラ ー バ ー ト 施 設 長 、 W.W. ア イ ル ラ ン ド 医 師 （ W. W. Ireland）

の 言 を 引 用 し て 次 の よ う に 述 べ て い る 。「 白 痴 に は ３ 種 類 あ る 。ど ん な 指 示 も

受 け 入 れ る こ と が で き な い … 教 育 不 可 能 な 白 痴 、 … 白 痴 学 校 を 必 要 と す る 教
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育 可 能 な 白 痴 、 そ し て 大 人 の 白 痴 で あ る 。 最 初 の ２ 種 類 は 同 じ 建 物 で 世 話 で

き る が 、３ つ め の 白 痴 は 別 の 建 物 で 処 遇 し た ほ う が よ い だ ろ う 」（ IPPC [1881] 

370）。  

オ リ リ ア 施 設 の 入 所 者 に み ら れ る 多 様 な 実 態 は 、 障 害 の 種 類 や 程 度 だ け で

な く 、 年 齢 構 成 に も 及 ん だ 。 同 施 設 に お け る 死 亡 者 の 年 齢 か ら 入 所 者 の 年 齢

を 推 測 す る と 、1890 年 ９ 月 ま で の １ 年 間 の 死 亡 者 22 人（ 男 性 10 人 ，女 性 12

人 ） の う ち 、 15 歳 未 満 が ５ 人 、 15～ 25 歳 が ６ 人 、 25～ 35 歳 が ３ 人 、 35～ 45

歳 が ２ 人 、45～ 55 歳 ３ 人 が 、55 歳 以 上 が ３ 人 で あ り 、死 亡 者 の 最 低 年 齢 は ９

歳 、最 高 は 63 歳 で あ っ た 。こ の よ う に 同 施 設 に は 、年 少 の 子 ど も や 若 年 者 の

状 態 改 善 を 目 的 と し た 訓 練 施 設 と い う 当 初 の 意 図 と は 裏 腹 に 、 幅 広 い 年 齢 層

の 入 所 者 が 存 在 し て い た の で あ る （ IPPC [1891] 54）。  

な お 、 そ の ほ か 入 所 者 の 属 性 に つ い て は 、 結 婚 歴 、 宗 教 、 国 籍 、 出 身 地 域

の 情 報 が み ら れ る 年 度 が あ る 。た と え ば 1877 年 ま で の 総 計 166 人 の 入 所 者 の

国 籍 は 、カ ナ ダ が 49 人 、次 い で ア イ ル ラ ン ド 38 人 、イ ン グ ラ ン ド 20 人 、ス

コ ッ ト ラ ン ド 16 人 、そ の ほ か 15 人 、不 明 28 人 と な っ て い る（ IPPC [1878] 324）。

当 時 、オ ン タ リ オ 州 全 体 の 人 口 で も カ ナ ダ 国 籍 の 者 は 決 し て 大 多 数 で は な く 、

イ ギ リ ス か ら の 移 民 が 多 か っ た こ と に 鑑 み れ ば 、 国 籍 構 成 で の オ リ リ ア 施 設

と し て の 特 徴 は 見 ら れ な い 。 ま た 州 内 の 出 身 地 域 に つ い て も 比 較 的 人 口 の 多

い 、 ト ロ ン ト を 要 す る ヨ ー ク 地 域 そ の ほ か ア メ リ カ 側 の 湖 畔 地 域 か ら の 入 所

者 が 抜 き に 出 て い る も の の 、 ほ ぼ 州 全 土 に 展 開 し て い る （ IPPC [1878] 

324-325）。  

障 害 の 種 類 と 程 度 、 そ し て 年 齢 の 多 様 な 入 所 需 要 に 加 え て 入 所 者 の 多 様 な

実 態 に 加 え て 、オ リ リ ア 施 設 は 過 密 の 問 題 に も 直 面 す る 。1876 年 の 開 設 時 に

は 140 人 で あ っ た 入 所 者 は 、 ほ ぼ 毎 年 増 加 し 続 け 、 20 世 紀 最 初 の 年 に は 659

人 に ま で 増 加 し た 。 し か も 、 入 所 を 希 望 す る 待 機 者 数 は 1891 年 に は 68 人 で
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あ っ た が 、５ 年 後 の 1896 年 に は そ の ２ 倍 以 上 に 相 当 す る 139 人 、さ ら に 1901

年 に は 465 人 に ま で 膨 れ あ が っ た （ Table Ⅰ -3）。  

オ リ リ ア 施 設 の 飽 和 状 態 を 緩 和 す る た め に 、1882 年 初 頭 に ラ ン グ ミ ュ ア の

後 任 と な っ た W.T. オ レ イ リ ー （ William T. O’ Reilly） は 着 任 早 々 、 当 時

の 同 施 設 入 所 者 234 人 中 79 人 を ハ ミ ル ト ン の ア サ イ ラ ム へ 移 動 さ せ た が 、こ

れ ら 送 り 出 さ れ た 入 所 者 は 同 年 ９ 月 に は オ リ リ ア 施 設 に 戻 っ て く る 結 果 と な

っ た 。 お そ ら く 、 オ リ リ ア 施 設 の ３ 倍 以 上 の 900 人 に の ぼ る 入 所 者 を 抱 え て

い た ハ ミ ル ト ン ・ ア サ イ ラ ム に お い て も 、 同 様 に 過 密 と 財 政 の 問 題 を 抱 え て

お り 、約 80 人 も の 白 痴 者 を 受 け 入 れ る 余 裕 は な か っ た も の と 思 わ れ る 。そ の

た め 、 オ リ リ ア 施 設 で は 自 身 の 施 設 設 備 の 拡 大 を 迫 ら れ る こ と と な る 。 1885

年 に 同 じ く シ ム コ ー 湖 畔 の 105 エ ー カ ー の 土 地 を 購 入 し 、 追 加 で 200 人 の 入

所 者 を 想 定 し た 設 備 と 本 部 棟 が 1887 年 に 完 成 し た 。  

し か し 、 新 た な 土 地 の 購 入 に よ っ て も 、 同 施 設 の 過 密 は 根 本 的 に は 解 決 せ

ず 、 ベ ッ ド 数 の 不 足 を 補 う た め 、 年 少 の 子 ど も は １ つ の ベ ッ ド を ２ 人 で 共 有

し な け れ ば な ら な い ほ ど で あ っ た （ IPPC [1891] 149）。  

財 政 難 も ま た 、 深 刻 な 課 題 で あ っ た 。 オ リ リ ア 施 設 で は 、 1894-95 年 度 以

降 は 定 員 を 超 過 す る 数 の 入 所 者 を 受 け 入 れ て い た に も か か わ ら ず 、 州 か ら は

入 所 者 数 の 増 加 に 対 応 し た 予 算 措 置 は 行 わ れ ず 、 入 所 者 １ 人 あ た り の 費 用 は

1876 年 開 設 時 の 202.07 ド ル か ら 、1886 年 に は 124.57 ド ル 、1901 年 に は 92.66

ド ル と 入 所 者 数 の 増 加 に 反 比 例 し て 縮 小 を 余 儀 な く さ れ る （ Table Ⅰ -4）。
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 当 時 の 州 立 施 設 に は 、自 費 負 担 の 入 所 者（ paying patients）が 一 定 数 含 ま

れ て お り 、 彼 ら の 納 め る 生 活 費 が 施 設 の 歳 入 と な っ て い た 。 自 費 負 担 入 所 者

の 負 担 額 は 一 定 で な く 、1877 年 に は 全 施 設 で 323 人 の 該 当 者 が お り 、そ れ ぞ

れ １ 週 間 あ た り １ ド ル か ら ７ ド ル を 納 め て い た 。オ リ リ ア 施 設 で は 1876 年 度

は ０ 人 、 1877 年 に は 13 人 か ら 787.00 ド ル の 納 金 が あ り 、 1901 年 に は 63 人

か ら 4,022.12 ド ル を 得 て い た が 、 必 ず し も 必 要 十 分 で は な か っ た （ IPPC 

[1878] 15; [1902] xlvii）。  

こ う し た 財 政 的 苦 境 に 対 す る 緩 和 策 と し て 、 施 設 長 ビ ー ト ン は 、 入 所 者 を

「 雇 用 」 し て 施 設 内 の 農 作 業 や 家 事 と い っ た 仕 事 に 従 事 さ せ る こ と で 、 経 費

の 削 減 を 図 っ た 。 入 所 者 の 雇 用 に 関 す る 記 録 は 1878-79 年 度 の 年 次 報 告 に お

い て 初 め て 登 場 す る 。 入 所 者 全 体 に お い て 、 入 所 の 「 職 員 」（ employed 

patients）が 占 め る 割 合 は 年 と と も に 拡 大 し 、1886-87 年 度 に は 、入 所 者 210

人 中 96 人 が 、1896-97 年 度 に は 641 人 中 303 人 が 、さ ら に 1906-07 年 度 に は

761 人 中 521 人 が 施 設 内 の 仕 事 に 従 事 し て い た こ と が わ か る （ Table Ⅰ -5）。

彼 ら に 与 え ら れ た 仕 事 は 、 男 性 は 敷 地 の 清 掃 、 排 水 設 備 工 事 、 植 樹 で あ り 、

女 性 は 洗 濯 や 裁 縫 で あ っ た （ IPPC [1891] 152）。  

 

年度 1876-77 1881-82 1886-87 1891-92 1896-97 1901-02 1906-07
入所者 140 234 210 486 641 659 761

うち入所「職員」 55 96 208 303 436 521
職員 29 38 56 70 70 73

註：空欄不明．

オリリア施設入所者、入所の「職員」、および職員数

Table Ⅰ-5

出典：Huronia Regional Centre (Orillia Asylum) Annual Statistics 1876-1970. 
所蔵：Archives of Ontario; HRC, series RG 29-24-1-4. 

 

 

オ リ リ ア 施 設 に お け る 入 所 者 の 「 雇 用 」 が 、 入 所 者 の 増 加 に 伴 う 職 員 の 不

足 を 補 う た め で あ っ た の か 、あ る い は む し ろ 、職 員 の 人 数 を 抑 制 す る こ と で 、
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人 件 費 を 削 減 す る 意 図 が あ っ た の か は 明 ら か で な い が 、 実 際 に 同 施 設 で は 、

同 程 度 の 規 模 あ る い は オ リ リ ア 施 設 よ り も 小 規 模 の 精 神 病 ア サ イ ラ ム と 比 べ

て 、 職 員 の 人 数 が 少 数 に 抑 え ら れ て い た 。 た と え ば 、 1895-96 年 度 に は オ リ

リ ア 施 設 は 入 所 者 数 630 人 に 対 し て 職 員 の 人 数 は 67 人（ 職 員 １ 人 当 た り の 入

所 者 数 は 9.4 人 ） で あ っ た の に 対 し て 、 オ リ リ ア 施 設 よ り 入 所 者 の 少 な い キ

ン グ ス ト ン ・ ア サ イ ラ ム で は 入 所 者 556 人 に 対 し て 職 員 が 78 人 （ 同 7.1 人 ）

で あ り 、同 様 に ハ ミ ル ト ン・ア サ イ ラ ム で は 入 所 者 598 人 に 対 し て 職 員 が 83

人 （ 同 7.2 人 ） で あ っ た こ と か ら 、 キ ン グ ス ト ン 、 ミ ル ト ン の 両 施 設 に 比 べ

て 、 オ リ リ ア 施 設 が そ の 規 模 に 照 ら し て い か に 少 な い 職 員 数 で 運 営 さ れ て い

た か が わ か る （ Table Ⅰ -6）。  

 

Table Ⅰ-6

年度

入所者数 職員数
入所者
／職員

入所者数 職員数
入所者
／職員

入所者数 職員数
入所者
／職員

キングストン・アサイラム 526 84 6.3 556 78 7.1 599 79 7.6
ハミルトン・アサイラム 395 45 8.8 598 83 7.2 605 93 6.5
オリリア精神薄弱者施設 420 56 7.5 630 67 9.4 652 66 9.9

1890-91 1895-96 1900-01
３施設における入所者・職員数および職員１人当たり入所者数

出典：IPPC, 1892; 1897; 1902.  
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第 ２ 節  精 神 薄 弱 問 題 の 発 見 と オ ン タ リ オ 州 精 神 薄 弱 者 調 査 官 職 の 設 置  

こ の よ う に 、19 世 紀 末 ま で の 州 立 精 神 病 ア サ イ ラ ム や 刑 罰・慈 善 施 設 に お

い て は 精 神 薄 弱 入 所 者 に 対 す る 適 切 な 処 遇 場 所 の 欠 如 、 さ ら に オ リ リ ア 精 神

薄 弱 者 施 設 に お い て も 多 様 な 入 所 需 要 、 過 密 化 と 財 政 難 と い っ た 問 題 が 喫 緊

の 課 題 と し て 認 識 さ れ て い た 。  

で は 、 こ う し た 精 神 薄 弱 者 を 含 む 公 立 施 設 に お い て 指 摘 さ れ て い た 精 神 薄

弱 者 の 処 遇 問 題 は 、 い か に し て 州 全 体 の 政 策 的 対 応 を 必 要 と す る 重 大 な 社 会

問 題 と し て 認 識 さ れ 、 具 体 的 な 対 策 の 開 始 へ と 結 び つ い て い っ た の で あ ろ う

か 。  

法 律 の 制 定 に し て も 機 関 の 設 置 に し て も 、 政 策 的 な 対 応 を 導 く に は 、 ま ず

精 神 薄 弱 者 の 処 遇 が 社 会 問 題 で あ る と い う こ と が 根 拠 を も っ て 認 識 さ れ な け

れ ば な ら な い 。そ の 数 的 根 拠 を 得 る た め 、1890 年 代 に 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 問 題

を 共 有 す る 一 部 の 人 々 に よ っ て 、 そ れ ぞ れ の 立 場 と 関 心 に 基 づ い た 実 態 調 査

が 行 わ れ た 。  

以 下 で は 、 ト ロ ン ト 市 公 立 学 校 調 査 官 と カ ナ ダ 女 性 会 議 （ NCWC） そ れ ぞ れ

が 行 っ た 精 神 薄 弱 者 に 関 す る 実 態 調 査 と そ の 意 図 に つ い て み て い く 。さ ら に 、

NCWC に よ る 実 態 調 査 結 果 を 根 拠 の ひ と つ と し た 精 神 薄 弱 女 性 保 護 施 設 設 置

要 求 運 動 が 、 オ ン タ リ オ 州 に お い て 精 神 薄 弱 調 査 官 職 の 設 置 に 結 実 す る 経 緯

を 考 察 す る 。  

 

１ ． 公 立 学 校 軽 度 精 神 薄 弱 児 お よ び 軽 度 精 神 薄 弱 女 性 の 実 態 調 査 の 実 施  

オ ン タ リ オ 州 に お い て 精 神 薄 弱 に 限 定 し た 最 初 の 公 的 調 査 が 実 現 し た の は 、

ラ ン グ ミ ュ ア の 施 設 局 で は な く 、 ト ロ ン ト の 公 立 学 校 で あ っ た 。  

19 世 紀 末 当 時 、精 神 薄 弱 者 を 含 む 公 立 施 設 と 公 立 学 校 の 有 機 的 関 連 は 見 ら

れ な い が 、 同 時 期 に 学 校 に お い て 精 神 薄 弱 の 年 少 者 を 対 象 と し た 実 態 調 査 が
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行 わ れ て い た こ と は 看 過 で き な い し 、 そ の 意 図 と 経 緯 に つ い て も 押 さ え て お

く 必 要 が あ る 。  

オ ン タ リ オ 州 の 州 都 で あ る ト ロ ン ト は 19 世 紀 後 半 以 降 、カ ナ ダ で も 最 大 の

人 口 を 擁 す る 都 市 で あ り 、1871 年 の 州 法 に よ る 義 務 就 学 制 の 成 立 と そ の 後 の

強 化 、な ら び に 人 口 の 自 然 増 と 周 辺 市 町 村 の 合 併 に よ っ て 、19 世 紀 末 ま で の

30 年 間 に 就 学 人 口 は 4,106 人 か ら ７ 倍 近 い お よ そ 27,000 人 に 、 出 席 率 は

80.1％ か ら 91.3％ に ま で 増 加 し て い た （ PSCT, 1875-1900）。  

就 学 率 の 改 善 は 、一 方 で 、就 学 す る 子 ど も の 実 態 の 多 様 化 を 意 味 し た か ら 、

大 都 市 ト ロ ン ト の 公 立 学 校 に お い て は 、 浮 浪 児 、 就 労 児 、 移 民 、 そ し て 障 害

児 を 含 む 、多 様 な 就 学 需 要 に 応 え な け れ ば な ら な か っ た 。さ ら に 1880 年 代 に

は 、 進 級 試 験 に 落 第 す る 生 徒 が 増 加 し た こ と で 、 よ り 低 学 年 学 級 へ の 子 ど も

の 停 滞 、 在 籍 児 の 高 齢 化 、 怠 学 、 退 学 と い っ た 問 題 が 発 生 し 、 学 業 不 振 児 問

題 と 学 校 の 非 効 率 が 指 摘 さ れ る よ う に な る （ PSCT, 1880-92）。  

こ う し た 現 状 の 打 開 策 を 求 め て 、1894 年 に ト ロ ン ト 市 公 立 学 校 教 育 長（ the 

Chief Inspector of Public Schools for the City of Toronto）、 J.L. ヒ ュ

ー ズ （ James L. Hughes 1849-1935） は イ ギ リ ス ・ ロ ン ド ン の 軽 度 精 神 薄 弱 児

特 殊 学 校 を 視 察 に 訪 れ る （ FMiO [1907] 8）。  

1890 年 代 前 半 の 英 ロ ン ド ン で は 、1892 年 ７ 月 に 最 初 期 の 特 殊 学 級 が 開 設 さ

れ た ば か り で あ っ た が 、1893 年 の 時 点 で ６ つ の 軽 度 精 神 薄 弱 児 学 級 に 265 人

の 子 ど も が 在 籍 し 、 ９ 人 の 教 師 が １ 学 級 に １ ～ ２ 人 ず つ 配 置 さ れ て い た

（ Table Ⅰ -7）。 同 市 に お け る 軽 度 精 神 薄 弱 児 特 殊 学 級 の 設 置 に は 、 1890 年

の 慈 善 組 織 化 協 会 （ the Charity Organization Society） の 調 査 に よ っ て 公

立 学 校 に お け る 軽 度 精 神 薄 弱 児 の 存 在 と 、 学 齢 児 全 体 に 占 め る 彼 ら の 割 合 の

高 さ が 明 ら か と な っ た こ と を 受 け て 、ロ ン ド ン 学 務 委 員 会（ the London School 

Board）自 身 が 特 殊 学 級 設 置 に 向 け て 積 極 的 に 教 育 局 に 働 き か け た と い う 経 緯
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が あ っ た （ 山 口  [1993] 230）。  

 

男 女 計
　バーク・ウォーク校 8 6 14 1
　ヒュー・ミドルトン校 28 24 52 2
　バス・ストリート校 38 31 69 2
　サマーフォード・ストリート校 17 11 28 1
　イースト・コースト校 24 13 37 1
　ボーコック・ストリート校 38 27 65 2

計 153 112 265 9

英ロンドン市精神薄弱特殊学級における生徒・教員数（1893年３月現在）

Table Ⅰ-7

生徒数
教員数学校名

出典：山口 [1993] 231.  

 

こ う し た こ と か ら 推 察 す れ ば 、 お そ ら く ヒ ュ ー ズ は 、 英 ロ ン ド ン と 同 様 に

ト ロ ン ト に お い て も 、 市 教 育 委 員 会 先 導 に よ る 軽 度 精 神 薄 弱 児 特 殊 学 級 の 設

置 を 指 向 し 、 そ の 前 提 と し て 公 立 学 校 に お け る 軽 度 精 神 薄 弱 児 調 査 を 実 施 し

た と 思 わ れ る 。 実 際 、 彼 は 帰 国 後 ま も な く 、 自 ら ト ロ ン ト の 公 立 学 校 に い る

精 神 薄 弱 児 の 人 数 を 把 握 す る た め 、 調 査 を 実 施 し て い る 。 し か し ヒ ュ ー ズ の

予 測 に 反 し て 、 こ の と き ト ロ ン ト で は 、 公 立 学 校 に 在 籍 す る 精 神 薄 弱 児 は わ

ず か 20 人 で あ る と 報 告 さ れ た 。そ の た め 、彼 は 同 市 に お け る 特 殊 学 校 あ る い

は 学 級 の 設 置 は 時 期 尚 早 で あ る と し て 断 念 せ ざ る を え な か っ た（ FMiO [1907] 

9; Hackett [1969] 81; Simmons [1982] 65）。  

 

一 方 、 同 じ 頃 、 全 米 慈 善 矯 正 会 議 （ the National Conference of Charities 

and Correction: NCCC） ８ ） の オ ン タ リ オ 州 局 長 で 医 師 の A.M. ロ ー ズ ブ ル ー

（ A.M. Rosebrugh）９ ） は 、コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 軽 度 精 神 薄 弱 女 性 の 公 的 な

調 査 の 必 要 性 を 主 張 す る 。彼 は 、1897 年 の ノ ヴ ァ・ス コ シ ア 州 ハ リ フ ァ ッ ク

ス に お け る NCWC の 年 次 総 会 （ annual meeting） に あ た り 、 同 団 体 に 宛 て て 、

「 カ ナ ダ に お け る 州 ご と の 、 白 痴 、 中 度 痴 愚 、 精 神 虚 弱 、 あ る い は 何 ら か の
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理 由 で 自 身 の 世 話 が ほ と ん ど で き な い 40 歳 未 満 の 未 婚 女 性 の 人 数 」を 調 査 す

る よ う 、 依 頼 の 文 書 を 送 付 し て い る （ FMiO [1907] 9; Hackett [1969] 81; 

MacMurchy [1915] 11-12; Simmons [1986] 66）。  

ア メ リ カ に お け る 社 会 事 業 の 関 係 会 議 で あ っ た NCCC で は 、1870 年 代 以 降 、

犯 罪 と 貧 困 の 遺 伝 性 や そ の 主 要 因 と し て の 精 神 薄 弱 に 関 す る 報 告 が 蓄 積 さ れ

て お り 、さ ら に 1890 年 代 に は 、社 会 に お い て 貧 困・犯 罪 問 題 を 増 大 さ せ る 深

刻 な 要 因 と 捉 え ら れ て き た 精 神 薄 弱 に 対 し 、 そ の 遺 伝 性 が 研 究 成 果 を も っ て

主 張 さ れ た こ と で 、 精 神 薄 弱 者 の 生 殖 防 止 が 社 会 事 業 の 重 要 課 題 で あ る と 指

摘 さ れ る よ う に な っ て い た （ 中 村  [2004] 75-77）。 こ う し た 背 景 か ら 考 え れ

ば 、 ロ ー ズ ブ ル ー が オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 遺 伝 と 生 殖 の 問 題 に

注 目 し 、 生 殖 年 齢 に あ る 精 神 薄 弱 女 性 の 実 態 把 握 を 求 め た こ と は 必 然 で あ っ

た と い え る 。  

ち ょ う ど 同 じ 時 期 、ロ ー ズ ブ ル ー の 依 頼 と は 別 に NCWC で も 、会 議 の メ ン バ

ー に よ る 報 告 を 直 接 的 契 機 と し て 、 軽 度 精 神 薄 弱 女 性 の 保 護 に 関 す る 常 任 委

員 会 を 設 置 し 、 独 自 に 実 態 調 査 を 進 め よ う と し て い た と こ ろ で あ っ た

（ Simmons [1982] 65-66）。 NCWC に よ っ て 行 わ れ た 精 神 薄 弱 女 性 実 態 調 査 の

具 体 的 内 容 に つ い て は 明 ら か で な い が 、 翌 年 の 1898 年 次 総 会 に お い て NCWC

は 、 該 当 女 性 が カ ナ ダ 全 体 で 1,235 人 お り 、 そ の う ち ７ 割 以 上 の 900 人 が オ

ン タ リ オ 州 に い る こ と を 報 告 し た （ Table Ⅰ -8）。  
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Table Ⅰ-8

州 人数
プリンス・エドワード島 2
アシニボイア（サスカチュワン） 4
マニトバ 5
ケベック 39
ノヴァ・スコシア 135
ニュー・ブランズウィック 150
オンタリオ 900

計 1,235
出典：FMiO [1907] 9. 

NCWC精神薄弱女性実態調査結果

 

 

調 査 の 実 施 以 前 か ら 組 織 内 に 精 神 薄 弱 女 性 の 保 護 に 関 す る 常 任 委 員 会 を 設

置 し て い た NCWC は 、こ の 調 査 結 果 に よ っ て 、と り わ け オ ン タ リ オ 州 に 膨 大 な

数 の 精 神 薄 弱 女 性 が い る と い う 数 値 的 裏 づ け を 得 た こ と で 、 州 政 府 と 州 市 民

に 対 し て 精 神 薄 弱 女 性 の ケ ア と 保 護 を 訴 え る 運 動 を 一 気 に 加 速 さ せ て い く

（ FMiO [1907] 9; Simmons [1986] 66）。  

 

２ ． カ ナ ダ 女 性 会 議 に よ る 社 会 改 革 運 動 の 一 環 と し て の 精 神 薄 弱 問 題 へ

の 着 手 と 先 導  

NCWC は 、1893 年 に 女 性 の 保 健 、労 働 状 況 、お よ び 社 会 的 地 位 の 改 善 を 目 的

と し て 結 成 さ れ た 、イ ギ リ ス 系 中 産 階 級 の 女 性 に よ る 団 体 で あ り（ Boutilier 

[1994] 17）、1897 年 に は 国 際 女 性 会 議（ the International Council of Women）

と 連 盟 を 結 ん だ 。NCWC は 、「『 女 性 の 職 業 』は 社 会 の 道 徳 的・精 神 的 保 護 で あ

る と 定 義 し 、 家 事 と 育 児 に 対 す る 伝 統 的 女 性 役 割 が 女 性 の 社 会 的 影 響 力 を 高

め る と 主 張 」 し て 、 と り わ け 看 護 婦 や ホ ー ム ヘ ル パ ー と い っ た 専 門 職 女 性 の

養 成 に 貢 献 し た 団 体 で あ っ た た め 、 当 時 の 主 流 で あ っ た 男 性 社 会 と 相 対 立 す

る も の で は な く 、 む し ろ 寄 与 す る も の と し て 肯 定 的 に 受 け 入 れ ら れ て い た

（ Boutilier [1994] 17-18）。  

そ の 後 同 団 体 は 、19 世 紀 末 ま で に は カ ナ ダ 全 土 に ８ の 州 支 局 と 、ト ロ ン ト
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や モ ン ト リ オ ー ル と い っ た 主 要 都 市 を は じ め と す る 全 国 21 の 都 市 に 支 部 を

も つ 、全 国 規 模 の フ ェ ミ ニ ズ ム 団 体 へ と 成 長 し 、毎 年 、10～ 20 の 常 任 委 員 会

（ standing committee） を 設 置 す る と と も に １ ０ ）、 全 国 各 都 市 で 年 次 総 会 を

開 催 し て い た 。  

オ ン タ リ オ 州 ロ ン ド ン 支 部 の 副 会 長 で あ り 、 私 設 女 性 団 体 the King’ s 

Daughters の 理 事 長 で も あ っ た E.M. タ イ リ ー 夫 人 （ Elizabeth M. Tilley）

は 、 NCWC の 1896 年 次 総 会 に お い て 、 ト ロ ン ト に は 精 神 病 で も 白 痴 で も な い

が 「 た だ 自 身 の 世 話 が で き ず 、 そ の た め 私 生 児 の 母 親 と な っ て い る 多 く の 女

児 が い る 」こ と を 指 摘 し 、更 な る 調 査 の 実 施 を 求 め た（ Simmons [1982] 66）。

タ イ リ ー は NCWC の 後 援 者（ patron）で あ り 、８ 人 の 終 身 会 員 の ひ と り で も あ

っ た こ と か ら 、 NCWC の 運 営 に 大 き な 影 響 力 を 持 っ て い た と 考 え ら れ る 。  

1896 年 の タ イ リ ー 報 告 を 受 け て 、 NCWC は 翌 1897 年 に 軽 度 精 神 薄 弱 女 性 に

関 す る 常 任 委 員 会 を 設 置 し （ Simmons [1982] 65-66）、 前 述 の 実 態 調 査 を 行 う

こ と で 、 カ ナ ダ 全 体 な ら び に オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 女 性 の 人 数 を 把

握 す る 。  

こ の 調 査 結 果 を 受 け て 、NCWC は 精 神 薄 弱 女 性 の 保 護 に 関 す る 対 策 を 具 体 的

に 提 言 す る こ と で 、 連 邦 お よ び 州 政 府 に 対 す る 要 求 運 動 を 展 開 し て い く 。 ま

ず 、1899 年 次 総 会 に お い て 、各 支 部 が 州 議 会 に 対 し て 精 神 薄 弱 女 性 の 保 護 対

策 を 講 じ る よ う 請 願 す る こ と が 決 議 さ れ た （ FMiO [1907] 9; Simmons [1982] 

67）。  

さ ら に 1902 年 に は 、NCWC 書 記 官 で あ り ト ロ ン ト 支 部 の 会 長 で あ っ た W. カ

ミ ン グ ズ（ Willoughby Cummings）と 、精 神 薄 弱 女 性 に 関 す る 常 任 委 員 会 議 長

の エ ヴ ァ ン ズ（ Evans）が 、す で に ア メ リ カ で は 開 設 さ れ て い た 精 神 薄 弱 女 性

の 保 護 施 設 を 視 察 す る た め 、 オ ン タ リ オ 州 知 事 G. ロ ス （ George Ross） と 州

務 長 官 J.S. ス ト ラ ッ ト ン （ J.S. Stratton） の 承 認 を 得 て 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 州
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ロ ー ム（ the Rome State Custodial Asylum）お よ び シ ラ キ ュ ー ス（ the Syracuse 

State Institution for Feeble-Minded Children）、 な ら び に ニ ュ ー ジ ャ ー ジ

ー 州 ニ ュ ー ア ー ク （ the State Home for the Feeble-Minded in Newark） の

精 神 薄 弱 者 施 設 を 訪 問 す る （ Simmons [1982] 67）。  

カ ミ ン グ ズ ら は 、 ニ ュ ー ア ー ク 施 設 を 訪 れ た 際 に 、 敷 地 の 周 り に 塀 も 柵 も

な い こ と に 驚 嘆 し た 。 同 施 設 の 施 設 長 夫 人 ウ ィ ン ズ ピ ア （ Winspear） が 、 精

神 薄 弱 女 性 の 入 所 者 を 「 施 設 内 に と ど め て お く 方 法 は 全 く 問 題 に な ら な い 。

彼 女 ら は と て も 幸 せ で あ る が 、 ひ ど く 悲 し む の は 、 わ れ わ れ が 制 限 年 齢 に 達

し た 彼 女 ら を 退 所 さ せ る と き で あ る 」と 述 べ た こ と に 対 し て 、カ ミ ン グ ズ は 、

「 全 く そ の 通 り で あ る 。 彼 女 ら は 仲 間 と 一 緒 で あ り 、 も は や 自 分 の 家 庭 に お

い て さ え も そ う で あ る よ う な 、嘲 笑 ま た は 嫌 悪 に さ ら さ れ る こ と も な け れ ば 、

恥 じ ら れ る こ と も 、 不 適 切 に 扱 わ れ る こ と も な い 」 と し て 、 精 神 薄 弱 女 性 は

外 界 の 無 慈 悲 か ら 保 護 さ れ る べ き で あ る と い う 人 道 的 観 点 に 賛 同 し て い た

（ Simmons [1982] 66）。  

こ の 人 道 主 義 は す で に 、 1860 年 代 か ら 90 年 代 に お け る 精 神 病 者 の ア サ イ

ラ ム 収 容 保 護 を 正 当 化 す る た め に 用 い ら れ た 主 要 な レ ト リ ッ ク で あ っ た が 、

そ の 一 方 で 、 社 会 で 経 験 す る 苦 労 と い う 理 由 の み で 精 神 薄 弱 女 性 に 対 す る 強

制 的 収 容 を 正 当 化 す る こ と が 困 難 で あ る こ と は 、 カ ミ ン グ ズ ら も 、 ま た 精 神

薄 弱 関 係 者 も 認 識 し て い た （ Simmons [1982] 66）。  

カ ミ ン グ ズ ら は 、 ア メ リ カ に お け る 精 神 薄 弱 女 性 の 施 設 処 遇 の 先 進 的 事 例

に つ い て オ ン タ リ オ 州 政 府 と NCWC 年 次 総 会 に 報 告 し 、 NCWC は 連 邦 政 府 に 対

し て 15 歳 か ら 45 歳 ま で の 精 神 薄 弱 女 性 を 保 護 す る よ う 請 願 し た が 、 彼 女 ら

の 請 願 は 政 府 に よ る 対 策 に は 結 び つ か な か っ た （ Simmons [1982] 66-67）。 そ

の 原 因 は 明 ら か で な い が 、 こ う し た 精 神 薄 弱 者 保 護 の 根 拠 と し て の 人 道 主 義

の 貧 弱 さ も 理 由 の ひ と つ で あ っ た 可 能 性 は 考 え ら れ る 。  
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州 や 連 邦 政 府 に よ る 対 策 が い ま だ 実 現 し な い 一 方 で 、NCWC の 精 神 薄 弱 女 性

保 護 要 求 運 動 は 、 次 第 に 精 神 薄 弱 女 性 施 設 の 設 置 と い う 具 体 的 な 内 容 を 伴 う

も の と な っ て い く 。1903 年 ５ 月 に は 、NCWC に 賛 同 し た 、囚 人 援 護 協 会 、教 員

団 体 、キ リ ス ト 教 青 年 会（ YMCA）、大 学 女 性 ク ラ ブ（ the University Women’ s 

Club）、 オ ン タ リ オ 州 婦 人 協 会 （ the Women’ s Institute of Ontario）、 数 都

市 の 市 議 会 、 お よ び そ の ほ か の 組 織 に よ る 一 大 代 表 団 が 組 織 さ れ 、 オ ン タ リ

オ 州 政 府 に 対 し て 、 精 神 薄 弱 女 性 の 保 護 施 設 設 置 の 法 制 度 化 を 求 め た 「 オ ン

タ リ オ 州 市 民 」か ら の 請 願 書 を 提 出 し た（ FMiO [1907] 9; Hackett [1969] 81; 

MacMurchy [1915] 11-12; Simmons [1982] 67）。  

し か し な が ら 、 当 時 の 自 由 党 ロ ス 政 権 で は 精 神 薄 弱 問 題 を 重 要 な 政 策 課 題

と は み な さ れ ず 、依 然 と し て 政 策 的 対 応 は 打 ち 出 さ れ な い ま ま で あ っ た １ １ ）。

そ の た め 、NCWC オ ン タ リ オ 州 支 局 を は じ め と す る 代 表 団 は 、1905 年 の 政 権 交

代 に よ る 保 守 党 J.P. ホ イ ッ ト ニ ー （ James P. Whitney） 政 権 の 誕 生 を 待 っ

て 、 再 度 、 請 願 書 を 提 出 す る （ FMiO [1907] 10; Hackett [1969] 81）。  

こ の 1905 年 の 請 願 書 を 受 け て 、州 務 長 官 W.J. ハ ン ナ（ William J. Hanna）

は 、「 15 歳 か ら 45 歳 の 精 神 薄 弱 女 性 を 保 護 す る 対 策 の 必 要 性 と 価 値 に つ い て

の 、 政 府 と 議 会 に よ る 公 正 な 判 断 を 可 能 に す る 」 た め に １ ２ ）、 ま ず 州 内 に お

け る 精 神 薄 弱 者 の 所 在 と 人 口 の 実 態 把 握 を 目 的 と し た 一 斉 調 査 の 必 要 性 を 指

摘 す る （ FMiO [1907] 3）。 そ し て 彼 は 、 1906 年 ６ 月 に 州 務 長 官 直 轄 の 精 神 薄

弱 者 調 査 官 （ the Inspector of the Feeble-Minded） を カ ナ ダ で 初 め て 設 置

し １ ３ ）、 州 内 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 実 態 調 査 を 命 じ る （ FMiO [1907] 10）。 こ

こ に お い て 、NCWC の 政 府 に 対 す る 一 連 の 精 神 薄 弱 女 性 保 護 要 求 運 動 は よ う や

く 結 実 し た の で あ っ た 。  

こ う し て 、オ ン タ リ オ 州 に お い て NCWC を は じ め と す る 精 神 薄 弱 者 関 連 団 体

お よ び 関 係 者 の 対 策 要 求 運 動 の 成 果 と し て 誕 生 し た 、 カ ナ ダ で 最 初 の 精 神 薄
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弱 者 調 査 官 に 任 命 さ れ た の が 、 マ ク マ ー チ ー で あ っ た 。  

調 査 官 の 設 置 に 際 し 、 州 政 府 に 進 言 し て マ ク マ ー チ ー を 調 査 官 に 推 薦 し た

の は 、NCWC 書 記 官 で あ り 、ア メ リ カ に お け る 施 設 の 視 察 を 通 じ て そ の 後 の 精

神 薄 弱 女 性 保 護 要 求 運 動 に 具 体 的 な 方 向 性 を 与 え た カ ミ ン グ ズ で あ っ た

（ Brown [2005] 263; Simmons [1982] 67）。 す な わ ち 、 精 神 薄 弱 者 調 査 官 マ

ク マ ー チ ー の 誕 生 は 、い わ ば そ の 役 職 の 設 置 か ら 任 命 に 至 る ま で NCWC の 要 求

と 期 待 を 象 徴 的 に 示 す も の だ っ た の で あ る 。  

 

３ ．  精 神 薄 弱 者 調 査 官 と し て の H. マ ク マ ー チ ー の 任 命 と そ の 役 割  

（ １ ） マ ク マ ー チ ー の 経 歴  

マ ク マ ー チ ー は 、1862 年 に ト ロ ン ト に お い て 、ス コ ッ ト ラ ン ド 移 民 の 両 親

の も と に ６ 人 兄 弟 の 第 ２ 子 と し て 出 生 す る 。父 親 の ア ー チ バ ル ド（ Archibald 

MacMurchy 1832-1912） は 、 1872 年 か ら 1900 年 ま で ト ロ ン ト ・ グ ラ マ ー ・ ス

ク ー ル（ 後 の the Jarvis Street Collegiate Institute）の 校 長（ head master）

を 務 め て お り 、 マ ク マ ー チ ー 自 身 も 、 初 等 教 育 修 了 後 は 父 親 の グ ラ マ ー ・ ス

ク ー ル に 進 学 し 、 1880 年 の 卒 業 後 は 同 校 で 英 語 教 師 と し て 約 20 年 間 勤 務 し

た 。 後 年 に お け る マ ク マ ー チ ー の 精 神 薄 弱 問 題 に 対 す る 認 識 に は 、 医 師 と し

て の 専 門 性 と と も に 、 教 師 と し て の 経 験 も 重 要 な 影 響 を 与 え て い た と 思 わ れ

る 。  

一 方 で 、1881 年 か ら 82 年 に は オ ン タ リ オ 州 教 育 協 会（ OEA）会 長 ま で 務 め

た ほ ど の 教 育 家 で あ っ た 父 親 は 、 当 時 の 教 育 家 に 典 型 的 な 、 女 性 蔑 視 と 学 歴

偏 重 の 思 想 １ ４ ） の 持 ち 主 で も あ っ た （ Dodd [1994] 137; Hardy [1950] 144）。

後 に マ ク マ ー チ ー は フ ェ ミ ニ ズ ム 運 動 へ 傾 倒 し つ つ 、1920 年 に は 連 邦 政 府 保

健 局 の 高 官 へ と 当 時 の 女 性 と し て は 異 例 と い え る 昇 進 を 遂 げ て い く こ と に な

る が 、 そ の 背 景 に は こ う し た 父 親 の 女 性 差 別 に 対 す る 反 感 、 あ る い は 学 歴 ・
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権 威 主 義 へ の 同 調 が あ っ た と も 考 え ら れ る 。 ま た 、 マ ク マ ー チ ー よ り ７ 歳 年

下 の 末 妹 は 、 カ ナ ダ 再 生 協 会 女 性 委 員 会 （ Women’ s Committee, Canadian 

Reconstruction Association） の 委 員 長 を 務 め 、 1919 年 に 「 女 性 の 現 在 と 未

来（ Woman of To-day and To-morrow）」と 題 す る 短 編 を 刊 行 し て い る（ Marjory 

MacMurchy, 1919）。  

1901 年 に 39 歳 で ト ロ ン ト 大 学 医 学 部 を 卒 業 し た マ ク マ ー チ ー は 、 メ リ ー

ラ ン ド 州 ボ ル テ ィ モ ア の ジ ョ ン ズ ･ ホ プ キ ン ス 大 学 （ Johns Hopkins 

University）附 属 病 院 に 勤 務 し た 。彼 女 は ト ロ ン ト 総 合 病 院（ Toronto General 

Hospital） で 医 学 研 修 生 と な っ た 最 初 の 女 性 で あ り 、 ま た 当 時 、 ジ ョ ン ズ ・

ホ プ キ ン ス 大 学 医 学 部 教 授 で あ っ た W. オ ス ラ ー 医 師 （ William Osler 

1849-1919） の 下 に 博 士 研 究 員 と し て 勤 務 し た 最 初 の カ ナ ダ 人 で も あ っ た 。  

20 世 紀 初 頭 に 彼 女 が 勤 務 し た ジ ョ ン ズ・ホ プ キ ン ス 大 学 は 、1876 年 に 世 界

で 最 初 の 研 究 大 学 院 大 学 と し て 設 立 さ れ 、 そ れ ま で の 大 学 教 育 が 教 養 中 心 の

学 部 教 育 で あ っ た の に 対 し て 、 新 た に 研 究 を 中 心 と し た 専 門 教 育 を 行 う こ と

を 目 的 と す る 大 学 院 教 育 の シ ス テ ム を 導 入 し た 革 新 的 な 大 学 で あ っ た 。 な か

で も 英 米 お よ び カ ナ ダ に お け る 医 学 教 育 の 立 役 者 と し て 著 名 な オ ス ラ ー 医 師

１ ５ ） は 、同 大 学 に お い て 医 学 と 医 療 教 育 だ け で な く 、看 護 教 育 、医 学 図 書 館

司 書 の 教 育 に も 取 り 組 ん だ 臨 床 内 科 医 、 医 学 研 究 者 、 そ し て 医 療 専 門 職 教 育

者 で あ っ た 。 そ し て 彼 は 人 格 者 と し て 、 ま た ヒ ュ ー マ ニ ス ト と し て 「 患 者 や

家 族 の 側 に 立 っ て 医 療 を 実 践 す る 共 感 に あ ふ れ た 臨 床 」 を 提 唱 し 、 実 行 し た

人 物 で あ っ た と 同 時 に （ 日 野 原  [1993] 857）、 社 会 啓 蒙 思 想 の 持 ち 主 で も あ

っ た 。  

マ ク マ ー チ ー 自 身 が オ ス ラ ー か ら い か な る 影 響 を 受 け た の か に つ い て は 明

ら か で な い が １ ６ ）、 ジ ョ ン ズ ・ ホ プ キ ン ス 大 学 や オ ス ラ ー 医 師 に み ら れ る 看

護 教 育 へ の 注 力 や 伝 統 的 権 威 に よ ら な い 進 歩 主 義 的 な 思 想 は 、 後 の 彼 女 に み
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ら れ る 医 療 専 門 職 と し て の 看 護 婦 の 重 視 や 優 生 思 想 に 共 通 す る も の で あ る こ

と は 指 摘 で き る 。  

な お 、 こ れ ら 米 加 に お け る 実 績 と 後 の 医 学 ・ 看 護 教 育 活 動 を 評 価 さ れ て 、

マ ク マ ー チ ー は 1949 年 に 、「 欧 米 に お け る 先 駆 的 女 性 医 師 10 名 の ひ と り（ one 

of the ten leading women physicians in the western world）」 に 選 ば れ て

い る （ Brown [2005] 254）。  

 

（ ２ ） NCWC と の 関 わ り と 母 性 保 護 の 提 唱  

マ ク マ ー チ ー は ア メ リ カ か ら 帰 国 後 、 実 家 を 医 院 と し て 開 業 す る 一 方 で 、

フ ェ ミ ニ ス ト と し て 社 会 改 革 運 動 に 参 加 す る よ う に な る 。 こ の と き 、 教 育 、

医 学 、 そ し て 看 護 へ と 活 動 範 囲 を 拡 大 し て い た 彼 女 の 関 心 を 精 神 薄 弱 へ と 向

け さ せ た の が 、 NCWC で あ っ た 。 McLaren（ 1990） に よ れ ば 、 1890 年 代 に 精 神

薄 弱 問 題 に 着 手 し 、1901 年 に は 政 策 的 対 応 の 必 要 性 を 確 信 し て 対 策 要 求 運 動

を 展 開 し て い た NCWC は 、マ ク マ ー チ ー に 金 銭 的 援 助 を 行 う こ と で 、彼 女 の 関

心 を 精 神 薄 弱 施 策 へ と 向 け さ せ る こ と に 成 功 し た と い う（ McLaren [1990] 38）。 

で は 、な ぜ NCWC は 自 ら の 課 題 で あ っ た 精 神 薄 弱 問 題 に マ ク マ ー チ ー を 関 与

さ せ 、 精 神 薄 弱 者 調 査 官 に 推 薦 す る ほ ど 彼 女 を 重 要 視 し て い た の だ ろ う か 。  

1900 年 代 前 半 に お い て マ ク マ ー チ ー が 実 際 に NCWC の 活 動 に 参 加 し て い た

の か は 明 ら か で な い も の の 、NCWC と 彼 女 と の 関 係 を 示 す い く つ か の 事 例 が あ

る 。ま ず 、彼 女 が 拠 点 と し て い た ト ロ ン ト の NCWC 支 部 、ト ロ ン ト 女 性 会 議（ the 

Local Council of Women of Toronto: LCWT） と の 関 わ り で あ る 。  

19 世 紀 末 に は モ ン ト リ オ ー ル や バ ン ク ー バ ー と い っ た 主 要 都 市 を は じ め

と し て 全 国 に 21 箇 所 設 置 さ れ て い た NCWC の 都 市 支 部 の な か で も 、 LCWT は 、

NCWC 結 成 時 の 支 部 の ひ と つ で あ っ た だ け で な く 、常 に 最 大 の 会 員 数 と 連 盟 団

体 を 抱 え る 有 力 な 支 部 で あ っ た 。ト ロ ン ト は 19 世 紀 後 半 以 降 カ ナ ダ 国 内 で 最
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大 の 都 市 と し て 、 貧 困 、 浮 浪 者 、 公 衆 衛 生 等 の 問 題 を 抱 え て い た こ と 、 1902

年 に NCWC 精 神 薄 弱 女 性 常 任 委 員 会 委 員 長 エ ヴ ァ ン ズ と と も に ア メ リ カ の 精

神 薄 弱 者 施 設 を 視 察 し た NCWC 終 身 会 員 の カ ミ ン グ ズ が 副 会 長 で あ っ た こ と

な ど か ら 、 同 支 部 で は 精 神 薄 弱 問 題 に 対 し て 早 い 時 期 か ら 関 心 が 持 た れ て い

た と 考 え ら れ る 。  

マ ク マ ー チ ー は 、 1910 年 代 ま で NCWC 会 員 と は な ら な か っ た も の の 、 LCWT

の 連 盟 団 体 で あ っ た 女 性 医 学 会 （ Woman’ s Medical Association） の 会 員 で

あ り 、 少 な く と も 1906 年 と 1907 年 に は 同 学 会 の 代 表 と し て 年 報 に そ の 名 が

見 ら れ る （ LCWT [1906] 9; [1907] 9）。 LCWT で は 、 当 時 す で に 精 神 薄 弱 母 子

恒 久 保 護 委 員 会 （ Committee on Custodial Care of Feeble-Minded Women and 

Children） や 教 育 部 門 が 組 織 の 一 部 門 と し て 確 立 し て い た か ら 、 マ ク マ ー チ

ー が 早 く か ら 、LCWT を 通 じ て 精 神 薄 弱 に 関 す る 知 識 を 得 て い た 可 能 性 は 考 え

ら れ る 。  

さ ら に 、 1911 年 か ら 14 年 ま で 彼 女 が 委 員 会 の メ ン バ ー を 務 め た セ ツ ル メ

ン ト を LCWT が 後 援 し て い た こ と 、 ま た 、 1910 年 に 開 始 さ れ る 精 神 薄 弱 児 の

発 見 を 目 的 と し た ト ロ ン ト 市 公 立 学 校 医 学 検 査 に お い て 、 最 初 の 検 査 官 に マ

ク マ ー チ ー を 推 薦 し た の が LCWT で あ っ た 事 実 は （ Brown [2005] 263）、 彼 女

が NCWC な ら び に LCWT に お い て 精 神 薄 弱 問 題 の 開 拓 者 と し て の 期 待 を 担 っ て

い た 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。  

彼 女 が 特 に NCWC の フ ェ ミ ニ ズ ム 運 動 と 方 向 性 を 共 有 し た の は 、看 護 婦 の 専

門 性 の 確 保 に つ い て で あ っ た 。こ こ に お い て も 、NCWC と マ ク マ ー チ ー の 強 い

結 び つ き が 示 唆 さ れ る 。 す な わ ち 、 1890 年 代 以 降 に NCWC が 推 進 す る 看 護 婦

の 専 門 職 養 成 に つ い て （ Boutilier [1994] 19-23）、 マ ク マ ー チ ー も そ の 重 要

性 を 強 調 す る 論 文 を 発 表 す る の で あ る 。ま た 、彼 女 は 1900 年 に 、ト ロ ン ト 総

合 病 院 看 護 学 校 同 窓 会 で の 挨 拶 で 、 医 師 と し て の 立 場 か ら 、 医 学 の 進 歩 と 医
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師 お よ び 患 者 に お け る 専 門 職 と し て の 看 護 婦 の 重 要 性 を 強 調 し 、 そ の 職 の 意

義 を 称 賛 し て い る （ MacMurchy [1900] 204）。 ま た 、 1908 年 に 発 表 し た 、 全

米 教 育 協 会（ the National Education Association）機 関 誌 論 文 に お い て も 、

訪 問 看 護 婦 （ visiting nurse） と 学 校 看 護 婦 （ school nurse） が 精 神 薄 弱 児

の 発 見 に 重 要 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ MacMurchy [1908] 940, 942）。  

さ ら に 彼 女 は 1902 年 に 新 生 児 の 看 護 方 法 に つ い て 論 文 を 発 表 し 、「 す べ て

乳 児 は 、可 能 な 限 り 母 親 の 手 で 育 て ら れ る べ き 」で あ る と 述 べ た（ MacMurchy 

[1902] 346）。 そ し て 彼 女 は 、 1910 年 か ら 1912 年 に か け て オ ン タ リ オ 州 乳 幼

児 死 亡 調 査 官 （ the Inspector of Infant Mortality） を 務 め 、 州 議 会 に 提 出

し た 報 告 書 の 中 で 周 産 期 の 母 子 衛 生 の 改 善 と 若 年 女 性 へ の 妊 娠 ・ 出 産 に 関 す

る 教 育 の 必 要 性 を 訴 え る な ど 、 母 性 保 護 を 主 張 す る の で あ る 。 彼 女 の 主 張 は

1920 年 代 に お い て も 維 持 さ れ 、母 性 お よ び 乳 幼 児 保 護 の 観 点 か ら 、周 産 期 の

医 療 的 ケ ア の 担 い 手 と し て の 助 産 婦 の 養 成 を 提 唱 す る 。 た だ し 、 こ れ に つ い

て は 、マ ク マ ー チ ー の 主 張 は NCWC の 賛 同 を 得 る と こ ろ と は な ら な か っ た 。と

い う の も 、NCWC は 助 産 婦 の 確 保 に は 賛 成 し た も の の 、一 部 の 支 部 に お い て は

医 学 的 見 地 に よ る 助 産 婦 の 訓 練 に は 反 対 が あ っ た か ら で あ る （ Dodd [1994] 

140）。  

 

（ ３ ） 精 神 薄 弱 者 調 査 官 と し て の 初 期 の 役 割  

す で に 述 べ た よ う に 、精 神 薄 弱 者 調 査 官 と し て の マ ク マ ー チ ー は 、1906 年

に 州 内 の 精 神 薄 弱 者 調 査 を 指 示 さ れ る の で あ る が 、 実 際 は そ の 前 年 に 、 す で

に イ ギ リ ス の 専 門 王 立 委 員 会 と の 情 報 交 換 の 任 務 を 課 せ ら れ て い た 。  

1905 年 に 就 任 し た 州 務 長 官 ハ ン ナ は 、1904 年 に イ ギ リ ス 政 府 が 精 神 薄 弱 者

の ケ ア と 管 理 に 関 す る 王 立 委 員 会（ the British Royal Commission on the Care 

and Control of the Feeble-Minded: 以 下 ， 王 立 委 員 会 ） １ ７ ） を 設 置 し た こ
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と を 知 る （ Simmons [1982] 67）。 当 委 員 会 は 、 事 業 の 一 環 と し て 、 英 国 自 治

領 お よ び 世 界 各 国 に 精 神 薄 弱 者 へ の 対 応 に 関 す る 質 問 紙 を 送 付 し 、 そ の 回 答

の 内 容 に し た が っ て 、1905 年 ９ 月 か ら ５ 人 の 視 察 団 １ ８ ）が 関 係 す る 国 々 を 視

察 訪 問 す る 予 定 で あ っ た 。 ハ ン ナ は 、 1905 年 10 月 に こ の 視 察 団 が ニ ュ ー ヨ

ー ク を 訪 問 す る 際 、 オ ン タ リ オ 州 に も 立 ち 寄 る こ と を 希 望 し て い た 。 彼 は 、

視 察 団 に 対 し て 書 簡 を 送 っ た が 、 視 察 団 は カ ナ ダ 訪 問 の 許 可 は 受 け て い な か

っ た た め 、 結 局 ハ ン ナ に よ る こ の 申 し 出 は 実 現 し な か っ た 。 カ ナ ダ は イ ギ リ

ス か ら の 事 前 の 質 問 紙 調 査 へ の 返 信 に お い て 、「 精 神 薄 弱 者 に 対 す る 関 心 も な

け れ ば 、 対 策 も な い 」 と 回 答 し て い た か ら で あ る （ FMiO [1907] 6-7）。  

カ ナ ダ に お け る こ の 回 答 の 作 成 者 が 誰 で あ っ た の か は 不 明 で あ っ た が

（ FMiO [1907] 7）、 ハ ン ナ は 、 視 察 団 と の 面 会 を 実 現 す る た め 、 次 善 の 策 を

講 じ る 。 彼 は 、 王 立 委 員 会 視 察 団 と 会 見 さ せ る た め 、 彼 の 代 理 人 を ニ ュ ー ヨ

ー ク へ 派 遣 し 、 精 神 薄 弱 問 題 に 対 す る オ ン タ リ オ 州 に お け る 対 応 に つ い て 報

告 さ せ た 。 会 見 が 実 現 し た 背 景 に は 、 こ の 問 題 に 対 す る 彼 の 並 な ら ぬ 関 心 と

政 治 的 野 心 が あ っ た と 思 わ れ る が 、こ の と き 、視 察 団 と 会 見 し た 代 理 人 こ そ 、

マ ク マ ー チ ー で あ っ た （ Hackett [1969] 82; Simmons [1982] 67）。  

マ ク マ ー チ ー は 、1905 年 11 月 23 日 に ハ ン ナ か ら の 指 示 を 受 け る と 、同 日

の う ち に ト ロ ン ト を 出 発 し 、 ３ 日 間 ニ ュ ー ヨ ー ク に 滞 在 し て 視 察 団 と の 討 議

を 行 っ た （ FMiO [1907] 6）。 会 見 の 具 体 的 内 容 に つ い て は 明 ら か で な い が 、

マ ク マ ー チ ー は ハ ン ナ の 指 示 通 り 、オ ン タ リ オ 州 議 会 施 設 局 の 第 37 年 報 の 内

容 、1905 年 現 在 の 施 設 に い る 精 神 薄 弱 女 性 の 人 数 、な ら び に オ ン タ リ オ 州 内

の 学 校 で 精 神 薄 弱 児 に 関 わ る 教 育 家 ら の 見 解 を 視 察 団 に 報 告 し た （ FMiO 

[1907] 7）。さ ら に 、お そ ら く は こ の 会 見 の 成 果 と し て 、会 見 修 了 後 に 視 察 団

メ ン バ ー の ひ と り で あ る 医 師 の J.C. ダ ン ロ ッ プ （ J.C. Dunlop） が 個 人 的 に

ト ロ ン ト を 訪 問 し 、 乳 児 院 等 の 慈 善 施 設 を 見 学 し て 「 有 益 な ア ド バ イ ス を く
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れ た 」 こ と か ら （ FMiO [1907] 6）、 精 神 薄 弱 問 題 に 対 す る オ ン タ リ オ 州 の 取

り 組 み の 概 説 と イ ギ リ ス の 取 り 組 み に 関 す る 情 報 収 集 と い う 、 ハ ン ナ と マ ク

マ ー チ ー の 当 初 の 期 待 通 り の 成 果 が ほ ぼ 得 ら れ た と 考 え ら れ る 。  

こ の よ う に 、 精 神 薄 弱 者 調 査 官 と し て の マ ク マ ー チ ー 最 初 の 任 務 は 、 州 内

外 に お け る 精 神 薄 弱 問 題 の 実 態 把 握 で あ っ た 。 そ れ は 、 先 例 の な い 事 業 へ 先

鞭 を つ け る と い う 点 で は 重 要 な 意 味 を も っ て い た が 、 し か し 、 こ の と き 彼 女

に 課 せ ら れ た 具 体 的 な 役 割 と 権 限 の 範 囲 は 、 い ま だ ハ ン ナ の 代 理 人 と し て の

王 立 委 員 会 と の 情 報 交 換 、 な ら び に 州 内 の 精 神 薄 弱 者 の 実 態 調 査 に と ど ま る

も の で あ っ た （ FMiO [1906] 3）。  
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註  

                                                  
１ ） カ ナ ダ に お け る 州 立 精 神 病 ア サ イ ラ ム の 設 置 拡 大 の 背 景 に は 、人 口 の 増

加 に よ る 需 要 の 高 ま り の ほ か に 、ア メ リ カ の 社 会 改 革 運 動 家 で あ り 貧 困

精 神 病 者 の ア サ イ ラ ム 設 置 運 動 を 推 進 し た D.L. デ ィ ッ ク ス（ Dorothea L. 

Dix 1802-1887） ＊ に よ る カ ナ ダ の 沿 海 諸 州 ＊ ＊ へ の 活 動 展 開 も あ っ た

（ Enns & Neufeldt [2003] 28; Richardson [1989] 12）。  

＊  メ イ ン 州 ハ ン プ デ ン 生 れ 。1930 年 代 に イ ギ リ ス に お い て 、社 会 福 祉

事 業 に 対 し て 政 府 が 直 接 か つ 積 極 的 役 割 を 果 た す べ き で あ る と い

う 考 え を 得 る に 至 る 。1840 年 に ア メ リ カ へ 戻 り 、ノ ー ス・カ ロ ラ イ

ナ 州 を は じ め と す る 、全 米 の 州 で 貧 困 精 神 病 者 の 実 態 調 査 と 州 立 ア

サ イ ラ ム の 設 置 を 州 議 会 お よ び 国 会 に 請 願 す る よ う に な る

（ Tiffany, 1890）。  

＊ ＊ カ ナ ダ の 沿 海 諸 州 と は 、 一 般 に ノ ヴ ァ ・ ス コ シ ア 州 、 ニ ュ ー ・ ブ ラ

ン ズ ウ ィ ッ ク 州 、プ リ ン ス・エ ド ワ ー ド 島 州 を 指 し 、1949 年 か ら ニ

ュ ー ・ フ ァ ン ド ラ ン ド 州 が 加 わ る 。  

２ ）  Oliver, P. (1998) Langmuir, John Woodburn. Dictionary of Canadian 
Biography, vol.14, University of Toronto.（ http://www.biographi. 

ca/en/bio/Langmuir_john_ woodburn_14E.html〔 2013 年 10 月 ２ 日 閲 覧 〕） 

３ ） ラ イ ア ソ ン は 独 立 前 の ア ッ パ ー・カ ナ ダ（ 西 カ ナ ダ ）に 生 ま れ 育 っ た メ

ソ ジ ス ト 宣 教 師 で あ る 。メ ソ ジ ス ト の 大 学 学 長 を 務 め 、1844 年 に ア ッ パ

ー・カ ナ ダ 教 育 次 長 に 任 命 さ れ る 。1844 年 10 月 か ら 1845 年 に 視 察 旅 行

で 訪 れ た 欧 州 と ア メ リ カ の 教 育 制 度 に 大 き な 影 響 を 受 け 、「 万 民 の た め

の 自 由 な 基 礎 教 育 制 度 」を 追 求 す る 。彼 は オ ン タ リ オ 州 で の 分 離 学 校 闘

争 を 経 て カ リ キ ュ ラ ム 、学 校 視 察 、教 員 養 成 を 含 む 単 一 学 校 制 度 を 成 就

さ せ た （ ジ ョ ン ソ ン  [1984] 44-51）。  

４ ）  Comeau-Vasilopoulos, G. M. (1994) Hunter, John Howard. Dictionary 
of Canadian Biography, vol.13, University of Toronto.（ http://www. 

biographi.ca/en/bio/hunter_ john_howard_13E.html〔 2014 年 ４ 月 19

日 閲 覧 〕）  

５ ）  ウ ォ レ ス は 、 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 立 ボ ス ト ン 施 設 （ the Massachusetts 

School for Idiot and Feeble-Minded Youth）、 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 立 施 設

（ the New York State Asylum for Idiots）、 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 シ ラ キ ュ

ー ス 施 設 （ the New York Asylum for Idiots at Syracuse）、 ペ ン シ ル

ヴ ェ ニ ア 州 立 施 設 （ the Pennsylvania State Asylum for the Training 

of Idiots）、そ し て オ ハ イ オ 州 立 コ ロ ン バ ス 施 設（ the Ohio State Asylum 

at Columbus） の 視 察 報 告 を 記 し て い る （ IPPC [1877] 261-262）。  

６ ） 初 代 会 長 は セ ガ ン で あ り 、現 在 の 、ア メ リ カ 知 的・発 達 障 害 学 会（ American 

Association on Intellectual and Developmental Disabilities） の 源 。  

７ ）  19 世 紀 後 半 当 時 、 セ ガ ン の 精 神 薄 弱 児 に 対 す る 生 理 学 的 教 育 実 践 や そ

の 理 論 に つ い て オ ン タ リ オ 州 で 言 及 さ れ た 資 料 は み つ か っ て い な い

（ Hacket [1969] 8, 45-46）。 し か し 、 オ ン タ リ オ 州 の 精 神 薄 弱 関 係 者

が 彼 の 実 績 に つ い て の 情 報 を 得 て い た こ と は 、次 の 事 実 か ら 推 察 で き る 。

ま ず 、施 設 局 長 オ レ イ リ ー は 、セ ガ ン の 精 神 薄 弱 教 育 に 感 銘 を 受 け て 白

痴 学 校 を 開 設 し た H.B. ウ ィ ル バ ー （ Hervey Backs Wilbur 1820-1883）

の ニ ュ ー ヨ ー ク 州 立 施 設 を 1883 年 に 訪 問 し て い る こ と （ IPPC [1884] 

19-21）。 セ ガ ン が 初 代 会 長 在 任 中 の AMOAI に ビ ー ト ン も 加 入 し て お り 、

1877 年 、 79 年 、 80 年 の 年 次 会 議 で は 、 セ ガ ン 、 ウ ィ ル バ ー と 列 席 し て
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い た こ と （ AMOAI [1877] 6, 43, 113）。  

８ ）  ア メ リ カ に お け る 社 会 事 業 専 門 家 お よ び 関 係 者 の 会 議 。 1874 年 の 創 設

以 降 、早 い 時 期 か ら 、カ ナ ダ 会 員 も 定 例 の 年 次 総 会 に 参 加 し て い た 。1897

年 時 点 で 、 NCCC カ ナ ダ 会 員 は 58 人 お り 、 マ ニ ト バ 州 の 精 神 病 ア サ イ ラ

ム 施 設 長 １ 人 を 除 い て ほ ぼ 全 員 が オ ン タ リ オ 州 の 会 員 で あ り 、 う ち 41

人 が ト ロ ン ト 在 住 で あ っ た 。カ ナ ダ 会 員 と し て 、ロ ー ズ ブ ル ー の ほ か に

は 、 NCWC 書 記 官 の W. カ ミ ン グ ズ （ Willoughby Cummings）、 児 童 援 護 協

会 （ the Children’ s Aid Society） 会 長 の J.J. ケ ル ソ ー （ John Joseph 

Kelso）、ト ロ ン ト 市 長 の J. シ ョ ー（ John Shaw）な ど が 参 加 し て い た（ NCCC 

[1898] 501-502）。1917 年 に 全 米 社 会 事 業 会 議（ the National Conference 

of Social Work） に 改 称 。  

９ ）  オ ン タ リ オ 州 囚 人 援 護 協 会 （ the Prisoner’ s Aid Association） 書 記

官 で あ っ た 。  

１ ０ ） た と え ば 1900 年 時 点 の NCWC 常 任 委 員 会 は 、① 女 性 と 子 ど も の 保 護 の

た め の 法 律 、② 有 害 印 刷 物 、③ 精 神 薄 弱 女 性 の 保 護 、④ 高 齢 貧 困 者 の ケ

ア 、 ⑤ 財 務 、 ⑥ 移 民 、 ⑦ 印 刷 部 、 ⑧ ド ゥ ホ ボ ー ル 教 （ Doukhobor） 女 性

の 貸 付 額 の 増 額 、 ⑨ 情 報 部 、 ⑩ 出 版 部 で あ っ た （ NCWC [1900] 

xxxiv-xxxix）。  

１ １ ） NCWC オ ン タ リ オ 州 支 局 は 、1904 年（ マ ニ ト バ 州 ウ ィ ニ ペ グ ）と 、1905

年 （ プ リ ン ス ・ エ ド ワ ー ド 島 シ ャ ー ロ ッ ト タ ウ ン ） の 両 NCWC 年 次 総 会

に お い て 、 精 神 薄 弱 問 題 へ の 政 府 の 対 応 は 見 ら れ な い こ と を 報 告 し た

（ FMiO [1907] 10）。  

１ ２ ）  ハ ン ナ は 、 マ ク マ ー チ ー へ の 命 令 文 に お い て 、「 そ の よ う な （ 精 神 薄

弱 女 性 の ） 施 設 を 供 給 す る 事 業 は 、 相 当 な 初 期 費 用 を 要 す る 。 そ れ は 、

た だ わ れ わ れ が 収 集 す る こ と が で き た 全 て の 情 報 の み に 基 づ い て 負 担

さ れ る は ず で あ る 」と 、実 態 調 査 の 重 要 性 を 述 べ て い る（ FMiO [1907] 3）。 

１ ３ ） 精 神 薄 弱 者 調 査 官 の 設 置 お よ び マ ク マ ー チ ー が 任 命 さ れ た 時 期 に つ い

て は 、 英 国 王 立 委 員 会 と の 会 見 を 行 っ た （ 本 論 文 34 ペ ー ジ 参 照 ） 1905

年 （ Hackett [1969] 81; Simmons [1982] 67）、 精 神 薄 弱 者 調 査 を 命 じ

ら れ た 1906 年 （ Brown [2005] 255; Dodd, 1994; Greenland [1963] 330, 

[1967] 5; McLaren [1990] 30; Richardson [1989] 64-65）、 お よ び 精

神 薄 弱 者 調 査 官 が 州 議 会 施 設 局 の 一 部 門 と な っ た 1913 年 （ CMAJ [1934] 

305; [1953] 651） と 諸 説 が あ る が 、 本 論 文 で は マ ク マ ー チ ー の 精 神 薄

弱 に 関 す る 実 質 的 活 動 を 検 討 す る た め 、1905 年 を 精 神 薄 弱 者 調 査 官 へ の

着 任 時 期 と す る 。  

１ ４ ）  た と え ば 、 ト ロ ン ト で は 、 1871 年 の 学 校 法 制 定 に よ っ て 初 め て 女 子

生 徒 が 中 等 教 育 へ 進 学 し た も の の 、高 等 学 校 で は 女 子 生 徒 は 男 子 生 徒 と

教 室 が 隔 て ら れ て お り 、ま た １ 校 に １ 人 の 女 性 教 師 は 孤 立 さ せ ら れ て い

た 。 ま た 、 ト ロ ン ト ・ グ ラ マ ー ・ ス ク ー ル で 最 初 の 女 性 教 師 C. ト ン プ

ソ ン （ Charlotte Thompson） は 、 着 任 初 期 に お い て 50 人 以 上 の 女 子 生

徒 に 対 し 、フ ラ ン ス 語 と 描 画 以 外 の 全 教 科 を 一 人 で 教 え る な ど 、教 科 別

に 両 性 を 教 育 で き た 男 性 教 師 と 比 べ て 明 ら か に 過 酷 な 雇 用 条 件 に あ っ

た （ Gelman [1990] 119-122）。  

１ ５ ） ア メ リ カ 、イ ギ リ ス 、カ ナ ダ の 医 学 の 発 展 に 多 大 な 貢 献 を し た 人 物 で

あ り 、 ジ ョ ン ズ ・ ホ プ キ ン ス 大 学 の 偉 人 と 称 さ れ て い る 。 彼 は 1849 年

に オ ン タ リ オ 州 ボ ン ド ヘ ッ ド に 生 ま れ 、 も と は 聖 職 者 を 志 し て い た が 、

後 に 自 然 科 学 に 強 い 関 心 を 抱 く よ う に な り 、医 学 へ 転 向 す る 。ト ロ ン ト

大 学 医 学 部 を 経 て マ ギ ル 大 学 医 学 部 を 卒 業 し た 後 は 、イ ギ リ ス 、ド イ ツ 、



49 

                                                                                                                                                            
オ ー ス ト リ ア な ど へ 留 学 し て 広 範 な 研 究 を 行 い 、イ ギ リ ス 、カ ナ ダ 、ア

メ リ カ の 大 学 医 学 部 に お い て 教 育 活 動 に 従 事 し た 。  

１ ６ ） 後 に マ ク マ ー チ ー は 、臨 床 講 義 に お け る 医 学 生 に 対 す る オ ス ラ ー の 発

言 に つ い て 回 顧 し て い る が （ Garrison [1926] 542）、 そ の ほ か に 彼 女 が

師 に つ い て 言 及 し た 記 録 は 見 ら れ な い 。  

１ ７ ）  精 神 病 に 関 す る 法 律 （ lunacy laws） の 対 象 外 で あ っ た 白 痴 、 て ん か

ん 、痴 愚 、精 神 薄 弱 、あ る い は 欠 陥 者 の 処 遇 方 法 に つ い て 検 討 す る 、国

王 直 轄 の 委 員 会 で あ っ た 。欠 陥 者 と コ ミ ュ ニ テ ィ に と っ て の 困 難 と 危 険

の 原 因 は 、こ れ ら の 人 々 の ケ ア・訓 練・管 理 対 策 の 不 十 分 さ に あ る と い

う 視 点 か ら 、法 律 そ の ほ か の 改 善 す べ き 方 法 と そ の 経 費 を 検 討 す る こ と

を 目 的 と し た 。初 代 の 委 員 会 は 、バ ー ス（ Bath）の 侯 爵 で あ っ た 委 員 長

の 下 に 、医 学 心 理 学 会 副 会 長 の F. ニ ー ド ハ ム 医 師（ Frederick Needham）、

慈 善 組 織 化 協 会 書 記 官 の C.S. ロ ッ ク 医 師 （ Charles S. Loch） を は じ め

と す る 計 ４ 名 の 医 師 と 、 そ の ほ か 下 院 議 員 を 含 む 、 計 12 名 の 委 員 に よ

っ て 構 成 さ れ て い た （ FMiO [1907] 5）。  

１ ８ ） W.P. バ ー ン（ W.P. Byrne）、W.H. デ ィ ッ キ ン ソ ン（ W.H. Dickinson）、

ダ ン ロ ッ プ 医 師 、 ド ン キ ン 医 師 （ Donkin）、 ピ ン セ ン ト 夫 人 （ Pinsent）

の ５ 人 が ア メ リ カ を 訪 問 し 、精 神 薄 弱 者 施 設 を 視 察 し た（ FMiO [1907] 6）。 



 

 

第２章 

 

H. マクマーチーによる 

分離処遇の提唱と補助学級の設置 

 

 

  



51 

第 １ 節  マ ク マ ー チ ー に よ る 精 神 薄 弱 者 調 査 の 実 施 と 母 子 衛 生 問 題 の 一 環

と し て の 精 神 薄 弱 問 題 へ の 関 心  

１ ． 精 神 薄 弱 者 調 査 官 と し て の 活 動 と 精 神 薄 弱 者 の 能 力 に 対 す る 初 期 の

楽 観 的 予 測  

（ １ ） 精 神 薄 弱 者 調 査 官 と し て の マ ク マ ー チ ー の 活 動  

前 章 で み て き た よ う に 、20 世 紀 初 頭 ま で の オ ン タ リ オ 州 で は 、精 神 薄 弱 者

非 専 門・専 門 施 設 で そ れ ぞ れ に 指 摘 さ れ て い た 精 神 薄 弱 の 存 在 が 、1890 年 代

以 降 の 軽 度 精 神 薄 弱 者 の 実 態 調 査 を 通 し て 公 立 学 校 お よ び 地 域 に お い て も 部

分 的 に 発 見 さ れ る よ う に な り 、な か で も NCWC の 主 導 に よ る 対 策 要 求 運 動 の 集

大 成 と し て 、 マ ク マ ー チ ー が 精 神 薄 弱 者 調 査 官 に 任 命 さ れ た の で あ っ た 。  

そ れ で は 、 マ ク マ ー チ ー が 実 際 に 精 神 薄 弱 者 調 査 官 と し て 果 た し た 役 割 と

は ど の よ う な も の で あ っ た の だ ろ う か 。 さ ら に 、 彼 女 は 調 査 対 象 と し て の 精

神 薄 弱 者 に 対 し 、 い か な る 認 識 を も っ て い た の で あ ろ う か 。  

既 述 の 通 り 、精 神 薄 弱 者 調 査 官 は 、1904 年 に 設 置 さ れ た 王 立 委 員 会 と の 情

報 交 換 な ら び に 州 内 の 精 神 薄 弱 者 の 実 態 調 査 を 目 的 と し て 1905 年 に 設 置 さ

れ た 州 務 長 官 直 轄 の 役 職 で あ っ た 。翌 06 年 ９ 月 に は マ ク マ ー チ ー に よ り 、州

内 に 在 住 す る 精 神 薄 弱 者 数 を 把 握 す る た め 、 第 １ 回 の 実 態 調 査 （ 以 下 ， セ ン

サ ス ）が 実 施 さ れ る 。そ の な か で 彼 女 は 、精 神 薄 弱 者 関 係 諸 機 関 お よ び 個 人 １ ）

を 対 象 と し て 、 州 内 に い る 精 神 薄 弱 児 者 の 住 所 と 氏 名 を 報 告 す る よ う 、 書 面

で 求 め た （ FMiO [1907] 10）。 さ ら に 、 ２ 年 後 の 1908 年 に は ２ 度 目 の セ ン サ

ス が 行 わ れ る と と も に 、 そ の 結 果 を 受 け て 、 存 在 が 確 認 さ れ た 精 神 薄 弱 者 の

よ り 詳 細 な 情 報 を 把 握 す る た め 、 セ ン サ ス に 回 答 を 寄 せ た 機 関 や 個 人 に 対 し

調 査 票 を 送 付 し て 、作 業 能 力 や 読 み 書 き 能 力 に 関 す る 追 加 調 査 が 実 施 さ れ た 。 

こ れ ら ２ 回 の セ ン サ ス の 結 果 は 、 次 の 通 り で あ る 。 報 告 さ れ た 軽 度 精 神 薄

弱 者 数 は 、 第 １ 回 セ ン サ ス が 1,505 人 、 第 ２ 回 が 1,760 人 で あ り 、 精 神 薄 弱
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女 性 、 女 児 、 男 性 、 男 児 、 学 校 児 童 の 内 訳 で は 、 い ず れ の 調 査 も 精 神 薄 弱 女

性 の 人 口 が も 多 く 、第 １ 回 で は 676 人（ 44.9％ ）、第 ２ 回 で は 809 人（ 46.0％ ）

で あ っ た （ Table Ⅱ -1）。  

 

Table Ⅱ-1 

内訳 1906年9月30日 1908年1月31日
女性 676 809
女児 183 219
男性 418 447
男児 109 135

学校生徒 119 150
計（人） 1,505 1,760

出典：FMiO [1908] 3. 

軽度精神薄弱者実態調査（センサス）結果

 

 

第 ２ 回 セ ン サ ス の 再 調 査 の 結 果 、 回 答 が 寄 せ ら れ た 612 人 の 在 住 場 所 で

も 多 か っ た の は 一 時 保 護 所 （ rescue home） 等 慈 善 施 設 で 、 206 人 が 生 活 し て

い た 。次 い で 矯 正 院・刑 務 所 が 合 計 160 人 、オ リ リ ア 施 設 に は 20 人 お り 、94

人 は 施 設 外 で 生 活 し て い た （ Table Ⅱ -2）。  

 

Table Ⅱ-2 

施設外 94
一時保護所等 206
アンドリュー・マーサー刑務所 123
刑務所 37
オリリア施設 20
そのほか―不明 132

計（人） 612

第２回センサス再調査結果：軽度精神薄弱者の在住場所

出典：FMiO [1908] 7.  

 

し か し 、 精 神 薄 弱 者 調 査 官 と し て の マ ク マ ー チ ー の 果 た し た 役 割 は セ ン サ

ス だ け で は な か っ た 。1906 年 以 降 、毎 年 州 議 会 に 提 出 さ れ た 精 神 薄 弱 者 調 査

官 年 次 報 告 （ 以 下 ， 年 報 ） に お い て 、 彼 女 は セ ン サ ス の 結 果 報 告 に 加 え 、 自

ら 精 神 薄 弱 者 を 訪 問 し 、 あ る い は 関 係 者 か ら の 書 簡 等 を 通 じ て 得 ら れ た 情 報
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か ら 、 家 庭 環 境 や 経 歴 な ど を 含 め 、 州 内 に 在 住 す る 精 神 薄 弱 者 の 実 態 を 多 岐

に わ た っ て 詳 細 に 記 述 し た 。 た と え ば 、 同 一 の 軽 度 精 神 薄 弱 者 が 時 期 を ず ら

し て 同 一 ま た は 異 な る 施 設 に お い て 複 数 回 報 告 さ れ て い る こ と や （ FMiO 

[1909] 5-10）、 病 院 を 脱 走 し た 軽 度 精 神 薄 弱 女 性 が 市 内 の 別 の 病 院 に 再 入 院

し て い た 事 例 を 引 い て （ FMiO [1911] 13-14）、 彼 ら に 対 す る ケ ア と 維 持 費 の

重 複 受 給 を 指 摘 す る と と も に 、 精 神 薄 弱 者 の 情 報 を 登 録 ・ 管 理 す る 機 関 の 設

置 を 提 案 す る 。  

さ ら に マ ク マ ー チ ー は 、 カ ナ ダ 国 内 の 他 州 あ る い は 英 米 を は じ め と す る 海

外 で の 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 実 態 や 精 神 薄 弱 者 関 連 組 織 の 活 動 内 容 な ど を 積 極 的

に 報 告 す る こ と で 、 オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 問 題 へ の 具 体 的 な 教 育

的 ・ 福 祉 的 対 応 策 を 提 唱 し た ２ ）。  

こ の よ う に マ ク マ ー チ ー は 、 そ れ ま で 個 別 の 機 関 や 施 設 に お い て 指 摘 さ れ

て い た 精 神 薄 弱 の 問 題 を 初 め て ひ と つ の 社 会 問 題 と し て 提 起 し 、 同 州 に お け

る 重 要 な 政 策 的 課 題 と し て 取 り 上 げ よ う と し た の で あ る 。  

 

（ ２ ） 精 神 薄 弱 者 の 能 力 に 対 す る 初 期 の 楽 観 的 予 測  

マ ク マ ー チ ー は 当 初 、 軽 度 精 神 薄 弱 者 の 能 力 に 対 し て 、 楽 観 的 な 認 識 を 示

し て い た 。1906 年 報 に お い て 、彼 女 は 当 時 の イ ギ リ ス の 定 義 を 用 い 、軽 度 精

神 薄 弱 を よ り 重 度 級 の 痴 愚 お よ び 白 痴 と 明 確 に 区 別 し た 上 で ３ ）、軽 度 精 神 薄

弱 者 は 「 有 用 な 活 動 を 行 う 能 力 と 、 訓 練 （ training） と 指 示 （ instruction）

か ら 教 訓 を 得 る 能 力 」（ FMiO [1907] 3） を も ち 、 ｢自 己 と 仕 事 を 管 理 す る こ と

が で き な い ｣と し な が ら も 、彼 ら に 対 し て「 好 意 的 な 環 境 下 で は 生 計 を 立 て る

こ と が で き る か も し れ な い 」 と 指 摘 し て （ FMiO [1909] 37）、「 通 常 の 社 会 的

活 動 に 全 く 参 加 で き な い 」（ FMiO [1907] 3） 白 痴 や 、 食 事 と 衣 服 の 着 脱 に お

い て は 自 立 し 、 機 械 的 な 作 業 が で き る 程 度 の 痴 愚 と は 異 な る 存 在 で あ る こ と
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を 強 調 し た 。  

さ ら に 、マ ク マ ー チ ー の 軽 度 精 神 薄 弱 者 に 対 す る こ う し た 楽 観 的 な 見 解 は 、

２ 回 の セ ン サ ス と 追 加 調 査 の 結 果 に 対 す る 彼 女 の 分 析 に も 反 映 さ れ る 。  

第 ２ 回 セ ン サ ス で 報 告 さ れ た 、 州 内 に 在 住 す る 1,760 人 の 軽 度 精 神 薄 弱 者

に 関 す る よ り 詳 細 な 情 報 を 求 め た 再 調 査 に お い て 、 追 加 の 情 報 が 報 告 さ れ た

の は わ ず か に 612 人 で あ っ た 。 し か し こ の 回 答 数 の 少 な さ に も 関 わ ら ず 、 彼

女 は 、こ の 調 査 の 結 果 か ら ほ と ん ど の 精 神 薄 弱 者 が で き る 仕 事 と し て 、家 事 、

洗 濯 、裁 縫 、刺 繍 、畑・庭 仕 事 と 多 職 種 を あ げ 、ま た「（ 報 告 さ れ た 精 神 薄 弱

者 の ）多 く は 、『 良 い 労 働 者 』、『 き ち ん と し て い る 』、『 清 潔 で あ る 』と い っ た

評 価 を 得 て い る 」（ FMiO [1908] 6） と 、 肯 定 的 に 述 べ て い る 。 ま た 、 612 人

中 244 人 は 読 み 書 き が 、24 人 は 読 む こ と の み が で き る と 報 告 さ れ た こ と か ら 、

「 多 く の 精 神 薄 弱 者 は 読 み 書 き が で き る 」（ FMiO [1908] 7） と い っ た 希 望 的

予 測 を 示 し た 。  

し か し な が ら 、 精 神 薄 弱 者 調 査 官 と し て 精 神 薄 弱 者 を 取 り 巻 く 悲 惨 な 実 態

を 解 明 す る と 同 時 に 、 英 米 を は じ め と す る 海 外 の 知 見 も 積 極 的 に 得 る こ と に

よ っ て 、 精 神 薄 弱 問 題 に 対 す る 彼 女 の 指 摘 は 、 次 第 に 深 刻 な も の と な っ て い

く 。  

 

２ ．  母 子 衛 生 問 題 の 一 環 と し て の 精 神 薄 弱 問 題 へ の 関 心  

で は 、 マ ク マ ー チ ー は そ も そ も 何 故 精 神 薄 弱 問 題 に 関 心 を 持 ち 、 精 神 薄 弱

者 調 査 官 に 着 任 す る こ と に 同 意 し た の で あ ろ う か 。  

19 世 紀 末 か ら 20 世 紀 初 頭 に お け る 彼 女 の 研 究 か ら も わ か る よ う に （ 第 １

章 第 ２ 節 参 照 ）、当 時 に お け る 彼 女 の 主 た る 関 心 は 、看 護 婦 の 専 門 性 と 母 子 衛

生 に 向 け ら れ て お り 、 少 な く と も 精 神 薄 弱 者 調 査 官 に 任 命 さ れ る 以 前 に は 精

神 薄 弱 問 題 へ の 言 及 は 見 当 た ら な い 。  
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し か し 、 そ れ で は マ ク マ ー チ ー は 精 神 薄 弱 問 題 の 何 処 に 関 心 を 持 っ た の で

あ ろ う か 。こ の 疑 問 に 対 す る 示 唆 の ひ と つ は 、1902 年 の 乳 幼 児 の 看 護 方 法 に

つ い て 示 し た 論 文 に 見 る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 こ の 論 文 の 中 で マ ク マ

ー チ ー は 、「 す べ て 乳 児 は 、可 能 な 限 り 母 親 の 手 で 育 て ら れ る べ き 」で あ る が 、

「 子 ど も を も つ に 値 し な い 親 の せ い で 、 生 ま れ て く る べ き で な か っ た 子 ど も

た ち を 目 に し て き た 」 と し て 、 母 親 と し て の 適 性 に 欠 け る 女 性 が 子 ど も を 産

む こ と に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 悲 惨 な 実 態 を 強 く 批 判 し て い る （ MacMurchy 

[1902] 346）。  

こ の 時 点 で は 、「 上 流 階 級 の 者 が 、 親 と し て は 下 層 で あ る こ と が あ る 」

と い う 言 葉 か ら も わ か る よ う に 、 マ ク マ ー チ ー は 母 親 と な る べ き で な い 女 性

に つ い て 、 精 神 薄 弱 を 特 定 的 に 述 べ て い る わ け で は な い （ MacMurchy [1902] 

346）。  

し か し 、 彼 女 の 精 神 薄 弱 に 対 す る 初 の 関 心 が 、 お そ ら く 母 子 衛 生 問 題 か

ら 出 発 し て い た で あ ろ う こ と は 、 精 神 薄 弱 者 調 査 官 着 任 後 ま も な い 時 期 に お

け る 彼 女 の 指 摘 か ら も 十 分 に 推 察 さ れ る 。 た と え ば 、 彼 女 は 初 年 報 で あ る

1906 年 報 と 翌 1907 年 報 に お い て 、 真 っ 先 に 精 神 薄 弱 の 母 子 問 題 を 指 摘 し て

い る 。1906 年 報 で は 、４ 人 の 私 生 児 を 産 み な が ら 全 く 世 話 が で き ず 、子 ど も

た ち を 放 置 し て い る 27 歳 の 精 神 薄 弱 女 性 の 事 例 を あ げ 、「 彼 女 と ４ 人 の 子 ど

も た ち は す で に 、 州 と 善 意 あ る 市 民 に 多 大 な 負 担 を か け て き た 。 防 止 策 が 素

早 く 講 じ ら れ な け れ ば 、こ の 負 担 の 額 と 割 合 は 増 え る だ ろ う 」（ FMiO [1907] 4）

と 述 べ て い る 。 さ ら に 1907 年 報 で は 、 22 歳 の 精 神 薄 弱 女 性 が 出 産 の た び に

慈 善 施 設 へ の 再 入 所 を 繰 り 返 し て い る こ と を 問 題 視 し て い る（ FMiO [1908] 6）。 

そ れ で は 、 マ ク マ ー チ ー は な に ゆ え 精 神 薄 弱 の 母 子 問 題 を 重 要 視 し た の で

あ ろ う か 。  

彼 女 は 、 年 報 の 中 で 精 神 薄 弱 母 親 の 事 例 を 報 告 す る こ と に よ っ て 、 彼 女 ら
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が 精 神 薄 弱 の 発 生 と 増 加 の 原 因 と な っ て い る こ と を 示 唆 し て い る 。 た と え ば

1906 年 報 で は 、第 １ 回 セ ン サ ス に よ っ て そ の 存 在 が 明 ら か と な っ た 軽 度 精 神

薄 弱 者 の う ち 、「 あ る 家 系 で は 、 １ 人 の 軽 度 精 神 薄 弱 女 性 か ら 17 人 の 子 孫 が

生 ま れ て い る が 、 彼 ら は 全 員 が 精 神 薄 弱 で あ り 、 私 生 児 で あ っ た 」 こ と 、 ま

た 報 告 さ れ た 複 数 の 精 神 薄 弱 者 が 同 じ 母 親 か ら 出 生 し て い る 事 実 を あ げ

（ FMiO [1907] 13）、 さ ら に 1909 年 報 告 に お い て は 、「 州 内 に お い て ケ ア が 必

要 で あ り な が ら 受 け ら れ て い な い 孤 独 な 精 神 薄 弱 女 性 と 女 児 は 少 な く と も

500～ 1,000 人 お り 、彼 女 ら か ら 毎 年 約 100 人 生 ま れ る 子 ど も は 、ほ と ん ど が

お そ ら く 精 神 薄 弱 で あ る 」（ FMiO [1910] 15） と 指 摘 し て い る 。  

 

３ ． 精 神 薄 弱 者 の 困 窮 し た 実 態 の 解 明 と 分 離 処 遇 の 必 要 性 に 関 す る 議 論  

（ １ ） 出 産 予 防 の た め の 精 神 薄 弱 女 性 隔 離 保 護 施 設 の 設 置 要 求 と 挫 折  

１ ） 精 神 薄 弱 の 母 子 問 題 に 関 す る 実 態 の 解 明  

― 精 神 薄 弱 母 親 の 育 児 能 力 の 欠 如 と 精 神 薄 弱 遺 伝 論 の 支 持 ―  

す で に 述 べ た と お り 、 マ ク マ ー チ ー が 精 神 薄 弱 の 母 子 問 題 を 重 視 し た 理 由

は 、 そ れ が 精 神 薄 弱 の 発 生 と 増 加 の 原 因 に 強 く 結 び つ い て い る と 考 え た か ら

で あ り 、 彼 女 は 、 精 神 薄 弱 の 母 子 が 適 切 な ケ ア を 受 け ら れ て い な い こ と と 、

精 神 薄 弱 母 親 か ら 生 ま れ た 私 生 児 が 高 い 乳 幼 児 死 亡 率 を 示 し て い る こ と 、 ま

た こ れ ら 私 生 児 の 多 く が 結 局 は 救 貧 院 な ど 慈 善 施 設 の 世 話 に な る と い っ た 悲

惨 な 実 態 に 危 機 感 を も っ て い た 。  

で は 、 マ ク マ ー チ ー は 、 精 神 薄 弱 女 性 が 母 親 に な る こ と の 何 を 問 題 視 し た

の で あ ろ う か 。ま ず 彼 女 は 、第 １ 回 セ ン サ ス の 回 答 に お け る 、行 政 官 、医 師 、

そ の ほ か の 精 神 薄 弱 者 問 題 関 係 者 の 指 摘 か ら 、 精 神 薄 弱 の 発 生 原 因 と し て 以

下 の ７ つ が あ る こ と を 示 し た 。  
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①  乳 幼 児 期 の 栄 養 失 調 。 脳 が 餓 死 す る  

②  周 産 期 の 女 性 の 工 場 等 で の 雇 用  

③  近 親 相 姦  

④  親 の 高 齢 ま た は 若 齢  

⑤  結 核 の 遺 伝 傾 向  

⑥  片 親 も し く は 両 親 の ア ル コ ー ル 中 毒  

⑦  精 神 薄 弱 、 犯 罪 、 精 神 病 の 家 系      （ FMiO [1907] 8）  

 

マ ク マ ー チ ー は こ れ ら の 諸 原 因 に 加 え て 、 精 神 薄 弱 母 親 の 妊 娠 、 出 産 、 育

児 に 関 す る 能 力 の 低 さ あ る い は 欠 如 と 、 精 神 薄 弱 女 性 の 産 む 子 ど も が 精 神 薄

弱 児 で あ る 可 能 性 の 高 さ に 言 及 す る 。  

精 神 薄 弱 女 性 の 母 親 と し て の 能 力 に 関 し て マ ク マ ー チ ー は 、 州 内 の 慈 善 施

設 で 処 遇 さ れ て い る 多 数 の 精 神 薄 弱 の 母 親 に 対 し て 、 彼 女 ら の 子 ど も が 育 児

放 棄 さ れ て い る こ と を 悲 観 的 に 報 告 し て い る 。 た と え ば 1908 年 報 で は 、「 あ

る 女 性 は 授 産 施 設 （ House of Industry）、 児 童 援 護 協 会 、 そ の ほ か の 組 織 で

ケ ア さ れ 、 終 的 に 保 護 施 設 （ the Refuge） へ 来 た 。 私 の 知 る 限 り 、 彼 女 は

働 い た こ と が な く 、 彼 女 の 子 ど も は 全 く 放 置 さ れ て い た 」（ FMiO [1909] 5）

と し て 、 前 述 の 1906 年 報 と 同 義 の 主 張 を 繰 り 返 し て い る 。  

ま た 彼 女 が 1910 年 か ら 1912 年 の ３ 年 間 に 務 め た 、 オ ン タ リ オ 州 乳 幼 児 死

亡 調 査 官 の 報 告 書 （ Infant Mortality． 以 下 ， IMAR） に お い て も 、 精 神 薄 弱

母 親 の 乳 幼 児 死 亡 率 が 高 い こ と が 問 題 視 さ れ て い る 。 た と え ば 、 次 の よ う な

報 告 が あ る 。  

 

「 私 生 児 の 母 親 の う ち 膨 大 な 数 の 母 親 が 精 神 薄 弱 で あ る と い う 事 実 は

確 実 で あ る 。そ し て 、こ れ ら の 子 ど も た ち に お け る 死 亡 数 は も 多 い 。･･･
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州 が 精 神 薄 弱 者 の 恒 久 保 護 と 管 理 を 提 供 す べ き で あ る も う ひ と つ の 理 由 が

こ こ に あ る こ と は 言 う ま で も な い 。 つ ま り 、 こ の こ と （ 精 神 薄 弱 者 の 恒 久

保 護 ） が 乳 幼 児 の 死 亡 を 減 少 さ せ る で あ ろ う 」（ IMAR [1911] 35）  

 

一 方 、 精 神 薄 弱 の 遺 伝 の 問 題 に つ い て は 、 マ ク マ ー チ ー は 、 精 神 薄 弱 者 が

同 じ 家 系 に あ る こ と を 示 す 具 体 的 な 事 例 を 報 告 し て い る 。た と え ば 1906 年 報

で は 、 オ リ リ ア 施 設 の 入 所 者 同 士 が 血 縁 関 係 に あ る こ と が 、 同 施 設 の 入 所 者

記 録 か ら 示 さ れ た こ と を 報 告 し て い る （ FMiO [1907] 13）。 同 施 設 の 記 録 に よ

れ ば 、同 一 家 族 か ら ２ 人 が 入 所 し て い る 事 例 が 18 件 、３ 人 で は ９ 件 、４ 人 で

は ２ 件 、そ し て 入 所 者 ５ 人 が 同 じ 家 族 で あ る 事 例 が ２ 件 、合 計 で 81 人 の 入 所

者 が 互 い に 血 縁 関 係 に あ っ た （ Table Ⅱ -3）。  

 

同一家族 件数 入所者数
２人 18 36
３人 9 27
４人 2 8
５人 2 10
計 31 81

Table Ⅱ-3

出典：FMiO [1907] 13. 

オリリア施設における同一家族入所者

 

 

さ ら に マ ク マ ー チ ー は 、 同 1906 年 報 に お い て 、「 救 貧 院 に い る あ る 女 性 と

彼 女 の 子 ど も ７ 人 、 そ し て 孫 ４ 人 は 、 彼 女 を 含 め ･･･全 員 精 神 薄 弱 で あ っ た 」

こ と を 報 告 し た （ FMiO [1906] 14）。 こ れ ら の 精 神 薄 弱 家 系 の 存 在 を 具 体 的 な

根 拠 と し て 、 彼 女 は 、 当 時 す で に ア メ リ カ の 全 米 精 神 薄 弱 者 施 設 長 協 会

（ AMOAI）や 全 米 慈 善 矯 正 会 議（ NCCC）と い っ た 団 体・会 議 の 中 で 精 神 薄 弱 関

係 者 の 間 に 確 立 さ れ て い た 精 神 薄 弱 遺 伝 論 を 支 持 し た 。  

す な わ ち 、 マ ク マ ー チ ー は 、 精 神 薄 弱 の 発 生 ・ 増 加 要 因 と し て の 精 神 薄 弱
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女 性 に お い て 、 妊 娠 、 出 産 、 育 児 が 正 当 で な い こ と 、 彼 女 ら か ら 産 ま れ る 子

ど も が 高 い 割 合 で 精 神 薄 弱 で あ る こ と 、 さ ら に そ の 数 が 無 制 限 に 増 加 し 続 け

て い る こ と に 強 い 問 題 意 識 を 持 っ て い た の で あ る 。  

さ ら に 、 第 １ 回 セ ン サ ス の 結 果 に よ っ て そ の 存 在 が 明 ら か と な っ た 軽 度 精

神 薄 弱 者 の う ち 、「 緊 急 に 対 応 の 必 要 な ケ ー ス は 121 件 あ り 、そ の 全 て が 精 神

薄 弱 女 性 と 少 女 の ケ ー ス で あ っ た 。ま た 、48 件 の ケ ー ス を 除 い て 、家 庭 で の

ケ ア で は 不 十 分 で あ る 」（ FMiO [1907] 11） と し て 、 精 神 薄 弱 女 性 に 対 す る 家

庭 外 に お け る ケ ア の 緊 急 の 必 要 性 も 指 摘 し て い る 。  

で は 、 当 時 に お い て 、 こ れ ら 精 神 薄 弱 女 性 に 適 切 な 保 護 、 す な わ ち 施 設 へ

の 保 護 収 容 が 優 先 的 に 適 用 さ れ な か っ た 理 由 は 何 で あ っ た の だ ろ う か 。  

マ ク マ ー チ ー の 指 摘 に よ れ ば 、 そ れ は 精 神 薄 弱 女 性 を 強 制 的 に 施 設 へ 保 護

収 容 す る 法 的 根 拠 が な か っ た こ と （ FMiO [1911] 20）、 ま た 将 来 に 母 親 と な る

可 能 性 の 高 い 精 神 薄 弱 女 児 よ り も 成 人 の 精 神 薄 弱 者 を 優 先 的 に ケ ア す る と い

う 、 優 先 対 処 の 錯 誤 で あ っ た （ FMiO [1912] 5）。 マ ク マ ー チ ー は こ れ ら の 問

題 に つ い て 、 次 の よ う に 痛 烈 に 批 判 し て い る 。  

 

「（ 成 人 を 優 先 的 に 保 護 し て い る 状 況 は 、） 精 神 薄 弱 問 題 の 緊 急 課 題 で あ

る 。 イ ン グ ラ ン ド と ウ ェ ー ル ズ に お い て 150,000 人 と い う 圧 倒 的 な 数 の 精

神 薄 弱 者 を 生 み 出 し た の は 、 こ の 究 極 の 愚 行 で あ る 」（ FMiO [1912] 5）  

 

２ ）精 神 薄 弱 母 子 問 題 へ の 対 応 策 と し て の 精 神 薄 弱 女 性 施 設 設 置 要 求 と 限 界  

そ こ で マ ク マ ー チ ー は 、 こ の 精 神 薄 弱 の 母 子 問 題 へ の 対 応 策 と し て 、 出 産

予 防 を 目 的 と し た 精 神 薄 弱 女 性 の た め の 専 門 施 設 の 設 置 を 提 唱 す る 。 生 殖 年

齢 に あ る 精 神 薄 弱 女 性 を 隔 離 保 護 す る 指 摘 は 、 1890 年 代 以 降 に NCWC が 展 開

し て き た 精 神 薄 弱 女 性 に 対 す る 保 護 要 求 運 動 の 延 長 上 に 存 在 す る も の で あ っ
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た が 、 そ の 主 張 の 背 景 に は 、 イ ギ リ ス と ア メ リ カ の 精 神 薄 弱 者 関 連 組 織 か ら

得 た 情 報 に よ る と こ ろ も 大 き か っ た と 思 わ れ る 。  

た と え ば 、 マ ク マ ー チ ー が 精 神 薄 弱 女 性 の 専 門 保 護 施 設 に つ い て 初 め て 公

の 場 で 言 及 し た の は 、 1906 年 報 内 で 1905 年 の 王 立 委 員 会 と の 会 合 に 関 す る

報 告 を 行 っ た と き で あ っ た 。 そ の 中 で 彼 女 は 、 同 会 合 を 通 じ て 「 精 神 薄 弱 女

性 ・ 少 女 の た め の 保 護 施 設 が 必 要 」（ FMiO [1907] 7） で あ る と の 認 識 を 得 た

と 述 べ て い る 。さ ら に 彼 女 は 、1908 年 報 に お い て も 同 年 の 王 立 委 員 会 報 告 を

引 用 し 、同 国 か ら 得 ら れ た 示 唆 の ひ と つ と し て 、「 現 在 1,200 以 上 を 数 え る 州

内 の 精 神 薄 弱 女 性 と 子 ど も の ケ ア お よ び 保 護 を 早 急 に 実 施 す る 必 要 性 」（ FMiO 

[1909] 43） を あ げ て い る 。  

マ ク マ ー チ ー が 王 立 委 員 会 を 引 用 し て 、 精 神 薄 弱 問 題 の 、 と り わ け 精 神 薄

弱 の 母 子 に 対 す る 保 護 の 緊 急 性 を 強 調 し た 背 景 に は 、 当 時 の イ ギ リ ス に お け

る 精 神 薄 弱 関 係 者 の 間 で 一 般 的 な 認 識 と な っ て い た 精 神 薄 弱 脅 威 論 の 存 在 を

指 摘 す る こ と が で き る 。な ぜ な ら ば 、当 時 の 英 国 で は 1902 年 、マ ン チ ェ ス タ

ー に 開 設 さ れ た サ ン ド ラ ブ リ ッ ジ 精 神 薄 弱 児 施 設（ the Sandlebridge Schools 

for the Feeble-Mindedness）の 施 設 長 で あ っ た M. デ ン デ ィ 婦 人（ Mary Dendy）

が 、精 神 薄 弱 女 性 の 高 い 多 産 率 に つ い て 注 意 を 喚 起 し て お り 、1908 年 に は 王

立 委 員 会 が 、「 私 生 児 を 連 れ た 女 性 が 救 貧 院 に 現 れ た ら 、そ の 子 は お そ ら く 精

神 薄 弱 で あ る 」 と 述 べ る な ど 、 精 神 薄 弱 の 母 子 の 問 題 が 19 世 紀 末 か ら 20 世

紀 初 頭 に か け て の 精 神 薄 弱 に 対 す る 優 生 学 的 脅 威 論 の 標 的 の ひ と つ と な っ て

い た か ら で あ る （ Goodman [2005] 171）。  

さ ら に ア メ リ カ に お け る 精 神 薄 弱 の 母 子 問 題 に つ い て マ ク マ ー チ ー は 、

1909 年 11 月 の エ ー ル 大 学 に お け る 乳 幼 児 の 死 亡 に 関 す る 全 米 会 議 （ the 

National Conference on Infant Mortality） で 、「 精 神 薄 弱 女 性 が 母 親 に な

る こ と を ど う 予 防 す る か と い う 問 題 に つ い て 、 彼 女 ら の 保 護 は 議 論 の 余 地 が
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な い ほ ど 緊 急 を 要 し て い る 」 こ と が 共 通 意 見 と さ れ た こ と を 年 報 で 報 告 す る

な ど （ FMiO [1910] 5）、 ア メ リ カ に お け る 精 神 薄 弱 の 母 子 に 関 す る 見 解 に も

注 目 し て い た 。  

一 方 、20 世 紀 転 換 期 の ア メ リ カ で は 、精 神 薄 弱 者 の 反 社 会 性 に 関 す る 科 学

的 知 見 を 根 拠 と し て 、 精 神 薄 弱 者 施 設 が 「 精 神 薄 弱 者 の 不 埒 な 性 行 動 抑 制 と

生 殖 防 止 の た め の 拘 束 」 を 目 的 の ひ と つ と し た 総 合 隔 離 保 護 施 設 へ と 発 展 し

て い く 時 期 で あ っ た （ 中 村  [2001] 49-50）。  

マ ク マ ー チ ー は 、 こ う し た 英 米 両 国 に お け る 精 神 薄 弱 者 関 連 組 織 の 先 進 的

取 り 組 み に つ い て 積 極 的 に 情 報 を 摂 取 し つ つ 、 次 第 に 両 国 の 精 神 薄 弱 脅 威 論

お よ び 隔 離 保 護 処 遇 論 を 支 持 す る よ う に な る 。 自 国 に お け る 精 神 薄 弱 女 性 に

対 す る 対 応 の 遅 れ に 危 機 感 を 抱 い た 彼 女 は 、1910 年 報 に お い て 、恒 久 保 護 施

設 と 収 容 能 力 の 著 し い 不 足 を 次 の よ う に 悲 嘆 的 に 訴 え る 。  

 

「 わ れ わ れ が 成 し 遂 げ た の は 、 特 に ト ロ ン ト に お い て わ れ わ れ の 知 る と

こ ろ と な っ た も 悲 惨 で も ケ ア の 必 要 な 、 ほ ん の わ ず か な 数 の （ 精 神 薄

弱 ） 女 児 と 女 性 だ け を 恒 久 的 に 世 話 し た こ と だ け で あ る 。 し か し な が ら 、

わ れ わ れ に 引 き 留 め る 力 が な か っ た ば か り に 、 さ ら に 、 も し わ れ わ れ に 必

要 な 力 が あ っ た と し て も 、 彼 女 ら を 収 容 す る 施 設 が 全 く な い た め に 、 指 の

間 か ら 滑 り 落 ち る ケ ー ス を 見 て 、 苦 悩 し な い こ と は な か っ た 。 彼 女 ら を 知

る 人 は み な 、 彼 女 ら に 責 任 能 力 が な く 、 恒 久 保 護 を 受 け る べ き で あ る こ と

を 知 っ て い た だ ろ う に 」（ FMiO [1911] 13）  

 

と は い え 、 こ の よ う に 精 神 薄 弱 女 性 の 施 設 保 護 を 主 張 す る 一 方 で 、 マ ク マ

ー チ ー は 、そ の 限 界 に つ い て も 認 識 し て い た 。な ぜ な ら 、1907 年 報 に お い て 、

以 下 の ２ つ の 理 由 か ら 精 神 薄 弱 女 性 の 施 設 保 護 が 精 神 薄 弱 問 題 の 抜 本 的 解 決
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に は な ら な い こ と を 示 し て い た か ら で あ る （ FMiO [1908] 30-31）。  

①  精 神 薄 弱 男 児 の ほ う が 女 児 よ り も 多 く 生 ま れ て い る に も か か わ ら ず 、

精 神 薄 弱 男 性 と 男 児 へ の 対 策 が な い  

②  施 設 の 入 所 者 以 外 の 精 神 薄 弱 女 児 と 女 性 へ の 対 策 が な い 。多 く の 場 合 、

施 設 入 所 す る 精 神 薄 弱 女 性 は す で に 母 親 と な っ て い る た め 、彼 女 ら を

幸 せ で 有 用 で 貞 節 な 生 活 へ と 導 く よ う 訓 練 す る 機 会 を 失 っ て い る  

 

し か し な が ら 、 彼 女 が 主 張 し た 精 神 薄 弱 女 性 専 門 施 設 は 実 現 せ ず 、 刑 務 所

や 矯 正 院 に お い て 女 性 の 分 離 処 遇 と い う 部 分 的 な 成 果 が 得 ら れ た だ け で あ っ

た （ Brown [2005] 279）。 そ の 理 由 の ひ と つ と し て 、 オ ン タ リ オ 州 は 20 世 紀

初 め の 15 年 間 に 急 速 な 工 業 化 を 進 め た 一 方 で 、資 本 供 給 を 外 国 の 投 資 に 頼 っ

て お り 、 そ の 投 資 は 特 に 連 邦 、 州 、 自 治 体 政 府 の 公 債 に 集 中 し て い た こ と か

ら （ 木 村  [1999] 230-231）、 多 大 な 経 費 が か か る 施 設 の 創 設 に は 慎 重 で あ っ

た こ と が 推 察 さ れ る 。 ま た 、 同 州 で 一 般 に 乳 幼 児 の 死 亡 に 対 処 す る た め の 公

的 保 健 政 策 が 導 入 さ れ 、そ の 有 効 性 が 立 証 さ れ 始 め た の は 1910 年 代 の こ と で

あ り（ フ ラ ン シ ス・木 村  [1993] 77）、母 子 衛 生 問 題 、し か も 精 神 薄 弱 の 母 子

問 題 は 、20 世 紀 初 頭 に は い ま だ 社 会 的・政 治 的 関 心 を 獲 得 で き な い で い た こ

と も 背 景 的 要 因 で あ っ た と 考 え ら れ る 。  

 

（ ２ ） 公 立 刑 罰 ・ 慈 善 施 設 に お け る 精 神 薄 弱 入 所 者 の 増 加 と 経 費 の 膨 張  

１ ） 精 神 薄 弱 入 所 者 の 増 加 と 運 営 上 の 重 荷  

一 方 で 、 20 世 紀 に 入 っ て も な お 、 刑 務 所 、 矯 正 院 、 救 貧 院 等 の 公 立 刑 罰 ・

慈 善 施 設 と い っ た 精 神 薄 弱 者 非 専 門 施 設 で は 、 精 神 薄 弱 入 所 者 の 割 合 が も は

や 看 過 で き な い ほ ど に 増 加 し て い た 。 こ う し た 非 専 門 施 設 に お い て 、 精 神 薄

弱 入 所 者 が 施 設 職 員 や 精 神 薄 弱 以 外 の 入 所 者 の 負 担 を 荷 重 し て い る と い う 状
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況 は 、 マ ク マ ー チ ー の 広 範 な 施 設 訪 問 調 査 と 施 設 運 営 者 自 身 の 訴 え の 双 方 に

よ っ て 喫 緊 の 課 題 と し て 認 識 さ れ る 。  

非 専 門 施 設 で は 、 入 所 者 が 精 神 薄 弱 で あ っ た 場 合 、 そ の 退 所 に は 抵 抗 が あ

る も の の ４ ）、常 時 の 指 導 監 督 を 必 要 と し 、ま た 施 設 の 本 来 的 作 業 に 適 応 し な

い 精 神 薄 弱 者 を 入 所 さ せ 続 け る こ と は 、 職 員 と そ の ほ か の 入 所 者 に と っ て 多

大 な 負 担 で あ っ た （ FMiO [1907] 12; [1912] 8）。 こ う し た 実 態 に つ い て マ ク

マ ー チ ー は 、多 く の 精 神 薄 弱 者 が 救 貧 院 で 生 ま れ て い る 事 実 を 指 摘 し 、「 精 神

薄 弱 者 の 十 分 な 指 導 監 督 と 恒 久 保 護 は 、 保 護 施 設 （ the House of Refuge） で

は 確 保 で き な い 」（ FMiO [1913] 51） と し て 、 非 専 門 施 設 に お け る 精 神 薄 弱 者

の 収 容 を 批 判 し て い る 。  

し か し な が ら 、 非 専 門 施 設 に お い て 精 神 薄 弱 入 所 者 が 占 め る 割 合 の 高 さ は

無 視 で き る レ ベ ル で は な か っ た 。た と え ば 、第 ２ 回 セ ン サ ス の 再 調 査 後 、1908

年 に 州 内 に あ る カ ウ ン テ ィ の 保 護 施 設 （ the County House of Refuge） を 訪

問 し た マ ク マ ー チ ー は 、施 設 の 経 験 豊 富 な 顧 問 医 師 か ら 、「 カ ウ ン テ ィ の 保 護

施 設 の 入 所 者 の ４ 分 の ３ は 精 神 薄 弱 者 で あ る 」 と の 報 告 を 受 け た （ FMiO 

[1908] 7-8）。 実 際 に マ ク マ ー チ ー 自 身 も 、「 訪 問 時 に 90 人 の 入 所 者 が お り 、

う ち 30 人 は 女 性 で あ っ た 。そ の 中 で 少 な く と も 半 数 が 精 神 薄 弱 」で あ る と 認

め て い る （ FMiO [1908] 8）。  

さ ら に 別 の 授 産 所 （ Industrial Refuge） で は 、「 67 人 の 入 所 者 の う ち 50

～ 60 人 が 精 神 薄 弱 女 性 で あ り 、多 数 の 特 殊 な ケ ー ス を 含 ん で い た 。彼 女 ら は 、

次 々 と こ の 施 設 に 送 ら れ て き た の で あ っ た 」（ FMiO [1909] 5） と 報 告 さ れ て

い る こ と か ら 、入 所 者 の 大 半 が 精 神 薄 弱 と い う 施 設 も 存 在 し て い た の で あ り 、

ま た 常 に 精 神 薄 弱 者 の 入 所 需 要 が あ っ た こ と が わ か る 。  
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２ ） 精 神 薄 弱 者 の 経 費 の 膨 張 と 専 門 施 設 の 必 要 性  

公 立 施 設 に お け る 軽 度 精 神 薄 弱 入 所 者 の 年 間 経 費 を 、1907 年 報 に お い て マ

ク マ ー チ ー は 次 の よ う に 算 出 し て い る （ Table Ⅱ -4）。  

こ の 計 算 に よ る と 、 年 間 経 費 が も 高 い の は ア ン ド リ ュ ー ・ マ ー サ ー 矯 正

院 （ the Andrew Mercer Reformatory） で 、 122 人 の 軽 度 精 神 薄 弱 女 性 入 所 者

に 年 間 32,711.86 ド ル（ １ 人 当 た り 年 間 268.13 ド ル ）の 経 費 が か け ら れ て い

た 。慈 善 施 設 全 体 で は 、206 人 の 軽 度 精 神 薄 弱 入 所 者 に 対 し て 年 間 23,308.90

ド ル （ １ 人 当 た り 1 日 31 セ ン ト ）、 カ ウ ン テ ィ 保 護 施 設 で は 軽 度 精 神 薄 弱 入

所 者 の 人 数 は 不 明 で あ る が 、 低 で 年 間 20,000 ド ル と 推 計 さ れ て い る 。オ リ

リ ア 施 設 で は 、 現 在 入 所 し て い る 軽 度 精 神 薄 弱 者 20 人 に 対 す る 年 間 経 費 は

1,714.20 ド ル と 推 計 さ れ て い る 。そ の ほ か 刑 務 所 の 経 費 も 加 え て 、州 立 施 設

全 体 で 、 年 間 77,938.46 ド ル が 軽 度 精 神 薄 弱 入 所 者 の 経 費 と し て 州 の 負 担 と

な っ て い る こ と が 示 さ れ た 。  

マ ク マ ー チ ー が 、 年 報 に お い て 全 体 的 な 施 設 経 費 の 具 体 的 数 値 を 取 り 上 げ

た の は こ の 年 だ け で あ っ た が 、 そ の 背 景 に は 、 公 立 施 設 経 費 に 占 め る 精 神 薄

弱 入 所 者 の 経 済 的 負 担 へ の 懸 念 が あ っ た と 考 え ら れ る 。 と い う の も 、 上 述 の

算 出 結 果 を 受 け て 彼 女 は 、「 精 神 薄 弱 入 所 者 の 供 給 を 抑 え る こ と で こ の

50,000.00 ド ル （ 州 が 負 担 し て い る 維 持 費 ） を も っ と 有 効 活 用 で き な い だ ろ

う か 」（ FMiO [1911] 18） と 、 効 率 的 な 財 政 運 営 の た め の 入 所 制 限 を 志 向 し て

い る か ら で あ る 。 彼 女 が 公 立 施 設 の 経 済 的 運 営 を 目 指 し た こ と は 、 行 政 官 と

し て は 当 然 の 観 点 で あ っ た と も い え る 。  

一 方 で 、施 設 運 営 者 は 、あ ら ゆ る 公 的 慈 善 施 設 が 過 密 状 態 に あ っ た こ と と 、

さ ら に 唯 一 の 専 門 施 設 で あ っ た オ リ リ ア 精 神 薄 弱 者 施 設 は 長 蛇 の 入 所 待 機 者

リ ス ト を 抱 え て い た こ と か ら 、 精 神 薄 弱 者 を 収 容 で き な い こ と へ の 不 満 と 危

機 感 を 募 ら せ て い た 。  
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1910 年 の 児 童 援 護 協 会 書 記 官 、 J. キ ー ネ （ John Keane） に よ る 施 設 局 へ

の 訴 え に は 、 以 下 の 内 容 が 含 ま れ て い た 。  

 

「 オ タ ワ に 、12 人 の 精 神 薄 弱 、精 神 虚 弱 、あ る い は 痴 愚 の 子 ど も が い る 」、

「 こ れ ら の 子 ど も た ち を 収 容 す る 場 所 が 全 く な い 」、「 彼 ら が 私 た ち の 元 に

報 告 さ れ て す ぐ に 、 ア サ イ ラ ム へ の 入 所 を 願 い 出 た が 、 空 き 部 屋 が な い と

い う 答 え だ っ た 」、「 私 の 実 践 経 験 か ら 見 て 、 恒 久 的 監 督 を 受 け る べ き 12

人 も の 名 前 と 住 所 が あ る が 、 オ リ リ ア 施 設 の 過 密 状 況 に よ っ て 、 行 き 場 が

な い の で あ る 」（ FMiO [1911] 8-9）  

 

マ ク マ ー チ ー 自 身 も オ リ リ ア 施 設 以 外 の 精 神 薄 弱 専 門 施 設 の 必 要 性 を 認 識

し て お り （ FMiO [1912] 6）、 州 議 会 に 施 設 の 新 設 を 訴 え る 。 結 局 、 州 内 に 新

た な 精 神 薄 弱 者 施 設 は 増 設 さ れ な か っ た も の の 、1913 年 に オ リ リ ア 施 設 に 男

女 150 床 ず つ の 小 舎 が そ れ ぞ れ 追 加 さ れ た （ Brown [2005] 279, Simmons 

[1982] 76）。 こ の こ と は 、 同 施 設 の 飽 和 状 態 の 緩 和 と 州 全 体 で の 精 神 薄 弱 者

収 容 能 力 の 拡 大 を 達 成 し た と い う 点 に お い て 、 マ ク マ ー チ ー に よ る 施 設 問 題

対 策 の 部 分 的 な 成 果 で あ っ た と い え よ う 。  

 

（ ３ ） 公 立 学 校 に お け る 学 業 不 振 児 問 題 と 精 神 薄 弱 と の 関 係 の 示 唆  

マ ク マ ー チ ー に よ る ２ 回 の セ ン サ ス で は そ れ ぞ れ 、1906 年 に 119 人 、1908

年 に は 150 人 の 精 神 薄 弱 児 が 学 校 に い る こ と が 報 告 さ れ た が （ Table Ⅱ -1）、

そ の 実 態 は マ ク マ ー チ ー な ら び に オ ン タ リ オ 州 内 の 公 立 学 校 に お い て ど の よ

う に 捉 え ら れ て い た の だ ろ う か 。こ こ で は 、オ ン タ リ オ 州 で 人 口 が も 多 く 、

ま た 先 駆 的 立 場 に あ っ た 州 都 ト ロ ン ト に 焦 点 を 当 て 、 19 世 紀 末 か ら 20 世 紀
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初 頭 に お け る 同 市 の 公 立 学 校 の 状 況 と 、 こ れ ら 学 校 が 抱 え て い た 問 題 に つ い

て 検 討 す る 。  

1871 年 に 義 務 就 学 法 を 定 め た オ ン タ リ オ 州 で は ５ ）、 19 世 紀 末 に は 、 州 内

の 公 立 学 校 全 体 で の 平 均 出 席 率 が 過 去 高（ 56.66％ ）と な り 、ま た ５ 歳 か ら

21 歳 の 学 齢 者 全 体 に 対 す る 就 学 率 も ８ 割 を 超 え る な ど （ Table Ⅱ -5）、 義 務

教 育 が 実 効 化 し つ つ あ っ た （ Winzer [1986] 79-80）。  

 

年度 学齢 学齢者数 在籍生徒数 在籍率 平均出席者数 平均出席率
1872 ５－16 495,756 454,662 91.71% 188,701 41.50%
1877 ５－16 494,804 490,860 99.20% 217,184 44.25%
1882 ５－16 483,817 471,512 97.46% 214,176 45.42%
1887 ５－21 611,212 493,212 80.69% 245,152 49.71%
1892 ５－21 595,238 485,670 81.59% 253,830 52.26%
1897 ５－21 590,055 482,777 81.82% 273,544 56.66%

Table Ⅱ-5

オンタリオ州の公立学校統計（1867～1897年）

出典：The Minister of Education [1911] (21). 
註：公立学校および分離学校の合算．幼稚園と夜間学校は除く．在籍率は，筆者算出．  

 

ト ロ ン ト も 例 外 で は な く 、 人 口 の 増 加 に 伴 う 就 者 数 の 増 加 に 直 面 し な が ら

も 、 公 立 学 校 に お け る 就 学 率 と 出 席 率 の 向 上 に つ い て 一 定 の 成 果 を 挙 げ て い

た （ Table Ⅱ -6）。  

 

年度 1870 1875 1880 1885 1890 1895 1900
トロント市総人口 56,000 64,000 73,000 110,000 185,000 187,591 199,043
平均在籍者数(a) 4,106 6,447 8,987 13,905 23,111 26,238 27,306
平均出席者数(b) 3,288 5,386 8,215 12,484 20,019 22,743 24,938

出席率(b/a) 80.1% 83.5% 91.4% 89.8% 86.6% 86.7% 91.3%
学校数 18 24 34 53 54 53
教員数 50 90 150 241 447 516 554

教師１人あたり平均生徒数 64 72 60 58 52 51 49
学校維持費総額(ドル)(c) 33,348 58,772 92,842 161,399 311,424 399,822 471,508

生徒１人あたり年間経費(c/a) 8.02 6.08 7.45 8.86 10.37 12.37 13.75
生徒１人あたり年間経費(c/b) 10.02 10.91 11.30 12.93 15.15 17.58 18.90

トロント市公立学校統計（1870～1900年）

出典：PSCT [1917] 105-106. 

Table Ⅱ-6

 

 

し か し そ の 一 方 で 、 公 立 学 校 は 学 業 ・ 規 律 ・ 健 康 に 逸 脱 を 示 す 子 ど も に 対
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す る 教 育 的 対 応 と い う 、 新 た な 問 題 に 直 面 す る こ と と な る 。 就 学 者 数 の 増 大

と と も に 、 落 第 者 や 原 級 留 置 の 生 徒 が 無 視 で き な い ほ ど に 増 加 し 、 こ う し た

子 ど も の 滞 留 に よ る 低 学 年 学 級 の 肥 大 化 、 過 齢 、 怠 学 、 退 学 な ど が 生 じ る こ

と と な る （ PSCT [1891] 12, [1893] 44, [1896] 9）。  

公 立 学 校 に お け る こ う し た 教 育 問 題 を 解 決 す る た め 、 公 立 学 校 教 育 長 ヒ ュ

ー ズ は 、 そ れ ま で の 厳 格 な 進 級 制 度 を 見 直 し 、 進 級 試 験 の 実 施 回 数 を 増 や し

た り 、 進 級 を 試 験 で は な く 教 師 の 推 薦 お よ び 学 校 長 の 許 可 に よ っ て 実 施 す る

こ と で 、進 級 の 弾 力 化 を 図 っ た（ PSCT [1893] 51-52）。ヒ ュ ー ズ の ね ら い は 、

第 一 に 落 第 者 や 中 退 者 を 減 ら す こ と 、 第 二 に 、 在 籍 期 間 の 短 縮 に よ っ て 学 校

教 育 に 要 す る 時 間 と 経 費 を 倹 約 す る こ と に あ っ た 。  

さ ら に ト ロ ン ト で は 、 移 民 、 児 童 就 労 、 貧 困 、 子 ど も の 身 体 的 状 況 な ど に

対 す る 教 育 的 対 応 と し て 、通 常 学 校 と は 異 な る 特 別 な 学 校・学 級 を 設 置 す る 。

特 殊 学 校 ・ 学 級 の 設 置 は 、 公 立 学 校 制 度 に お い て 、 子 ど も の 個 別 的 ニ ー ズ を

重 視 し た 教 育 を 実 現 し よ う と す る も の で あ っ た が 、 一 方 で 、 逸 脱 を も つ 子 ど

も を 通 常 学 級 か ら 分 離 す る こ と で 、 通 常 学 級 の 教 育 環 境 を 維 持 す る 狙 い も あ

っ た （ PSCT [1879] 26）。  

こ の よ う に 、 ト ロ ン ト に お い て 多 様 な 実 態 を も つ 子 ど も に 対 す る 対 応 が 模

索 さ れ る 一 方 で 、 オ ン タ リ オ 州 内 の 他 都 市 の 公 立 学 校 に お い て も 、 怠 学 児 や

学 業 不 振 児 の 中 に 精 神 薄 弱 児 が 多 数 存 在 し て い る こ と が 認 識 さ れ る よ う に な

っ て い く 。 た と え ば 、 第 １ 回 セ ン サ ス で は 、 ３ 人 の 学 校 調 査 官 か ら の 報 告 を

通 じ て 、 オ ン タ リ オ 州 内 の ３ つ の 学 区 に 119 人 の 軽 度 精 神 薄 弱 児 が 在 籍 し て

い る こ と が 明 ら か と な っ た （ FMiO [1907] 14）。 マ ク マ ー チ ー は こ の 結 果 を 重

大 視 し た が 、そ れ は 、こ の 結 果 を 州 内 の 学 区 数 ６ ） で 換 算 す れ ば「 今 日 、オ ン

タ リ オ 州 の 公 立 学 校 に は か な り の 数 の 精 神 薄 弱 児 が い る こ と に な る 」（ FMiO 

[1907] 14） た め で あ っ た 。  
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ま た マ ク マ ー チ ー は 、 1907 年 時 点 で 、「 オ ン タ リ オ 州 に お け る 学 齢 の 精 神

薄 弱 児 は 、14 歳 以 下 の 全 人 口 の 1,000 人 に ３ ～ ５ 人 、す な わ ち 0.3～ 0.5％ の

割 合 で あ る と 推 測 さ れ る 」（ FMiO [1908] 12） が 、 そ の 数 の 正 確 な 算 出 と 彼 ら

へ の 対 応 は 、 彼 ら が 学 校 に 規 則 的 に 出 席 し て い な い が ゆ え に 困 難 で あ る と 考

え た 。彼 女 は 、「 学 業 不 振 児 や 精 神 欠 陥 児 が 学 校 に 行 き た が ら な い の は 当 然 の

こ と で あ り 、現 時 点 で は 、わ れ わ れ は こ う し た 子 ど も に 何 も で き な い 」（ FMiO 

[1908] 12） と い う 限 界 を 感 じ て い た の で あ る 。 も っ と も 、 マ ク マ ー チ ー は 、

学 業 不 振 児 と 精 神 欠 陥 児 が 、 学 校 教 育 に お い て ど ち ら も 怠 学 と い う 点 で は 類

似 し て い る こ と を 認 識 す る 一 方 で 、 彼 ら を 区 別 し て 扱 う こ と の 重 要 性 に つ い

て も 理 解 し て い た 。 学 業 不 振 と 精 神 欠 陥 の 子 ど も が も つ 違 い に つ い て 、 マ ク

マ ー チ ー は ｢精 神 欠 陥 児 は ど の 年 齢 で も 異 常 で あ る が 、学 業 不 振 児 は そ の 年 齢

に お い て だ け 異 常 な の で あ る ｣（ FMiO [1908] 12） と 指 摘 し て い る 。  

 

20 世 紀 初 頭 に お け る マ ク マ ー チ ー の 公 立 学 校 に 対 す る 関 心 は （ MacMurchy 

1906a; 1906b; 1908）、 教 師 と 医 師 と い う 彼 女 の 経 歴 だ け で な く 、「 全 て の 職

業 の 中 で 教 育 が も 影 響 力 が あ り 、･･･予 防 医 学 、公 衆 衛 生 、愛 国 心 、国 家 的

繁 栄 の い ず れ に 関 心 を 持 と う と も 、結 局 は 教 室 の ド ア の 前 に 立 つ 」（ MacMurchy 

[1908] 936） と い う 、 社 会 改 革 の 基 本 と し て の 学 校 教 育 の 重 要 性 に 対 す る 認

識 を 背 景 と す る も の で あ っ た 。  

さ ら に 彼 女 は 、 精 神 薄 弱 教 育 に 関 す る 先 進 的 な 情 報 を イ ギ リ ス お よ び ア メ

リ カ に 求 め て い た 。一 例 を あ げ れ ば 、1909 年 報 の 中 で 、同 年 の ニ ュ ー ヨ ー ク

大 学 で の 特 殊 学 級 教 員 夏 期 講 習 に お け る 、 病 的 な 子 ど も の 教 育 的 問 題 に 関 す

る メ イ シ ー 医 師 （ Macy） の 以 下 の よ う な 講 義 内 容 を 報 告 し て い る 。  

 

「 病 的 な 子 ど も の 公 立 学 校 処 遇 に つ い て の 特 別 な 問 題 は 、 慎 重 に 提 起 さ
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れ 、 時 間 の 許 す 限 り 議 論 さ れ な け れ ば な ら な い 。 監 督 者 、 校 長 、 教 師 に よ

る 、 精 神 薄 弱 者 の 分 類 は 熟 考 を 要 す る 。 そ し て 、 医 学 、 心 理 学 、 教 育 学 の

訓 練 を 受 け た 専 門 家 の 裏 づ け が あ る『 診 断 』の 必 要 性 が 指 摘 で き る 」（ FMiO 

[1910] 35-36）  
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第 ２ 節  「 病 原 」 と し て の 精 神 薄 弱 の 発 見 と 対 処 の 必 要 性  

 １ ．  社 会 病 理 の 原 因 と し て の 精 神 薄 弱 の 認 識 と 早 期 発 見 の 重 要 性  

（ １ ） 社 会 問 題 の 「 病 原 」 と し て の 精 神 薄 弱 の 認 識  

精 神 薄 弱 者 調 査 官 と し て の 州 内 施 設 の 訪 問 お よ び 精 神 薄 弱 関 係 者 か ら の 情

報 収 集 に よ っ て 、 精 神 薄 弱 者 の 悲 惨 な 実 態 が 解 明 さ れ る に つ れ て 、 マ ク マ ー

チ ー の 精 神 薄 弱 に 対 す る 当 初 の 楽 観 的 な 認 識 は 影 を ひ そ め 、 そ の 指 摘 は 深 刻

な も の と な っ て い く 。  

1910 年 代 以 降 、マ ク マ ー チ ー は 、精 神 薄 弱 は 単 に 家 庭 あ る い は 施 設 に お け

る 不 適 切 な 処 遇 に と ど ま ら ず 、彼 ら の 問 題 が し ば し ば 雇 用・職 業 問 題 、犯 罪 、

公 衆 衛 生 の 悪 化 、 社 会 的 不 道 徳 と い っ た 深 刻 な 社 会 問 題 と 結 び つ い て い る 事

実 に 懸 念 を 示 す よ う に な る 。  

社 会 問 題 と 精 神 薄 弱 者 の 関 係 に つ い て マ ク マ ー チ ー は 、 第 一 に 、 雇 用 ・ 職

業 の 問 題 を 挙 げ て い る 。 精 神 薄 弱 者 が ど れ ほ ど 好 意 的 環 境 に あ っ て も 、 判 断

力 の 弱 さ あ る い は 欠 如 、 極 端 な 性 癖 、 適 応 技 能 の 未 熟 さ な ど に よ っ て 、 ひ と

つ の 仕 事 を 継 続 す る こ と が 困 難 あ る い は 不 可 能 で あ る こ と か ら 、「 精 神 薄 弱 者

が 絶 え ず 失 業 の 原 因 と な っ て い る 」 こ と を 問 題 視 し て い る （ MacMurchy 

[1916a] 58-59; [1916b] 230）。 た と え ば 、 あ る 精 神 薄 弱 男 性 は 12 ヶ 月 の 間

に 12 回 も の 転 職 を 繰 り 返 し て お り 、 別 の 精 神 薄 弱 女 性 は 洗 濯 屋 に 雇 用 さ れ 、

当 初 は 歓 迎 さ れ て い た も の の 、 遅 刻 が 多 い こ と が 原 因 と な っ て 解 雇 さ れ て い

る （ MacMurchy [1916a] 58-59; [1916b] 230）。 さ ら に 、 あ る 雇 用 仲 介 業 者 が

仲 介 し た 軽 度 精 神 薄 弱 男 性 は 、 仕 事 の 能 力 は あ っ た も の の 、 就 職 先 で の 異 性

問 題 に よ り 失 業 を 繰 り 返 し 、 結 局 は 低 賃 金 の 皿 洗 い の 仕 事 し か で き ず 、 貧 弱

な 生 活 を 送 っ て い た （ FMiO [1916] 18）。  

雇 用 や 労 働 に 次 い で 、 マ ク マ ー チ ー が 懸 念 し た 精 神 薄 弱 者 の 問 題 は 、 彼 ら

の 貧 困 と そ の 原 因 で あ る 。 精 神 薄 弱 者 は 金 銭 的 価 値 を 決 し て 理 解 し な い 、 収
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入 の 管 理 が で き な い 、金 銭 詐 欺 の 被 害 に 遭 い や す い な ど の 理 由 か ら 、「 精 神 薄

弱 者 の 赤 貧 は 言 葉 で 言 い 表 せ な い ほ ど で あ り 、 矯 正 で き な い も の で あ る 」 と

し て い る（ MacMurchy [1916a] 59; [1916b] 231）。さ ら に 、職 業 教 育（ vocational 

and industrial education ）、 職 業 案 内 所 、 そ し て 雇 用 保 険 （ industrial 

insurance）と い っ た 、失 業・貧 困 予 防 の 一 般 的 な 方 法 は 精 神 薄 弱 者 に は ほ と

ん ど あ る い は ま っ た く 無 効 で あ り 、 精 神 薄 弱 者 の 「 職 業 は 施 設 生 活 で あ り 、

そ こ に お い て の み 、 彼 ら は 雇 用 さ れ 幸 せ を 得 る こ と が で き る の で あ る 」 と し

て 、「 窮 乏 の 主 要 な 原 因 の ひ と つ 」へ の 有 効 な 対 応 策 と し て 、職 業 コ ロ ニ ー へ

の 精 神 薄 弱 者 の 収 容 を 主 張 す る （ MacMurchy [1916a] 59; [1916b] 231）。  

さ ら に マ ク マ ー チ ー は 、 第 三 の 問 題 と し て 、 精 神 薄 弱 者 と 犯 罪 の 関 係 に つ

い て も 指 摘 す る 。 彼 女 は 、 オ ン タ リ オ 州 の 少 年 裁 判 所 と 刑 務 所 に お け る 非 行

お よ び 犯 罪 に よ る 収 監 者 の う ち 、 じ つ に 10～ 20%が 精 神 薄 弱 者 で あ る と 指 摘

し た（ FMiO [1915] 14）。さ ら に 彼 女 は 、イ ギ リ ス・パ ー ク ハ ー ス ト（ Parkhurst）

に あ る 国 立 刑 務 所 の 医 療 責 任 者 （ medical superintendent） で あ っ た C. ゴ

ー リ ン グ 医 師 （ Charles Goring） に よ る 、 同 刑 務 所 収 監 者 に お け る 精 神 薄 弱

者 の 割 合 に 関 す る 報 告 に 注 目 し 、 ゴ ー リ ン グ の 報 告 で は 、 一 般 の 人 口 に 占 め

る 精 神 薄 弱 者 の 割 合 は 0.46%に 過 ぎ な い の に 対 し て 、 同 刑 務 所 収 監 者 で は 、

罪 状 に よ っ て は 精 神 薄 弱 者 が ２ 割 以 上 を 占 め て い る と 強 調 し た （ MacMurchy 

[1916a] 61; [1916b] 232）。た と え ば 、意 図 的 傷 害 罪 に よ る 受 刑 者 の う ち 22.2%、

放 火 罪 で は 16.7%、子 ど も に 対 す る 強 姦 罪 で は 15.8%、成 人 に 対 す る 強 姦 罪 で

は 6.7%、そ し て 殺 人 お よ び 殺 人 未 遂 罪 で は 9.5%の 受 刑 者 が 精 神 薄 弱 で あ っ た

（ Table Ⅱ -7）。  
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Table Ⅱ-7

罪状 精神薄弱者の割合
意図的傷害（動物虐待を含む） 22.2%
放火 16.7%
強姦（子ども） 15.8%
強盗致傷 15.6%
わいせつ罪 14.3%
恐喝 14.3%
詐欺 12.8%
窃盗（および不法侵入） 11.2%
不法目的侵入 10.0%
殺人および殺人未遂 9.5%
強姦（成人） 6.7%
故買 5.1%
故殺罪 5.0%
貨幣偽造 3.3%
傷害、傷害未遂、上官への暴行 2.9%
横領、偽造、受託詐欺、重婚、偽証、違法外科手術 0.0%

平均 10.3%

イギリス国立刑務所収監者における精神薄弱者の割合

出典：MacMurchy [1916a] 61; [1916b] 232-233.  

 

こ れ ら の 結 果 を 引 用 し て マ ク マ ー チ ー は 、 精 神 薄 弱 者 は 、 犯 罪 の 「 原 因 と

結 果 」に 深 く 関 わ っ て い る と 断 定 す る（ MacMurchy [1916a] 61; [1916b] 233）。  

マ ク マ ー チ ー に よ る 精 神 薄 弱 と 社 会 問 題 と の か か わ り に 対 す る 第 四 の 指 摘

は 、 乳 幼 児 の 死 亡 、 伝 染 病 の 蔓 延 、 ア ル コ ー ル 中 毒 と い っ た 公 衆 衛 生 の 悪 化

に ま で 及 ぶ 。 彼 女 は 、 こ う し た 問 題 の 主 た る 原 因 は 精 神 薄 弱 、 と く に 精 神 薄

弱 女 性 に あ る と し た う え で 、精 神 薄 弱 母 親 に は 、「 赤 ん 坊 の 世 話 を 少 し も 任 せ

る こ と は で き な い 」、ま た ｢母 性 本 能 で さ え も 役 に 立 た な い ｣こ と か ら 、精 神 薄

弱 家 系 に お け る 乳 幼 児 死 亡 率 が 極 め て 高 い こ と を 問 題 視 し た ７ ）。  

精 神 薄 弱 母 親 に お け る 乳 幼 児 死 亡 率 が 高 い こ と に つ い て マ ク マ ー チ ー は 、

1910 年 か ら 1912 年 ま で 務 め た オ ン タ リ オ 州 乳 幼 児 死 亡 調 査 官 の 年 次 報 告 に

お い て も 、「 私 生 児 の 母 親 の う ち 膨 大 な 数 の 母 親 が 精 神 薄 弱 で あ る と い う 事 実

は 確 実 で あ り 、 こ れ ら の 子 ど も た ち に お け る 死 亡 数 は も 高 い 」 た め 、 精 神

薄 弱 者 の 恒 久 保 護 と 精 神 薄 弱 母 親 の 記 録 を 作 成 す る こ と が 「 乳 幼 児 の 死 亡 を
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減 少 さ せ る で あ ろ う 」と し て 、対 策 の 必 要 性 を 主 張 し て い る（ IMAR [1911] 35）。 

ま た 、伝 染 病 の 蔓 延 に 関 し て は 、た と え ば 、「 伝 染 病 の 病 原 と『 病 原 菌 媒 介

体 』 を 捜 す と き に 、 健 康 保 健 所 （ office of the Medical Officer of Health）

に あ る 市 内 の 精 神 薄 弱 者 記 録 簿 を 参 照 し た の で あ れ ば 、 的 を 外 す こ と は ほ と

ん ど な い 」（ MacMurchy [1916a] 60; [1916b] 231） と 述 べ て い る こ と か ら も

わ か る よ う に 、 伝 染 病 の 原 因 と 媒 体 と し て 精 神 薄 弱 者 を 位 置 づ け て い た 。 ま

た 、 性 病 の 媒 介 と し て 、 特 に 精 神 薄 弱 女 性 に 注 目 し （ MacMurchy [1916a] 60; 

[1916b] 232）、「 精 神 欠 陥 者 へ の 適 切 な ケ ア は 、性 病 の 根 絶 を 促 進 す る だ ろ う 」

（ FMiO [1918] 17） と 予 測 す る と と も に 、 1919 年 に オ タ ワ で 行 わ れ た 他 州 の

公 衆 衛 生 当 局 の 代 表 者 と の 会 合 に お い て 、「（ 性 病 の ） 問 題 は 、 精 神 薄 弱 の 問

題 、 そ し て 精 神 薄 弱 者 の ケ ア と 管 理 の 問 題 と も 密 接 に 関 わ っ て い る か ら 、 性

病 予 防 事 業 の 展 開 は 、 カ ナ ダ に お け る 精 神 薄 弱 に 関 す る 問 題 の 解 決 に 多 大 な

よ い 影 響 を 与 え る だ ろ う 」（ FMiO [1920] 10） と 、 公 衆 衛 生 問 題 と 精 神 薄 弱 問

題 と の 関 連 を 強 調 し た 。  

さ ら に マ ク マ ー チ ー は 、 公 衆 衛 生 問 題 の ひ と つ で あ る ア ル コ ー ル 中 毒 は 、

精 神 薄 弱 者 が 抵 抗 で き な い 誘 惑 の ひ と つ で あ り 、「 精 神 薄 弱 の 結 果 の ひ と つ で

あ る 」 と し 、 詳 細 は 不 明 で あ る も の の 、 ア ル コ ー ル 中 毒 者 施 設 の 調 査 官 で あ

る ブ ラ ン ス ウ ェ イ ト 医 師 （ Branthwaite） が 、 同 施 設 入 所 者 の う ち 60％ 以 上

が 精 神 薄 弱 で あ る こ と を 発 見 し た こ と を あ げ た （ MacMurchy [1916a] 60; 

[1916b] 232）。  

加 え て 彼 女 は 、 予 防 医 学 の 観 点 か ら 、「 健 康 を 保 つ た め に は 知 能

（ intelligence） を 必 要 と し 、 病 気 か ら 回 復 す る た め に は 更 な る 知 能 」 を 必

要 と す る た め 、 こ う し た 知 能 の 低 い 精 神 薄 弱 者 は 公 衆 衛 生 の 「 重 大 な 問 題 を

引 き 起 こ し 複 雑 に す る こ と を 助 長 す る 」 と し て 、 公 衆 衛 生 問 題 の 根 本 的 要 因

と し て の 精 神 薄 弱 者 の 健 康 維 持 ・ 回 復 力 の 欠 如 を 指 摘 し て い る （ MacMurchy 
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[1916a] 60; [1916b] 232）。  

精 神 薄 弱 を 主 た る 原 因 と す る ５ 番 目 の 社 会 問 題 と し て 、 マ ク マ ー チ ー は 、

社 会 道 徳 の 悪 化 を 問 題 視 す る 。 た と え ば 、 彼 女 は 売 春 婦 売 買 （ white slave 

traffic）の 犠 牲 者 は 高 い 割 合 で 精 神 薄 弱 者 で あ る と い う 事 実 を 明 ら か に し た

調 査 研 究 に 注 目 し 、 W.F. ス ノ ウ 医 師 （ W.F. Snow） が ８ つ の 調 査 を も と に 発

表 し た 、 売 春 者 に 占 め る 精 神 薄 弱 者 の 割 合 を 表 に ま と め た も の を 紹 介 し て い

る （ MacMurchy [1916a] 62; [1916b] 233）。 ス ノ ウ の 発 表 に よ れ ば 、 イ リ ノ

イ 州 非 行 女 子 施 設 で は 、 売 春 者 104 人 の う ち 97％ が 精 神 薄 弱 女 性 で あ っ た 。

一 方 で 、公 衆 衛 生 局 が 調 査 し た 100 人 の 売 春 者 の う ち 精 神 薄 弱 者 は 29％ で あ

る な ど 、調 査 機 関 に よ っ て 数 値 に ば ら つ き が あ る も の の 、平 均 し て 60.9％ と

い う 高 い 割 合 で 精 神 薄 弱 者 が 売 春 の 被 害 者 と な っ て い る こ と が 示 さ れ た

（ Table Ⅱ -8）。  

 

Table Ⅱ-8

調査機関
調査対象となっ

た売春者数
精神薄弱者の

割合
ヴァージニア州慈善矯正委員会、リッチモンド
（State Board of Charities and Correction,
Richmond, Va.）

120 83.3%

シカゴ裁判所
（Chicago Morals Court）

639 62.0%

シカゴ裁判所
（Chicago Morals Court）

126 85.8%

イリノイ州非行女子施設
（Illinois Training school for Girls)

104 97.0%

マサチューセッツ州売春委員会
（Massachusetts Vice Commission）

300 51.0%

マサチューセッツ州立女性矯正院
（Massachusetts State Woman's Reformatory）

243 49.0%

ニューヨーク州立女性矯正院
（New York State Reformatory）

193 29.8%

公衆衛生局
（Bureau of Social Hygiene）

100 29.0%

計　（平均） 1,825 （60.9%）
出典：MacMurchy [1916a] 62; [1916b] 233. 

売春者数に占める精神薄弱者の割合の調査結果

註：精神薄弱者の割合の平均は，筆者算出．  
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精 神 薄 弱 女 性 と 売 春 の 関 係 に 関 す る 類 似 の 調 査 は 、 ト ロ ン ト を は じ め と し

て カ ナ ダ 国 内 で も 実 施 さ れ 、マ ク マ ー チ ー は 1913 年 報 に お い て 、カ ナ ダ に お

け る 売 春 者 の う ち 、 お よ そ 25～ 50％ が 精 神 薄 弱 者 で あ っ た と 報 告 し て い る

（ FMiO [1914] 24）。  

マ ク マ ー チ ー は 、 礼 儀 、 感 情 抑 制 、 そ し て 人 と し て の 神 聖 さ へ の 理 解 の な

い 精 神 薄 弱 者 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て 「 悪 の 中 心 （ a center of evil）」

（ MacMurchy [1916a] 62; [1916b] 233） と な り 、 必 然 的 に 風 紀 を 乱 す と 認 識

し て い た 。  

さ ら に 彼 女 は 、 精 神 薄 弱 が 上 述 の 社 会 問 題 だ け に と ど ま ら ず 、 州 お よ び 納

税 者 の 経 済 的 負 担 を 増 大 さ せ る 原 因 の ひ と つ で あ る こ と （ FMiO [1914] 15）、

ま た 精 神 薄 弱 の 継 続 的 発 生 が 、「 彼 ら を 支 え る 次 世 代 に と っ て も 重 い 負 担 と 経

費 と 害 悪 を 作 り 出 す 」（ FMiO [1915] 6） 存 在 で も あ る こ と を 確 信 し て い た 。

こ う し て 彼 女 は 、「 社 会 改 革 者 、主 と し て 刑 務 所 改 革 、社 会 悪 と 呼 ば れ る も の

の 矯 正 、 あ る い は 性 病 に 関 心 の あ る 社 会 改 革 者 は 、 わ れ わ れ が 着 手 す べ き は

現 象 で は な く 原 因 で あ り 、 こ れ ら 巨 大 な 社 会 悪 の 原 因 と し て は っ き り と 示 さ

れ る も の は 精 神 薄 弱 以 外 に は な い こ と を 知 っ て い る 。 そ れ は 唯 一 の 原 因 で は

な い が 、 全 て の 社 会 改 革 運 動 を 強 力 に 妨 害 す る ひ と つ の 原 因 は ほ か に な い 」

（ FMiO [1918] 7） と し て 、 社 会 病 理 を 生 じ さ せ る 根 本 的 原 因 と し て 精 神 薄 弱

を 捉 え る よ う に な っ て い く の で あ る 。  

 

そ れ で は 、 マ ク マ ー チ ー が 精 神 薄 弱 を こ う し た 社 会 問 題 の 「 病 原 」 と し て

認 識 し た 背 景 に は 、 ど の よ う な 要 因 が あ っ た の で あ ろ う か 。  

1910 年 頃 か ら マ ク マ ー チ ー は 、 NCCC、 AMOAI、 全 米 教 育 協 会 （ NEA）、 そ の

他 の 団 体 お よ び そ の 会 員 と の 交 流 を 通 し て 、 当 時 ア メ リ カ で は 確 立 し つ つ あ

っ た 、 精 神 薄 弱 脅 威 論 に 接 触 す る 機 会 を 得 て い た と 推 察 さ れ る 。 実 際 、 彼 女
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は 、 1900 年 代 後 半 か ら 1910 年 代 中 頃 ま で に は 、 こ う し た ア メ リ カ の 精 神 薄

弱 者 関 連 機 関 の 機 関 誌 に 論 文 を 投 稿 し て い る ほ か 、 年 次 大 会 に も 出 席 し て い

た （ MacMurchy, 1908; [1916b] 229; [1917c] 89; [1917d] 893）。 ま た 、 会

議 へ の 出 席 や 論 文 の 投 稿 に 加 え て 、た と え ば 、1911 年 に は ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー

州 ヴ ァ イ ン ラ ン ド 施 設（ New Jersey Training School for Feeble-Minded Girls 

and Boys, Vineland） を 視 察 訪 問 し 、 翌 年 に は 同 施 設 長 で あ っ た E.R. ジ ョ

ン ス ト ン （ Edward R. Johnstone 1870-1945） に よ る ト ロ ン ト で の 講 演 を 設 定

し て い る （ Simmons [1982] 75）。  

こ う し て マ ク マ ー チ ー は 、 ア メ リ カ に お け る 精 神 薄 弱 者 関 連 機 関 お よ び そ

こ に お け る 思 想 へ と 接 近 し て い く 一 方 で 、 イ ギ リ ス に お け る 精 神 薄 弱 脅 威 論

に も 言 及 す る 。た と え ば 、1913 年 報 に お い て 、1912 年 ５ 月 に イ ギ リ ス で 精 神

欠 陥 法 案（ the Mental Deficiency Bill）を 提 出 し た ス チ ュ ワ ー ト（ Stewart）

は 、精 神 薄 弱 者 数 が 軍 人 よ り も 多 い こ と と 、あ る 救 貧 院 で 16 人 の 精 神 薄 弱 母

親 か ら 116 人 の 私 生 児 が 生 ま れ た こ と を あ げ 、「 精 神 薄 弱 者 は 巨 大 な 支 出 の 源

で あ る だ け で な く 、 慈 善 や 博 愛 の 努 力 の 巨 大 な 浪 費 の 源 で も あ る 」 と 述 べ て

い る こ と を 引 用 し て 、 オ ン タ リ オ 州 に お い て も 精 神 薄 弱 問 題 へ の 対 策 に お け

る 法 的 根 拠 の 必 要 性 を 訴 え て い た （ FMiO [1913] 32）。  

さ ら に 、 精 神 薄 弱 と 社 会 問 題 と の 関 係 性 を 強 調 す る と 同 時 に マ ク マ ー チ ー

は 、 市 民 は 「 た だ 国 家 の 運 命 に お け る 現 在 の 居 住 者 」 に 過 ぎ な い か ら 、 未 来

の 居 住 者 、 す な わ ち 子 孫 に 国 家 を 悪 い 状 態 で 引 き 渡 さ な い た め に も 、 精 神 薄

弱 問 題 を 含 む 全 て の 社 会 問 題 に 対 処 す る こ と は 社 会 の 義 務（ public duty）で

あ る と 主 張 し て （ MacMurchy [1916a] 62; [1916b] 234）、 精 神 薄 弱 問 題 へ の

社 会 的 対 応 を 求 め た 。  
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（ ２ ） 精 神 薄 弱 の 発 生 予 防 の 必 要 性  

こ う し て 、 マ ク マ ー チ ー に よ っ て 社 会 問 題 の 根 本 的 課 題 と し て の 精 神 薄 弱

問 題 が 認 識 さ れ 、 主 張 さ れ た の で あ る が 、 そ の 対 応 と し て 彼 女 が 目 指 し た こ

と は 、 精 神 薄 弱 者 の 増 殖 と 発 生 の 予 防 で あ っ た 。  

精 神 薄 弱 の 増 殖 に つ い て 彼 女 は 、 た と え ば イ ギ リ ス の 政 策 に お い て 精 神 薄

弱 女 性 が 自 由 に 救 貧 院 へ 入 退 所 で き る よ う に し た こ と が 、 精 神 薄 弱 者 の 「 軍

隊 」形 成 の 一 因 で あ り 、「 な ん と 無 駄 で 、ば か げ て い て 、軽 率 で あ っ た か 」と

痛 烈 に 批 判 す る と 同 時 に 、 同 じ 愚 行 が オ ン タ リ オ 州 で も 生 じ て い る と 主 張 す

る （ FMiO [1912] 11）。 彼 女 は 、 精 神 薄 弱 の 増 加 に よ っ て 問 題 が 拡 大 し 、 将 来

的 に 膨 大 な 負 担 と 経 費 が か か る こ と を 脅 威 論 的 に 述 べ る こ と に よ っ て （ FMiO 

[1913] 38; [1916] 54）、対 策 の 重 要 性 と 緊 急 性 を 説 得 し よ う と し た の で あ る 。 

精 神 薄 弱 の 増 殖 を 防 止 す る た め に 彼 女 が 提 唱 し た 政 策 的 対 応 は 、 第 一 に 、

精 神 薄 弱 者 の 早 期 発 見 で あ り 、 第 二 に は 発 見 さ れ た 精 神 薄 弱 者 の 訓 練 お よ び

施 設 内 恒 久 保 護 で あ っ た （ FMiO [1911] 55; [1915] 13-14）。  

マ ク マ ー チ ー が こ う し た 対 策 を 提 案 し た 背 景 に は 、「 精 神 薄 弱 児 は 常 に 子 ど

も で あ り 、 ケ ア と 管 理 を 必 要 と し て い る 。 そ し て 、 彼 ら の 施 設 内 恒 久 保 護 が

こ れ ら の 害 悪 を 防 止 す る だ ろ う 」（ FMiO [1911] 55） こ と 、「 で き る な ら ば 、

１ 世 代 の 精 神 薄 弱 者 を 30 年 で も 恒 久 保 護 す る こ と に よ っ て 、彼 ら の 数 は 減 少

し 、 わ れ わ れ は 害 悪 か ら 解 放 さ れ る 」（ FMiO [1912] 6） こ と 、 そ し て 、「 も し

わ れ わ れ が 彼 ら （ 精 神 薄 弱 者 ） を 精 神 欠 陥 者 と し て ケ ア し な か っ た な ら 、 浮

浪 者 、 犯 罪 者 、 売 春 婦 、 病 人 、 不 道 徳 者 、 怠 け 者 、 役 立 た ず 、 あ る い は 少 な

く と も 他 人 に 依 存 す る 人 と し て ケ ア す る こ と を 強 い ら れ る 」（ FMiO [1913] 13）

と い う 認 識 が あ っ た 。  

と り わ け 精 神 薄 弱 女 性 に つ い て は 、「 精 神 薄 弱 女 児 と 女 性 が 有 用 で 幸 せ に 雇

用 さ れ う る 施 設 に お け る 恒 久 保 護 と 管 理 が 、 恒 常 的 な 源 泉 （ 精 神 薄 弱 児 の 出
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生 ）を 取 り 除 く こ と に な り 、多 く の 害 悪 を 取 り 除 く だ ろ う 」（ FMiO [1914] 24）

こ と と 、「 公 立 学 校 の 早 い 時 期 で の 精 神 薄 弱 女 児 の 識 別 と 、コ ミ ュ ニ テ ィ で の

保 護 あ る い は 施 設 で の 恒 久 保 護 の た め の 適 切 な 対 応 は 、 幼 い 少 女 間 で の 不 道

徳 行 為 の 目 撃 と 男 児 へ の 誘 惑 の 発 生 を 予 防 す る だ ろ う 。 性 へ の 関 心 と 性 行 為

の 早 熟 性 は 、 よ く 知 ら れ た 精 神 薄 弱 の 兆 候 で あ る 」（ FMiO [1915] 21） と い う

確 信 が あ っ た 。  

さ ら に 、「 精 神 薄 弱 者 は 市 民 で は な い し 、市 民 に な る こ と も で き な い 。彼 ら

に 選 挙 権 を 与 え て も 、彼 ら は 決 し て 真 の 自 活 は で き な い 。･･･彼 ら は 結 婚 す る

べ き で な い 」（ FMiO [1913] 14） し 、「 彼 女 の 精 神 的 ま た は 道 徳 的 能 力 の な さ

は 、 彼 女 の 妊 娠 の 適 否 と の 明 確 な 関 係 性 を 持 っ て い る 」（ FMiO [1916] 19） と

し て 、 精 神 薄 弱 者 の 婚 姻 と 出 産 の 禁 止 を 要 求 し た ８ ）。  

 

２ ．  精 神 薄 弱 の 早 期 発 見 手 段 と し て の 医 学 検 査 の 導 入  

（ １ ） 医 学 検 査 の 意 義 と 実 施 に 関 す る 議 論  

で は 、 精 神 薄 弱 の 発 生 と 増 殖 を 予 防 す る 目 的 に お い て 、 マ ク マ ー チ ー は い

か な る 手 段 を 提 案 し た の で あ ろ う か 。 ま た 、 こ う し た 手 段 は マ ク マ ー チ ー に

と っ て ど の よ う な 意 義 を も つ も の だ っ た の で あ ろ う か 。  

マ ク マ ー チ ー が 提 唱 し た 精 神 薄 弱 問 題 へ の 対 応 策 の 第 一 は 、 公 立 学 校 に お

け る 医 学 検 査 の 導 入 で あ っ た 。  

精 神 薄 弱 の 早 期 発 見 と 対 応 を 目 的 と し た 、 医 師 に よ る 公 立 学 校 児 童 の 検 査

に つ い て は 、1910 年 代 初 頭 に 国 内 外 に お い て 、医 学 と 教 育 の 立 場 か ら 、そ の

意 義 と 実 施 に 関 す る 議 論 と 試 行 が な さ れ て お り 、 マ ク マ ー チ ー は そ れ ら の 議

論 を 年 報 お よ び い く つ か の 論 文 に お い て 報 告 し て い る 。 議 論 は 、 具 体 的 に は

次 に 示 す 内 容 で あ っ た 。  

た と え ば 、 1908 年 に ニ ュ ー ヨ ー ク 市 特 殊 学 級 指 導 主 事 の E.E. フ ァ レ ル
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（ Elizabeth E. Farrell） が 同 市 教 育 長 W.H. マ ッ ク ス ウ ェ ル （ William H. 

Maxwell）に 提 出 し た 年 次 報 告 に お い て 、過 半 数 の 学 校 に お い て 異 常 に 学 業 不

振 の 児 童 が い る こ と と 、 同 市 の 特 殊 学 級 （ Ungraded Classes） 児 童 に は 高 い

割 合 で 、 栄 養 失 調 や ア デ ノ イ ド な ど の 身 体 的 欠 陥 を も つ 児 童 が 含 ま れ て い る

こ と が 示 さ れ た ９ ）。 そ の 結 果 、フ ァ レ ル は 以 下 の ２ つ の 導 入 を 推 奨 す る 。 す

な わ ち 、特 殊 学 級 へ の 看 護 婦 の 雇 用 と 、病 院 、診 療 所（ dispensaries）、お よ

び 特 殊 学 級 そ れ ぞ れ の 間 の 連 絡 手 段 の 構 築 で あ っ た （ FMiO [1910] 24, 28）。 

こ の 報 告 を 引 用 し て マ ク マ ー チ ー は 、「 異 常 に 学 業 不 振 で あ り 精 神 欠 陥 が あ

り な が ら 、 全 く 学 校 に 行 っ て い な い 子 ど も が た く さ ん い る 一 方 で 、 そ の ほ か

学 校 に 行 っ て い な が ら 認 識 さ れ て い な い 子 ど も も い る 。･･･わ れ わ れ は ど う や

っ て 彼 ら を 見 つ け 出 せ る だ ろ う か ？ 」 と 学 校 に お け る 学 業 不 振 問 題 と 精 神 薄

弱 問 題 を 指 摘 す る が 、｢イ ギ リ ス で は 、学 校 の 医 学 検 査 が こ の 問 題 を あ る 程 度

解 決 し て い る ｣と 、 解 決 の モ デ ル を イ ギ リ ス に 求 め る （ FMiO [1910] 27）。  

一 方 で マ ク マ ー チ ー は 、フ ァ レ ル の 報 告 を 記 載 し た 翌 年 の 1910 年 報 に お い

て 、 イ ギ リ ス ・ バ ー ミ ン ガ ム の 医 学 検 査 に つ い て 紹 介 す る 。 バ ー ミ ン ガ ム 市

医 療 責 任 者 （ Medical Superintendent） の G. オ ー デ ン 医 師 （ George Auden）

が 同 市 教 育 委 員 会 に 提 出 し た 報 告 で は 、 精 神 欠 陥 セ ン タ ー が 把 握 し た 約

1,500 人 の 子 ど も の う ち 、154 人 が 兄 弟 姉 妹 と の 関 係 で 、５ 人 が い と こ 、４ 人

が 叔 父・甥（ ま た は 叔 母・姪 ）と の 関 係 か ら 精 神 薄 弱 が 発 見 さ れ 、合 計 で 163

人 、 １ 割 以 上 が ほ か の 精 神 薄 弱 者 と の 遺 伝 に よ っ て 明 ら か と な っ た こ と を 示

し て い る 。言 い 換 え れ ば 、「 遺 伝 は 精 神 薄 弱 の 連 続 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て い

る 」（ FMiO [1911] 28）こ と か ら 、マ ク マ ー チ ー は「 人 種 改 良 の 現 代 的 方 法 は 、

学 校 の 医 学 検 査 で あ る 。 こ の （ 人 種 改 良 に 学 校 身 体 検 査 を 用 い る ） 運 動 が 精

神 欠 陥 児 と 関 係 し て い る こ と が わ か る 。 学 校 医 学 検 査 運 動 と 精 神 薄 弱 児 の ケ

ア と 特 殊 教 育 の 運 動 は 原 因 と 結 果 に お い て ほ ぼ 関 連 し て い る 。 学 校 身 体 検 査
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が な け れ ば 、 い ま だ に 精 神 薄 弱 児 の た め の 特 殊 学 級 は な か っ た で あ ろ う 。 ま

た 、 精 神 薄 弱 児 へ の 言 及 が な い こ の 重 要 な 課 題 に つ い て の 報 告 書 は ほ と ん ど

な か っ た で あ ろ う 。 精 神 薄 弱 児 の 事 例 に 対 す る 注 目 は 決 し て 表 に 出 て こ な か

っ た だ ろ う 」（ FMiO [1911] 28） と 述 べ て い る 。  

さ ら に 彼 女 は 、1910 年 代 初 頭 の イ ギ リ ス の 医 師 に よ る 精 神 薄 弱 者 、特 に 精

神 薄 弱 の 子 ど も の 研 究 が 増 加 し た こ と は 、 部 分 的 に 学 校 医 学 検 査 の 成 果 で あ

る と 述 べ る こ と に よ っ て 、 医 学 検 査 と 精 神 薄 弱 児 へ の 関 心 を 向 け よ う と し た

（ FMiO [1911] 46; [1912] 13）。た と え ば 、ト レ ッ ド ゴ ー ル ド 医 師（ Tredgold）

に よ る 精 神 薄 弱 児 の 問 題 に 大 部 分 の 紙 面 を 割 い た 、「 精 神 欠 陥 」に 関 す る 教 科

書 、シ ャ ト ル ワ ー ス（ Shuttleworth）と ポ ッ ツ（ Potts）両 医 師 に よ る「 精 神

欠 陥 児 」に 関 す る 書 籍 、マ ン チ ェ ス タ ー の ラ ペ ー ジ 医 師（ La Page）が 執 筆 中

の 、「 学 齢 児 の 精 神 薄 弱 」 に 関 す る 教 科 書 な ど で あ る 。  

オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 の 早 期 発 見 の 必 要 性 に つ い て マ ク マ ー チ ー

は 、1871 年 義 務 就 学 法（ 1891 年 に 一 部 改 正 ）が 十 分 に 機 能 し て い な い こ と を

あ げ 、 学 齢 児 の 全 員 就 学 の 達 成 と 学 校 に お け る 精 神 薄 弱 児 の 発 見 を 喫 緊 の 課

題 と し て い る 。そ の 理 由 と し て 、「 終 的 に は 国 が 彼 ら を 養 わ な け れ ば な ら ず 、

彼 ら が ･･･犠 牲 の 大 き な 人 生 の 失 敗 を 経 験 す る 、あ る い は 暴 力 、窃 盗 、殺 人 を

犯 す ま で 待 っ て か ら 、 救 貧 院 、 刑 務 所 、 絞 首 台 の 非 現 実 的 で 不 十 分 な 処 遇 を

与 え る よ り も 、 彼 ら が 大 限 に 利 用 さ れ 、 幸 せ か つ 有 用 で 、 ほ ぼ あ る い は 完

全 に 自 活 で き る よ う な 恒 久 保 護 施 設 （ custodial home） を 与 え る ほ う が 、 格

段 に 優 れ て い て 安 上 が り だ か ら で あ る 」（ FMiO [1911] 45） と 、 精 神 薄 弱 者 の

人 道 的 保 護 と 経 済 的 効 率 性 を あ げ た 。  

カ ナ ダ 国 内 の 議 論 と し て は 、彼 女 が 参 加 し て い た カ ナ ダ 医 学 会 の 1910 年 次

総 会 に お い て も 、「 各 州 の 教 育 委 員 会 、教 育 相 、そ し て 社 会 教 育 委 員 会（ Council 

of Public Instruction） は 、 学 校 と 生 徒 の 医 学 検 査 と 監 督 に 関 す る 徹 底 し た
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シ ス テ ム を 構 築 す る べ き 」（ MacMurchy [1913] 111） と い う 提 議 が な さ れ る 。

コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て も 、 精 神 薄 弱 者 を 含 め た 社 会 不 適 応 者 の 増 加 に 対 す る

危 機 感 が 緩 な が ら 浸 透 し て き た こ と 、 ま た カ ナ ダ に 先 ん じ て 身 体 検 査 を 導 入

し た イ ギ リ ス と ア メ リ カ の 成 功 的 事 例 が 聞 こ え て き た こ と に よ っ て 、 文 化 的

国 家 の 計 画 の ひ と つ と し て 学 校 に お け る 医 学 的 検 査 を 位 置 づ け る 重 要 性 が 認

識 さ れ 始 め て い た （ MacMurchy [1913] 112）。 こ う し て 、 カ ナ ダ 国 内 お よ び オ

ン タ リ オ 州 に お い て も 、 精 神 薄 弱 脅 威 論 と 学 校 医 学 検 査 の 必 要 性 へ の 関 心 が

高 ま っ て い た こ と を 背 景 と し て マ ク マ ー チ ー は 検 査 導 入 を 主 張 し た の で あ る 。 

 

（ ２ ） 公 立 学 校 医 学 検 査 の 導 入  

ト ロ ン ト に お い て 、精 神 薄 弱 児 の 発 見 を 目 的 と し た 初 の 公 立 学 校 調 査 は 、

1909 年 に 行 わ れ た 。同 年 ６ 月 、イ ギ リ ス・マ ン チ ェ ス タ ー 市 教 育 委 員 会 の 委

員 で あ り 、 同 市 の サ ン ド ラ ブ リ ッ ジ 精 神 薄 弱 者 施 設 の 創 設 者 で あ っ た デ ン デ

ィ が 講 演 の た め に ト ロ ン ト を 訪 れ た 際 に 、 同 市 教 育 委 員 会 委 員 長 の ロ ー リ ン

ソ ン（ Rawlinson）の 依 頼 に よ り 、同 市 の 公 立 学 校 ３ 校 を 視 察 す る（ FMiO [1910] 

3）。 ３ 校 は そ れ ぞ れ 、 同 市 内 の ① 貧 困 地 域 、 ② 平 均 的 地 域 、 ③ 裕 福 な 地 域 か

ら １ 校 ず つ が 選 ば れ た 。 こ の 視 察 に 、 精 神 薄 弱 の 鑑 別 に つ い て の 医 学 専 門 家

と し て 同 行 し た の が 、 マ ク マ ー チ ー で あ っ た 。  

同 視 察 に 関 す る 詳 細 は 明 ら か に さ れ て い な い も の の 、 デ ン デ ィ に よ る ト ロ

ン ト 市 教 育 委 員 会 へ の 視 察 報 告 に お い て 、 ２ 人 が 同 市 内 の ３ 校 、 約 1,800 人

の 児 童 を 視 察 し た 結 果 、「 全 て の 学 校 児 童（ ユ ダ ヤ 人 を 除 く ）の 中 に 精 神 欠 陥

の あ る も の は １ ％ あ る い は そ れ 以 上 い る と い う 一 般 的 な 意 見 を 確 認 し た こ と

は 大 変 興 味 深 い 」（ FMiO [1910] 4） と 述 べ ら れ て い る 。  

お そ ら く こ の デ ン デ ィ 報 告 を １ つ の 契 機 と し て 、1910 年 に ト ロ ン ト 市 公 立

学 校 に お け る 医 学 検 査 （ medical inspection） が 行 わ れ 、 マ ク マ ー チ ー は
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初 の 公 立 学 校 児 童 検 査 官 と な る 。 ま た 、 こ の ト ロ ン ト 市 公 立 学 校 通 常 学 級 に

お け る 診 療 （ medical service） 実 施 の 背 景 に は 、 LCWT の 会 長 で あ り 、 公 衆

衛 生 委 員 会 の 議 長 で あ っ た A.M. ヒ ュ ー ス テ ィ ス 夫 人 （ A.M. Huestis） を は

じ め と す る 、 LCWT の 運 動 が あ っ た （ Hardy [1950] 129; LCWT [1913] 3, 6）。  

マ ク マ ー チ ー が 行 っ た 医 学 検 査 は 、次 の よ う な も の で あ っ た 。1910 年 に ト

ロ ン ト 市 教 育 委 員 会 は 、各 公 立 学 校 長 を 通 し て 報 告 さ れ た 、50 校 に 在 籍 す る

精 神 薄 弱 と 思 わ れ る 117 人 の 学 業 不 振 児 に 個 別 検 査 （ private examination）

を 実 施 す る こ と を 決 定 し （ FMiO [1911] 46）、 詳 細 に 関 す る 通 知 を 、 各 児 童 の

親 あ る い は 保 護 者 に 送 付 し た 。通 知 は 同 市 管 理 委 員 会 委 員 長 、R.R. デ イ ヴ ィ

ス （ R.R. Davis） の 名 前 で 送 付 さ れ 、 検 査 は 基 本 的 に 市 庁 舎 に お い て マ ク マ

ー チ ー が 行 っ た 。 都 合 の つ か な い 者 の み 、 学 校 ま た は 家 庭 に 訪 問 し て 個 別 に

検 査 し た 。 医 学 検 査 で は 、 身 体 検 査 の ほ か に 栄 養 状 態 、 耳 、 目 、 歯 の 検 診 な

ど を 取 り 上 げ て い る 。 検 査 対 象 児 そ れ ぞ れ に 対 し て 、 以 下 の 様 式 の 記 録 簿 が

作 成 さ れ た 。  

 

検査対象児の記録

出典：FMiO [1911] 49

協調性
原因（Cause）

日付
氏名

年齢
学年

才能（Aptitudes）
道徳観
健康状態
歩き方

発話
読み

書き
計算
手工訓練
注意
記憶
知能（Intelligence）

歯
咽喉
視覚
聴覚

 

 

ト ロ ン ト 市 公 立 学 校 に お け る 通 常 児 （ normal children）、 お よ び 個 別 検 査

の 対 象 と な る 学 業 不 振 児（ backward children）の 平 均 年 齢 は そ れ ぞ れ 、Table 

Ⅱ -9 の 通 り で あ っ た 。 通 常 児 の 平 均 年 齢 が 、 １ 年 生 に あ た る 第 １ 学 年 下 級

（ Junior Ⅰ ） の 7.6 歳 か ら 、 ７ 年 生 に あ た る 第 ４ 学 年 下 級 （ Junior Ⅳ ） の



84 

12.9 歳 ま で ほ ぼ 毎 学 年 、約 １ 歳 ず つ 上 が る の に 対 し て 、学 業 不 振 児 は 各 学 年

に お い て 通 常 児 よ り も 平 均 年 齢 が 1.3～ 3.1 歳 高 く 、７ 年 生 に い る １ 人 の 学 業

不 振 児 は 20 歳 で あ っ た 。学 業 不 振 児 が 在 籍 す る 学 年 の 分 布 は 、当 然 の こ と で

は あ る が 、７ 年 生 の １ 人 か ら 、１ 年 生 の 48 人 ま で 、幼 稚 園 を 除 い て 低 学 年 ほ

ど 多 数 で あ っ た 。  

 

通常児
平均年齢

学業不振児
平均年齢

学業不振児数

5.5 8.6 8
１． 第１学年下級（Junior Ⅰ） 7.6 9.7 48
２． 第１学年上級（Senior Ⅰ） 8.8 11.7 18
３． 第２学年下級（Junior Ⅱ） 9.8 11.2 18
４． 第２学年上級（Senior Ⅱ） 10.5 13.5 13
５． 第３学年下級（Junior Ⅲ） 11.5 14.0 5
６． 第３学年上級（Senior Ⅲ） 12.5 13.8 6
７． 第４学年下級（Junior Ⅳ) 12.9 20.0 1

計 117

生徒の平均年齢

出典：FMiO [1911] 49. 

Table Ⅱ-9

学年

幼稚園

 

 

親 と 保 護 者 の 反 応 は 、 多 く が 委 員 会 の 対 応 に 感 謝 す る も の で あ り 、 検 査 を

拒 否 し た の は わ ず か １ %で あ っ た 。伝 染 病 そ の ほ か の 理 由 で 検 査 を 受 け な か っ

た 17 人 を 除 い た 100 人 の 検 査 結 果 は 、次 の 通 り で あ っ た 。健 康 な 歯 の 者 は １

人 し か お ら ず 、ほ ぼ 全 員 に 重 症 の 虫 歯 が ２ ～ ４ 本 あ っ た 。45%に ア デ ノ イ ド が

見 ら れ た 。 39%が 教 育 に 悪 い あ る い は 深 刻 な 影 響 を 与 え る 視 覚 の 欠 陥 を も ち 、

12 人 に お い て 重 度 の 聴 覚 欠 陥 が 見 ら れ 、 20%が 発 話 に 欠 陥 が あ っ た 。 ア デ ノ

イ ド と 視 覚 ま た は 聴 覚 欠 陥 以 外 の 遅 れ の 原 因 は 、病 気 に よ る 者 が 23 人 、集 中

力 の 欠 如 が ３ 人 、 怠 惰 と 転 校 の 多 さ が ５ 人 、 養 育 放 棄 に よ る 者 が ５ 人 で あ っ

た た め （ Table Ⅱ -10）、 マ ク マ ー チ ー は 、 ア デ ノ イ ド と 視 覚 ま た は 聴 覚 欠 陥

の ３ つ が「 学 業 不 振 の 大 の 原 因 で あ る 」と 結 論 付 け て い る（ FMiO [1911] 50）。 

 



85 

Table Ⅱ-10

原因 人数
長期間、重症、頻発的な伝染性の病気 10
長期間、重症、頻発的な伝染性でない病気 13
集中力の欠如 3
怠惰および転校の多さ 5
養育放棄 5

アデノイドと視覚・聴覚欠陥以外の学業不振原因

出典：FMiO [1911] 50.  

 

マ ク マ ー チ ー は 、 医 学 検 査 の 結 果 を 受 け て 、 そ れ ぞ れ の 子 ど も に つ い て 診

断 と 対 処 を 決 定 し て い る 。 も 多 か っ た の は 、「 通 常 で は な い が 、か な り の 教

育 が 可 能 」 で 52 人 、 次 に 、「 通 常 だ が 、 緊 急 に 特 別 な 援 助 が 必 要 」 が 26 人 、

「 境 界 域 」が 13 人 、「 ベ ル ビ ル 施 設（ Belleville）へ の 入 所 」が ４ 人 、「 学 年

の 移 動 」 が ２ 人 と 続 き 、 若 年 の た め に 判 断 で き な か っ た 者 が ３ 人 で あ っ た

（ Table Ⅱ -11）。  

 

Table Ⅱ-11

結果 人数
診断を下すには若齢すぎる 3
よくできる可能性のある学年への移動 2
ベルビル施設への入所 4
通常だが、緊急に特別な援助が必要 26
境界域 13
通常ではないが、かなりの教育が可能 52

計 100

個別医学検査の結果

出典：FMiO [1911] 51.  

 

当 検 査 結 果 を 受 け て マ ク マ ー チ ー は 、 同 市 教 育 委 員 会 に 対 し て 以 下 の 計 画

を 提 案 す る （ FMiO [1911] 51-52）。  

①  遅 れ て い る 通 常 児 に 特 別 に 勉 強 を 教 え 、 学 級 の 標 準 ま で 伸 ば す こ と

を 職 務 と す る 有 資 格 教 員 を 特 定 の 大 規 模 学 校 に 配 属 す る  

②  市 内 の 別 の 場 所 に 「 促 進 学 級 」 と 「 特 殊 学 級 」 を 設 置 す る  
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③  当 報 告 に お け る 個 別 の ケ ー ス に つ い て 引 き 続 き 検 討 す る  

し か し な が ら 、 彼 女 は 、 ト ロ ン ト 市 教 育 長 ヒ ュ ー ズ に よ る 教 育 委 員 会 管 轄

下 に 医 学 検 査 部 門 を 設 置 す る と い う 提 案 に 反 発 し て 、 年 度 末 を 待 た ず に 医 学

調 査 官 を 辞 職 し た （ Hardy [1950] 129）。 マ ク マ ー チ ー は 、 精 神 薄 弱 児 の 早 期

発 見 を 目 的 と し た 学 校 医 学 検 査 に お い て 、 医 学 専 門 家 の 重 要 性 を 主 張 し 、 学

校 と 医 師 お よ び 看 護 婦 と の 「 連 携 」 を 求 め て い た こ と か ら （ FMiO [1910] 4; 

[1912] 13; [1913] 10; [1917] 11; MacMurchy [1913] 113; [1917b] 71）、

こ の 点 に お い て 医 学 検 査 を 教 育 者 の 監 督 下 に 置 こ う と し た ヒ ュ ー ズ な ら び に

教 育 委 員 会 と の 軋 轢 が 生 じ た の で は な い か と 考 え ら れ る 。 そ の 後 、 同 市 で は

教 育 委 員 会 に 医 学 検 査 部 門 を 設 け て 職 員 を 配 置 し 、 学 校 医 学 検 査 の 予 算 を

1911 年 の 23,000 ド ル か ら 1912 年 に は 40,000 ド ル に 拡 大 す る な ど 、 独 自 の

活 動 を 展 開 す る （ Hardy [1950] 129; MacMurchy [1913] 111）。  

彼 女 が 医 学 検 査 の 実 施 者 と し て 医 師 を 推 し た 根 拠 は 、「 精 神 薄 弱 に 対 し て 長

く 実 践 を 確 立 し て き た の は 医 師 」（ FMiO [1913] 10） で あ り 、 精 神 薄 弱 の 「 診

断 と 対 応 に つ い て も 熟 知 し て い る 」（ FMiO [1912] 13）と い う 確 信 で あ っ た 。  

ト ロ ン ト だ け で な く 州 に つ い て も マ ク マ ー チ ー は 、1918 年 に お い て 精 神 薄

弱 者 の ケ ア の た め に 考 え ら れ て い る 進 歩 的 な 対 策 （ progressive measures）

と し て 、 ① （ 一 般 の ） 大 人 と 子 ど も 、 ② 特 殊 学 級 を 含 む 学 校 に お け る 児 童 、

③ 少 年 裁 判 所 と 刑 事 裁 判 所 に 送 致 さ れ る 全 て の 者 に 対 す る 、 精 神 欠 陥 の 診 断

に 精 通 し た 医 師 に よ る 医 学 検 査 の 実 施 を あ げ て い る こ と か ら （ FMiO [1919] 

11）、 州 全 体 で も 医 学 検 査 は い ま だ 十 分 に 普 及 し て い な か っ た と 思 わ れ る 。  

し か し な が ら 、 彼 女 は 「 学 校 身 体 検 査 の 顕 著 な 成 果 は 、 公 立 学 校 に 精 神 欠

陥 児 が い る と い う 事 実 に 光 を 当 て た こ と で あ る 。 医 師 が 精 神 欠 陥 児 を 見 つ け

た ら す ぐ に 、 医 師 を 学 校 に 呼 ん だ 学 校 当 局 は こ の 問 題 に 向 き 合 い 、 解 決 策 を

見 つ け な け れ ば な ら な い 」、そ し て そ の 解 決 策 と は「 今 の と こ ろ 、特 殊 学 級 と
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特 殊 学 校 」（ FMiO [1912] 17） で あ る と し て 、 ト ロ ン ト で は 1910 年 に 、 そ の

ほ か の 主 要 都 市 で も 1910 年 代 前 半 に は 開 設 さ れ る 特 殊 学 級 に 強 い 期 待 を 示

し た の で あ る 。  
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第 ３ 節  マ ク マ ー チ ー に よ る 精 神 薄 弱 学 級 構 想 の 実 現 と そ の 政 策 的 意 図  

１ ． 州 お よ び 家 庭 の 負 担 軽 減 と 卒 後 の 施 設 内 生 活 を 目 的 と し た 補 助 学 級

設 置 の 提 唱  

（ １ ） マ ク マ ー チ ー に お け る 特 殊 学 級 構 想  

早 期 発 見 の た め の 学 校 医 学 検 査 の 導 入 と 同 時 に 彼 女 は 、 精 神 薄 弱 児 を 自 活

可 能 に 訓 練 す る こ と で 将 来 的 な 州 お よ び 家 庭 の 負 担 を 軽 減 す る こ と を 目 的

と し た （ MacMurchy [1915] 6-7）、 公 立 学 校 内 精 神 薄 弱 特 殊 学 級 の 設 置 を 提

案 す る 。  

マ ク マ ー チ ー に よ る 特 殊 学 級 の 具 体 的 構 想 と 設 置 の 主 張 は 1910 年 代 に な

さ れ た も の の 、 そ の 発 想 は 精 神 薄 弱 者 調 査 官 着 任 初 期 に あ っ た 。 た と え ば 、

彼 女 は 1906 年 報 に お い て 、 1905 年 の 王 立 委 員 会 と の 会 合 か ら 認 識 し た こ と

の ひ と つ と し て 、「 精 神 薄 弱 者 の 改 善 と 訓 練 の 場 と し て の 、ま た あ る 種 の『 鑑

別 所（ clearing house）』の よ う な 観 察 の 場 と し て の『 特 殊 学 校 』の 機 能 」を

有 す る 、 特 別 な 寄 宿 制 学 校 が 緊 急 に 必 要 で あ る こ と を 指 摘 し て い る （ FMiO 

[1907] 7） １ ０ ）。  

当 時 の イ ギ リ ス で は 、1892 年 に レ ス タ ー 、そ の 後 ロ ン ド ン そ の ほ か の 都 市

に 精 神 薄 弱 児 の た め の 特 殊 学 級 が 設 置 さ れ 、 ま た 1899 年 教 育 法 （ 精 神 薄 弱

お よ び て ん か ん 児 ） の 制 定 に よ っ て 軽 度 精 神 薄 弱 児 の 就 学 許 可 と 任 意 に よ る

特 殊 学 級 の 設 置 が 広 ま り つ つ あ っ た （ 山 口  [1993] 357-358）。 英 ロ ン ド ン ・

カ ウ ン テ ィ で こ れ ら 特 殊 学 級 に 在 籍 し て い る 児 童 は 、1906 年 に は 5,070 人 お

り 、 1906 年 か ら 1907 年 に か け て 特 殊 学 級 へ の 入 学 の た め に 検 査 を 受 け た

1,868 人 が 精 神 欠 陥 で あ る こ と が わ か っ て い た （ FMiO [1908] 15-16）。  

ま た マ ク マ ー チ ー が 、1906 年 の 英 ロ ン ド ン・カ ウ ン テ ィ の 精 神 薄 弱 学 校 教

育 長 の バ ー グ ウ ィ ン 夫 人 （ Burgwin） に よ る 、「 適 切 な 収 容 施 設 を 欠 い て の 精

神 薄 弱 の 分 類 は 、理 想 か ら 遠 く か け 離 れ て い る 。こ の こ と は 、･･･通 学 制 学 校
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に お け る 指 導 の 利 益 を 受 け る の が 難 し く 、 恒 久 保 護 の 処 遇 を 必 要 と し て い る

よ り 重 度 級 へ の 対 策 を 講 じ る ま で 続 く に 違 い な い 」 と い う 報 告 を 引 用 し て い

る こ と は （ FMiO [1908] 16, 31）、 後 に 彼 女 が 精 神 薄 弱 問 題 へ の 対 応 の 両 輪 に

特 殊 学 級 と 恒 久 保 護 施 設 を 位 置 づ け る ひ と つ の 手 が か り で あ っ た と 推 察 さ れ

る 。  

で は 、 マ ク マ ー チ ー は オ ン タ リ オ 州 に お い て 精 神 薄 弱 者 保 護 施 設 と の 関 係

の 中 で 精 神 薄 弱 児 の た め の 特 殊 学 級 の 設 置 を 構 想 す る に あ た り 、 そ の 目 的 、

対 象 、 教 育 内 容 を ど の よ う に 考 え て い た の だ ろ う か 。  

特 殊 学 級 設 置 の 目 的 と し て 、 マ ク マ ー チ ー が 第 一 に あ げ た の は 「 子 ど も の

中 か ら 精 神 薄 弱 を 判 別 し 、 教 育 と 訓 練 が 可 能 な 限 り 訓 練 し 、 彼 ら 全 員 に 少 な

く と も 部 分 的 に 自 分 の 生 計 を 立 て る こ と が で き る よ う に 」 す る こ と で あ っ た

（ FMiO [1908] 30-31）。 ま た そ の た め に 、「 特 殊 学 級 は ･･･、 精 神 薄 弱 児 に 何

が で き る か を 発 見 し 、そ れ を 促 進 す る べ き で あ る 」（ FMiO [1912] 19）こ と と 、

「 彼 ら に 全 て の チ ャ ン ス 、 徹 底 的 で 確 実 な 診 断 、 そ し て 精 神 薄 弱 で あ る と 認

め ら れ た と き に は 、 恒 久 の 子 ど も 時 代 の た め に 恒 久 の 幸 せ な 施 設 へ の 移 行 を

確 保 す る こ と 」で あ り 、「 精 神 薄 弱 児 に と っ て の 特 殊 学 級 は 、正 確 に は『 鑑 別

所 』 で あ る 」 と 指 摘 す る （ FMiO [1908] 31; [1914] 16, 30）。  

す な わ ち マ ク マ ー チ ー は 、 特 殊 学 級 に は 通 常 学 級 に つ い て い け な い 生 徒 の

鑑 別 の 場 と 、 教 育 あ る い は 訓 練 可 能 な 精 神 薄 弱 児 に 対 し て は 将 来 の コ ミ ュ ニ

テ ィ あ る い は 施 設 内 に お け る 自 活 を 目 指 し た 教 育 ・ 訓 練 の 場 と し て の ２ つ の

役 割 を 期 待 し た の で あ る 。  

ま た 、 特 殊 学 級 へ の 入 学 時 期 に つ い て は 、 マ ク マ ー チ ー は ７ ～ ８ 歳 以 上 が

適 当 で あ る と し て い る 。こ れ は 健 常 児 の 学 齢（ ８ 歳 以 上 ）と 同 様 で あ っ た が 、

軽 度 精 神 薄 弱 の 精 神 年 齢 が ８ ～ 12 歳 で あ っ た こ と か ら 、８ 歳 以 前 で は 精 神 薄

弱 の 診 断 が で き な い と い う 事 情 も あ っ た （ FMiO [1912] 22）。 そ の 一 方 で 、 家
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庭 環 境 が 劣 悪 で 、 学 校 の ほ う が 安 全 で あ る 不 幸 な 子 ど も の 場 合 は 、 ５ 歳 で 入

学 す る こ と を 認 め る べ き と し た （ FMiO [1912] 22）。  

そ し て 、「 こ の 方 法（ 特 殊 学 級 ）に よ っ て 提 供 さ れ る 特 別 な 教 育 か ら 利 益 を

得 る こ と が で き る 子 ど も 」 を 対 象 と し て 想 定 し た が 、 マ ク マ ー チ ー は 、 こ の

対 象 児 の 選 定 に 際 し て 、 医 師 が 大 き な 権 限 を も つ こ と を 期 待 し た （ FMiO 

[1912] 17-18）。た と え ば 、特 殊 学 級 入 級 の 終 審 査 者 で あ る 校 長 へ の 推 薦 に

際 し て は 、 医 学 検 査 官 （ school medical inspector） の 診 断 書 を 必 須 と す る

な ど で あ っ た （ MacMurchy [1915] 19）。 学 校 教 育 に 対 す る 医 師 の 貢 献 に つ い

て は 、 学 校 に 医 師 を 置 く こ と に よ り 、 学 業 不 振 児 の 原 因 の 特 定 と 精 神 薄 弱 児

を 判 別 す る １ １ ） だ け で な く 、 学 校 保 健 の 改 善 に も つ な が る と 期 待 し た

（ Simmons [1982] 90-91）。  

後 に 、 特 殊 学 級 に お け る 教 育 ・ 訓 練 内 容 で あ る が 、 特 殊 学 級 構 想 段 階 に

お い て 、 マ ク マ ー チ ー は 精 神 薄 弱 の 訓 練 内 容 に つ い て 詳 し く は 述 べ て い な い

が 、1913 年 報 に お い て 、精 神 薄 弱 児 の 訓 練 に 必 要 な こ と と し て 以 下 の ６ つ が

あ げ ら れ て い る（ FMiO [1914] 17）。こ れ ら は 主 と し て 、感 覚 訓 練 、作 業 訓 練 、

お よ び 手 工 訓 練 で あ っ た 。  

  看 護 と ト イ レ の 訓 練  

  表 現 の 訓 練 ― 発 話 、 描 画 な ど  

  筋 肉 を 使 う 訓 練 ― 握 る な ど  

  行 儀 の 訓 練 ― 食 事 時 の 作 法 な ど  

  実 物 に よ る 学 習 ― た と え ば 、 ベ ル 、 か ば ん 、 果 物 、 お 金 な ど  

  手 仕 事 の 訓 練  

教 科 教 育 を 積 極 的 に 採 用 し な い 理 由 に つ い て 、彼 女 は 後 に 、「 教 科 書 か ら 学

ぶ こ と の で き な い 子 ど も に 教 科 書 の 知 識 を『 教 育 』す る こ と は 、『 教 育 』で は

な く 、『 時 間 の 浪 費 』 で あ る 」（ ACAR [1919] 21-22） と 実 直 に 述 べ て い る 。  
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（ ２ ） 特 殊 学 級 の 設 置 に 向 け た 国 内 外 の 動 向 へ の 着 目  

マ ク マ ー チ ー は 、19 世 紀 に 公 教 育 が 発 達 し 、教 育 に よ っ て 利 益 を 得 る こ と

の で き る 全 て の 子 ど も は 教 育 を 受 け る べ き で あ る と い う の が 根 本 方 針 と な っ

て い た 国 で は 、「 国 立 あ る い は 公 立 学 校 が 出 現 す る と 、精 神 薄 弱 児 や そ の ほ か

の 異 常 児（ atypical children）の 教 育 の た め に 、大 き な 学 校 に は 小 さ な 特 殊

学 級 が 、大 き な 都 市 に は 小 さ な 特 殊 学 校 が 設 置 さ れ た 」１ ２ ） こ と を 引 き 合 い

に 出 し 、 カ ナ ダ に お い て も 「 他 国 に お い て 精 神 薄 弱 児 の 問 題 の 解 決 の た め に

何 が な さ れ て き た の か を よ く 考 え な け れ ば な ら な い 」 こ と を 自 覚 し て い た

（ FMiO [1909] 12）。  

そ こ で 、 彼 女 が 特 殊 学 級 を 構 想 す る 際 に 参 考 と し た 国 あ る い は 事 象 の う ち

の い く つ か と 、 彼 女 が 受 け た 影 響 は い か な る も の で あ っ た の か を 整 理 す る 。

特 殊 学 級 に 関 し て 彼 女 の 精 神 薄 弱 者 調 査 官 報 告 に 多 く 引 用 が 見 ら れ る の は 、

イ ギ リ ス 、 ド イ ツ 、 ア メ リ カ 、 特 に ニ ュ ー ヨ ー ク の ３ カ 国 ・ 地 域 で あ る 。  

ま ず 、 英 ロ ン ド ン ・ カ ウ ン テ ィ 教 育 委 員 会 医 療 責 任 者 で あ り 、 初 の 学 校

医 で あ っ た J. ケ ー ル 医 師 （ James Kerr） に よ っ て 1909 年 に 同 カ ウ ン テ ィ に

提 出 さ れ た 報 告 か ら 、 ロ ン ド ン の 特 殊 学 級 対 象 児 の 実 態 を 報 告 し て い る 。 ケ

ー ル の 報 告 に よ れ ば 、 特 殊 学 級 に は 、「 通 常 学 級 に 復 帰 で き る も 軽 度 級 の

者 （ 在 籍 児 の ５ ～ 10%） か ら 、 恒 久 保 護 が 適 し て い る と 即 座 に 判 断 で き る

重 度 級 の 者（ 在 籍 児 の 10％ ）ま で １ ３ ）、幅 広 い 程 度 の 子 ど も を 含 ん で お り 、･･･

し か し ほ ぼ 全 員 が 常 時 の 指 導 監 督 を 必 要 と し て い た 」（ FMiO [1910] 45）。  

ま た 、ケ ン ブ リ ッ ジ シ ャ ー・カ ウ ン テ ィ 保 健 局 の F. ロ ビ ン ソ ン 医 師（ Frank 

Robinson） に よ る 、「（ 特 殊 学 級 の ） 子 ど も た ち の 将 来 の ケ ア と 雇 用 が 保 障 で

き な い 限 り 、 そ の 関 係 費 用 は 正 当 と は 認 め ら れ な い 」（ FMiO [1912] 18） と い

う 言 葉 に 賛 成 し て い る 。  

こ の こ と か ら マ ク マ ー チ ー は 、 特 殊 学 級 の 入 級 児 が 程 度 に お い て 多 様 な 子
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ど も を 含 む こ と 、 な ら び に 特 殊 学 級 の 成 立 に は 卒 後 の 保 障 が 不 可 欠 で あ る こ

と を 承 知 し て い た と い え る 。 ま た 、 彼 女 に よ れ ば 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 市 特 殊 学 級

主 事 の フ ァ レ ル も 同 様 の こ と を 述 べ て い た 。す な わ ち 、｢特 殊 学 級 の 唯 一 の 欠

点 は 、特 殊 学 級 に た ど り 着 い た 彼 ら（ 精 神 薄 弱 児 ）の 少 な く と も 50％ に 恒 久

保 護 を 提 供 で き な か っ た な ら ば 、 お そ ら く 特 殊 学 級 と そ の 仕 事 は よ い こ と を

す る よ り も 危 害 を 与 え る こ と に な る ｣（ FMiO [1911] 32）と い う こ と で あ っ た 。  

次 に 、 ア メ リ カ 教 育 局 年 報 （ the Annual report of the Commissioner of 

Education）に お い て 言 及 さ れ て い た 、ド イ ツ の 特 殊 学 級 に お け る 訓 練 の 有 効

性 が 示 さ れ た ２ つ の 調 査 に つ い て 引 用 す る 。 １ つ 目 の ヴ ァ イ ゲ ル （ Weigel）

に よ る 調 査 で は 、 特 殊 学 級 に 在 籍 経 験 の あ る 子 ど の た ち の 卒 後 の 生 活 を 調 査

し た と こ ろ 、お よ そ 50％ 以 上 が 自 活 し て い た こ と が 示 さ れ た 。一 方 で 、特 殊

学 級 で 訓 練 を 受 け た こ と が な い 200 人 の 精 神 薄 弱 者 に 対 す る ス テ ル ツ ナ ー

（ Stelzner） の 調 査 で は 、 彼 ら に 235 件 の 有 罪 判 決 （ 窃 盗 146 件 、 売 春 44

件 、 乞 食 19 件 、 押 し 込 み 強 盗 10 件 、 詐 欺 ８ 件 、 婦 女 暴 行 ５ 件 、 偽 造 ３ 件 ）

が 出 さ れ て い た こ と が 明 ら か と な っ た 。 す な わ ち 、 特 殊 学 級 卒 業 者 は 自 活 率

が 高 く 、 訓 練 を 受 け て い な い 精 神 薄 弱 者 は 犯 罪 者 と な り や す い こ と が 示 さ れ

た の で あ る が 、マ ク マ ー チ ー は 、「 前 者 の 調 査（ ヴ ァ イ ゲ ル ）が 子 ど も の 学 校

卒 業 後 、 短 期 間 の う ち に 行 わ れ て お り 、 50％ も の 精 神 薄 弱 者 が 長 期 間 、 施 設

外 で 自 活 す る こ と が で き る の か ど う か と い う 疑 問 が 浮 か び 上 が っ て く る だ ろ

う 」（ FMiO [1910] 19） と 調 査 の 考 察 に 疑 問 を 呈 し て い る 。  

と こ ろ で 、 カ ナ ダ 国 内 に お い て も 、 学 業 不 振 児 と 精 神 薄 弱 児 の た め の 特 殊

学 級 の 設 置 が 検 討 さ れ 始 め て い た 。1910 年 に は ト ロ ン ト に 特 殊 学 級 が 試 験 的

に 設 置 さ れ て い た 。 ま た 、 熱 心 で 活 動 的 な カ ナ ダ 人 教 師 ２ 人 が 、 特 殊 学 級 担

当 教 員 講 習 を 受 け る た め に ニ ュ ー ヨ ー ク へ 発 っ た が （ FMiO [1911] 12）、 お

そ ら く ト ロ ン ト の 特 殊 学 級 ２ 校 に い た ２ 人 の 女 性 教 師 、 シ ム ズ 婦 人 （ Sims）
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と カ ル ザ ー ス 婦 人 （ Carruthers） で あ っ た と 思 わ れ る （ FMiO [1911] 52）。

ニ ュ ー ヨ ー ク 市 特 殊 学 級 主 事 の フ ァ レ ル は 、 カ ナ ダ に お け る 特 殊 学 級 事 業 に

も 多 大 な 関 心 を 寄 せ て お り 、 当 局 （ this Department） を 通 じ て 特 殊 学 級 事

業 の た め に 訓 練 を 望 む カ ナ ダ 人 教 師 た ち に 「 例 外 的 に 寛 大 な 申 し 出 を し て く

れ た 」（ FMiO [1911] 12） と い う 。  

  

２ ．  精 神 薄 弱 学 級 設 置 の 実 現 と 初 期 に お け る 教 育 の 実 態  

（ １ ） 精 神 薄 弱 児 特 殊 学 級 の 試 験 的 設 置 と オ ン タ リ オ 州 補 助 学 級 法 の 制 定  

次 に 、 実 際 に オ ン タ リ オ 州 に お け る 特 殊 学 級 の 成 立 過 程 と 実 際 の 教 育 に お

い て マ ク マ ー チ ー が い か な る 役 割 を 果 た し た の か に つ い て 検 討 す る 。 オ ン タ

リ オ 州 で 初 の 特 殊 学 級 は 、1910 年 ９ 月 に ト ロ ン ト の ジ ョ ー ジ・ス ト リ ー ト

校（ George Street School）と マ コ ー ル・ス ト リ ー ト 校（ McCaul Street School）

に 設 置 さ れ る 。 ２ 校 の 開 設 と 同 時 に 、 ２ 人 の 女 性 教 師 、 シ ム ズ と カ ル ザ ー ス

が 任 命 さ れ た （ FMiO [1911] 52）。 そ の 後 、 10 月 に ハ ミ ル ト ン の キ ャ ノ ン ・

ス ト リ ー ト 校 （ the Cannon Street School） に １ 学 級 、 翌 年 に は ト ロ ン ト に

２ 学 級 が 新 た に 設 置 さ れ た １ ４ ） も の の （ FMiO [1912] 24）、 ト ロ ン ト の 学 級

は 1912 年 に は １ つ に ま で 減 少 し 、 カ ル ザ ー ス が 1 人 で 担 任 し て い た （ FMiO 

[1913] 12-13）。  

ま た 、 特 殊 学 級 の 法 制 度 化 が 実 現 し な い 一 方 で 、 州 内 の 職 業 訓 練 学 校 の 入

所 者 に 占 め る 精 神 薄 弱 児 の 数 は 増 加 し て い た 。 そ の 理 由 の １ つ と し て 、 彼 ら

は 何 度 家 庭 に 置 か れ て も 、 た い て い 職 業 訓 練 学 校 に 戻 っ て き て し ま う こ と が

考 え ら れ た 。マ ク マ ー チ ー は 1914 年 報 に お い て 、精 神 薄 弱 者 は 再 入 所 す る 傾

向 が 高 い こ と か ら 、 職 業 訓 練 学 校 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 入 学 だ け で な く 、 そ

の 総 数 が 増 加 し て い る こ と は 明 ら か で あ り 、 職 業 訓 練 学 校 は 以 下 の ３ 種 類 の

入 所 者 を 抱 え 、 厳 し い 状 況 に あ る こ と を 指 摘 し て い た （ FMiO [1915] 8-9）。  
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①  危 険 な 犯 罪 傾 向 が あ り 、自 由 を 許 さ れ る べ き で な い 上 に 、社 会 の 脅 威 で

あ る 入 所 者  

②  職 業 訓 練 学 校 の 入 所 者 全 体 の う ち 、30～ 40％ の 精 神 薄 弱 者 と 、そ の う ち

何 人 か の 白 痴 あ る い は 痴 愚  

③  そ の ほ か 、職 業 訓 練 学 校 に い る べ き 、指 導 者 が い な い た め に わ が ま ま と

な っ て い る 男 女 児  

し か し 、 特 殊 学 級 の 法 制 度 化 に 慎 重 を 期 し た こ と に も 理 由 が あ っ た 。 マ ク

マ ー チ ー は 、「 公 立 学 校 内 補 助 学 級 は 正 当 性 と 必 要 性 の 問 題 で は あ る が 、補 助

学 級 の 生 徒 は 通 常 学 級 の 生 徒 と 比 べ て 少 な く と も ３ 倍 の 経 費 が か か る た め 、

特 殊 学 級 の 増 設 に は 慎 重 で な け れ ば な ら ず 、 現 在 あ る も の は 『 活 発 な 事 業 』

型 で な け れ ば な ら な い 」。 ま た 、「 子 ど も た ち は 補 助 学 級 に 長 期 間 留 ま る べ き

で は な く 、 そ こ で の 教 育 が 本 当 に 適 し た 生 徒 の み が 入 る べ き で あ る 」 と 、 補

助 学 級 設 置 に 当 た っ て の 経 済 的 側 面 お よ び 教 育 方 針 の 確 立 と 対 象 児 の 妥 当 性

の 両 側 面 に 精 緻 な 準 備 が 必 要 で あ る こ と を 指 摘 し て い た （ FMiO [1915] 28）。

そ し て 、「 校 長 、慈 善 家 を は じ め 多 く の 有 識 者 は 精 神 欠 陥 の も 重 大 な 要 素（ す

な わ ち 、 早 期 発 見 ） を 理 解 し 、 精 神 欠 陥 に つ い て の 方 針 作 成 の 参 考 に す る べ

き 」 と 理 解 を 求 め た （ FMiO [1915] 28）。  

 

こ う し て つ い に 、1914 年 ４ 月 、オ ン タ リ オ 州 補 助 学 級 法（ Ontario Auxiliary 

Classes Act）が 可 決 さ れ 、12 月 に 補 助 学 級 調 査 官 が 任 命 さ れ た 。こ の と き 、

精 神 薄 弱 者 調 査 官 と 兼 任 で 補 助 学 級 調 査 官 に 任 命 さ れ た の が マ ク マ ー チ ー で

あ っ た 。 補 助 学 級 調 査 官 は 、 教 育 委 員 会 と 並 ん で 補 助 学 級 児 童 の 入 学 と 留 置

の 判 断 を 下 す な ど の 重 要 な 権 限 を も つ こ と が 法 定 さ れ て い た こ と か ら

（ MacMurchy [1915] 99, 164-165）、 マ ク マ ー チ ー は 精 神 薄 弱 者 施 策 だ け で な

く 補 助 学 級 教 育 全 般 に つ い て も 影 響 力 を 持 と う と し て い た こ と が 推 察 さ れ る 。
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ま た 同 年 、 オ ン タ リ オ 州 教 育 省 の 指 導 の 下 、 彼 女 に よ っ て 補 助 学 級 に 関 す る

便 覧 （ Educational Pamphlet No.7） が 執 筆 、 刊 行 さ れ た 。  

補 助 学 級 法 で は 、 補 助 学 級 が 州 全 土 に 渡 っ て 設 置 さ れ る こ と 、 ま た 教 育 委

員 会 の 指 導 の 下 に 補 助 学 級 が 運 営 さ れ る こ と が 規 定 さ れ た 。 そ し て 、 精 神 薄

弱 児 を 対 象 と し た 「 精 神 薄 弱 学 級 （ training classes）」 を 含 め 、 以 下 の 14

学 級 と 対 象 が 設 定 さ れ た （ Table Ⅱ -12）。  

 

学級 対象児

1 上級学級（Advancement Classes） 身体的、また精神的に平均を大きく上回る子ども

2 促進学級（Promotion Classes） 何らかの治療可能な理由で遅進であるが、精神欠陥ではない子ども

3 英語学級（English Classes）
移住直後で英語が話せない家族の子どもあるいは大人で短期間の特
別な英語の指導を必要とする者

4
規律学級（Disciplinary Classes）
および親学校（Parental Schools）

品行、家庭の状況、または環境によりこの学級における指導が必要
な子ども

5
開窓学校・学級
（Open Air Schools and Classes）

敏感、虚弱、または栄養不足な子ども。森林、公園、野原、あるい
は少なくとも一面が開かれている教室に設置される

6 院内学級（Hospital Classes）
小児病院の患者。あるいは不治の病気患児。病棟または家庭に設置
される

7 療養所学級（Sanatorium Classes） 結核患児あるいは療養所にいる子ども

8 救急学級（Ambulance Classes） 身体障害児

9 発話学級（Speech Classes） どもり、つまり、そのほかの著しい発話欠陥のある子ども

10 近視学級（Myopia Classes）
適切なめがねを使用し、前列の席に座っても十分な進歩が得られな
いほど視力の悪い子ども、あるいは視力が極端に弱く、通常の教科
書やそのほか教材を使用することができない子ども

11 読唇学級（Lip-Reading Classes）
前列の席に座っても十分な進歩が得られないほど聴力が弱い子ど
も、あるいは聾唖になる危険性があることから、読唇の学習を必要
とする子ども

12 施設児学級（Institution Classes）
児童施設、児童保護施設、そして孤児院にいる子ども。公立学校あ
るいは分離学校の教室に設置される

13 特殊学級（Special Classes） てんかん患児

14 精神薄弱学級（Training Classes）
精神欠陥であるが、教育あるいは訓練が可能で、その精神年齢が法
定学齢（８歳～）を下回らない子ども

1914年補助学級法により設定された学級とその対象児

Table Ⅱ-12

出典：ACAR [1916] 5.  
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（ ２ ） 初 期 に お け る 精 神 薄 弱 学 級 の 多 様 な 対 象 児 と 実 践 的 訓 練 中 心 の 教 育  

補 助 学 級 調 査 官 と し て マ ク マ ー チ ー は 、1914 年 の 着 任 以 降 、州 議 会 に 年 次

報 告 書 を 提 出 し て い る 。内 容 は 、法 律 で 設 定 さ れ た 14 種 の 学 級 そ れ ぞ れ に つ

い て 、 学 級 数 、 指 導 内 容 、 教 員 、 そ の ほ か 教 育 委 員 会 あ る い は 一 般 の 関 心 に

つ い て の 報 告 で あ る が 、 数 値 的 な 情 報 は 少 な く 、 こ れ ら の 内 容 に 関 す る マ ク

マ ー チ ー の 叙 述 が ほ と ん ど で あ る 。 州 全 体 で の 補 助 学 級 数 に つ い て 明 示 さ れ

て い る の は 、1914～ 1919 年 度 の う ち 1917 年 度 と 18 年 度 の ２ 回 だ け で あ っ た 。

1917 年 度 の 補 助 学 級 設 置 数 は 全 体 で 35 学 級 ・ 学 校 で あ り 、 う ち 精 神 薄 弱 学

級 は ４ 学 級 で あ っ た 。 も 多 い の は 施 設 児 学 級 で 15 学 級 設 置 さ れ て い た 。翌

1918 年 度 の 設 置 数 は 、精 神 薄 弱 学 級 が １ 学 級 増 え た 以 外 に 数 的 変 化 は な か っ

た た め 、 全 体 で 36 の 補 助 学 級 ・ 学 校 が 設 置 さ れ て い た （ Table Ⅱ -13）。  

 

年度 1917 1918
促進学級 2 2
職業訓練学校 4 4
開窓学校 2 2
開窓学級 2 2
院内学級 2 2
療養所学級 4 4
施設児学級 15 15
精神薄弱学級 4 5

計 35 36
出典：ACAR [1918] 5; [1919] 5. 

補助学級設置数（1917・1918年）

Table Ⅱ-13

 

 

以 下 で は 、 補 助 学 級 調 査 官 報 告 に お け る 精 神 薄 弱 学 級 に 関 す る 記 述 を 中 心

に 、補 助 学 級 法 制 定 後 の 精 神 薄 弱 学 級 の 対 象 児 、学 級 形 態 、教 育 内 容 、財 政 、

お よ び 教 員 に つ い て い か な る 実 態 が あ っ た の か を 整 理 す る 。  

ト ロ ン ト に 1910 年 に 設 置 さ れ た 初 の ２ つ の 精 神 薄 弱 学 級 は 、 1913 年 に

は 廃 止 さ れ て い た 。一 方 で 1910 年 10 月 に 設 置 さ れ た ハ ミ ル ト ン の キ ャ ノ ン・
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ス ト リ ー ト 校 の 精 神 薄 弱 学 級 は 1915 年 で も 「 か な り 成 功 し て 」 お り （ ACAR 

[1916] 16）、 児 童 生 徒 15 人 、 う ち 女 児 ２ 人 と 男 児 13 人 が 在 籍 し て い た 。 ま

た 、 オ タ ワ の ケ ン ブ リ ッ ジ ・ ス ト リ ー ト 校 （ the Cambridge Street School）

に 設 置 さ れ た ２ 学 級 に は 、約 30 人 の 児 童 が 在 籍 し て お り 、２ 人 の 教 師 が そ れ

ぞ れ 担 任 を も っ て い た １ ５ ）。マ ク マ ー チ ー は 、「 オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄

弱 学 級 事 業 の も よ い 例 は 、 オ タ ワ の ケ ン ブ リ ッ ジ ・ ス ト リ ー ト 校 に あ る 学

級 で あ る 」（ ACAR [1916] 17） と 称 賛 し て い る １ ６ ）。  

ト ロ ン ト 市 教 員 協 会 （ the Toronto Teachers’  Association） で は 、 1915

年 次 総 会 に お い て 、 主 任 医 療 調 査 官 （ the Chief Medical Inspector） の マ ッ

ケ イ 医 師（ MacKay）よ り 精 神 薄 弱 学 級 事 業 に つ い て の 提 議 が な さ れ た 。彼 は 、

学 校 医 学 検 査 を 行 う 医 師 に 、 彼 ら が 公 立 学 校 児 童 の 中 か ら 発 見 し た 精 神 薄 弱

児 の 人 数 を 報 告 す る よ う 指 示 し た 。 ま た 彼 は 、 こ の 調 査 が 実 施 中 で あ り な が

ら も 、す で に「（ 昇 進 学 級 を 除 い て ）公 立 学 校 に い る 子 ど も の う ち 、少 な く と

も １ ～ ２ ％ に 少 な か ら ず 精 神 的 欠 陥 が あ る こ と は 間 違 い な い 」 こ と を 述 べ て

い る （ ACAR [1916] 16）。 こ う し た 精 神 薄 弱 児 が 通 常 学 級 に 在 籍 し て い る 現 状

は 当 然 、 ト ロ ン ト 市 教 育 委 員 会 の 把 握 す る と こ ろ で あ っ た は ず で あ る 。 に も

か か わ ら ず 、 ト ロ ン ト 市 教 育 委 員 会 が 精 神 薄 弱 学 級 を 存 続 で き な か っ た 背 景

に は 、 同 市 に お け る 、 精 神 薄 弱 学 級 の 設 置 と 運 営 に 係 る 経 済 的 難 問 が あ っ た

と 思 わ れ る 。た と え ば 、ト ロ ン ト 市 議 会 が 1915 年 度 の 教 育 委 員 会 予 算 に 精 神

薄 弱 児 の 教 育 を 目 的 と し た 20 万 ド ル の 追 加 予 算 を 加 え る こ と を 決 議 し た も

の の 、 そ の 後 、 1915 年 ３ 月 末 に 予 算 が 削 減 さ れ た （ ACAR [1916] 16）。  

ま た 、 同 教 育 委 員 会 が 補 助 学 級 法 制 定 以 降 も 精 神 薄 弱 学 級 を 設 置 し な か っ

た 理 由 の ひ と つ と し て 、 活 動 的 教 育 長 で あ っ た ヒ ュ ー ズ の 後 任 と し て 1913

年 よ り 教 育 長 に 就 く R.H. コ ウ リ ー （ Robert H. Cowley） に よ る 、 通 常 学 級

に 在 籍 す る 精 神 薄 弱 児 の 過 少 評 価 が あ っ た 。彼 は 、1913 年 に 学 校 長 ら か ら 報
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告 を 受 け た 精 神 薄 弱 児 と 境 界 域 の 生 徒 な か で 「 実 際 に 精 神 薄 弱 の 者 は 330 人

し か い な か っ た 」（ 当 時 の 在 籍 生 徒 総 数 の う ち 0.5％ ） こ と な ど か ら 、「 ト ロ

ン ト に お け る 精 神 薄 弱 児 の 数 は 多 く な い た め 、･･･適 し た 学 校 を 用 意 し た と こ

ろ で 役 に 立 た な い 」 と 考 え て い た （ PSCT [1916] 37-38）。 後 に 彼 は 見 解 を 変

え 、 1926 年 の 退 任 ま で に 精 神 薄 弱 児 の た め の 特 殊 学 級 を 44 学 級 設 置 す る の

で あ る が （ Hardy [1950] 140）、 1910 年 代 の 時 点 に お い て は 特 殊 学 級 の 設 置

に 否 定 的 で あ っ た と い え る 。  

こ う し た ト ロ ン ト の 停 滞 に 対 し て マ ク マ ー チ ー は 、「（ 精 神 薄 弱 児 の 数 は ）

と て も 深 刻 な 問 題 で あ り 、 動 く と き が 来 た 。 手 を こ ま ね い て い る こ と は で き

な い ･･･私 は 、ト ロ ン ト 市 教 育 委 員 会 が こ の 問 題 を 慎 重 に 検 討 し 、現 状 と 公 共

の 利 益 が 緊 急 に 求 め て い る 行 動 を 起 こ す だ ろ う と い う 希 望 と 確 信 を 謹 ん で 申

し 上 げ る 」（ ACAR [1920] 16） と 、 喫 緊 の 訴 え を し て い る 。  

精 神 薄 弱 学 級 に 在 籍 し て い た 生 徒 に つ い て は 、 詳 明 な 情 報 が な い も の の 、

1915 年 度 の 報 告 に お い て「 年 齢 は ８ ～ 14 歳 。規 律 学 級 が 適 し て お り 、こ の 学

級 に い る べ き で な い 子 ど も も 若 干 い る 。そ の ほ か の 子 ど も は 精 神 薄 弱 で あ り 、

数 人 は 極 度 に 知 能 が 低 い 。 子 ど も た ち は 自 分 の 活 動 に 興 味 が あ り 、 明 ら か に

大 き く 改 善 し て い る 。 こ の 学 級 に い る か な り の 子 ど も が と て も 清 潔 で 、 明 ら

か に 良 家 の 出 身 で あ る 」 と 、 障 害 の 程 度 や 出 身 家 庭 の 多 様 な 子 ど も が 在 籍 し

て い た こ と が 指 摘 さ れ て い る （ ACAR [1916] 17）。 ま た 、 1914 年 法 に よ っ て

定 め ら れ た 対 象 児 （ 精 神 欠 陥 で あ る が 、 教 育 あ る い は 訓 練 が 可 能 で 、 そ の 精

神 年 齢 が 法 定 学 齢 ８ 歳 以 上 を 下 回 ら な い 子 ど も ）は 、1919 年 で も 変 更 さ れ な

い こ と か ら （ ACAR [1920] 16）、 想 定 し て い た 対 象 児 と の 大 き な 相 違 は な か っ

た も の と 思 わ れ る 。  

教 育 内 容 は 、織 物 、大 工 仕 事 と い っ た 手 工 訓 練 、着 替 え 、保 健 衛 生 、料 理 、

掃 除 、修 繕 、修 理 と い っ た 簡 単 な 家 事 の 訓 練 に 時 間 が 割 か れ て お り 、「 学 ん だ
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こ と を う ま く 利 用 で き る 軽 度 級 の 精 神 薄 弱 児 に は 、適 度 に ３ R’ s の 実 践 的 指

導 」 が な さ れ て い た （ ACAR [1916] 17; [1918] 26）。 ま た マ ク マ ー チ ー は 精

神 薄 弱 学 級 児 童 の 卒 後 に つ い て も 、「 補 助 学 級 が 設 置 さ れ た ら す ぐ に 、『 ア フ

タ ー ケ ア 委 員 会 』 が 組 織 さ れ 、 こ の 学 級 事 業 を 支 え る よ う に な れ ば と て も 有

益 で あ る 」（ ACAR [1920] 16） と 、 ア フ タ ー ケ ア の 重 要 性 を 強 調 す る 。  

ま と め る と 、精 神 薄 弱 学 級 で は 教 科 教 育 の 可 能 な 一 部 の 児 童 に は ３ R’ s が

教 育 さ れ て い た が 、 ほ と ん ど の 児 童 に 対 し て は 、 意 志 力 と 自 活 力 を 養 う も の

と し て 、 ま た 、 将 来 の 精 神 薄 弱 者 恒 久 保 護 施 設 で の 仕 事 と 趣 味 の 幅 の 拡 大 を

意 図 し た 感 覚 訓 練 と 手 工 訓 練 （ MacMurchy [1915] 131-134） が 授 業 の 中 心 的

課 題 で あ っ た 。  

実 践 的 教 育 が 中 心 的 内 容 で あ っ た 背 景 に は 、「 実 践 的 教 育 は 、（ 精 神 薄 弱 児

に と っ て ） 後 生 と て も 有 益 か つ 有 用 で あ り 、 ほ か の 授 業 よ り も 彼 ら の 可 能 性

を 高 め る も の で あ る 」（ ACAR [1916] 17） こ と と 、「 精 神 薄 弱 学 級 事 業 は 、 社

会 的 、 実 践 的 、 そ し て 職 業 訓 練 の 方 法 に よ っ て 発 展 す べ き で あ り 、 し な け れ

ば な ら な い 。 ･･･そ し て 、『 彼 ら は 学 校 を 離 れ た 後 、 何 を 持 っ て い く こ と が で

き る だ ろ う か 』 と い う こ と を 、 常 に 問 い 続 け な け れ ば な ら な い 。 清 潔 な 身 な

り を し 、行 儀 よ く し 、靴 を 作 り 、洋 服 を 作 り 直 し 、食 べ ら れ る も の を 料 理 し 、

家 や 作 業 場 の 助 け と な る よ う に そ れ ら を 掃 除 し 、 き れ い に 保 つ こ と は 、 補 助

精 神 薄 弱 学 級 に お い て 教 え る べ き こ と の 一 部 で あ る 」（ ACAR [1918] 26） と い

う 教 育 理 念 が あ っ た 。ま た 、マ ク マ ー チ ー は 、「 カ リ キ ュ ラ ム は 広 く 、職 業 的 、

身 体 的 、社 会 的 、そ し て 実 践 的 訓 練 を 用 意 し な け れ ば な ら な い 。そ れ に よ り 、

生 徒 は 伸 ば さ れ 、 援 助 さ れ 、 可 能 な 限 り 有 用 、 無 害 、 幸 福 で 自 活 で き る よ う

に な る 」（ ACAR [1920] 16） と 、 通 常 学 級 と は 全 く 異 な る 、 実 践 的 訓 練 を 強 調

す る １ ７ ）。  

オ ン タ リ オ 州 に お け る 補 助 学 級 担 当 教 員 の た め の 初 の 夏 期 講 習 は 、 1915
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年 ７ 月 に 開 催 さ れ る 。こ の 夏 期 講 習 で は 、ト ロ ン ト 大 学 心 理 学 部 教 授 の P. サ

ン デ ィ フ ォ ー ド（ Peter Sandiford）と 補 助 学 級 調 査 官 マ ク マ ー チ ー が 、講 義 、

演 習 、教 育 実 習 、そ し て 講 習 の 運 営 一 般 に 責 任 を 負 っ て い た（ ACAR [1916] 20）。

サ ン デ ィ フ ォ ー ド 教 授 は 後 に 、 1918 年 に 発 足 す る カ ナ ダ 精 神 衛 生 委 員 会

（ CNCMH） に マ ク マ ー チ ー と と も に 参 加 し た 人 物 で あ っ た （ Simmons [1982] 

100）。  

と こ ろ で 、 オ タ ワ 市 公 立 学 校 調 査 官 プ ッ ト マ ン （ Putmen） の 依 頼 に よ り 、

ケ ン ブ リ ッ ジ・ス ト リ ー ト 校 の 精 神 薄 弱 学 級 で は 、過 去 ４ 年 間（ 1914 年 ９ 月

～ 1918 年 12 月 ） に 精 神 薄 弱 学 級 に 在 籍 し た 生 徒 の 追 跡 調 査 を 行 っ た （ ACAR 

[1919] 23）。  

そ の 結 果 、過 去 に 同 校 精 神 薄 弱 学 級 に 在 籍 し た 79 人 の う ち 、学 校 に 在 籍 し

て い る 者 が 34 人 と も 多 く 、 う ち 通 常 学 級 に 戻 っ て い た 者 は ４ 人 で あ っ た 。

次 に 、15 人 が 仕 事 に 就 き 、13 人 が 家 庭 に お り 、転 出 者 や 不 明 者 を 除 け ば 、約

半 数 が コ ミ ュ ニ テ ィ で 生 活 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。 オ リ リ ア 施 設 に

入 所 し た 者 は １ 人 で あ っ た （ Table Ⅱ -14）。  

 

男子 女子 計
過去在籍生徒総数 49 30 79
学校 21 13 34
（うち通常学級） 3 1 4
家庭 5 8 13
仕事 14 1 15
転出 6 6 12
婦人専門学校 1 1
精神薄弱者施設 1 1
死亡 1 1
不明 2 2

Table Ⅱ-14

オタワ・ケンブリッジ校精神薄弱学級卒業・在籍生徒追跡調査

出典：ACAR [1919] 23. 
註：1914年９月～1918年12月在籍生徒対象．  
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こ の 精 神 薄 弱 学 級 生 徒 追 跡 調 査 の 結 果 は 、 精 神 薄 弱 学 級 卒 業 後 の 主 た る 進

路 と し て 恒 久 保 護 施 設 を 想 定 し て い た マ ク マ ー チ ー の 構 想 に 反 し て 、 家 庭 や

仕 事 場 と い っ た コ ミ ュ ニ テ ィ で 生 活 し て い る 卒 業 生 が ほ と ん ど で あ る こ と を

明 示 し た が 、 彼 女 は そ の 後 も 精 神 薄 弱 の 社 会 的 不 適 を 主 張 し 続 け た か ら 、 こ

の 調 査 結 果 が 彼 女 の 自 説 に 影 響 を 及 ぼ す こ と は な か っ た よ う で あ る （ FMiO 

[1920] 10, 18）。  

 

さ ら に マ ク マ ー チ ー は 1910 年 代 末 に お い て 、 精 神 薄 弱 児 の 処 遇 に つ い て 、

５ つ の 段 階 を 整 理 し て い る （ ACAR [1919] 21-22）。  

①  十 分 な 診 断 を 前 提 と し た 、 精 神 薄 弱 児 の 発 見  

②  公 的 機 関 に よ る 恒 久 的 非 公 開 の 記 録 の 作 成  

③  子 ど も の 力 、 能 力 と 才 能 を 発 見 し 、 子 ど も 個 人 の 将 来 を 視 野 に 入 れ た

有 用 か つ 幸 福 な 訓 練 と 成 長 の 機 会 の 提 供  

④  指 導 監 督 と 保 護 の 供 給  

 そ し て 後 に 、  

⑤  施 設 の 設 置 。 こ れ に よ り 、 素 晴 ら し い 分 類 、 仕 事 の 分 配 、 娯 楽 、 喜 び

と 幸 せ が 適 度 な 経 費 で 保 証 さ れ う る 。 入 所 者 と 職 員 の 施 設 に 対 す る 仕

事 に よ り 、 自 活 に 近 い 生 活 を 実 現 す る 。  

で は 、 マ ク マ ー チ ー が 目 指 し た 精 神 薄 弱 者 の 恒 久 保 護 施 設 が い か な る も の

で あ っ た の か 、 そ の 意 義 と 目 的 に つ い て は 、 次 節 で 検 討 す る 。  

 

（ ３ ） 施 設 内 学 級 の 開 設 と 初 期 の 実 態  

と こ ろ で 、 1910 年 代 公 立 学 校 に お け る 特 殊 学 級 設 置 運 動 、 さ ら に 19 世 紀

末 の ト ロ ン ト に お け る ヒ ュ ー ズ 教 育 長 に よ る 特 殊 学 級 設 置 構 想 よ り 以 前 に 、

州 立 オ リ リ ア 施 設 に お い て も 、 精 神 薄 弱 児 の 教 育 が 試 み ら れ て い た 時 期 が あ
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っ た 。  

施 設 内 特 殊 学 級 は 施 設 長 ビ ー ト ン の 長 年 の 理 想 で あ っ た が 、 そ れ が 実 現 し

た の は 、1888 年 ５ 月 に ２ 人 の 女 性 教 師 、M.B. ク リ ス テ ィ ー（ M.B. Christie）

と ジ ェ ニ ン グ ス（ Jennings）が 着 任 し て 75 人 の 子 ど も を 訓 練 し 始 め て か ら で

あ っ た （ AMOAI [1888] 65; Hackett [1969] 38; Winzer [1986] 82）。 彼 女 ら

が ど の よ う な 経 緯 で 当 施 設 に 着 任 し た の か は 不 明 で あ る が 、 そ の 就 任 が 直 接

の 契 機 と な っ て 1889 年 、 施 設 内 の 建 物 の ひ と つ が 「 学 校 」 に あ て ら れ る

（ Hackett [1969] 39）。  

19 世 紀 後 半 の オ リ リ ア 施 設 入 所 者 の 精 神 的 程 度 に つ い て は 、 ビ ー ト ン が

1889 年 度 の 議 会 に お い て 、「 多 く が 放 置 さ れ て い た 者 で あ り 、 危 険 で 、 知 的

能 力 が 極 め て 低 い （ of very low mental capacity）」 こ と と 、「 ア メ リ カ の 精

神 薄 弱 者 施 設 よ り も よ り 重 度 級 の 入 所 者 を 抱 え て い る 」 こ と を 報 告 し て い る

の み で あ り （ Hackett [1969] 43）、 詳 細 は 明 ら か と な っ て い な い 。 施 設 内 学

級 の 対 象 も 詳 述 さ れ て は い な い も の の 、 ビ ー ト ン と 州 施 設 局 長 ラ ン グ ミ ュ ア

が 15 歳 未 満 の 精 神 薄 弱 児 を 成 人 精 神 薄 弱 者 か ら 分 離 し て 訓 練 す る こ と を 主

張 し て い た こ と か ら 、14～ 15 歳 未 満 の 入 所 者 が 主 た る 対 象 で あ っ た と 思 わ れ

る （ Table Ⅱ -15）。  
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年 入所者数 子ども 報告書における記述

1877 150 52 なし

1878 166 43 年齢15歳未満

1880 156 30 教えられている

1885 194 36 学齢

1888 300 75 施設内学校にいる

1889 309 75 学校にいる

1893 513 115 学校にいる

1895 561 137 学校にいる

1904 725 80-92 学校にいる（軽度級のみ）

原典：IPPC, 1877-1910. 

州立オリリア施設における子ども

Table Ⅱ-15

出典：Hackett [1969] 44. 

 

 

ま た 、 施 設 内 学 級 で の 介 入 は 、 保 護 者 の ケ ア と 手 伝 い を よ り 必 要 と し な い

よ う に 障 害 者 を 訓 練 す る も の で あ り 、 訓 練 に は 幼 稚 園 プ ロ グ ラ ム 、 セ ガ ン の

感 覚 訓 練 、そ し て よ り 軽 度 級 の 者 に は 教 科 学 習 を 採 り 入 れ た（ Hackett [1969] 

74; Winzer [1986] 82）。  

し か し な が ら 、 継 続 的 な 入 所 者 の 過 密 化 と 財 政 難 に よ る 効 率 的 学 級 運 営 の

困 難 さ 、 お よ び 精 神 薄 弱 の 訓 練 成 果 へ の 懸 念 と 批 判 を 受 け て 、 オ リ リ ア 施 設

の 施 設 内 特 殊 学 級 は 1902 年 に 閉 鎖 さ れ る （ IPPC [1902] 163）。 す な わ ち 、 20

世 紀 転 換 期 の オ ン タ リ オ 州 政 府 と 世 論 の 注 目 は 精 神 薄 弱 者 の 施 設 収 容 の み に

向 け ら れ て お り 、 特 殊 学 級 は 存 続 さ せ る ほ ど 重 要 で 価 値 あ る も の と は 認 識 さ

れ て は い な か っ た と 考 え ら れ る 。  

 

３ ．  恒 久 保 護 施 設 と し て の 精 神 薄 弱 者 施 設 へ の 期 待  

（ １ ） マ ク マ ー チ ー に お け る 隔 離 総 合 施 設 の 意 義  

マ ク マ ー チ ー が 構 想 し た 精 神 薄 弱 問 題 へ の 対 応 策 の ３ つ 目 は 、 精 神 薄 弱 者

の 恒 久 保 護 を 目 的 と し た 隔 離 総 合 施 設 の 設 置 で あ っ た 。 で は 、 彼 女 が 考 え る

隔 離 総 合 施 設 の 意 義 は い か な る も の だ っ た の で あ ろ う か 。  
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第 一 に ま ず 、 マ ク マ ー チ ー の 「 現 在 わ れ わ れ は 、 職 業 コ ロ ニ ー や 農 業 コ ロ

ニ ー に お い て 精 神 薄 弱 者 を 恒 久 保 護 す る よ り も 多 く の お 金 を 、 彼 ら の 維 持 費

に 費 や し て い る 」（ FMiO [1914] 29） と い う 発 言 に も 見 ら れ る よ う に 、 保 護 施

設 や 精 神 病 ア サ イ ラ ム 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て そ れ ぞ れ に ケ ア さ れ て い た 精

神 薄 弱 者 を 専 門 施 設 に 収 容 す る こ と に よ る 経 済 性 が あ っ た （ FMiO [1911] 13; 

[1915] 14）。 彼 女 は 、 社 会 で 成 功 し た り 、 自 ら の 家 庭 を も つ 能 力 の あ る も の

は 施 設 に 収 容 さ れ る べ き で な い が 、「 自 分 以 外 の 人 生 を 崩 壊 さ せ た り 、危 険 に

さ ら し た り 、･･･コ ミ ュ ニ テ ィ に と っ て の 経 費 、危 険 、退 廃 で あ る 者 、そ し て

常 に ケ ア を 必 要 と す る 者 に と っ て 、 善 か つ 唯 一 の 家 庭 は 施 設 で あ る 」（ FMiO 

[1911] 8） こ と を 断 言 し て い る 。  

そ し て 第 二 に 、 精 神 薄 弱 者 を 隔 離 保 護 す る こ と に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ と 精 神

薄 弱 者 自 身 の 防 衛 で あ っ た 。 マ ク マ ー チ ー は 、 精 神 薄 弱 者 を ケ ア す る 主 な 理

由 と し て 、 以 下 の ３ つ を あ げ て い る 。  

 

①  精 神 薄 弱 者 の 無 能 力 、 犯 罪 、 そ し て 多 産 か ら 社 会 を
． ． ．

保 護 す る 必 要 性  

②  慢 性 的 貧 困 、悲 惨 さ 、暴 力 、誘 惑 、そ し て 彼 ら 自 身 や そ の ほ か の 人 々

の 犯 罪 と 不 正 の 影 響 か ら 精 神 薄 弱 者 を
． ． ． ． ． ．

保 護 す る 必 要  

③  彼 ら が 幸 せ で あ り 有 用 で あ る と 同 時 に 、で き る 限 り 経 済 的 利 益 を も た

ら す よ う 訓 練 さ れ 、 伸 ば さ れ る よ う に 彼 ら を 雇 用 す る 必 要 性   

（ FMiO [1914] 25． 傍 点 引 用 者 ）  

 

ま た 、 施 設 保 護 に よ り 精 神 薄 弱 者 は 「 悪 意 と 誘 惑 か ら 離 さ れ 、 子 ど も に 悩

ま さ れ る こ と を 防 が れ る 」が 、「 彼 ら が 犯 罪 に 関 わ る 、コ ミ ュ ニ テ ィ に 悪 影 響

を 与 え る 、 何 千 ド ル も の 経 費 を か け る 、 わ ず か な 仕 事 の 能 力 を 失 い 、 役 に 立

た な く な る 、 そ し て 国 庫 の 墜 落 に 大 き く 貢 献 す る 前 に ケ ア し な け れ ば 」 な ら
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な い 、と 防 止 策 と し て の 保 護 施 設 の 有 用 性 を 重 視 し て い た（ FMiO [1912] 16）。  

マ ク マ ー チ ー に お け る 精 神 薄 弱 者 恒 久 保 護 施 設 の い ま ひ と つ の 意 義 は 、 施

設 内 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 幸 福 と 職 業 の 達 成 で あ っ た 。 精 神 薄 弱 者 は 世 間 で

成 功 す る こ と が で き な い た め に 、施 設 に お い て「 家 庭 を 作 っ て 」（ FMiO [1915] 

13; MacMurchy [1920a] 211） や り 、「 満 足 で き 、 で き る 仕 事 を 与 え ら れ る 場

所 に 置 か れ る 」（ FMiO [1912] 16） こ と に よ っ て 、 幸 福 が 得 ら れ る と し た 。 ま

た 、「 精 神 薄 弱 者 の 天 職 は 施 設 生 活 で あ り 、そ こ に お い て の み 彼 ら は 幸 せ を 得

る 」 こ と が で き る と 、 施 設 生 活 の 意 義 を 示 し て い る （ MacMurchy [1916a] 59; 

[1916b] 230）。  

彼 女 は 、 非 専 門 施 設 で は 精 神 薄 弱 者 が 必 要 な 指 導 監 督 を 常 に 得 る こ と が で

き な い 、 ま た 施 設 の 本 来 的 作 業 に 不 適 応 で あ る た め に 、 他 の 入 所 者 ま た は 職

員 の 負 担 を 増 大 さ せ て い る と い っ た 状 況 を 目 に し て き た こ と か ら 、「 適 切 な 施

設 」 に お け る 「 適 切 な 指 導 監 督 」 が 精 神 薄 弱 者 に は 必 要 で あ る と 認 識 し て い

た 。す な わ ち 、精 神 薄 弱 者 専 門 施 設 に お け る 、「 ほ め る 能 力 と 単 純 な 職 業 機 会

に つ い て の 知 識 の あ る 監 督 官 ･･･の 適 切 な 指 導 監 督 を 与 え る 」（ FMiO [1918] 7）

こ と を 、精 神 薄 弱 問 題 の 善 の 解 決 策 と 捉 え て い た の で あ る（ FMiO [1919] 10）。 

し か し な が ら 、 1915 年 の NCWC の 精 神 薄 弱 女 性 保 護 常 任 委 員 会 年 次 報 告 に

お い て 、「 こ れ ら 依 存 し た 人 々（ 精 神 薄 弱 者 ）へ 恒 久 的 に（ ケ ア を ）供 給 す る

こ と に 激 し い 必 要 性 を 感 じ る よ う 、 世 論 を 奮 い 立 た せ な け れ ば な ら な い 」

（ FMiO [1916] 33-34） と 報 告 さ れ た よ う に 、 1910 年 代 後 半 に な っ て も 、 州

内 の 精 神 薄 弱 専 門 施 設 は オ リ リ ア 施 設 の み で あ り 、 新 た な 施 設 が 供 給 さ れ な

い 大 の 原 因 は 精 神 薄 弱 者 の 恒 久 保 護 に 対 す る 市 民 の 関 心 の 低 さ に あ っ た 。  

さ ら に 、1916 年 の 政 権 交 代 に よ り 、そ れ ま で 精 神 薄 弱 問 題 の 教 育 的 お よ び

福 祉 的 対 応 に お い て 積 極 的 で あ っ た 州 書 記 官 ハ ン ナ が 退 任 し た こ と も 、 恒 久

保 護 施 設 の 設 置 運 動 が 推 進 力 を 得 ら れ な か っ た 原 因 の ひ と つ で あ っ た と 考 え
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ら れ る 。マ ク マ ー チ ー は 、精 神 薄 弱 者 の 恒 久 保 護 に 関 す る 対 策 は 、「 州 政 府 な

ら び に 自 治 体 に 加 え て 、 学 校 長 、 教 師 、 調 査 官 、 校 医 ・ 看 護 婦 、 慈 善 家 、 ソ

ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー 、 公 衆 衛 生 の 行 政 官 、 そ し て 雇 用 主 と い っ た 精 神 薄 弱 関

係 者 が 全 て 、 精 神 薄 弱 者 お よ び コ ミ ュ ニ テ ィ と 国 家 の 高 の 権 利 と 利 益 を 保

護 す る よ う な 政 策 の 立 案 と 実 行 に お い て 共 同 す る 、 そ の 社 会 的 行 動 に よ っ て

の み 確 実 と な る 」（ FMiO [1915] 28） と 、 訴 え て い か な け れ ば な ら な く な る 。 

 

と こ ろ で 、1910 年 代 ご ろ の ア メ リ カ で は す で に 、精 神 薄 弱 者 の 隔 離 総 合 施

設 論 が 確 立 し つ つ あ っ た 。 マ ク マ ー チ ー は 、 AMOAI お よ び そ の 会 員 と の 交 流

を 通 し て 、 こ の ア メ リ カ に お け る 施 設 論 の 知 見 を 得 て い た と 考 え ら れ る 。 と

い う の も 、彼 女 は 、1910 年 代 半 ば に は 同 協 会 の 会 員 と な っ て い た だ け で な く

（ MacMurchy [1916a]）、 同 じ く 会 員 で あ っ た ヴ ァ イ ン ラ ン ド 施 設 の 施 設 長 で

あ っ た ジ ョ ン ス ト ン や 、 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 ウ ェ イ バ リ ー 施 設 （ the 

Massachusetts School for the Feeble-Minded at Waverley） の 施 設 長 で あ

っ た W.E. フ ァ ー ナ ル ド 医 師 （ Walter E. Fernald） と い っ た 全 米 で も 先 進 的

施 設 の 施 設 長 に も 関 心 を も ち 、 個 人 的 交 流 を も っ て い た こ と か ら 、 彼 ら の 思

想 か ら 影 響 を 受 け て い た と 思 わ れ る か ら で あ る 。  

マ ク マ ー チ ー は 1911 年 に ヴ ァ イ ン ラ ン ド 施 設 を 訪 問 し 、当 時 同 施 設 に お い

て 試 験 的 に 実 施 さ れ た 、 精 神 薄 弱 児 に 関 心 の あ る 医 師 の た め の 短 期 講 習 （ a 

course of instruction given to physicians interested in Feeble-Minded 

children） に 参 加 し た こ と か ら （ FMiO [1912] 44; the Training School at 

Vineland [1911] 52, 66; [1912] 40）、 こ の 点 に お い て ２ 人 の 交 友 関 係 が 生

じ 、 マ ク マ ー チ ー は ジ ョ ン ス ト ン の 思 想 的 影 響 を 受 け た と 推 察 さ れ る 。 な ぜ

な ら 、 1912 年 に ト ロ ン ト 大 学 に お け る ジ ョ ン ス ト ン の 講 演 を 設 定 し た の は 、

お そ ら く マ ク マ ー チ ー で あ り 、「 精 神 薄 弱 者 に 対 す る わ れ わ れ の 義 務 」と 題 さ
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れ た こ の 講 演 で は 、 彼 女 お よ び 彼 女 が 設 立 し た オ ン タ リ オ 州 精 神 薄 弱 者 ケ ア

協 会 （ the Provincial Association for the Care of the Feeble-Minded: 

PACFM） と 同 様 の 主 張 が な さ れ た 。 す な わ ち 、「 公 立 学 校 に い る 児 童 の 医 学 検

査 、 特 殊 学 級 に お け る 精 神 薄 弱 児 の 鑑 別 と 配 置 、 そ し て 州 に よ る 、 訓 練 を 受

け ら れ な い 人 々 の た め の 保 護 施 設 の 供 給 」 が ジ ョ ン ス ト ン に よ っ て 推 奨 さ れ

た の で あ る （ Simmons [1982] 75）。  

彼 女 が ア メ リ カ の 諸 施 設 に 関 心 を 寄 せ て い た 証 拠 は 、 精 神 薄 弱 者 調 査 官 年

報 に 散 見 さ れ る も の の 、と り わ け ウ ェ イ バ リ ー 施 設 に つ い て 、「 ア メ リ カ で

も 素 晴 ら し い 州 立 施 設 」 と 賞 賛 し 、 そ の 施 設 長 で 医 師 の フ ァ ー ナ ル ド に つ い

て は 、「 精 神 薄 弱 者 に 関 す る 第 一 人 者 と し て 世 界 中 に 知 ら れ て い る 」と 尊 敬 を

払 っ て い る （ FMiO [1908] 18）。 ウ ェ イ バ リ ー 施 設 は 、 後 に マ ク マ ー チ ー が 理

想 と す る 農 業 コ ロ ニ ー を 施 設 の 出 先 機 関 と し て 1897 年 に 初 に 設 置 し た 施

設 で あ っ た （ ト レ ン ト  [1997] 181-182）。  

 

（ ２ ） 恒 久 保 護 施 設 構 想 ― 小 舎 制 に よ る コ ロ ニ ー の 必 要 性  

マ ク マ ー チ ー は 、 以 上 に 述 べ た ３ つ の 意 義 を 備 え る た め 、 精 神 薄 弱 者 恒 久

保 護 施 設 の 形 態 と し て 、 職 業 訓 練 と 農 業 訓 練 お よ び 雇 用 を 備 え た 職 業 あ る い

は 農 業 コ ロ ニ ー を 理 想 と し 、 州 と 自 治 体 に よ る 経 費 の 分 担 を 提 案 す る （ FMiO 

[1912] 63）。  

精 神 薄 弱 者 に か か る 膨 大 な 維 持 費 に つ い て 熟 知 し て い た マ ク マ ー チ ー の

大 の 課 題 は 、 施 設 の 財 政 的 存 続 で あ っ た 。 す な わ ち 、 精 神 薄 弱 入 所 者 が 施 設

内 自 活 し 、 で き る 限 り 施 設 内 で の 自 給 自 足 を 達 成 す る こ と と 、 州 だ け で な く

自 治 体 か ら の 妥 当 な 資 金 供 給 が 目 指 さ れ て い た と い え る 。  

実 際 、1914 年 度 の 精 神 薄 弱 者 調 査 官 年 報 に お い て 、彼 女 が 想 定 し た「 人 道

的 、 賢 明 、 財 政 的 に 健 全 、 経 済 的 、 そ し て 愛 国 的 」 な 施 設 の 収 入 源 は 以 下 の
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通 り と な っ て い る （ FMiO [1915] 28）。  

①  施 設 入 所 者 が 行 う 仕 事 。施 設 内 の 仕 事 を こ な し 、服 を 作 り 、食 物 を 育

て 、建 物 を 建 て 、道 を 敷 き 、さ も な け れ ば 労 働 者 を 使 っ て 大 限 の 利

益 を 得 る こ と で 、 で き る 限 り 自 給 自 足 か つ 自 活 す べ き  

②  入 所 者 の 財 産  

③  親 、 保 護 者 、 関 係 者 、 あ る い は 援 助 者 か ら の 入 所 費 用  

④  特 定 の ケ ー ス に 対 す る 、 入 所 者 が 属 す る 自 治 体 か ら の 費 用  

（ 年 間 、 頭 割 り ）  

⑤  自 治 体 の 補 助 金  

⑥  政 府 補 助 金  

⑦  個 人 的 寄 付  

さ ら に 、 も 経 済 的 で 満 足 な 精 神 欠 陥 者 の 施 設 の 理 想 は 、 入 所 者 が 1,000

～ 2,000 人 、 入 所 者 一 人 当 た り １ エ ー カ ー の 職 業 農 業 コ ロ ニ ー 、 小 舎 制 に よ

る 建 物 、作 業 場 、お よ び 職 業 、農 業 、庭 仕 事 と 訓 練 、「 で き る 限 り 高 の 施 設

長 」、そ し て「 有 能 な 幹 部 職 員 」で あ る と 細 か く 述 べ て い る（ FMiO [1916] 9）。  

1910 年 ご ろ の ア メ リ カ で は す で に 、コ ロ ニ ー 方 式 が ほ ぼ 全 て の 公 立 精 神 薄

弱 者 施 設 に 浸 透 し て い た が （ ト レ ン ト  [1997] 178）、 マ ク マ ー チ ー は 自 身 の

コ ロ ニ ー 構 想 に お い て 、 多 く の 施 設 が 大 規 模 総 合 施 設 へ と 転 換 し て い く 中 で

小 規 模 の 小 舎 制 を 維 持 し 続 け る 、 ジ ョ ン ス ト ン 施 設 長 の ヴ ァ イ ン ラ ン ド 施 設

を 参 考 に し て い た （ FMiO [1915] 23-24; [1916] 53）。  

オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 者 の た め の コ ロ ニ ー 設 置 の 提 唱 は 、 必 ず し

も マ ク マ ー チ ー だ け に 見 ら れ た も の で は な か っ た 。 た と え ば 、 PACFM の ト ロ

ン ト 支 部 で あ り マ ク マ ー チ ー が 終 身 会 長 を 務 め た ト ロ ン ト 市 精 神 薄 弱 者 ケ ア

協 会 （ the Toronto Association for the Care of the Feeble-Minded: TACFM）

は 、 州 政 府 に 対 し て 小 舎 制 に よ る 農 業 コ ロ ニ ー の 設 置 を 推 奨 す る こ と を 決 議
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し た （ FMiO [1917] 10-11）。 会 長 を 精 神 科 医 の C.K. ク ラ ー ク （ C.K. Clarke）

が 、 副 会 長 を LCWT 会 長 の ヒ ュ ー ス テ ィ ス が 務 め た TACFM は 、 1918 年 に 発 足

す る CNCMH の 前 身 で も あ っ た 。 さ ら に 、 ク ラ ー ク は PACFM の 年 次 総 会 の 席 に

お い て 、 州 知 事 W.H. ハ ー ス ト （ William H. Hearst） に 対 し て ト ロ ン ト に 職

業 農 場 コ ロ ニ ー を 設 置 す る 計 画 を 提 案 し た （ FMiO [1918] 10）。  

ま た マ ク マ ー チ ー は 、「 政 府 と 自 治 体 の 間 で 、相 互 協 力 の 計 画 が 合 意 し た ら

す ぐ に 、 補 助 学 級 法 の 下 、 必 要 な 訓 練 施 設 と 職 業 農 業 コ ロ ニ ー が 設 置 さ れ る

で あ ろ う こ と は 明 ら か で あ る 。 ま た 、 精 神 薄 弱 者 の 利 益 の た め に こ れ ら の 施

設 の 設 置 と 展 開 に つ い て 、 公 衆 の 支 持 と 支 援 の 全 面 的 見 通 し が あ る 」（ FMiO 

[1915] 6） と 確 信 を 持 っ て い た 。  

マ ク マ ー チ ー の 施 設 構 想 に 影 響 を 与 え た 要 因 の な か で も 、 精 神 薄 弱 者 の 親

か ら の 訴 え は 強 力 で あ っ た 。 彼 女 は 、 精 神 薄 弱 者 施 設 の 情 報 を 求 め る 親 の 毎

回 の 要 求 に 対 し て 、「 彼 ら の 子 ど も を 送 る こ と の で き る 私 立 学 校 ま た は 施 設 は 、

カ ナ ダ に は ま だ な い と 伝 え る の は 、辛 い こ と 」で あ り 、そ し て 、「 英 米 に お い

て 財 政 そ の ほ か の 面 で 大 い に 成 功 し て い る 施 設 が 、 カ ナ ダ で は 成 功 し な い と

い う 理 由 は な い 」 と 確 信 的 に 述 べ て い る （ MacMurchy [1920a] 211）。  

 

（ ３ ） 施 設 内 隔 離 保 護 へ の 志 向 と 優 生 思 想  

マ ク マ ー チ ー に お け る 精 神 薄 弱 者 の 施 設 内 隔 離 収 容 保 護 論 に は 、「 施 設 に お

い て 適 切 に ケ ア さ れ た な ら ば 、 精 神 薄 弱 者 が 子 孫 を 残 し 、 問 題 が 次 世 代 に 引

き 継 が れ る こ と は な い 」（ MacMurchy [1917d] 895） と い う 、 精 神 薄 弱 の 増 殖

防 止 の 意 図 も 含 ま れ て い た 。  

そ の 背 景 に は 、「 精 神 薄 弱 者 が 子 ど も を も つ こ と を 防 止 す べ き で あ る 。そ れ

が 可 能 な た だ ひ と つ の 方 法 は 、･･･施 設 に お い て 彼 ら を 恒 久 保 護 さ せ る こ と で

あ る 」 と い う 世 論 の 要 請 が あ っ た （ FMiO [1912] 15）。  
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さ ら に 、「 す べ て の 者 へ の 市 民 権 （ citizenship） は 、 精 神 薄 弱 者 を 除 外 し

て い る 」状 況 か ら 、精 神 薄 弱 者 は 、「 そ の ほ か の 人 々 が 市 民 と 親 に な る た め に

教 育 さ れ る の と 同 じ く ら い 慎 重 に 、彼 ら の 場 所（ す な わ ち 、施 設・コ ロ ニ ー ）

に 備 え て 教 育・訓 練 さ れ る べ き で あ る 」と 、場 所 だ け で な く 権 利 に お い て も 、

精 神 薄 弱 者 は 一 般 市 民 と 隔 離 す る 必 要 が あ る こ と を 示 し た （ MacMurchy 

[1917a] 113; [1917b] 71）。  

ま た マ ク マ ー チ ー は 、1917 年 の 問 答 式 の 論 文 に お い て 、精 神 薄 弱 者 の 処 遇

と そ の 意 義 お よ び 目 的 を 次 の よ う に 述 べ て い る 。  

 

「 彼 ら を ケ ア す る 目 的 は 、 公 衆 衛 生 の 改 善 と 、 私 生 児 、 売 春 で 逮 捕 さ れ

る 女 性 の 半 数 、犯 罪 者 の 10～ 20％ 、雇 用 不 適 応 者 の 80％ 、お よ び 慈 善 施 設

入 所 者 の 30～ 50％ の 削 減 、そ し て 彼 ら が 後 世 に 子 孫 を 残 し 、こ の 問 題 を よ

り 劣 悪 な 状 態 で 次 世 代 に 引 き 継 ぐ こ と の 予 防 で あ る 。･･･生 存 と 幸 福 の 権 利

と 親 に な る 権 利 は 別 で あ る 」（ MacMurchy [1917d] 894-895）  

 

こ れ ま で 述 べ て き た よ う に 、彼 女 が 1910 年 代 に 到 達 し た 隔 離 総 合 施 設 論 は 、

精 神 薄 弱 者 を 専 門 施 設 に 収 容 す る こ と に よ る 経 済 性 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と 精 神 薄

弱 者 自 身 の 防 衛 、 そ し て 精 神 薄 弱 者 の 幸 福 と 就 労 の 達 成 と い う ３ つ の 意 義 を

持 っ た 恒 久 保 護 施 設 の 確 保 を 意 味 す る と 同 時 に 、1920 年 代 以 降 に 彼 女 が 提 唱

す る 優 生 思 想 の 方 法 論 で も あ っ た と い え る 。  

と い う の は 、 1920 年 に オ ン タ リ オ 州 オ タ ワ の 連 邦 保 健 局 児 童 福 祉 課 長

（ Chief of Division of Child Welfare, Federal Department of Health）

に 就 任 し た マ ク マ ー チ ー は 、 母 性 お よ び 乳 幼 児 保 護 の 観 点 か ら 、 精 神 薄 弱 者

を は じ め 、 精 神 病 者 、 身 体 欠 陥 の あ る 者 、 慢 性 的 貧 困 者 、 労 働 無 意 欲 者 と い

っ た 社 会 的 不 適 の 人 々 を 保 護 す る と 同 時 に 、 優 生 断 種 に よ っ て 出 産 を 予 防 す
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る こ と を 提 唱 し （ MacMurchy, 1926; 1934a; 1934b）、 カ ナ ダ に お け る 優 生 学

運 動 を 主 導 す る か ら で あ る （ Brown [2005] 256-259; Dodd [1994] 137; 

Dowbiggin [1997] 164; McLaren [1990] 31; Simmons [1982] 114 ほ か ）。 こ

う し て マ ク マ ー チ ー は 、 精 神 薄 弱 者 調 査 官 在 任 期 間 を 通 し て 、 そ の 後 の 精 神

薄 弱 問 題 へ の 対 応 を 方 向 付 け る と と も に 、1920 年 代 以 降 も 自 ら 主 導 的 役 割 を

果 た し て い く の で あ っ た 。  
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註  

                                                  
１ ） 具 体 的 に は 、前 述 の 1903 年 お よ び 1905 年 請 願 書 を 提 出 し た 団 体 、州 内

の 各 自 治 体 、警 察 当 局 、刑 務 所 長 、ア サ イ ラ ム 、病 院 、お よ び 慈 善 施 設

の 施 設 長 、 児 童 援 護 協 会 、 宣 教 師 と 婦 人 牧 師 補 、 慈 善 協 会 、 教 育 当 局 、

そ し て 精 神 薄 弱 問 題 有 識 者 そ の ほ か を 対 象 と し た （ FMiO [1907] 10）。  

２ ） 他 国 の 情 報 に つ い て は 、会 議 に お け る 個 人 の 発 言 な ど 、詳 し く 書 か れ て

い る こ と が あ る も の の 、マ ク マ ー チ ー 自 身 が そ の 場 に い た の か 、ま た は

何 処 か ら 情 報 を 得 た の か は 明 ら か で な い こ と が 多 い 。  

３ ）  マ ク マ ー チ ー は 、 1906 年 度 の 第 １ 年 報 の 冒 頭 に お い て 精 神 薄 弱 の 定 義

に つ い て 述 べ 、フ ラ ン ス で は「 L’ Idiotie」と い う ひ と つ の 用 語 に 、ま

た ア メ リ カ で も 同 様 に「 精 神 薄 弱（ Feeble-minded）」と い う 用 語 に 重

度 級 の 白 痴 （ the lowest grade of idiocy） か ら も 軽 度 級 の 精 神 薄 弱

（ the highest grade of the feeble-minded） ま で あ ら ゆ る 程 度 の 精 神

欠 陥 （ mental defect） を 含 め て 使 わ れ て い る 一 方 で 、 イ ギ リ ス で は 、

白 痴 と 痴 愚 と を 慎 重 に 区 別 す る と と も に 軽 度 精 神 薄 弱 （ merely 

feeble-minded）と も 区 別 し て お り 、「 こ れ は 使 用 す る の に 便 利 か つ 的 確

で あ る 」 と 採 用 を 決 定 し て い る （ FMiO [1907] 3）。  

４ ）  マ ク マ ー チ ー の 報 告 で は 理 由 は 明 示 さ れ て い な い が 、 お そ ら く 人 道 的 、

経 済 的 、あ る い は 精 神 薄 弱 者 を 施 設 外 に 退 所 さ せ た と き の 危 険 性 に つ い

て 理 解 し て い た こ と 、も し く は そ れ ら 全 て の 理 由 が あ っ た と 考 え ら れ る 。

と い う の も 、1906 年 に は ト ロ ン ト の あ る「 授 産 所（ Industrial Refuge）

に い る 36 人 の 入 所 者 の う ち 、24 人 は 多 か れ 少 な か れ 精 神 薄 弱 で あ っ た 」

と 報 告 さ れ て い る か ら で あ る （ FMiO [1907] 12）。  

５ ） 1871 年 に 成 立 し た 公 立 小 学 校 法・文 法 学 校 法 は 、７ 歳 か ら 12 歳 ま で の

児 童 に 年 間 ４ ヶ 月 の 就 学 義 務 を 課 し た 。こ の 義 務 就 学 を 定 め た 法 は 強 制

力 が 弱 か っ た た め 、 1891 年 と 1919 年 に 改 定 、 引 き 締 め を 行 わ ね ば な ら

ず （ ジ ョ ン ソ ン  [1984] 110）、 急 速 な 就 学 率 ・ 出 席 率 の 上 昇 を 促 し た わ

け で は な か っ た が 、こ の 法 律 を 基 礎 と し て 就 学 期 間 の 延 長 、不 就 学 へ の

罰 則 の 強 化 、 無 断 欠 席 生 徒 補 導 員 （ truant officer） の 設 置 、 児 童 労 働

の 制 限 な ど の 各 種 改 革 が な さ れ 、公 立 学 校 の 登 録 者 数 は 確 実 に 増 加 し て

い っ た 。  

６ ）  1910 年 の 時 点 に お い て 、 州 内 の 市 （ city） に 18、 町 （ town） に 123、

そ れ 以 外 （ rural） に 43、 合 計 184 の 学 区 が あ っ た （ the Minister of 

Education [1911] 2-5）。  

７ ） マ ク マ ー チ ー は 、「 A. ニ ュ ー ス ホ ー ム（ Arthur Newsholme）博 士 に よ っ

て 、あ ら ゆ る コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て 、乳 幼 児 死 亡 率 が 衛 生 状 況 の も 繊

細 な 指 標 で あ る と 明 言 さ れ た こ と を 思 い 出 す と き 、ま た 母 親 に な る こ と

は す べ て の 職 業 の 中 で も 高 尚 、高 潔 で 熟 練 を 要 す る こ と を 思 い 出 す と

き 、 わ れ わ れ は そ の 神 聖 な 職 務 （ 母 親 ） が こ の よ う な 冒 涜 （ 精 神 薄 弱 ）

に よ っ て 汚 さ れ る こ と を 認 め て き た こ と を 恥 ず か し く 思 う だ ろ う 」と 述

べ た （ MacMurchy [1916a] 59-60; [1916b] 231）。  

８ ）  こ の 優 生 学 的 思 想 は 後 に 、 彼 女 が 連 邦 保 健 局 児 童 福 祉 課 長 に 就 任 す る

1920 年 代 以 降 に お け る 、精 神 薄 弱 者 を 含 む 、施 設 そ の ほ か の 形 態 に お い

て 社 会 的 救 済 の 対 象 と な り 、膨 大 な 経 費 支 出 の 元 に な っ て い る 人 々 の 婚

姻 と 出 産 の 防 止 の 主 張 と 、 1934 年 の 著 書 、「 断 種 か ？ 出 産 制 限 か ？ ― 家

族 の 福 祉 と 安 全 」 に つ な が る 。  

９ ） フ ァ レ ル に よ る 1909 年 の 報 告 に つ い て マ ク マ ー チ ー が 紹 介 し た も の は 、
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① ニ ュ ー ヨ ー ク の ３ 行 政 区 に お け る 、異 常 に 学 業 不 振 の 児 童 が い る と 答

え た 学 校 の 割 合 と 、② 同 市 内 の 特 殊 学 級 児 童 の 身 体 的 欠 陥 の 種 類 と 割 合

で あ っ た 。① で は 、マ ン ハ ッ タ ン 行 政 区 で 約 65%、ブ ロ ン ク ス 区 で 約 85%、

ブ ル ッ ク リ ン 区 で 約 50%の 学 校 が 、 異 常 に 学 業 不 振 の 児 童 が い る と 回 答

し た 。 ② で は 特 殊 学 級 児 童 680 人 に お い て 、 栄 養 失 調 が 約 60%、 神 経 性

疾 患 が 約 75%、ア デ ノ イ ド が 約 55%、扁 桃 腺 肥 大 症 が 約 60%、視 覚 障 害 が

約 70%、 聴 覚 障 害 が 約 30%、 そ し て 歯 の 欠 陥 が 80%に 発 見 さ れ た （ FMiO 

[1910] 24-26）。  

１ ０ ）  同 時 に 彼 女 は 、 当 時 （ 1905 年 ） の イ ギ リ ス の 状 況 に つ い て も 次 の よ

う に 報 告 し て い る が 、数 値 の 具 体 的 な 根 拠 に つ い て は 述 べ ら れ て い な い 。 

 

「 イ ギ リ ス で は 、 可 能 な 限 り 精 神 薄 弱 児 は 1899 年 法 で 設 置 さ れ た

『 特 殊 学 校 』に 送 ら れ て い る 。こ れ ら『 特 殊 学 校 』に い る 精 神 薄 弱 児

の う ち 、約 10％ は 自 活 か そ れ に 近 く な っ て い る 。30％ 以 上 は 、こ と に

よ る と 、家 庭 で 至 極 素 晴 ら し い ケ ア を 受 け ら れ た な ら ば 等 し く 責 任 あ

る 市 民 と な る チ ャ ン ス が あ る と 思 わ れ る 。し か し 、残 り の 60％ は 、職

業 コ ロ ニ ー を 併 設 し た 施 設（ Home）に お け る 恒 久 保 護 以 外 に 何 も 適 さ

な い と 考 え ら れ る 」（ FMiO [1907] 7）  

 

１ １ ）  マ ク マ ー チ ー は 、 1910 年 の 報 告 書 に お い て 初 め て 知 能 検 査 に つ い て

言 及 し 、「 H.H. ゴ ダ ー ド （ H.H. Goddard） に よ っ て 翻 訳 さ れ た ビ ネ と シ

モ ン の 知 能 検 査 は 、精 神 薄 弱 児 を 助 け よ う と し て い る 者 に と っ て は 、書

籍 解 題 の よ う に 理 解 し が た い 」と 批 判 的 に 述 べ て い る（ FMiO [1911] 41）。

そ の 後 も 彼 女 は 、ゴ ダ ー ド が 研 究 を 行 っ た ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 ヴ ァ イ ン

ラ ン ド 精 神 薄 弱 者 施 設 や 同 施 設 長 で あ っ た ジ ョ ン ス ト ン に つ い て 言 及

し て い る こ と な ど か ら 、当 時 の ア メ リ カ に お け る 知 能 検 査 に 関 す る 研 究

に つ い て 知 見 を 得 て い た と 考 え ら れ る 。し か し な が ら 、1910 年 代 時 点 で

は 、マ ク マ ー チ ー が 精 神 薄 弱 の 判 断 方 法 と し て 知 能 検 査 を 採 用 す る こ と

は な か っ た 。ま た 、オ ン タ リ オ 州 に お い て 知 能 検 査 が 本 格 的 に 導 入 さ れ

る の は 1920 年 以 降 の こ と で あ っ た （ Hackett [1969] 14）。  

１ ２ ）  た と え ば 、「 オ ー ス ト リ ア 、 ハ ン ガ リ ー 、 ス イ ス 、 イ タ リ ア 、 ス ウ ェ

ー デ ン 、ノ ル ウ ェ ー 、デ ン マ ー ク 、イ ギ リ ス 、オ ー ス ト ラ リ ア 、そ し て

ア メ リ カ は す べ て 、精 神 薄 弱 児 の た め の 特 殊 学 級 を 設 置 し て 」い た（ FMiO 

[1909] 12）。  

１ ３ ）  ま た 、 特 殊 学 級 在 籍 児 の 「 残 り の 80％ の う ち 、 約 半 数 は 手 仕 事 が う

ま く で き 、知 的 に 通 常 で あ り 、さ ら に 半 数 は 定 期 的 な 指 導 監 督 の 下 、一

定 量 の 仕 事 を こ な す 能 力 が あ る 」 と 報 告 し た （ FMiO [1910] 45）。  

１ ４ ）  異 な る ４ 校 に そ れ ぞ れ 設 置 さ れ た ４ 学 級 に お い て 、 40 人 の 子 ど も が

在 籍 し て お り 、２ 人 の 教 師 が そ れ ぞ れ 、午 前 に １ 校 、午 後 に も う 1 校 の

計 ２ 学 級 ず つ 担 当 し て い た （ FMiO [1912] 24）。  

１ ５ ）  マ ク マ ー チ ー に よ れ ば 、 そ の ほ か の 自 治 体 も 、「 学 級 の 開 設 こ そ な い

が 、 関 心 の 兆 候 が 見 ら れ 」 て い た （ ACAR [1916] 18）。  

１ ６ ）  教 室 の 広 さ は 35×37 フ ィ ー ト で 、 設 備 は 、 ピ ア ノ 、 黒 板 、 教 師 の 机

２ つ 、 椅 子 10 脚 、 大 テ ー ブ ル １ つ 、 織 機 、 長 い す ７ ～ ８ 脚 、 幼 稚 園 の

テ ー ブ ル で あ っ た （ ACAR [1916] 17）。  

１ ７ ） な お 、マ ク マ ー チ ー に よ る「 精 神 欠 陥 者 に で き る 手 仕 事 を 依 頼 し 、で

き な い 頭 脳 仕 事 を 依 頼 す る こ と を や め た と き の 精 神 欠 陥 者 の 性 格 の 変

化 は 、 新 発 見 で あ っ た 」（ ACAR [1916] 23） と い う 気 づ き が あ っ た 。  
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第 １ 節  近 代 化 を 背 景 と し た 社 会 衛 生 の 主 張  

前 章 ま で で は 、独 立 か ら 間 も な く 都 市 も 未 発 達 で あ っ た 20 世 紀 初 頭 ま で の

オ ン タ リ オ 州 に お い て 、 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 問 題 が 発 見 さ れ 、 オ リ リ ア 白 痴 施

設 、 精 神 薄 弱 者 調 査 官 職 、 お よ び 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 と い っ た 対 応 機 関 が

設 置 さ れ る 経 緯 と 初 期 の 実 態 に つ い て 明 ら か に し た 。 初 代 精 神 薄 弱 者 調 査 官

で あ っ た マ ク マ ー チ ー は 、 国 内 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 窮 状 と 英 米 に お け る 精

神 薄 弱 脅 威 論 と を 結 び つ け る こ と に よ っ て 、 精 神 薄 弱 の 早 期 発 見 ・ 予 防 と 教

育 的 ・ 福 祉 的 対 応 を 政 策 的 重 要 課 題 と し て 取 り 上 げ た も の の 、 財 政 的 制 約 、

一 般 住 民 の 関 心 の 低 さ な ど が 一 因 と な り 、 1914 年 補 助 学 級 法 の 制 定 の ほ か 、

政 策 的 対 応 は 急 速 に は 進 ま な か っ た こ と が 明 ら か と な っ た 。  

本 章 で は 、 1910 年 代 か ら 1920 年 代 に お け る 同 州 の 近 代 化 と 都 市 化 を 背 景

と し て 、 オ リ リ ア 施 設 と 精 神 薄 弱 学 級 が そ れ ぞ れ い か な る 役 割 を 担 い 、 ど の

よ う な 目 的 と 方 法 を 採 用 し て 展 開 し て ゆ く の か に つ い て 究 明 す る こ と と す る 。 

1910 年 代 後 半 以 降 、オ ン タ リ オ 州 を は じ め と す る カ ナ ダ 各 地 で 近 代 化 と 都

市 化 が 進 行 す る と 、 移 民 政 策 に 関 心 を も つ 精 神 科 医 や 公 衆 衛 生 専 門 家 、 女 性

団 体 が 精 神 薄 弱 と 貧 困 、 犯 罪 、 伝 染 病 と い っ た 社 会 問 題 と の 因 果 関 係 を 指 摘

し 、 社 会 道 徳 も 含 め た 社 会 衛 生 （ social hygiene） の 向 上 を 主 張 す る よ う に

な る 。1920 年 代 の カ ナ ダ で は 、社 会 衛 生 の 名 の も と に 精 神 薄 弱 者 を 含 む 社 会

不 適 応 者 を 排 除 し よ う と い う 思 想 が 一 定 の 支 持 を 得 て い く の で あ る 。  

そ こ で 本 節 で は 、 1910 年 代 後 半 か ら 1920 年 代 の オ ン タ リ オ 州 で オ リ リ ア

施 設 と 公 立 学 校 が 立 脚 す る 社 会 背 景 と し て 、 精 神 薄 弱 を 標 的 の 一 つ と し た 当

時 の 社 会 衛 生 の 主 張 を 整 理 す る 。 分 析 の 柱 は 以 下 の ３ 点 で あ る 。 第 一 に 、 カ

ナ ダ 女 性 会 議（ NCWC）に よ る 児 童・家 庭 福 祉 の 課 題 と し て の 精 神 薄 弱 の 指 摘 。

第 二 に 、カ ナ ダ 精 神 衛 生 委 員 会（ CNCMH）に よ る 移 民 政 策 批 判 と 精 神 薄 弱 の 関

係 。 そ し て 第 三 に 、 カ ナ ダ 公 衆 衛 生 学 会 （ CPHA） に よ る 都 市 問 題 の 一 環 と し
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て の 精 神 薄 弱 へ の 着 目 で あ る 。 こ れ ら ３ 点 は そ れ ぞ れ が 独 立 し た も の で は な

く 、 相 互 に 関 係 性 が あ り 、 ま た 社 会 衛 生 の 流 れ の な か で 発 生 し て い る 点 に も

着 目 さ れ よ う 。  

そ れ ぞ れ の 主 張 に つ い て 述 べ る 前 に ま ず 、 前 提 と な る 1890 年 代 か ら の カ

ナ ダ の 移 民 政 策 に つ い て 取 り 上 げ て お き た い 。  

細 川（ 2009b）に よ れ ば 、当 時 の 移 民 法 は 、基 本 的 に は 1869 年 の 移 民 法 に

基 づ い て お り 、 精 神 異 常 者 、 貧 困 者 、 お よ び 身 体 障 害 者 の 移 民 の 入 国 は 、 建

前 上 は 禁 止 さ れ て い た 。1869 年 の 移 民 法 で は 、検 疫 所 の 医 務 監 察 官（ medical 

superintendent） は 、「 1868 年 検 疫 ・ 保 健 法 （ Quarantine and Health Act）」

に 則 り 、 乗 船 者 名 簿 、 健 康 証 明 書 、 積 荷 目 録 、 航 海 日 誌 、 そ の 他 の 書 類 を 検

査 し 、 精 神 異 常 、 白 痴 、 聾 唖 、 盲 、 あ る い は 虚 弱 な 者 、 な い し は 、 医 務 監 察

官 の 判 断 で 恒 久 的 に 生 活 保 護 を 受 け る 可 能 性 が あ る と 判 断 さ れ た 者 に つ い て

は 、 税 関 官 吏 に 報 告 す る こ と 、 そ し て 精 神 異 常 、 白 痴 、 聾 唖 、 盲 、 虚 弱 な 者

に つ い て は 、 移 民 官 は 農 務 相 の 同 意 を 得 て 、 乗 船 港 ま で 送 還 す る 手 続 き を と

る こ と を 規 定 し て い た 。  

要 す る に 、 建 前 の 上 で は 、 国 外 か ら カ ナ ダ 国 内 へ の 精 神 薄 弱 者 の 流 入 は 防

止 さ れ る こ と に な っ て い た の で あ る 。  

し か し な が ら 、20 世 紀 初 頭 ま で 、カ ナ ダ の 港 で の 医 務 検 査 は 事 実 上 行 な わ

れ て い な か っ た 。「 各 地 の 地 方 自 治 体 が 伝 染 病 の 罹 患 者 な ど の 入 国 に 異 議 を 唱

え て い た も の の 、 経 費 が か さ む 検 疫 は 機 能 し な か っ た の で あ る 。 当 時 の カ ナ

ダ は 、 西 部 開 拓 農 民 や 工 場 労 働 者 と し て 移 民 を 積 極 的 に 受 け 入 れ る 政 策 を と

っ て お り 、 こ う し た 連 邦 政 府 の 意 向 が 優 先 さ れ る あ ま り 、 不 適 切 な 移 民 の 入

国 阻 止 の 要 求 は 無 視 さ れ て い る と 批 判 さ れ た 」 の が 実 状 で あ っ た （ 細 川  

[2009b] 90-91）。  

し た が っ て 、カ ナ ダ の 当 時 の 移 民 政 策 と 実 状 を 踏 ま え た 上 で 、① NCWC に よ
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る 児 童 ・ 家 庭 福 祉 の 課 題 と し て の 精 神 薄 弱 の 指 摘 、 ② CNCMH に よ る 移 民 政 策

批 判 と 精 神 薄 弱 、③ CPHA に よ る 都 市 問 題 の 一 環 と し て の 精 神 薄 弱 へ の 着 目 の

３ 点 を 検 討 す る こ と が 重 要 に な る と い え る 。  

  

１ ．  児 童 ・ 家 庭 福 祉 の 課 題 と し て の 精 神 薄 弱 の 指 摘  

本 項 で は 、 児 童 ・ 家 庭 福 祉 の 課 題 と し て の 精 神 薄 弱 の 指 摘 を 整 理 す る 。 児

童 ・ 家 庭 福 祉 に お い て 、 精 神 薄 弱 者 が 課 題 と し て 認 識 さ れ た の は 、 女 性 団 体

に よ る 主 張 と 運 動 の 影 響 が 大 き か っ た 。  

カ ナ ダ の み な ら ず 、ア メ リ カ 、イ ギ リ ス 、そ の ほ か の イ ギ リ ス 領 な ど で は 、

当 時 の 女 性 団 体 が 女 性 参 政 権 、 禁 酒 、 児 童 福 祉 、 移 民 な ど 、 さ ま ざ ま な 問 題

に 関 心 を 寄 せ 、 白 人 あ る い は ア ン グ ロ ・ サ ク ソ ン 人 種 の 退 化 に つ い て 警 戒 感

を 示 し て い た こ と は す で に 指 摘 さ れ て い る 。と く に カ ナ ダ で は 1867 年 の 連 邦

独 立 か ら 間 も な く 、 自 治 領 と し て い か に 質 量 と も に 富 国 し て い く か が 重 要 な

課 題 と な っ て お り 、「 国 富 と 国 力 の 根 源 は 国 民 の 人 格 に あ る 」と 認 識 さ れ て い

た （ Valverde [2008] 104）。  

20 世 紀 初 頭 に は 移 民 奨 励 策 に よ っ て 、と り わ け カ ナ ダ の 西 部 に 移 民 が 押 し

寄 せ て い た こ と か ら 、「 望 ま し く な い 」移 民 へ の 警 戒 心 が 強 ま っ て い た こ と が

推 測 で き る 。 19 世 紀 末 に は NCWC を は じ め 各 地 の 女 性 団 体 が 子 ど も の 移 民 に

つ い て の 調 査 を 実 施 し て い た し 、 移 民 政 策 の 強 化 を 訴 え て い た CNCMH に は

NCWC の 代 表 も 加 わ っ て い た 。  

第 ２ 章 で 述 べ た が 、 1891 年 に 結 成 さ れ た NCWC は 、 早 期 か ら 精 神 薄 弱 の と

り わ け 精 神 薄 弱 女 性 の 問 題 に 着 目 し 、 対 応 を 求 め る 対 政 府 運 動 を 展 開 し て い

た 。第 一 次 世 界 大 戦 前 後 に な る と 、そ の NCWC を 中 心 と し て 各 地 の 女 性 が 、精

神 薄 弱 を 家 庭 衛 生 あ る い は 健 全 な 子 ど も の 育 成 に 係 る 有 害 因 子 と み な し 、 そ

の 隔 離・排 除 を 提 唱 す る よ う に な る（ 細 川  [2008] 173-176; Valverde [2008] 
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108-110）。  

た と え ば 、 1919 年 に は NCWC の 常 置 委 員 会 で あ る 「 精 神 欠 陥 者 の ケ ア に 関

す る 委 員 会 」 か ら 、 次 の よ う な 報 告 が な さ れ て い る 。  

 

「 正 規 の 教 育 （ book learning） に 不 適 合 な 子 ど も に は … 感 覚 能 力 の 訓

練 、手 工 訓 練 、職 業 訓 練 を 授 け る こ と は で き る 。こ う し て 、た だ こ う し て 、

教 育 の 問 題 は 解 決 さ れ る だ ろ う 。 し か し 彼 ら の 生 涯 に わ た る ケ ア の 問 題 は

残 る の で あ る 。 実 際 、 彼 ら が 自 ら 生 計 を 立 て る こ と は も っ と も 危 険 な の で

あ る 。 な ぜ な ら 、 重 度 級 の 精 神 薄 弱 者 よ り も 、 彼 ら は 結 婚 し 、 同 じ 者 を

再 生 産 す る 可 能 性 が 高 い か ら で あ る 。  

精 神 薄 弱 児 の 教 育 は 困 難 で あ る が 、 ま っ た く 希 望 が も て な い わ け で は な

い 。 そ し て 責 任 は そ こ で 終 わ ら な い の で あ る 。  

… 各 地 方 支 部 と 連 合 団 体 は 、 精 神 薄 弱 者 の 恒 久 的 な 隔 離 と 収 容 保 護 、 そ

し て 刑 務 所 、 学 校 、 移 民 受 入 れ 拠 点 と 連 携 し た 心 理 ク リ ニ ッ ク の 開 設 に つ

い て 積 極 的 に 議 論 し て ほ し い 」（ NCWC [1919] 138）  

 

ま た 、 1920 年 に 名 称 を 精 神 衛 生 （ Mental Hygiene） 委 員 会 と 変 更 し た 同 委

員 会 は 、精 神 欠 陥 者 を 子 ど も の う ち か ら 隔 離 す る こ と に つ い て も 、1920 年 に

次 の よ う に 述 べ て 道 徳 的 、 経 済 的 に 望 ま し い と し て い る 。  

 

「 逸 脱 し た 子 ど も （ abnormal children） は し ば し ば 、 普 通 の 子 ど も

（ normal children）の 初 等 教 育 に お い て 道 徳 的 悪 影 響 を 広 め 、ま る で 無 効

に し て し ま う 」（ NCWC [1920] 141）  

 

「 精 神 薄 弱 の 非 行 者 を 、 小 学 校 に い る う ち に 隔 離 す る こ と は 『 究 極 の 節
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約 』 で あ る 。 精 神 薄 弱 者 の な か に は 子 ど も の う ち か ら 犯 罪 癖 や 反 社 会 性 の

あ る 子 ど も が い る ― そ の ほ か の 者 は 気 立 て が 優 し く 、 素 直 で 、 行 儀 よ く 、

政 府 の 保 護 を 必 要 と し な い が 。 … 監 視 す る 者 の い な い 精 神 欠 陥 者 ほ ど 、 非

行 と 犯 罪 の 発 生 に 強 く 影 響 す る も の は な い 」（ NCWC [1920] 143）  

 

で は 、 NCWC の 主 張 の 根 拠 と な っ た も の は 何 で あ ろ う か 。  

そ れ は 、 優 生 学 の 思 想 で あ る 。 1883 年 に イ ギ リ ス の 遺 伝 学 者 F. ゴ ー ル ト

ン （ Francis Galton） に よ る 「 遺 伝 学 を 人 類 の 改 良 に 応 用 す べ き 」 と の 主 張

か ら 創 始 さ れ た 優 生 学 は 、 20 世 紀 初 め に は カ ナ ダ に も 導 入 さ れ た

（ Chesterton, 1922; Saleeby, 1911; 1921）。  

も っ と も 、 そ の 拡 が り に は ば ら つ き が あ っ た 。 ケ ベ ッ ク 州 で は 、 マ ギ ル 大

学 を 擁 し て い た も の の 、 フ ラ ン ス 系 の 間 で は ま っ た く 低 調 で あ っ た 一 方 、 イ

ギ リ ス 系 の 間 や 西 部 の 州 で は と く に 議 論 が 激 し か っ た （ 細 川  [2009b] 83）。

そ し て 、当 時 カ ナ ダ に お い て 、NCWC を は じ め 発 言 力 を 持 っ て い た 女 性 の ほ と

ん ど は 、 中 産 階 級 あ る い は 高 学 歴 の イ ギ リ ス 系 カ ナ ダ 人 だ っ た の で あ る

（ Boutilier [1994] 17）。  

社 会 改 革 に 傾 倒 す る イ ギ リ ス 系 カ ナ ダ 人 女 性 と 各 界 の 人 び と が 優 生 学 に ひ

き つ け ら れ た の は 、19 世 紀 末 か ら 20 世 紀 前 半 に か け て 、カ ナ ダ を 取 り 巻 く

内 外 の 事 情 に あ っ た と し て 、 細 川 （ 2009b） は 次 の よ う に 述 べ て い る 。  

 

「 ト ロ ン ト や モ ン ト リ オ ー ル の 都 市 部 で は 、 公 衆 衛 生 環 境 の 悪 化 が 問 題

視 さ れ 、 そ の 主 因 は 移 民 の 大 量 流 入 に あ る と 考 え ら れ て い た 。 移 民 の 多 く

は イ ギ リ ス 諸 島 や ア メ リ カ 合 衆 国 か ら で あ っ た が 、 非 イ ギ リ ス 系 も 増 加 し

て お り 、と り わ け 都 市 部 に 占 め る 割 合 は 急 増 し て い た 。イ ギ リ ス 系 住 民 は 、

非 イ ギ リ ス 系 の 増 加 に よ っ て 彼 ら が い ず れ 少 数 派 に 転 じ る ば か り か 、 社 会
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の 無 秩 序 化 が 助 長 さ れ る と 懸 念 し た の で あ っ た 。 す な わ ち 、 そ れ は 、 イ ギ

リ ス 帝 国 内 の 自 治 領 と し て ア ン グ ロ ・ サ ク ソ ン の 諸 価 値 に 基 づ い た カ ナ ダ

社 会 を 担 っ て き た イ ギ リ ス 系 の『 人 種 の 自 殺（ race suicide）』を 意 味 し て

い た 。か く し て 、公 衆 衛 生 に た ず さ わ る 人 び と や『 人 種 の 母（ mothers of the 

race）』た る 女 性 た ち が 、社 会 の 改 革 を 唱 え 、優 生 学 に そ の よ り ど こ ろ を 求

め た の で あ っ た 」（ 細 川  [2009b] 88）  

 

す な わ ち 、 カ ナ ダ 女 性 に と っ て 重 大 な 関 心 事 で あ っ た 、 ア ン グ ロ ・ サ ク ソ

ン 人 種 で あ る イ ギ リ ス 系 カ ナ ダ 人 の 衰 退 へ の 懸 念 、 非 行 少 年 へ の 対 処 、 良 き

母 親 と 良 き 家 庭 の 育 成 の 必 要 性 は 、「 望 ま し く な い 」移 民 の 流 入 へ の 気 づ き に

よ っ て さ ら に 高 ま っ て い た 。  

そ し て 、 健 全 な 子 ど も の 育 成 と コ ミ ュ ニ テ ィ の 保 護 に 有 害 な 因 子 と し て 、

ひ い て は 人 種 の 衰 退 と「 精 神 の 墜 落 」を も た ら す 根 源 と し て 精 神 薄 弱 を 捉 え 、

移 民 制 限 策 と 同 時 に そ の 隔 離 と 保 護 を 推 奨 す る NCWC の 活 動 や 主 張 が 正 当 化

さ れ て い く こ と と な っ た の で あ る 。  

 

２ ．  カ ナ ダ 精 神 衛 生 委 員 会 に よ る 全 国 調 査 の 実 施 と 民 族 衛 生 の 主 張  

NCWC が 人 種 の 退 化 へ の 懸 念 を 高 め て い た の と 同 時 期 に 、カ ナ ダ の 移 民 政 策

に 対 し て 不 満 と 改 善 を 訴 え た 専 門 家 団 体 が あ っ た 。  

カ ナ ダ 精 神 医 学 界 の 重 鎮 で あ り 、 早 期 か ら 移 民 政 策 の 強 化 を 唱 え て き た

C.K. ク ラ ー ク （ Charles Kirk Clarke 1857-1924） を は じ め 、 精 神 科 医 が 中

心 と な っ て 1918 年 に 創 設 さ れ た CNCMH で あ る 。  

で は 、 CNCMH は ど の よ う な 経 緯 を 経 て 設 立 さ れ た の だ ろ う か 。  

同 協 会 の 前 身 は 、1912 年 に マ ク マ ー チ ー ら に よ っ て 結 成 さ れ た 、オ ン タ リ

オ 州 精 神 薄 弱 者 ケ ア 協 会 （ PACFM） で あ っ た （ Dowbiggin [1997] 167; FMiO 
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[1917] 11）。 PACFM の 会 長 を 務 め た ク ラ ー ク は 、 後 に CNCMH の 創 設 者 の ひ と

り と な り 、 初 代 医 事 局 長 （ medical director） を 務 め る 。  

ク ラ ー ク は カ ナ ダ の 精 神 衛 生 に つ い て 多 大 な 影 響 を 与 え た 人 物 で あ る こ と

か ら 、 こ こ で 彼 の 経 歴 と 思 想 に つ い て 取 り 上 げ た い 。  

カ ナ ダ 独 立 前 の 1857 年 に 現 オ ン タ リ オ 州 に 生 ま れ た ク ラ ー ク は 、 1879 年

に ト ロ ン ト 大 学 医 学 部 を 卒 業 後 、 同 州 内 の 精 神 病 ア サ イ ラ ム に 勤 務 し 、 1911

年 か ら ７ 年 間 、 ト ロ ン ト 総 合 病 院 （ the Toronto General Hospital） 院 長 を

務 め た 。 ま た 、 1908 年 か ら 20 年 ま で は ト ロ ン ト 大 学 医 学 部 長 お よ び 精 神 医

学 の 教 授 を 兼 任 し て い た （ Greenland [1966] 155-160）。  

ク ラ ー ク は 、1909 年 に ト ロ ン ト 総 合 病 院 の 敷 地 内 に カ ナ ダ で 初 め て の 外 来

患 者 用 の 精 神 科 ク リ ニ ッ ク を 開 設 し 、 S. フ ロ イ ト （ Sigmund Freud） の 弟 子

で あ っ た E. ジ ョ ー ン ズ （ Ernest Jones） を 所 長 に 任 命 し た 。 同 ク リ ニ ッ ク

は 、ト ロ ン ト 総 合 病 院 改 築 と ジ ョ ー ン ズ の 転 出 に 伴 い 1913 年 に 閉 鎖 さ れ る も

の の 、院 長 に 就 任 し て い た ク ラ ー ク は 翌 1914 年 に は 病 院 の 一 部 門 と し て ク リ

ニ ッ ク （ Social Service Clinic） を 再 開 し た 。  

し か し 、 1909 年 と 1914 年 に ク リ ニ ッ ク を 開 設 し た 際 の 彼 の 主 意 に は 明 ら

か な 変 化 が み ら れ る 。 初 は 移 民 政 策 に 対 し て 制 限 主 義 を 主 張 し て い た の に

対 し （ IPPC [1908] 3-10）、 後 年 に は 精 神 薄 弱 者 の 問 題 へ と そ の 関 心 が 転 向 し

て い る （ Clarke [1918] 97-98; Dowbiggin [1997] 161; Stephen [1995] 8）。

と こ ろ が 、第 一 次 世 界 大 戦 末 期 に は 移 民 政 策 へ の 批 判 を 再 開 し 、「 我 々 が こ れ

ま で 自 己 防 衛 策 を 採 っ て こ な か っ た こ と は 、 カ ナ ダ に 入 国 し て き た 膨 大 な 数

の 不 適 当 な 集 団 （ unsuitable elements） と 関 わ っ て き た 者 に と っ て は 明 々

白 々 で あ る 」（ Clarke [1919] 441）と し て 移 民 制 限 の 強 化 を 訴 え た １ ）（ Clarke, 

1916; 1919）。彼 の 主 張 の 背 景 に は 、戦 争 に よ る 死 傷 で 優 秀 な 人 材 や そ の 子 孫

の 再 生 産 が 停 滞 す る こ と 、 ま た 終 戦 に よ り ヨ ー ロ ッ パ か ら カ ナ ダ へ 「 不 健 全
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な 」層 の 人 々 が 送 り 込 ま れ て く る こ と へ の 懸 念 に 加 え て（ McConnachie [1987] 

23-24; McLaren [1990] 42-43）、 精 神 科 医 と し て ク リ ニ ッ ク で の 経 験 に よ る

裏 付 け が あ っ た の で あ る 。  

ク ラ ー ク は 、 か つ て 勤 務 し て い た キ ン グ ス ト ン ・ ア サ イ ラ ム や ト ロ ン ト ・

ア サ イ ラ ム で 重 度 の 精 神 病 患 者 に 接 し て い た が 、 彼 の ク リ ニ ッ ク に は 、 そ れ

よ り も 軽 度 の 精 神 薄 弱 者 に つ い て 、 ト ロ ン ト 市 内 の 学 校 、 少 年 裁 判 所 、 公 衆

衛 生 局 そ の 他 関 連 機 関 か ら 診 察 の 照 会 が 寄 せ ら れ て い た 。 ク ラ ー ク は 、 こ う

し た 軽 度 精 神 薄 弱 者 は 、 精 神 医 学 や 心 理 学 の 分 析 に 通 じ た 者 で な い と 容 易 に

発 見 で き な い ゆ え に 、彼 ら が 街 を 徘 徊 し が ち で あ り 、彼 ら が 犯 罪 者 、売 春 婦 、

非 行 少 年 、 未 婚 の 母 に な り か ね な い と し た （ Dowbiggin [1997] 161）。  

さ ら に 彼 の 同 僚 で あ り 、 CNCMH 創 設 時 の 会 員 と な る 看 護 師 の M. キ ー ス

（ Marjorie Keyes）２ ） は 、ク リ ニ ッ ク で の 診 療 記 録 か ら 売 春 婦 の ６ 割 が 精 神

薄 弱 で あ る と し 、 精 神 薄 弱 女 性 は 、 売 春 婦 と な り 、 性 病 を 蔓 延 さ せ 、 次 世 代

に も 精 神 薄 弱 者 が 生 ま れ る こ と に な る と し た（ Keys
マ マ

 [1918] 99）。か か る 見 解

は 、 同 じ く 女 性 で あ る マ ク マ ー チ ー ら に も 共 有 さ れ た 。 精 神 薄 弱 者 は ま た 、

精 神 薄 弱 者 を 配 偶 者 と す る ケ ー ス が 多 く 、 や は り 欠 陥 の あ る 人 種 が 永 遠 に 続

く う え 、 精 神 薄 弱 者 に は 犯 罪 性 が 宿 っ て い る と も さ れ た 。 こ う し て 精 神 薄 弱

者 は 、 反 社 会 的 存 在 と み な さ れ 、 彼 ら が 生 み 出 す 悪 循 環 を 断 つ べ く 、 精 神 薄

弱 者 の 再 生 産 を 阻 止 す べ き だ と の 主 張 が 唱 え ら れ た の で あ っ た（ Keys
マ マ

 [1918] 

99-101）。  

こ の よ う に 、軽 度 の 精 神 薄 弱 は 、「 正 常 な 」市 民 と 接 す る 機 会 が 多 い が ゆ え

に 、 隔 離 さ れ た 重 度 の 患 者 と は 異 な る 意 味 で 危 険 視 さ れ た の で あ る 。 換 言 す

れ ば 、「 正 常 」と「 非 正 常 」の 境 界 を さ ま よ う 危 険 な 存 在 と し て 避 忌 さ れ た と

い え よ う 。  

ク ラ ー ク は 、 精 神 病 患 者 と 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 や 施 設 の 改 善 に い ち 早 く 関 心
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を 示 し た 人 物 で あ り 、 改 革 の 時 代 に あ っ て つ ね に そ の 先 駆 的 役 割 を 演 じ て き

た ３ ）。そ れ だ け に 、多 く の 抵 抗 に 向 き 合 わ ざ る を え な か っ た ４ ）。ク ラ ー ク に

し て み れ ば 、 現 場 の 医 療 に 携 わ っ て い た が ゆ え に 、 移 民 の 増 加 に 伴 っ て 精 神

薄 弱 者 が 増 加 し て い る 状 況 を 看 過 す る わ け に は い か な か っ た の で あ る 。  

こ の よ う な 経 験 と 思 想 の 持 ち 主 を 中 心 と し て 、CNCMH は 発 足 す る の で あ る 。 

1917 年 、 ク ラ ー ク の も と ク リ ニ ッ ク で 働 い て い た 精 神 科 医 の C.M. ヒ ン ク

ス （ Clarence Meredith Hincks 1885-1964） は 、 ク ラ ー ク に カ ナ ダ 全 域 に つ

い て 精 神 病 者 お よ び 精 神 薄 弱 者 へ の 新 し い 対 処 法 を 実 施 す る 必 要 を 訴 え 、 同

年 に ア メ リ カ の 事 例 を 学 ぶ た め 同 国 を 訪 れ た 。 彼 は そ こ で 全 米 精 神 衛 生 委 員

会 （ the National Committee for Mental Hygiene: NCMH） の 創 設 者 で あ る

C.W. ビ ア ー ズ （ Clifford Whittingham Beers） に も 面 会 し た 。 ビ ア ー ズ の 思

想 に 感 化 さ れ た ヒ ン ク ス は 、カ ナ ダ で も ア メ リ カ の NCMH に 匹 敵 す る 組 織 を 設

立 す べ く 決 意 し 帰 国 の 途 に つ い た 。  

ヒ ン ク ス が ビ ア ー ズ の 精 神 衛 生 運 動 に 追 従 し た 理 由 に は 、 ビ ア ー ズ の 著 書

「 わ が 魂 に あ う ま で （ A mind that found itself）」（ Beers, 1908） を 読 み 感

銘 を 受 け て い た こ と に 加 え て （ McLaren [1990] 109）、 両 者 が 青 年 期 に 精 神 病

を 患 っ た 経 験 を 持 つ ５ ） と い う 共 通 点 か ら く る 共 感 も あ っ た と 考 え ら れ る 。  

帰 国 後 の ヒ ン ク ス は 組 織 立 上 げ の た め に 奔 走 し 、カ ナ ダ 総 督 の 後 援 も 得 て 、

1918 年 ４ 月 に は オ ン タ リ オ 州 オ タ ワ で の CNCMH 設 立 に こ ぎ つ け た の で あ っ た 。

な お そ の 設 立 に は 、 第 一 次 世 界 大 戦 末 期 か ら 戦 後 の 時 期 に あ っ て 、 戦 争 神 経

症 患 者 を は じ め と し た 帰 還 兵 に 対 す る 精 神 医 学 的 治 療 へ 関 心 が 集 ま っ て い た

こ と も 好 機 に 働 い た 。  

CNCMH は 、 機 関 誌 の 創 刊 号 序 文 に お い て 、 委 員 会 の 目 的 と し て 次 の ６ つ を

掲 げ て い る （ Canadian Journal of Mental Hygiene [1919] 1）。  

①  精 神 衛 生 （ mental health） の 保 護 の た め に 活 動 す る こ と  
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②  精 神 異 常 （ mental disorders） お よ び 精 神 欠 陥 （ mental defects） に つ

い て の 研 究 を 奨 励 す る こ と  

③  そ れ ら に つ い て 信 頼 性 の 高 い 情 報 を 獲 得 し 普 及 さ せ る こ と  

④  ケ ア と 治 療 の 水 準 を 高 め る こ と  

⑤  連 邦 、 州 、 各 都 市 に 既 存 の 機 関 を 調 整 す る こ と  

⑥  精 神 衛 生 を 目 的 と し た 系 列 組 織 を す べ て の 州 に 設 立 す る こ と  

CNCMH は 、 カ ナ ダ に お け る 精 神 病 や 精 神 欠 陥 へ の 対 処 が 現 状 で は 不 十 分 で

あ る こ と 、 精 神 的 要 因 に よ っ て 惹 起 さ れ る 問 題 が 多 く の カ ナ ダ 人 が 考 え る 以

上 に 深 刻 で あ り 増 加 し て い る こ と 、 そ し て 科 学 的 方 法 で 予 防 や 対 処 を 考 え る

必 要 が あ る と い う 考 え を 共 有 し て い た 。 そ こ で 、 移 民 政 策 の 改 善 に 向 け て 、

精 神 薄 弱 者 と 精 神 病 者 の 実 態 調 査 を 実 施 す る こ と を 第 一 の 任 務 と し た 。 と く

に 刑 罰 ・ 慈 善 施 設 や 公 立 学 校 に お け る 精 神 薄 弱 の 程 度 や 在 籍 状 況 を 調 べ る こ

と に 重 点 を 置 い て い た （ Clarke [1924] 13; CNCMH [1919b?] 9-11）。  

ち な み に 、 CNCMH 会 長 の C.F. マ ー テ ィ ン （ Charles F. Martin） は 1928

年 の 会 議 で 次 の よ う に 述 べ て い る 。「 心 神 喪 失（ insanity）と は 法 廷 で の 判 決

に 用 い る 単 な る 法 律 用 語 で あ っ て 、 医 師 の 診 断 に 用 い る 言 葉 で は な い 。 … 心

神 喪 失 と は 独 立 し た も の で は な く 、… 同 じ 異 常（ disorders）の グ ル ー プ に お

け る 精 神 的・社 会 的 機 能 不 全（ failure）の 終 結 果 で あ る 」（ CNCMH [1929] 2）。  

CNCMH は 1918 年 か ら 1922 年 に か け て オ ン タ リ オ 州 を 含 む ７ 州 で 精 神 薄 弱

者 の 実 態 調 査 を 実 施 し た 。 な お 、 精 神 薄 弱 者 の 実 態 調 査 は こ れ が 初 め で は な

く 、 オ ン タ リ オ 州 で は 1906 年 以 降 、 マ ク マ ー チ ー に よ っ て 実 施 さ れ て い る 。 

ち な み に 、ほ ぼ 同 時 期 、ア メ リ カ の NCMH は 、非 白 人 移 民 の 多 か っ た 南 部 に

て 同 様 の 調 査 を 行 な っ て い た 。 第 一 次 世 界 大 戦 後 、 カ ナ ダ に 移 民 の 波 が 押 し

寄 せ た の は 西 部 で あ り 、 そ こ で CNCMH は 西 部 の 実 態 調 査 を 優 先 し て い た 。  

1919 年 に 実 施 さ れ た ブ リ テ ィ ッ シ ュ・コ ロ ン ビ ア 州 の 調 査 で は 、精 神 病 院
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の 患 者 の み な ら ず 、 孤 児 院 、 職 業 訓 練 校 、 公 立 学 校 、 少 年 鑑 別 所 も 対 象 と し

て い た 。 こ の CNCMH の 調 査 を 皮 切 り に 、 ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 州 で の

精 神 衛 生 時 代 （ mental hygiene era） が 始 ま っ た の で あ っ た （ 細 川  [2010a] 

100; Menzies [2002] 391）。 翌 1920 年 に 出 さ れ た 調 査 報 告 書 は 、 同 州 に お け

る 精 神 薄 弱 の 割 合 が 極 め て 高 く 、 そ れ が 貧 困 、 犯 罪 、 売 春 の 主 要 因 で あ る が

ゆ え に 社 会 に と っ て 危 険 で あ る と 述 べ 、 精 神 薄 弱 者 の 再 生 産 に よ る 脅 威 を 指

摘 し た 。さ ら に 、救 護 院 収 容 者 の 72％ が 外 国 生 ま れ で あ る と し 、中 国 人 や

下 層 の ギ リ シ ア 人 を 含 む 移 民 に よ っ て 、 不 道 徳 な 価 値 や 行 為 が 蔓 延 し て い る

と 報 告 し た ６ ）（ CNCMH [1920] 3-59; 細 川  [2010a] 100）。  

他 の 州 で も 、 調 査 結 果 か ら 同 様 の 傾 向 が み ら れ た （ CNCMH, 1918; 1919a; 

Mundie, 1919）。 と り わ け 1919 年 に 調 査 し た ア ル バ ー タ 州 に 関 し て 、 ヒ ン ク

ス ら CNCMH が 問 題 視 し た の は 、 当 時 増 加 し て い た ス ラ ブ 系 移 民 の 中 に 精 神 薄

弱 者 の 占 め る 割 合 が 高 い こ と で あ っ た 。ヒ ン ク ス は 、か つ て の ク ラ ー ク 同 様 、

移 民 の 量 よ り も 質 を 問 題 に し 、「 精 神 異 常 者 と 精 神 欠 陥 者 は 他 の 者 以 上 に 脅 威

と な る た め 入 国 を 拒 否 す る こ と が 望 ま し い 」 と し た （ Dowbiggin [1997] 179; 

McLaren [1990] 99）。 そ し て 、 CNCMH は 東 欧 か ら の 移 民 だ け で な く 慈 善 ・ 矯

正 施 設 収 容 者 に お い て も 精 神 薄 弱 者 の 割 合 が 高 い と い う 科 学 的 根 拠 を 裏 付 け

に 、「 異 常 な 人 々 の 増 加 を 防 ぐ た め の 一 方 策 と し て の 断 種 」を 示 唆 す る 報 告 書

を ア ル バ ー タ 州 へ 提 出 し た （ Dowbiggin [1997] 179; Grekul [2002] 26-27）。  

そ も そ も 、「 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 施 設 は 非 常 に 少 な く 、既 存 の 施 設 も 問 題 の 科

学 的 側 面 や 派 生 し て 起 こ る よ り 大 き な 社 会 問 題 に つ い て は ほ と ん ど 注 目 し て

い な い 」（ the Public Health Journal [1918] 591）当 時 の 状 況 に あ っ て 、CNCMH

の 実 態 調 査 や 断 種 が 受 け 入 れ ら れ た の は な ぜ な の だ ろ う か 。そ れ は 、1910 年

代 後 半 以 降 、 次 項 以 降 で 述 べ る よ う に 、 精 神 薄 弱 に 関 心 を も つ 専 門 家 や 前 項

で 述 べ た 女 性 団 体 の 間 で 精 神 薄 弱 脅 威 論 が 拡 大 し て い た か ら で あ る 。  
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し た が っ て 、 と り わ け 精 神 科 医 、 女 性 団 体 、 そ し て 教 育 ・ 福 祉 ・ 公 衆 衛 生

に 従 事 す る 者 に と っ て 、 こ う し た 精 神 薄 弱 と 社 会 問 題 と の 関 連 性 を 示 す 調 査

が 意 義 を 持 ち 、 支 持 さ れ た の で あ る 。 そ れ で は 、 CNCMH に よ る 精 神 衛 生 の 主

張 と 流 れ に つ い て み て い く 。  

CNCMH が 牽 引 役 と な っ て 、 精 神 薄 弱 者 と 精 神 病 者 を 主 な 標 的 と し た 精 神 衛

生 運 動 が 1910 年 代 後 半 か ら 1930 年 代 に か け て 高 揚 し 、 ア ル バ ー タ と ブ リ テ

ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 両 州 で の 断 種 法 制 定 へ と つ な が っ た の で あ っ た （ 細 川  

[2008] 167-72; Richardson [1989] 4-5）。  

け れ ど も 、 CNCMH が 断 種 を 支 持 し た の は 、 患 者 を 過 密 な 収 容 施 設 か ら 仮 釈

放 な い し は 退 院 さ せ る 問 題 の 純 粋 な 解 決 策 と し て で あ り 、 同 委 員 会 は 、 過 激

な 優 生 論 を 取 り 除 き 、よ り 広 範 な 人 々 に 断 種 を 受 け 入 れ ら れ る よ う 尽 力 し た 。

CNCMH は そ の メ ン バ ー に 大 学 教 員 ら 研 究 者 を 擁 し て お り 、 彼 ら は 環 境 要 因 か

ら 公 衆 衛 生 を み る 傾 向 が 強 く 、 こ う し た 人 々 に も 主 張 が 受 け 入 れ ら れ る 必 要

が あ っ た か ら だ と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 断 種 は 、 万 能 薬 で は な か っ た に せ よ 、 行 政 に 携 わ る 者 に と っ て も 理

解 さ れ う る も の で あ り 、 施 設 長 や 政 府 役 人 に と っ て も 患 者 を 安 全 に 社 会 に 解

放 す る 策 で あ っ た 。 す な わ ち 、 断 種 は 、 慢 性 的 に 施 設 が 過 密 化 し 資 金 不 足 に

陥 っ て い た 公 的 慈 善 ・ 矯 正 施 設 の 状 況 を 打 開 す る 脱 施 設 化 策 と し て 有 効 と み

な さ れ て い た の で あ る （ Dowbiggin [1997] 182-183）。  

以 上 を 整 理 す る と 、 自 身 の 経 験 か ら 精 神 薄 弱 者 に 対 し て 問 題 意 識 を 強 く 持

っ て い た ク ラ ー ク ら が 中 心 と な り 、 CNCMH の 全 国 実 態 調 査 が 実 施 さ れ た 。 初

期 の CNCMH は ク ラ ー ク の 強 力 な 指 揮 の も と 、 移 民 問 題 を 大 の 課 題 と し た 。

も っ と も 同 委 員 会 は 、 精 神 薄 弱 の 問 題 を も 扱 っ て い た が 、 ク ラ ー ク が 死 去 す

る ま で は 、 移 民 の 医 務 検 査 が 中 心 課 題 で あ り 、 彼 の 死 後 、 そ の 優 生 学 的 関 心

は 断 種 へ と シ フ ト し て い っ た 点 に は 留 意 が 必 要 で あ ろ う （ the Canadian 
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Medical Association, 1932; Dowbiggin [1997] 167-168）。 CNCMH の 断 種 支

持 は 、 先 に 述 べ た よ う に 過 激 な 優 生 論 を 取 り 除 く こ と に 力 を 入 れ 、 収 容 施 設

の 状 況 や カ ナ ダ 社 会 の 経 済 的 便 益 に 立 っ た 上 で 理 解 を 求 め 、 主 張 を 展 開 し て

い た 点 に 特 徴 的 が あ る 。  

な お 、カ ナ ダ 西 部 で 一 世 を 風 靡 し た CNCMH の 精 神 衛 生 運 動 は 、1930 年 の カ

ナ ダ 優 生 学 協 会 （ ESC） の 結 成 と 共 に 下 火 と な っ て ゆ く 。  

 

３ ． カ ナ ダ 公 衆 衛 生 学 会 に お け る 都 市 問 題 の 一 環 と し て の 精 神 薄 弱 へ の 着 目  

CNCMH と 同 様 に ア メ リ カ の 組 織 を 参 考 に 設 立 さ れ 、 1910 年 代 に 公 衆 衛 生 の

側 面 か ら 精 神 薄 弱 を 標 的 の ひ と つ と し た 主 張 を 繰 り 広 げ た の が 、CPHA で あ る 。 

CPHA は 、 1872 年 に 結 成 さ れ て い た ア メ リ カ 公 衆 衛 生 学 会 （ the American 

Public Health Association: APHA）か ら 派 生 す る 形 で 1910 年 に 創 設 さ れ た 。

20 世 紀 初 頭 ま で の カ ナ ダ で は 、国 内 で 独 自 の 学 会 を 持 て る ほ ど に は 人 的 資 源

と 学 問 的 知 識 の 蓄 積 が 十 分 で な く 、 知 見 を 求 め た 学 者 や 実 践 家 ら は 、 隣 国 ア

メ リ カ の 学 会 に 参 加 す る こ と が 一 般 的 で あ っ た 。  

実 際 、1872 年 か ら 1910 年 ま で の APHA 会 長 に は ３ 名 の カ ナ ダ 出 身 者 が み ら

れ る 。な か で も 1900 年 に 同 会 長 を 務 め た 公 衆 衛 生 医 の P.H. ブ ラ イ ス（ Peter 

H. Bryce 1853-1932） は 、 1882 年 か ら 1904 年 ま で の 13 年 間 に は オ ン タ リ オ

州 保 健 省 の 事 務 官 、後 に 連 邦 内 務 省 移 民 局 新 設 時 に 初 の 医 務 長 官（ the chief 

medical officer） を 歴 任 し た 人 物 で あ っ た 。  

1910 年 に 結 成 さ れ た CPHA は 、月 刊 の 機 関 誌（ the Public Health Journal．

後 に Canadian Public Health Journal: PHJ） を 発 行 す る と と も に 、 年 次 大

会 を 開 催 し 、 公 衆 衛 生 に 関 す る 議 論 の 場 を 提 供 し 、 ま た 知 見 の 普 及 と 関 心 の

拡 大 に 努 め た 。  

CPHA の 協 同 団 体 と し て 、APHA、女 性 会 議 、環 境 保 全 委 員 会 、連 邦・州・都
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市 の 保 健 当 局 な ど が 挙 げ ら れ て お り （ PHJ [1913] ⅲ ）、 機 関 誌 PHJ に は こ れ

ら の 組 織 に 所 属 す る 人 々 や 先 述 の CNCMH 会 員 か ら の 投 稿 が 散 見 さ れ る ７ ）。  

1918 年 ３ 月 号 の PHJ で は 、「 精 神 薄 弱 問 題 （ the problem of the feeble 

minded）」の 特 集 が 組 ま れ 、精 神 薄 弱 者 が 惹 起 す る 社 会 道 徳 的 悪 影 響 と 感 染 症

の 蔓 延 、そ れ ら に よ る 州 の 財 政 的 負 担 を 強 調 し て い た（ PHJ [1918] 97-139）。

同 誌 で は ト ロ ン ト 総 合 病 院 内 精 神 科 ク リ ニ ッ ク の メ ン バ ー で あ る ク ラ ー ク 、

ヒ ン ク ス 、 キ ー ス の 寄 稿 が み ら れ 、 ク リ ニ ッ ク で の 臨 床 研 究 を 踏 ま え て 次 の

よ う な 指 摘 が な さ れ て い る 。  

 

「 売 春 、 私 生 児 、 精 神 薄 弱 、 性 病 の 問 題 は 大 き く 膨 れ 上 が っ て い る … そ

の こ と は 、 こ れ ら の 問 題 が 密 接 に 関 わ っ て い る こ と を 明 示 し て い る … 売 春

は 淋 病 と 梅 毒 の 有 力 な 感 染 源 で あ り 、 精 神 欠 陥 の 売 春 者 を 隔 離 す る こ と は

性 病 の 蔓 延 を 防 止 す る も っ と も 有 効 な 方 法 で あ る 」（ Clarke [1918] 98）  

 

「 貧 困 、 不 道 徳 、 非 行 、 そ し て 犯 罪 と い っ た 社 会 問 題 は 根 が 深 く 、 ま た

慢 性 的 で あ る 。 現 代 社 会 が こ れ ら 問 題 の 解 決 に 失 敗 し て い る の は 、 精 神 薄

弱 が 裏 に 隠 れ て い る か ら で あ る 。 … 売 春 と 性 病 に よ り 施 設 に い る 女 児 の 大

多 数 は 精 神 薄 弱 で あ り 、 彼 女 ら は 矯 正 も 自 立 も 不 可 能 で 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に

お い て 望 ま し い 、 あ る い は 安 全 な 構 成 員 で は な い 」（ Keys
マ マ

 [1918] 99）  

 

「 カ ナ ダ に お け る す べ て の 精 神 欠 陥 者 に 適 し た 施 設 の 建 物 と 設 備 を 用

意 す る こ と は 、 数 100 万 ド ル の 支 出 を 要 す る が 、 州 議 会 に か か る 経 費 は 至

極 大 幅 に 軽 減 さ れ る だ ろ う 」（ Hincks [1918] 105）  

 

こ れ ま で に 取 り 上 げ て き た NCWC と CNCMH と 同 じ く 、公 衆 衛 生 分 野 に お い て
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も 都 市 問 題 と の 関 連 で 精 神 薄 弱 が 注 目 さ れ て い た こ と が わ か る 。  

1920 年 代 に 入 る と 、PHJ で は 断 種 支 持 派 の 論 拠 の ひ と つ で あ っ た 精 神 薄 弱

の 遺 伝 性 や 、 断 種 の 効 果 そ れ 自 体 に 対 し て 疑 問 を 呈 す る 研 究 が み ら れ る よ う

に な る 。  

精 神 薄 弱 を 社 会 的 脅 威 と み な す 脅 威 論 に 批 判 的 見 解 を 示 す 者 と し て は 、

CNCMH の 会 員 で 作 業 療 法・職 業 訓 練 部 長 で も あ っ た N.L. バ ー ネ ッ ト（ Norman 

L. Burnette） が 、 1922 年 に PHJ へ 寄 稿 し た 論 文 が 挙 げ ら れ る 。 そ こ で は 、

次 の よ う に 述 べ ら れ て い る 。  

す な わ ち 、精 神 薄 弱 者 の 管 理 の う え で も 重 要 な の は 指 導 監 督 で あ る と し 、

「 断 種 は 『 冷 血 的 な 案 』 で わ れ わ れ の 理 想 に は 不 快 な ば か り か 、 他 の 批 判 を

招 く 」 と 主 張 し た （ Burnette [1922] 74）。  

バ ー ネ ッ ト は 、 総 収 容 政 策 が 財 政 的 に 不 可 能 で あ る と 考 え た う え で 、 精 神

薄 弱 者 の 大 多 数 は 「 環 境 が 正 し け れ ば 、 お と な し く 、 無 害 な 、 満 足 し た 生 活

を 送 る 可 能 性 を も っ て 」お り 、「 能 力 に 従 っ て 教 育 さ れ 、作 業 の 効 率 を 高 め ら

れ 、 正 し い 生 活 習 慣 を 獲 得 す る よ う に 教 え ら れ れ ば … 幸 福 で 有 用 な 生 活 」 を

送 る こ と が で き る と 考 え た の で あ る （ Burnette [1922] 72）。  

彼 は 、 精 神 薄 弱 者 の 隔 離 保 護 と 断 種 支 持 派 の 論 拠 の ひ と つ で あ っ た 「 精 神

薄 弱 」 の 遺 伝 性 に つ い て 疑 問 を 呈 す る だ け で な く 、 訓 練 の 成 果 と し て の コ ミ

ュ ニ テ ィ 生 活 の 可 能 性 に つ い て も 言 及 し た の で あ る 。  

も っ と も 、 CNCMH が 支 持 し た の は 、 先 に 述 べ た よ う に 精 神 欠 陥 者 を 過 密 化

が 進 む 施 設 か ら 解 放 す る た め の 純 粋 な 解 決 策 と し て の 選 択 断 種 で あ っ た か ら 、

過 激 な 優 生 論 者 に よ る 強 制 断 種 と は 目 的 を 異 に し て い た と い え る 。  

ま た 1928 年 7 月 号 の PHJ の 論 説 で は 、同 年 に 可 決 さ れ た ア ル バ ー タ 州 の 断

種 法 に つ い て 取 り 上 げ て い る が 、 そ の 行 方 に つ い て は 慎 重 に 見 極 め な け れ ば

な ら な い と 、 慎 重 な 姿 勢 を 示 し て い る 。 そ の 理 由 と し て 、 イ ギ リ ス の 精 神 福
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祉 中 央 連 合 会 （ the Central Association for Mental Welfare） が 行 っ た 10

年 間 、 ３ 万 4,000 事 例 に お よ ぶ 調 査 の 結 論 を 次 の よ う に 引 用 し て い る 。 す な

わ ち 、「 断 種 は 一 部 の 特 定 の ケ ー ス に つ い て は 適 切 で あ っ た か も し れ な い が 、

全 ケ ー ス に 採 用 す る こ と に よ る 予 防 効 果 は ほ と ん ど 得 ら れ な い 。 欠 陥 者 自 身

に と っ て 、 断 種 と 同 時 に 手 に す る 自 由 は （ 無 差 別 な 乱 交 そ の 他 の ） 実 害 を 伴

う 。 経 済 的 な 倹 約 と い う 結 果 に は 至 ら な い 。 要 す る に 、 こ の 処 置 （ 断 種 ― 筆

者 ） は 、 欠 陥 者 に と っ て も コ ミ ュ ニ テ ィ に と っ て も 利 益 を も た ら さ な い だ ろ

う 」（ PHJ [1928] 331-332）。  

な お オ ン タ リ オ 州 に お い て 断 種 法 の 制 定 が 議 会 に お い て 議 論 さ れ る の は

1930 年 代 の こ と で あ り 、 こ の 点 に つ い て は 次 章 で 論 じ る 。  

 

 本 節 で 取 り 上 げ た 第 一 の NCWC に よ る 児 童・家 庭 福 祉 の 課 題 と し て の 精 神 薄

弱 の 指 摘 、第 二 の CNCMH に よ る 移 民 政 策 批 判 と 精 神 薄 弱 、第 三 の CPHA に よ る

都 市 問 題 の 一 環 と し て の 精 神 薄 弱 へ の 着 目 を 整 理 す る と 、 い ず れ の 組 織 も 社

会 衛 生 と い う 観 点 か ら 、 精 神 薄 弱 者 の 問 題 を 解 決 し よ う と 取 り 組 み 、 調 査 に

も 力 を 入 れ て き た と い え よ う 。 カ ナ ダ 女 性 会 議 は 「 母 」 と し て 、 ま た 児 童 福

祉 の 観 点 か ら 精 神 薄 弱 者 の 排 除 や 移 民 制 限 を 支 持 し た 。  

CNCMH の 中 心 的 人 物 と な っ た ク ラ ー ク も 、 実 態 調 査 に 主 眼 を 置 い て い た こ

と か ら 、 精 神 薄 弱 者 の 実 態 を 明 ら か に し 、 そ の 処 遇 問 題 を 社 会 に よ り 認 知 し

て も ら う こ と に 注 力 し て い た 。 そ の う え で 、 彼 の 死 後 に な っ て 断 種 が 支 持 さ

れ た の は 、 カ ナ ダ 社 会 が 精 神 薄 弱 者 を 抱 え る こ と に よ っ て 得 ら れ る 不 利 益 を

鑑 み る に は 時 期 を 待 つ 必 要 が あ っ た こ と を 暗 喩 し て い よ う 。  

 PHJ で は 、 精 神 薄 弱 脅 威 論 に 疑 問 を 唱 え る 論 文 も 散 見 さ れ る 。 と く に バ ー

ネ ッ ト は 、 先 に 述 べ た よ う に 、 精 神 薄 弱 者 の 更 生 や 教 育 と い っ た 点 か ら 問 題

の 解 決 が 可 能 だ と 考 え て い た 。 つ ま り 、 精 神 薄 弱 者 を 保 護 収 容 、 あ る い は 断
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種 と い っ た 方 法 は 、 短 期 的 に は 問 題 を 押 し 込 め る か も し れ な い が 、 長 期 的 に

見 れ ば 経 費 も か か り 、 建 設 的 な 解 決 方 法 で は な い と し た の で あ る 。 NCWC や

CNCMH が 主 張 し た 断 種 と は 方 向 性 が 異 な る も の の 、社 会 衛 生 と い う 観 点 か ら 、

問 題 を 解 決 す る と い う 点 で は 、 よ り 合 理 的 と も い え よ う 。 な ぜ な ら 、 バ ー ネ

ッ ト が 言 う よ う に 精 神 薄 弱 者 が コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て 「 有 用 で 幸 福 な 生 活 」

が 送 れ る よ う に な る こ と で 、 長 期 的 に 見 れ ば 政 府 と 国 民 の 負 担 軽 減 が 可 能 に

な る か ら で あ る 。  
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第 ２ 節  精 神 薄 弱 者 施 設 の 収 容 機 能 強 化 と 経 費 削 減 を 意 図 し た 施 設 内 自 立 の

指 向  

１ ．  ダ ウ ニ ー 施 設 長 に よ る 経 費 削 減 と 施 設 内 自 立 の 指 向  

前 節 で み た よ う に 、1910 年 代 後 半 以 降 、近 代 化 と 都 市 化 が 進 行 す る と 、移

民 政 策 に 関 心 を も つ 精 神 科 医 や 公 衆 衛 生 専 門 家 、 女 性 団 体 が 精 神 薄 弱 と 社 会

問 題 と の 因 果 関 係 を 指 摘 し 、 社 会 道 徳 も 含 め た 社 会 衛 生 の 向 上 を 主 張 す る よ

う に な っ て い た 。  

こ う し た 背 景 を 受 け て 、 州 内 唯 一 の 精 神 薄 弱 者 施 設 で あ っ た オ リ リ ア 施 設

は い か な る 役 割 を 担 い 、 ど の よ う な 目 的 と 方 法 を 採 用 し 展 開 し て い っ た の だ

ろ う か 。  

実 は 、 同 時 期 の オ リ リ ア 施 設 は 精 神 薄 弱 者 の 隔 離 収 容 と い う 役 割 の 期 待 に

応 え つ つ も 、 経 済 的 ・ 効 率 的 運 営 を 重 視 す る 施 設 長 の も と 、 独 自 の 路 線 を 進

ん で い く こ と と な る の で あ っ た 。  

1910 年 か ら 1926 年 ま で オ リ リ ア 施 設 長 を 務 め た の は 、 J.P. ダ ウ ニ ー

（ Joseph Patrick Downey 1865-1926） で あ る 。  

ダ ウ ニ ー は 、 1865 年 に ト ロ ン ト か ら 南 西 へ 約 65 ㎞ の 農 村 に 生 ま れ た 。 20

歳 か ら の 20 年 以 上 を 地 元 紙 の 記 者 と し て 勤 め る な か で 、政 治 に 関 す る 強 い 主

張 を も ち 、 1902 年 か ら 1910 年 ま で は 立 候 補 し て 州 議 会 議 員 の 公 職 に 就 い て

い る （ Orillia Museum of Art and History [2007] 5）。  

彼 が オ リ リ ア 施 設 の 施 設 長 職 に 任 命 さ れ た の は 1910 年 の こ と で あ っ た 。  

前 任 の 施 設 長 、 ビ ー ト ン の 退 職 理 由 は 明 ら か に さ れ て い な い も の の 、 1910

年 ８ 月 ４ 日 付 の オ リ リ ア ・ タ イ ム ズ 紙 に よ る と 、 彼 の 退 任 は 「 政 党 の 要 求 」

に よ る も の と 推 測 さ れ て い る （ Hackett [1969] 41）。 な ぜ な ら ば 、 ビ ー ト ン

は 当 時 の 州 当 局 と は 折 合 い が 悪 く 、と り わ け 1890 年 代 以 降 、施 設 内 学 級 の 開

設 に つ い て 理 解 と 協 力 を 得 ら れ な い こ と に 悲 憤 し て い た が 、1908 年 に は 学 級
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の 再 開 を 強 行 し た の で あ る （ IPPC [1909] 21）。  

ビ ー ト ン の 退 任 が そ う で あ っ た よ う に 、 ダ ウ ニ ー の 就 任 に も 政 治 的 意 図 が

働 い た と 考 え ら れ る 。 と い う の も 、 後 年 に 当 時 の 施 設 職 員 が 証 言 し て い る と

お り 、 ダ ウ ニ ー は 精 神 薄 弱 に 関 し て は な ん ら の 資 格 も 経 歴 も 有 し て い な か っ

た も の の 、 1905 年 か ら 州 務 長 官 を 務 め る ハ ン ナ と 親 交 が あ っ た か ら で あ る

（ Hackett [1969] 164）。  

一 方 で 、 彼 を 施 設 長 へ 任 命 す る こ と に つ い て は 多 く の 反 対 が あ っ た 。 と い

う の も 当 時 の オ リ リ ア 施 設 長 職 に は 医 学 の 学 位 と 広 範 に わ た る 医 学 的 知 識 を

有 す る 人 物 が 必 要 と 考 え ら れ て い た か ら 、 無 資 格 ・ 無 経 験 の ダ ウ ニ ー は 明 ら

か に 不 適 格 で あ っ た の で あ る 。 と こ ろ が 、 彼 の 死 去 後 1926 年 ４ 月 22 日 付 の

Orillia Packet 紙 に よ れ ば 、ダ ウ ニ ー は 正 反 対 の 評 価 を 得 て い る 。「 彼 が 、『 農

民 ジ ョ ー 』 の 愛 称 を 与 え ら れ る ほ ど に 『 施 設 農 場 （ Hospital Farm）』 の 敷 地

を 拡 大 し た …（ 略 ）。ダ ウ ニ ー 氏 の 発 想 の も と 、多 く の 建 設 作 業 が 入 所 者 に よ

っ て 進 め ら れ 、州 に は 約 10 万 ド ル の 倹 約 と な っ た 」。ま た 、The Mail and Empire

紙 は 、「 ホ イ ッ ト ニ ー 首 相 （ James Whitney） は 、 ダ ウ ニ ー 氏 を オ リ リ ア の 役

職 に 任 命 し た 時 点 で … 知 っ て い た の だ 。『 ジ ョ ー 』・ ダ ウ ニ ー は 、 彼 の も と に

ゆ だ ね ら れ た す べ て の 者 （ 入 所 者 ― 筆 者 ） に 悼 ま れ る で あ ろ う 。 彼 は 間 違 い

な く 、彼 ら の 父 親 で あ っ た 」（ Orillia Museum of Art and History [2007] 5）。  

そ れ で は 、 施 設 長 在 任 中 の ダ ウ ニ ー の 施 設 運 営 に つ い て み て い き た い 。  

1910 年 に 着 任 し た 彼 が ま ず 直 面 し た の は 、施 設 の 膨 大 な 運 営 経 費 の 問 題 で

あ っ た 。同 年 の オ リ リ ア 施 設 の 運 営 費 は 、入 所 者 一 人 当 た り 一 日 平 均 28 ド ル

46 セ ン ト で 、1900 年 の 23 セ ン ト か ら 10 年 で 100 倍 以 上 に も 膨 れ 上 が っ て い

た 。 州 立 施 設 全 体 の 平 均 で も 同 じ く 、 34 セ ン ト か ら 42 ド ル 69 セ ン ト へ 125

倍 の 上 昇 と な っ て い た か ら （ IPPC [1900] xlvii; [1910] 22-23）、 運 営 費 の

削 減 は オ リ リ ア 施 設 だ け で な く 州 当 局 に と っ て も 重 い 課 題 と な っ て い た の で
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あ る 。  

そ こ で ダ ウ ニ ー が 取 り 組 ん だ の は 、 第 一 に オ リ リ ア 施 設 の 過 密 の 解 消 、 そ

し て 第 二 に 入 所 者 の 分 類 で あ っ た 。 彼 は 就 任 初 年 度 の 年 次 報 告 で 同 施 設 に つ

い て 次 の よ う に 述 べ て い る 。「 人 口 の 過 密 自 体 が も た ら す 不 便 さ に 加 え て 、常

に 飽 和 状 態 に あ る こ と で 、 分 類 と い う 計 画 的 な 試 み に 対 し て 扉 を 閉 ざ し て し

ま っ て い る 」（ IPPC [1911] 27）。  

ま ず 、オ リ リ ア 施 設 の 過 密 状 態 に つ い て み る と 、1910 年 に は 同 施 設 の 定 員

732 人 に 対 し 、一 日 平 均 入 所 者 数 は 55 人 超 過 の 787 人 で あ り 、入 所 待 機 者 の

リ ス ト は 232 人 に 上 っ て い た 。 彼 は 、「（ 入 所 待 機 者 の ） ほ と ん ど は 救 済 す べ

き 痛 ま し い 人 々 で あ る が 、 わ れ わ れ に は 今 許 さ れ て い る 以 上 の 救 済 を 施 す こ

と は 不 可 能 で あ る 」 と し て 、 精 神 薄 弱 者 の 恒 久 保 護 施 設 の 増 設 が 緊 急 に 必 要

だ と 述 べ て い る （ IPPC [1911] 27）。  

そ し て 同 時 に 、「 こ の 施 設 に は 早 急 に 求 め ら れ る こ と が 多 数 あ る 」と し な が

ら 、 活 用 可 能 な 入 所 者 の 分 類 、 職 業 訓 練 の 実 施 、 施 設 の 内 装 の 改 修 、 農 場 の

拡 大 、 そ し て 家 畜 小 屋 、 飼 育 場 、 屠 畜 場 の 新 設 な ど の 具 体 策 を 挙 げ （ IPPC 

[1911] 27-28）、 順 次 実 行 し て い っ た 。  

め ざ す と こ ろ は 、当 時 す で に ア メ リ カ の 同 様 の 施 設 で 行 わ れ て い た よ う に 、

労 働 可 能 な 精 神 薄 弱 者 に 、 施 設 内 で 農 業 の 技 術 と 場 所 を 提 供 す る こ と で あ っ

た 。 そ れ に よ り 、 施 設 内 で 消 費 す る 野 菜 、 肉 、 乳 製 品 等 を 賄 い 経 費 を 削 減 す

る こ と に 加 え て 、 余 剰 製 品 は 施 設 外 へ 販 売 し て 利 益 を 得 る こ と が で き た 。  

ダ ウ ニ ー が 入 所 者 の 施 設 内 労 働 を 推 奨 し た 背 景 に は 、 施 設 長 着 任 以 前 に 州

議 会 議 員 を 務 め て い た 際 の 自 身 の 経 験 が 大 き く 影 響 し て い た と 考 え ら れ る 。

彼 は 議 会 の 特 別 委 員 会 に お い て 、 刑 務 所 に お け る 囚 人 労 働 に よ っ て 囚 人 の 矯

正 効 果 と 経 済 的 効 率 性 を 実 証 し た 経 験 が あ っ た （ Special Committee on 

Prison Labor, 1908）。 こ の 労 働 に よ る 矯 正 効 果 と 経 済 的 運 営 を オ リ リ ア 施 設
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に も も た ら そ う と 考 え た と 推 測 で き る 。  

ま た 彼 は 、 自 身 の 年 次 報 告 の な か で 再 三 に わ た り 、 精 神 薄 弱 者 の 隔 離 保 護

施 設 に お け る 恒 久 保 護 と 、 そ こ に お け る 入 所 者 の 分 類 の 重 要 性 を 主 張 し て い

る 。 た と え ば 、 次 の よ う な 彼 自 身 の 言 が み ら れ る 。  

 

「 私 の 考 え で は 、 精 神 薄 弱 者 の た め の 理 想 的 な 施 設 と は 、 あ ら ゆ る 程 度

の 者 に 対 し て 門 戸 を 開 放 し 、 適 切 な 分 類 を 行 う 施 設 で あ る 。 そ し て 、 す べ

て の 者 の 満 足 と 幸 福 に 資 す る と 同 時 に 、改 善 可 能 な ケ ー ス に つ い て は 、各 々

の 有 用 性 を 大 限 に 発 揮 さ せ る の で あ る 」（ IPPC [1913] 31）  

 

「 精 神 薄 弱 の 男 児 と 女 児 が 、 第 一 に 当 施 設 に 居 場 所 を 得 る 権 利 を 持 つ べ

き で あ る 。 な ぜ な ら 、 社 会 の 安 泰 （ the well-being of society） は 、 こ う

し た 不 運 な 集 団 の 若 い 人 々 を 隔 離 す る こ と を と く に 求 め て い る か ら で あ

る 」（ IPPC [1914] 29）  

 

す な わ ち ダ ウ ニ ー は 、 当 時 流 行 し て い た 、 監 禁 ま た は 隔 離 に よ り 精 神 欠 陥

者 の 繁 殖 を 防 止 す る と い う 考 え 方 に 少 な く と も 表 面 上 は 賛 同 し て い た 。 1920

年 代 半 ば ま で の 施 設 処 遇 の 根 底 に は 社 会 衛 生 の 考 え 方 が あ っ た と い え よ う 。  

こ こ で 、 精 神 薄 弱 遺 伝 論 に 対 す る ダ ウ ニ ー の 立 場 を み て お き た い 。  

Shea（ 1970） に よ れ ば 、 ダ ウ ニ ー は 「 精 神 薄 弱 の （ 発 生 ― 筆 者 ） 原 因 の ひ

と つ と し て の 遺 伝 の 重 要 性 に つ い て 、時 折 、彼 の 見 解 を 述 べ る こ と が あ っ た 」

け れ ど も 、「 ア メ リ カ の 施 設 長 と は 違 い 、人 騒 が せ に 大 げ さ な 語 調 で 話 す こ と

は 決 し て し な か っ た 」 と い う （ Shea [1970] 120）。 確 か に 、 彼 は 精 神 薄 弱 の

遺 伝 の 可 能 性 に 言 及 し つ つ も 、 あ く ま で 原 因 の 一 つ と し て 慎 重 に 検 討 す る 姿

勢 を み せ て い る 。 そ し て 極 論 と し て の 断 種 に つ い て は 、 そ の 効 果 に つ い て き
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わ め て 懐 疑 的 で あ り 、 む し ろ 社 会 に 不 利 益 を も た ら す と み て い た 。  

1913 年 の 年 次 報 告 で は 、 次 の よ う に 述 べ ら れ て い る 。「 当 施 設 の 入 所 者 か

ら 、 遺 伝 が 他 の 要 因 よ り も 精 神 欠 陥 者 集 団 に 大 き く 影 響 し て い る と い う 見 解

を 確 か に し た 。 … し か し 、 現 在 の 入 所 者 の う ち 、 同 じ 家 族 か ら ５ 人 を 受 け 入

れ て い る ケ ー ス は １ 件 、 ４ 人 は ２ 件 、 ３ 人 は ６ 件 、 そ し て ２ 人 の 入 所 者 が い

る ケ ー ス が 36 件 で あ っ た 。ま た １ 人 の 者 も 、遡 れ ば 数 年 前 に 兄 弟 姉 妹 が 入 所

し て い た ケ ー ス が 多 く あ っ た 。 察 し の 通 り 、 こ の 結 果 で は 、 同 一 家 族 出 身 者

が １ 人 で あ っ た 、 あ る い は 全 員 死 亡 し て い る 、 非 常 に 多 数 の ケ ー ス に つ い て

は 無 視 さ れ て い る 」（ IPPC [1912] 30-31）。  

1913 年 に PHJ に 寄 稿 し た 論 文 で は 、オ リ リ ア 施 設 入 所 者 の「 短 期 間 で は あ

る が 私 が 精 神 薄 弱 者 と 関 わ っ て き た 経 験 か ら 、 そ の よ う な 不 幸 な 人 々 の 排 除

に 向 け た 抜 本 的 処 置 （ 断 種 ― 筆 者 ） が 望 ま し い 、 あ る い は 効 果 的 だ と い う 確

信 は 得 ら れ な か っ た 」（ Downey [1913] 126） と 述 べ て い る 。  

さ ら に 、1920 年 代 半 ば に な っ て も 変 化 は み ら れ ず 、1924 年 の 年 次 報 告 で は 、

「 142 人 の 新 規 入 所 者 の う ち 60 人 は 明 ら か に 遺 伝 傾 向 が み ら れ た が 、62 人 に

は み ら れ ず 、 残 る 20 人 は 情 報 不 足 の た め 正 確 に 判 断 で き な か っ た 」（ IPPC 

[1925] 14） と し て 、 遺 伝 の 影 響 を 認 め つ つ も 、「 遺 伝 か ら 起 こ る 問 題 は 解 決

さ れ て い な い が 、 結 論 を 急 ぐ の は 賢 明 で は な い 」（ IPPC [1918] 30） と の 慎 重

な 姿 勢 を 貫 い た 。  

ま と め る と 、 1910 年 か ら 1920 年 代 半 ば ま で 施 設 長 と し て 施 設 を 主 導 し た

ダ ウ ニ ー は 、 精 神 薄 弱 者 の 隔 離 収 容 と い う 前 提 に 立 ち 、 施 設 の 効 率 的 ・ 経 済

的 運 営 の 命 題 を 背 負 い 、 労 働 ・ 生 産 機 能 の 拡 大 、 軽 度 者 の 施 設 内 労 働 お よ び

重 度 者 の 分 離 収 容 を 推 奨 し て い た の で あ る （ Simmons [1982] 102-106）。 そ の

結 果 、 10 万 ド ル の 州 費 倹 約 に 成 功 し た と い う （ Orillia Museum of Art and 

History [2007] 5）。  
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し か し 当 時 、同 施 設 を 訪 問 し た CNCMH の ヒ ン ク ス と キ ー ス は 、「 オ リ リ ア 施

設 で は 広 い 部 屋 が 便 器 で 埋 め 尽 く さ れ て お り 、 そ れ ら に は 重 度 級 で 何 も で き

な い 入 所 者 が 一 日 中 縛 り 付 け ら れ て い た 」 と い う 衝 撃 的 な 告 発 を し 、 同 施 設

は 「 満 足 と い う に は 程 遠 い 」 と 述 べ る ほ ど 劣 悪 な 環 境 を 含 有 し て い た 一 面 も

あ っ た （ Hackett [1969] 167）。  

ダ ウ ニ ー が 施 設 長 と し て 取 り 組 ん で い た 時 期 は 、 前 節 で 見 た よ う に 、 NCWC

や CNCMH の 主 張 が 強 く 、 精 神 薄 弱 者 を 隔 離 す る 方 向 で 進 め ら れ て い た 。 し た

が っ て 、 CNCMH の キ ー ス の 告 白 が 施 設 の 問 題 を 明 ら か に し て い た と し て も 、

施 設 の 経 費 節 減 と 精 神 薄 弱 脅 威 論 に よ る 精 神 薄 弱 者 の 隔 離 を 同 時 に 実 現 す る

た め に は 、 ダ ウ ニ ー の よ う な 取 り 組 み が も っ と も 現 実 的 で あ っ た と 考 え ら れ

よ う 。  

 

２ ．  オ リ リ ア 施 設 の 大 規 模 化 と 軽 度 者 に 対 す る 施 設 内 訓 練 の 実 施  

本 項 で は 、 ダ ウ ニ ー 在 任 期 間 中 の オ リ リ ア 施 設 の 実 態 に つ い て 、 施 設 規 模

と 機 能 の 点 か ら 整 理 す る 。  

（ １ ） 施 設 の 大 規 模 化  

1917 年 ま で 、同 施 設 で 新 規 に 入 所 を 許 可 し た 者 の 数 は ご く わ ず か で あ っ た 。

し か し 同 年 、 男 女 １ 棟 ず つ 、 そ れ ぞ れ 200 人 収 容 の コ テ ー ジ ２ 棟 が 完 成 す る

と 、 そ の 数 は 急 増 す る こ と と な る 。 入 所 者 の 収 容 施 設 の 増 設 は 、 就 任 以 来 の

ダ ウ ニ ー の 悲 願 で あ り 、以 降 は 彼 が 死 去 す る 1926 年 ま で 、毎 年 の 新 規 入 所 者

数 が 135 名 を 下 る こ と は な か っ た 。  

な お 、 第 一 次 世 界 大 戦 が 開 戦 す る と 、 オ リ リ ア 施 設 入 所 者 に も 影 響 が 及 ん

だ 。 1911 年 に 開 設 さ れ た ば か り の ホ イ ッ ト ビ ー ・ ア サ イ ラ ム （ the Whitby 

Asylum） が 負 傷 兵 の た め の 軍 病 院 と な っ た こ と か ら 、 同 ア サ イ ラ ム か ら オ リ

リ ア 施 設 の 1917 年 に 新 設 さ れ た 女 性 用 コ テ ー ジ へ 150 人 の 女 性 患 者 が 転 院 さ
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せ ら れ て き た 。  

ま た 、 戦 時 感 情 か ら 、 施 設 で は 健 康 で 徴 兵 年 齢 に あ る 未 婚 男 性 の 雇 用 を 避

け て い た た め 、職 員 数 は 減 少 し 、若 年 ま た は 高 齢 の 男 性 が 雇 わ れ た 。1918 年

に ダ ウ ニ ー が 「 職 員 数 は 平 時 の ３ 分 の ２ し か い な い 」 と 報 告 し た 通 り 、 入 所

者 828 人 に 対 し て 職 員 は 95 人 で あ り 、 職 員 一 人 当 た り 入 所 者 は ９ 人 と い う 、

安 全 で 満 足 な ケ ア が で き る と は い え な い 比 率 で あ っ た （ IPPC, 1918）。  

終 戦 に よ り 、 ホ イ ッ ト ビ ー ・ ア サ イ ラ ム か ら 受 け 入 れ て い た 患 者 は ト ロ ン

ト 市 内 の 病 院 へ 再 度 転 院 し た た め 、 オ リ リ ア 施 設 に は 空 床 が で き た も の の 、

入 所 者 数 は 増 加 し 続 け た 。  

Fig. Ⅲ -1 は 、 ダ ウ ニ ー 在 任 期 間 中 の オ リ リ ア 施 設 の 定 員 、 入 所 者 数 、 新

規 入 所 者 数 の 推 移 を 示 し た も の で あ る 。1910 年 に は 約 740 人 で あ っ た 定 員 は 、

1917 年 の コ テ ー ジ 増 設 に よ り 360 人 増 の 約 1,100 人 に 拡 大 し た 。1920 年 に ホ

イ ッ ト ビ ー ・ ア サ イ ラ ム か ら の 受 け 入 れ 患 者 150 人 が 転 院 し た こ と に よ り 、

一 時 的 に 入 所 者 は 減 少 し て い る が 、1922 年 以 降 は 定 員 を 超 過 し た 状 態 が 続 い

て い る 。  
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彼 は オ リ リ ア 施 設 が 定 員 を 超 過 し た 1922 年 に 、さ ら に 200 床 の 定 員 拡 大 を

約 束 し て い る が 、 訓 練 施 設 と し て の 形 態 を 維 持 す る た め に 入 所 者 数 の 上 限 を

1,400 人 ま で と す る と 宣 言 し た （ IPPC [1922] 119）。 こ れ は 、 20 世 紀 初 頭 に

お け る ア メ リ カ の 同 様 の 施 設 長 と は 明 ら か に 異 な っ て い た 。 と い う の も 、 彼

ら は も は や 入 所 者 と 直 接 か か わ る こ と は な い こ と か ら 、 入 所 者 数 に 制 限 を 設

け ず 、 む し ろ 3,000 人 か ら １ 万 人 を 入 所 さ せ る こ と を 良 し と し た か ら で あ る

（ Shea [1970] 87）。  

収 容 施 設 の 増 設 だ け で な く 、 ダ ウ ニ ー の も 重 要 な 貢 献 の ひ と つ は 、 施 設

の 農 地 拡 大 で あ る 。 前 任 の ビ ー ト ン 施 設 長 時 代 に は 177 エ ー カ ー （ 約 21 万

6,700 坪 ） で あ っ た 敷 地 は 、 2.5 倍 以 上 の 456 エ ー カ ー （ 約 55 万 8,200 坪 ）

に ま で 広 が り 、 ３ 区 画 に 分 け て 管 理 さ れ る ほ ど と な っ た 。 新 た に 得 た 農 地 の

ほ と ん ど は 、 建 物 の あ る 敷 地 と 高 速 道 路 を 挟 ん で 北 側 に 広 が っ て い る 。  

1911 年 ４ 月 に 購 入 し た こ れ ら の 新 た な 土 地 は 沼 地 や 荒 地 が 多 く 、す ぐ に 農

地 と し て 利 用 で き た わ け で は な か っ た が 、 早 急 に 土 地 の 整 備 が 行 わ れ 、 同 年

の 秋 ま で に 75 エ ー カ ー（ 約 ９ 万 坪 ）が 利 用 可 能 と な り 、雑 木 林 で あ っ た と こ

ろ も 間 伐 が 行 わ れ た 。 そ し て 収 穫 物 と し て 根 菜 や 穀 物 な ど が 植 え ら れ た 。  

ダ ウ ニ ー は 年 次 報 告 の な か で 庭 園 や 農 場 の 収 穫 量 に つ い て 毎 年 の よ う に 、

詳 述 す る こ と は し て い な い 。 し か し 1916 年 の 年 次 報 告 で は 、「 農 業 は い つ に

な く 成 功 し て お り 、1915 年 は 記 録 的 な 年 に な っ た 」と 興 奮 気 味 に 述 べ て い る 。

と い う の も 、「 穀 物 と 干 し 草 は 十 分 に あ り 、… あ ら ゆ る 種 類 の 野 菜 は 豊 富 に 収

穫 で き 、 貨 車 １ 台 分 を 他 の 施 設 に 船 便 で 送 る こ と が で き る 。 … 合 計 で 5,500

ブ ッ シ ェ ル（ 約 184 立 方 メ ー ト ル ）も の 収 穫 量 を 得 た 」の で あ っ た（ IPPC [1916] 

28）。  

史 料 か ら 判 明 し て い る 限 り で 、 ダ ウ ニ ー が 行 っ た 主 な 施 設 設 備 の 増 強 を あ

げ る と 、 次 の よ う な も の が あ る 。 1911 年 に 広 く 新 し い 家 畜 小 屋 を 新 設 し た 。
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1915 年 、「 施 設 の 農 業 部 門 に も 頻 々 に 利 益 を も た ら す 基 礎 と し て 」 登 録 ヨ

ー ク シ ャ ー 豚 を 購 入 し 、 ま た 純 血 の ク ラ イ ス デ ー ル 種 の 荷 馬 用 馬 と 雌 馬 を 家

畜 小 屋 に 収 め た （ IPPC [1916] 29）。 同 年 、 施 設 に 張 り 巡 ら さ れ た 配 管 を 管 理

し や す い よ う 改 修 し た 。1917 年 に は 、新 た な 収 容 棟 を 増 設 し 、合 計 ４ 棟 と な

っ た 収 容 棟 に は 、 男 女 ２ 棟 ず つ 、 大 人 の 入 所 者 の 住 居 と し 、 本 部 棟 （ main 

building） は 施 設 内 学 校 と 、 そ こ に 通 う 若 年 入 所 者 お よ び 家 事 を 担 う 数 名 の

大 人 の 入 所 者 の 住 居 と し た 。 1920 年 に は 下 水 処 理 場 を 設 け る 。  

1924 年 に 彼 は 、新 た に 200 床 を も つ 医 務 棟 の 新 設 に つ い て 述 べ て い る 。数

週 間 、「 型 枠 工 事 の 業 者 （ form makers）」 数 名 を 除 き 、 す べ て の 建 設 工 事 は 、

職 員 の 指 導 の も と 施 設 入 所 者 の 手 に よ っ て 施 工 さ れ た と い い （ Shea [1970] 

94）、 工 事 費 の 削 減 に 貢 献 し た 。 こ の 新 た な 医 務 棟 は 、 彼 の 死 後 、 1927 年 の

春 に 完 成 し て い る 。  

 

と こ ろ が こ う し た 施 設 設 備 の 拡 充 に も 関 わ ら ず 、 オ リ リ ア 施 設 へ の 精 神 薄

弱 者 の 入 所 需 要 は 深 刻 な ほ ど 高 ま っ て い た 。1926 年 に ダ ウ ニ ー が 急 死 し た こ

と に よ り 、 臨 時 施 設 長 代 理 と し て 医 長 （ Medical Director） の W.C. ヘ リ マ

ン 医 師 （ W. C. Herriman） が 提 出 し た 年 次 報 告 で は 、 同 年 の 定 員 1,099 人 に

対 し て 入 所 者 数 は 222 人 超 過 の 1,321 人 で あ り 、 さ ら に 600 人 の 入 所 待 機 者

を 抱 え て い た （ IPPC [1927] 16）。 軽 度 精 神 薄 弱 児 の た め の 補 助 学 級 は す で に

開 設 さ れ て お り 、 そ の 数 を 拡 大 し て い た が 、 ヘ リ マ ン に よ れ ば 「 通 常 の 方 法

で は 容 易 に 扱 う こ と の で き な い 、 よ り 厄 介 な 種 類 の 子 ど も た ち は 多 数 お り 、

絶 え 間 な く わ れ わ れ の ド ア を ノ ッ ク し て い る 」の で あ っ た（ IPPC [1927] 16）。  

か く し て 、1920 年 代 に な っ て も オ リ リ ア 施 設 に は 常 に 収 容 能 力 の 拡 大 が 求

め ら れ て お り 、 ビ ー ト ン 施 設 長 時 代 か ら 続 く 過 密 状 態 の 解 消 は 、 ダ ウ ニ ー に

よ っ て も 果 た さ れ る こ と は な か っ た の で あ る 。 た だ し 、 ダ ウ ニ ー が 入 所 者 数
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の 上 限 を 設 定 し た こ と と 考 え あ わ せ る と 、 彼 や 後 任 の ヘ リ マ ン が 収 容 能 力 不

足 や 定 員 超 過 を 繰 り 返 し 強 調 し て い る 背 景 に は 、 そ の 窮 状 に 対 す る 危 機 意 識

だ け で な く 、 入 所 者 を こ れ 以 上 増 や し た く な い と い う 施 設 側 の 思 惑 も あ っ た

の で は な い か と 思 わ れ る 。  

 

（ ２ ） 施 設 内 訓 練 の 実 施  

収 容 ス ペ ー ス の 拡 大 を 果 た し た ダ ウ ニ ー は 、 効 率 的 な 施 設 運 営 の た め に 入

所 者 の 分 類 を 試 み た 。彼 は 1912 年 に 、「 入 所 者 の 器 量（ the calibre）と い う

考 え は 、次 の 数 値 か ら 得 ら れ た も の で あ る 。年 度 末 現 在 で 、現 役 作 業 員（ active 

workers）の 女 性 202 人 、男 性 137 人；補 助 作 業 員（ occasional workers）あ

る い は 時 折 、 床 磨 き な ど に 従 事 す る 女 性 65 人 、 男 性 71 人 ； 非 作 業 員

（ non-workers）あ る い は ま っ た く 何 も し て い な い 女 性 166 人 、男 性 112 人 ；

通 学 児 童 、 57 人 」（ IPPC [1912] 30） と し て 、 施 設 内 で の 作 業 能 力 ご と に 入

所 者 を 分 類 す る 方 法 を 提 案 し た 。  

就 任 直 後 の 彼 の 第 一 命 題 は 、 施 設 の 経 済 的 運 営 に あ っ た こ と は す で に 述 べ

た 。 実 際 、 就 任 後 10 年 間 の 年 次 報 告 で は 、 ビ ー ト ン が 開 始 し た 施 設 内 学 校

（ training schools） を 残 し て い る こ と は 看 取 で き る も の の 、 そ の 内 実 に つ

い て の 記 述 は ご く わ ず か で あ る 。た と え ば 、1912 年 の 年 次 報 告 で は 施 設 内 学

校 に は 57 人 の 子 ど も の 入 所 者 が い た こ と が 報 告 さ れ て い る が 、「 今 年 の 当 施

設 の 目 標 は 、 何 か し ら の 作 業 が 可 能 な 者 全 員 を 活 動 的 あ る い は 半 活 動 的 な 仕

事 に 就 け る こ と で あ る 。 何 ら か の 仕 事 を す る こ と は 、 精 神 欠 陥 者 の 幸 福 と 福

祉 に と っ て 極 め て 重 要 で あ る こ と は 疑 い の 余 地 が な い 。」と し て 、収 容 ス ペ ー

ス や 農 地 の 拡 大 に つ い て 紙 面 が 割 か れ て い る （ IPPC [1912] 30）。  

と こ ろ が 、 就 任 期 間 の 後 半 に な る と 、 彼 は 施 設 内 で 子 ど も の 入 所 者 や そ の

訓 練 を 重 視 す る よ う に な っ て い く 。と り わ け 1920 年 以 降 、施 設 内 学 校 と 子 ど
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も の 訓 練 に 関 す る 彼 の 言 及 は 多 く 見 ら れ る よ う に な っ て い く が 、 も 顕 著 に

表 れ て い る の は 1922 年 の 年 次 報 告 の 次 の 言 葉 で あ ろ う 。  

 

「 わ れ わ れ は 、 当 施 設 で 提 供 で き る 教 育 の 方 法 に よ っ て 十 分 な 利 益 を 得

ら れ る よ う な 、 訓 練 可 能 な 子 ど も た ち を 抱 え て い る 。 外 の 世 界 に あ る 場 所

に 彼 ら を 適 応 さ せ る つ も り は な い 。 し か し 、 読 み 、 書 き 、 計 算 、 あ る い は

生 産 事 業 で い く ら か で も 熟 練 で き る こ と は 、 子 ど も の 有 用 性 を 高 め 、 そ の

幸 福 を 増 す 。 そ し て 、 彼 ら の ほ ぼ 全 員 の 永 住 地 と な る 当 施 設 で 、 大 い に 役

立 つ こ と に な る 」（ IPPC [1922] 122）  

 

 す な わ ち ダ ウ ニ ー は 、入 所 者 の う ち 訓 練 可 能 な 子 ど も に ３ R’ s の 教 育 と 訓

練 を 施 す こ と で 、 施 設 内 で の 生 産 性 と 有 効 性 が 高 め ら れ 、 ま た 彼 ら 自 身 も 幸

福 に な れ る と し た 。 し か し 、 訓 練 の 目 標 は あ く ま で 施 設 内 労 働 へ の 貢 献 で あ

り 、 入 所 者 の 恒 久 保 護 が 基 本 と し て 退 所 は 想 定 し て い な か っ た 。  

1920 年 代 前 半 に お い て 、施 設 内 学 校 の 拡 大 や 生 徒 数 の 増 加 に つ い て は 満 足

的 な 言 及 が み ら れ る も の の ８ ）、施 設 内 学 校 の 生 徒 数 、 教 員 数 か ら 設 備 、 指 導

要 領 に 至 る ま で 、 具 体 的 な 実 態 に つ い て は ほ と ん ど が 未 明 で あ る 。 以 下 に 、

わ ず か に 散 見 さ れ る 施 設 内 学 校 の 情 報 を 整 理 し た い 。  

1923 年 に は 、M. ハ ー ヴ ィ ー（ Marion Hervie）と K. ジ ャ ク ソ ン（ Kathleen 

Jackson）の ２ 名 の 女 性 の 任 命 に よ っ て 、教 員 ２ 名 の 欠 員 を 埋 め 、さ ら に 女 性

２ 名 、男 性 １ 名 が 新 た に 雇 用 さ れ た こ と が 記 さ れ て い る（ IPPC [1923] 119）。

２ 年 後 の 1925 年 の 年 次 報 告 で は 、「 一 般 教 養（ academic）と 職 業（ industrial）

の 部 門 に 10 の 学 級 （ classes）」 が あ り 、 ま た 同 時 に 掲 載 さ れ た 「 教 育 職 員

（ teaching staff）」 と 題 さ れ た 写 真 か ら 、 12 名 の 女 性 教 員 が い た こ と が わ

か る （ IPPC [1925] 14）。  
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1926 年 に は ハ ー ヴ ィ ー が 校 長 職 に 昇 進 し た こ と に 加 え て 、学 校 の 内 容 に つ

い て も 従 来 よ り も 多 く の 記 述 が み ら れ る 。 同 年 の 年 次 報 告 に よ れ ば 、 施 設 内

学 校 は 、 一 般 教 養 と 職 業 の ２ 学 級 群 を 設 け て お り 、 設 備 と 教 員 を 大 限 有 効

に 使 う た め に 、１ 日 に １ 時 間 ず つ 部 屋 を 入 れ 替 え る プ ラ ト ー ン・シ ス テ ム（ the 

platoon system） を 採 用 し て い た 。 そ の た め 、 設 備 備 品 を 増 や す こ と な く 、

一 般 教 養 学 級 の 子 ど も は 様 々 な 手 仕 事 を 行 う こ と が で き た し 、 職 業 学 級 の 子

ど も も 、 彼 ら が 仕 事 を す る な か で 非 常 に 必 要 な 「 変 化 」 を 得 る こ と が で き た

と い う （ IPPC [1926] 11）。  

Hackett（ 1969） が 1958 年 に 、 元 校 長 の ハ ー ヴ ィ ー に 行 っ た イ ン タ ビ ュ ー

に よ れ ば 、当 時 、施 設 内 学 校 に は 12 の 学 級 が 開 設 さ れ て お り 、そ の 内 訳 は 以

下 の と お り で あ っ た 。  

 

①  感 覚 訓 練 （ 半 日 ）； ご く 重 度 級 の 生 徒 ― １ 学 級  

②  幼 稚 園 （ Kindergarten） ― ２ 学 級  

③  就 学 前 か ら １ 年 生 （ Preprimer to GradeⅠ ） ― ２ 学 級  

④  １ 年 生 か ら ５ 年 生 （ GradeⅠ  to GradeⅤ ） ― ２ 学 級  

⑤  手 工 訓 練 ； 年 長 男 児 （ older boys） ― １ 学 級  

⑥  家 庭 科 ； 年 長 女 児 （ older girls） ― １ 学 級  

⑦  身 体 教 育 （ Physical Education） ― １ 学 級  

⑧  音 楽 ― １ 学 級  

 

身 体 教 育 と 音 楽 で は い く つ か の 教 養 的 な 内 容 も 含 ま れ て お り 、 非 常 に 質 の

高 い 発 表 会 や コ ン サ ー ト が 頻 繁 に 開 か れ た と い う 。ま た 、12 の 教 室 を 一 度 に

200 人 か ら 300 人 の 生 徒 が 使 用 し て い た （ Hackett [1969] 176）。  

職 業 学 級 で は 子 ど も た ち が 、 家 事 、 仕 立 て 、 電 気 工 事 、 木 工 、 靴 工 、 そ の
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他 の 職 業 の 技 能 を 身 に つ け る と 同 時 に 、 施 設 内 で 必 要 な 物 の 修 理 と 供 給 を 担

っ て い た 。 職 業 部 門 に お け る 生 産 量 は 、 同 施 設 で 必 要 な 量 を す で に 超 え て い

た と い う （ IPPC [1924] 15）。  

ダ ウ ニ ー は 1924 年 に 次 の よ う に 述 べ て い る 。  

 

「 こ れ ら 不 幸 な 人 々 （ 精 神 薄 弱 者 ― 筆 者 ） に 対 す る わ れ わ れ の 責 務 は 、

た だ 彼 ら に 衣 食 住 を 提 供 す る だ け で は 果 た さ れ な い 。 わ れ わ れ に は 、 若 く

能 力 の あ る 者 は 知 的 に 訓 練 し 、 手 工 訓 練 や 職 業 訓 練 し か 改 善 の 道 が な い 者

に は 産 業 に よ っ て 修 練 す る 義 務 が あ る 」（ IPPC [1924] 15）  

 

こ の よ う に 彼 は 、 同 施 設 を 就 労 と そ の た め の 訓 練 の 場 と 考 え て い た か ら 、

新 規 の 入 所 者 も そ の 基 準 で 許 可 さ れ て い た 。 す な わ ち 、 訓 練 に よ る 発 達 が 可

能 な 若 年 の 者 で あ っ て 、 障 害 の 程 度 が 比 較 的 軽 度 の 痴 愚 あ る い は 精 神 薄 弱 を

多 く 入 所 さ せ た 。彼 の こ の 運 営 理 念 は 、1921 年 の 年 次 報 告 の 次 の 文 章 に 顕 著

に 表 さ れ て い る 。  

 

「 わ れ わ れ は 一 般 市 民 に 、 当 施 設 が 精 神 薄 弱 の 子 ど も お よ び 若 年 男 女 の

訓 練 と ケ ア の た め に あ る と い う 事 実 を も っ と 銘 記 し て 欲 し い 。 ま だ 歩 け な

い よ う な 抱 き 子 や 身 体 的 な 保 育 が 必 要 な 幼 児 、 ま た 、 役 に 立 つ 期 間 が 終 わ

り 、 自 身 に も コ ミ ュ ニ テ ィ に も 無 害 で ほ か の 救 護 院 や 保 護 施 設 で よ く 面 倒

が 見 て も ら え る よ う な 高 齢 の 男 女 が 、 絶 え 間 な く 送 り 込 ま れ て く る 。 我 々

が 頻 繁 に 指 摘 し て お り 、 再 度 強 調 し た い の は こ の こ と で あ る 。 す な わ ち 、

オ リ リ ア 施 設 は 乳 児 院 で も な け れ ば 、老 人 施 設 で も な い と い う こ と で あ る 」

（ IPPC [1921] 22-23）  
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彼 の 在 任 期 間 中 の 新 規 入 所 者 の 内 訳 を Fig. Ⅲ -2 と Fig. Ⅲ -3 に 示 す 。Fig. 

Ⅲ -2 は 、1910 年 か ら 1925 年 ま で の 新 規 入 所 者 の 程 度 内 訳 で あ る 。1917 年 の

定 員 拡 大 以 前 は 、 痴 愚 と 白 痴 の 新 規 入 所 者 が ほ ぼ 同 数 で あ っ た の に 対 し て 、

拡 大 以 降 は 痴 愚 ま た は 軽 度 精 神 薄 弱 が 白 痴 の ２ 倍 か ら ５ 倍 と な っ て い る 。  
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Fig. Ⅲ-2 新規入所者の程度内訳（1910年～1925年）

診断なし

精神薄弱

以外

白痴

痴愚

軽度

精神薄弱

出典：IPPC, 1911-1926.

註：各年10月末現在．1917年はホイットビー・アサイラムから精神病患者150人を受け入れている.

人

 

 

Fig. Ⅲ -3 は 、 新 規 入 所 者 の 年 齢 内 訳 で あ る 。 1920 年 代 に オ リ リ ア 施 設 で

は 、毎 年 140 人 か ら 多 い と き で 170 人 の 新 規 入 所 者 を 受 け 入 れ て い た が 、1920

年 に は 新 規 入 所 者 171 人 中 85%が 20 歳 未 満 の 子 ど も で あ っ た 。 こ の 割 合 は 、

1925 年 ま で ほ ぼ 変 わ ら ず 維 持 さ れ て い る 。こ れ ら の 数 値 か ら も 、ダ ウ ニ ー が

比 較 的 軽 度 お よ び 若 年 の 精 神 薄 弱 者 を 選 択 的 に 入 所 さ せ て い た こ と が う か が

え る 。  
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Fig. Ⅲ-3 新規入所者の年齢内訳（1919年～1925年）
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出典：IPPC, 1919-1925.
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そ れ で は 、 重 度 級 の 白 痴 の 入 所 者 に つ い て 、 ダ ウ ニ ー は ど の よ う に 捉 え て

い た の で あ ろ う か 。1920 年 代 に 入 所 し て い た 各 年 1,000 人 か ら 1,300 人 の う

ち 、 200 人 か ら 300 人 の 入 所 者 が 施 設 内 学 校 の 対 象 と な っ て い た と い う ハ ー

ヴ ィ ー の 証 言 が あ る が 、 残 り の 大 多 数 の 入 所 者 が 訓 練 も 受 け ず 、 働 い て も い

な か っ た こ と に な る 。  

ダ ウ ニ ー の 年 次 報 告 の な か で は 、 こ う し た 「 何 も で き な い 者 」 の 存 在 に つ

い て の 記 述 は 散 見 さ れ る も の の 、 彼 ら の 処 遇 に つ い て は ま っ た く 欠 落 し て い

る 。 と は い え 彼 ら が 非 人 道 的 に 扱 わ れ た と い う 証 拠 も な く 、 ま た 前 出 の ハ ー

ヴ ィ ー も 後 年 、「 ダ ウ ニ ー の 運 営 下 で 虐 待 、ネ グ レ ク ト 、ま た は 清 潔 さ を 欠 く

こ と が あ っ た と は 信 じ が た い 」 と 述 べ て い る （ Hackett [1969] 177）。  

し か し 、 前 述 し た よ う に 当 時 、 同 施 設 を 訪 問 し た CNCMH の 会 員 は 後 の イ ン

タ ビ ュ ー に 対 し て 、 オ リ リ ア 施 設 に お け る と く に 重 度 級 の 入 所 者 の 処 遇 環 境

が 極 め て 非 人 道 的 で あ っ た こ と を 告 発 し て い た し 、1927 年 に 同 施 設 に 新 設 さ

れ る 研 究 部 門 へ 招 聘 さ れ た 、 ト ロ ン ト 大 学 教 授 で 心 理 学 者 の C.R. マ イ ヤ ー
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ズ （ C. Roger Myers） も ま た 、 こ れ ら 重 度 級 の 入 所 者 は 劣 悪 な 状 態 に あ っ た

と 述 べ て い る （ Hackett [1969] 167, 177）。  

オ リ リ ア 施 設 の 処 遇 と 衛 生 環 境 が 当 時 の 基 準 に 照 ら し て も 劣 悪 で あ っ た の

か 真 偽 は 明 ら か で な い が 、 ダ ウ ニ ー の 関 心 と 施 設 運 営 の 重 心 が 白 痴 よ り も 比

較 的 軽 度 級 の 痴 愚 と 軽 度 精 神 薄 弱 の 子 ど も に 置 か れ て い た こ と は 明 ら か で あ

る 。  
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第 ３ 節  軽 度 精 神 薄 弱 児 の 隔 離 を 意 図 し た 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 の 拡 大  

１ ． 補 助 学 級 調 査 官 シ ン ク レ ア に よ る 軽 度 精 神 薄 弱 へ の 教 育 対 象 の 限 定  

1910 年 代 か ら 20 年 代 に か け て オ リ リ ア 施 設 が 収 容 機 能 の 強 化 と 効 率 的 運

営 を 目 指 し な が ら 大 規 模 化 す る 一 方 、 同 時 期 に 精 神 薄 弱 者 の 主 た る 対 応 機 関

の も う 一 翼 で あ っ た 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 は い か な る 展 開 を 見 せ た の だ ろ う

か 。  

前 章 で み て き た と お り 、軽 度 精 神 薄 弱 児 の 隔 離 を 意 図 し た 公 立 学 校 精 神 薄

弱 学 級 は 、 1914 年 補 助 学 級 法 に お い て 設 置 が 規 定 さ れ た 。 同 学 級 は 、 1920

年 に 大 き な 転 機 を 迎 え る 。 と い う の も 同 年 、 州 務 長 官 管 轄 で あ っ た 補 助 学 級

は 教 育 省 へ と 移 管 さ れ 、 教 育 機 関 と し て の 位 置 づ け を 明 確 に す る と と も に 、

新 た に 州 費 に よ る 補 助 金 を 得 て 拡 大 を 見 せ る こ と と な る か ら で あ る

（ Sinclair [1925] 7-8）。  

数 字 を 取 り 上 げ れ ば 、 1918 年 の 精 神 薄 弱 学 級 数 は ５ 学 級 、 在 籍 者 数 は 約

50 人 で あ っ た が （ ACAR, 1919）、 12 年 後 の 1930 年 に は 127 学 級 、 約 2,000

人 へ と 急 増 し て い る （ Table Ⅲ -1）。  

さ ら に 、 オ ン タ リ オ 州 政 府 は 1924 年 に 職 業 訓 練 法 （ the Vocational Act）

を 改 正 し て 、精 神 薄 弱 学 級 が 適 当 な 低 能（ subnormal）の 者 で 、義 務 教 育 年 齢

の 13 歳 を 過 ぎ た 者 を 対 象 と し て 、補 助 学 級 の ひ と つ で あ る 職 業 訓 練 学 級 に お

い て 職 業 訓 練 を 行 う こ と を 規 定 し 、 そ の た め の 補 助 学 級 に 対 す る 補 助 金 の 増

額 を 決 定 し た （ Sinclair [1925] 8）。 こ の こ と は 、 州 政 府 が 精 神 薄 弱 者 を 対

象 と し た 学 級 の 必 要 性 と そ こ に お け る 訓 練 の 有 効 性 を 認 め て い た こ と を 示 し

て い よ う 。  
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さ て 、1920 年 代 以 降 の オ ン タ リ オ 州 公 立 学 校 補 助 学 級 は 、管 轄 省 だ け で な

く 管 理 職 人 事 の 面 か ら も 教 育 機 関 と し て 明 確 に 位 置 づ け ら れ て い く こ と と な

る 。  

州 内 の 補 助 学 級 全 体 の 監 督 、指 導 権 を も つ 補 助 学 級 調 査 官 は 、1920 年 以 降 、

師 範 学 校 教 員 が 務 め て い る か ら で あ る 。 初 代 調 査 官 マ ク マ ー チ ー の 後 任 に 任

命 さ れ た S.B. シ ン ク レ ア （ Samuel Bower Sinclair 1855-1933） は 、 1903

年 に シ カ ゴ 大 学 で 博 士 号 を 取 得 後 、 ハ ミ ル ト ン と オ タ ワ の 師 範 学 校 教 員 を 歴

任 し 、 前 職 は マ ク ド ナ ル ド ・ カ レ ッ ジ （ ケ ベ ッ ク ） の 教 育 学 部 長 で あ っ た 。

さ ら に 1929 年 に 彼 の 後 任 と な る H.E. エ イ モ ス （ Harry E. Amoss 1880-1964）

も 、 教 育 学 の 博 士 号 を 取 得 し 、 ハ ミ ル ト ン 師 範 学 校 の 教 員 と し て の 職 歴 を も

っ て い た 。  

そ こ で 、 教 育 省 へ 移 管 後 の 1920 年 代 か ら 30 年 代 の オ ン タ リ オ 州 公 立 学 校

精 神 薄 弱 学 級 の 実 態 を 、 ２ 人 の 補 助 学 級 調 査 官 に よ る 報 告 書 お よ び 著 書 を 主

資 料 と し て 、 対 象 児 、 教 員 養 成 、 そ し て 通 常 学 級 と の 関 係 の ３ 点 か ら 整 理 す

る 。  

 

（ １ ） 対 象 児  

1914 年 法 以 降 、同 学 級 の 対 象 児 は「 本 来 の 学 年 の 課 程 に つ い て 行 く こ と が

で き な い が 、 訓 練 可 能 で 、 法 定 学 齢 （ ８ 歳 ） 以 上 の 精 神 年 齢 の 者 」 と の 規 定

が 維 持 さ れ て い た （ ACAR, 1916-1941）。 1920 年 代 に も 学 級 の 対 象 児 規 定 に 知

能 指 数（ I.Q.）の 基 準 は 明 示 さ れ て い な い 。し か し 、在 籍 者 の 大 多 数 が I.Q.50

～ 75 の 軽 度 精 神 薄 弱 児 で あ っ た こ と が 、シ ン ク レ ア に よ っ て 指 摘 さ れ て い る

（ ACAR, 1922; 1924）。 彼 は ま た 年 次 報 告 の な か で 、 I.Q.50 未 満 の 痴 愚 お よ

び 白 痴 の 者 に は 精 神 薄 弱 学 級 は 不 適 で あ る と 再 三 に わ た り 強 調 し て い る 。  

1933 年 に 刊 行 さ れ た 、エ イ モ ス に よ る 公 立 学 校 教 員 向 け 手 引 書「 障 害 児 の
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訓 練 」 で は 、 補 助 学 級 の 対 象 児 に つ い て 次 の よ う に 記 述 さ れ て い る 。 ま ず 、

大 き く ２ つ の グ ル ー プ 、発 達 初 期 の 身 体 的 異 常（ physical variants）お よ び

発 達 初 期 の 精 神 的 異 常（ mental Variants）が あ り 、後 者 は さ ら に ３ つ の 下 位

グ ル ー プ に 分 類 さ れ る 。 ① 自 己 管 理 が で き ず 、 ８ 歳 児 以 上 の 知 能 ま で 発 達 す

る こ と が な い 者 ― 補 助 学 級 法 お よ び 1920 年 公 立 学 校 法 に よ る 排 除 の 対 象 、②

あ ら ゆ る コ ミ ュ ニ テ ィ に １ ～ ５ ％ は 存 在 す る 、 実 践 的 学 習 が 適 し た 者 ― 精 神

薄 弱 学 級 お よ び 職 業 訓 練 学 校 の 対 象 、 ③ 神 経 症 お よ び 精 神 病 の 者 ― 学 校 医 と

相 談 の う え 医 療 機 関 で の 対 応 が 適 当 。  

1924 年 の 改 正 職 業 訓 練 法 に よ り 、 精 神 薄 弱 学 級 が 適 当 な 者 の う ち 13 歳 以

上 の 者 は 、 職 業 訓 練 学 校 （ Industrial Schools） に お い て 職 業 指 導 委 員 会 指

導 の も と 、 職 業 訓 練 が 施 さ れ る こ と と な っ た 。  

な お エ イ モ ス は 知 能 検 査 に つ い て 、同 じ I.Q.を 示 す ２ 名 の 子 ど も で も 、そ

の 能 力 （ capacity） は 非 常 に 大 き く 異 な る こ と が あ る た め 、 高 等 学 校 入 学 が

見 込 め な い よ う な 、実 践 的 学 習（ direct learning）を 必 要 と す る 児 童 を 分 類

す る に は 、 知 能 検 査 は 使 用 で き な い と し た （ ACAR [1931] 32-33）。  

 

（ ２ ） 教 員 養 成  

1920 年 以 降 、補 助 学 級 教 員 は 、地 元 の 視 学 官 に よ っ て 適 正 あ り と 判 断 さ れ

推 薦 さ れ た 者 が 、毎 年 開 催 さ れ る  ５ 週 間 の 夏 期 講 習 に お い て 、知 能 検 査 の 方

法 お よ び 補 助 学 級 の 運 営 と 教 育 に 関 す る 研 修 を 受 け る こ と と な っ て い た 。

1916 年 か ら 1919 年 の ４ 年 間 に 夏 期 研 修 を 受 け た 教 員 は 総 計 で 46 人 で あ っ た

が 、教 育 省 移 管 以 降 の 1920 年 か ら の ５ 年 間 で は そ の ４ 倍 以 上 の 207 人 が 参 加

し て い る （ Sinclair [1925] 7-8）。  

1930 年 代 に は 、夏 期 講 習 の 内 容 も 整 理 さ れ 、受 講 者 の 経 験・希 望 ご と に ３

つ の コ ー ス が 設 置 さ れ た ほ か 、 1930 年 代 末 に は オ ン タ リ オ 州 以 外 か ら も 176
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名 の 受 講 生 を 受 け 入 れ る な ど 補 助 学 級 教 員 養 成 シ ス テ ム は 整 備 、 拡 大 を 見 せ

て い た 。 ま た 、 ８ つ の 州 立 師 範 学 校 で も そ れ ぞ れ 教 員 志 望 者 に 対 し て 、 通 常

学 校 に お け る 補 助 学 級 タ イ プ の 児 童 へ の 対 応 方 法 を 学 ぶ 短 期 コ ー ス が 開 設 さ

れ て い た （ ACAR [1937] 49; [1940] 69）。  

 

（ ３ ） 通 常 学 級 と の 関 係  

シ ン ク レ ア は 自 身 の 終 報 告 書 に お い て 、 精 神 薄 弱 学 級 が 克 服 す べ き 課 題

を ２ 点 挙 げ て い る 。 ひ と つ は 、 狭 い 教 室 に 児 童 が 押 し 込 め ら れ て お り 、 教 育

に 必 要 な 部 屋 と 空 間 が 確 保 で き て い な い こ と 。 そ し て い ま ひ と つ の 課 題 は 、

当 学 級 の 在 籍 児 童 に 対 し て 、 一 般 の 人 々 か ら 「 精 神 欠 陥 」 と い っ た ス テ ィ グ

マ が 付 与 さ れ て い る こ と で あ っ た 。 彼 は 、 当 学 級 に 在 籍 す る す べ て の 児 童 は

50％ 以 上（ う ち 半 数 は 70％ 以 上 ）の 知 能 が あ り 、ス テ ィ グ マ を 付 与 さ れ た り 、

施 設 入 所 す る こ と な く 、 訓 練 に よ っ て 相 当 に 有 能 な 市 民 と な る こ と が で き る

か ら 、「 精 神 欠 陥 」 と 呼 ぶ べ き で は な い と し た （ ACAR [1929] 36）。 し か し な

が ら 、 児 童 と そ の 親 が こ う し た ス テ ィ グ マ を 嫌 悪 す る こ と は 必 然 で あ り 、 強

制 送 致 以 外 で 精 神 薄 弱 学 級 に 子 ど も を 送 る こ と は 強 く 拒 否 さ れ て い た 。  

こ れ に 対 し て 、1929 年 に シ ン ク レ ア の 後 任 と な る エ イ モ ス は 、ス テ ィ グ マ

に は 直 接 言 及 し て い な い も の の 、 と り わ け 初 等 教 育 段 階 に お け る 実 践 的 学 習

の 視 点 を 導 入 し 、 補 助 学 級 は 通 常 学 級 へ 復 帰 す る た め の 「 再 調 整 」

（ readjustment）の 場 と し て あ る べ き と の 見 解 を 示 し た 。こ の 理 念 を 念 頭 に 、

彼 が 着 手 し た 補 助 学 級 改 革 に つ い て は 、 次 章 で 論 じ る 。  

 

２ ．  軽 度 精 神 薄 弱 児 の 分 離 と 社 会 適 応 訓 練 を 目 的 と し た 学 級 の 拡 大  

精 神 薄 弱 学 級 に 在 籍 し て い た 児 童 に つ い て は 、 詳 明 な 情 報 が な い も の の 、

1915 年 度 の 補 助 学 級 調 査 官 報 告 に お い て「 年 齢 は ８ ～ 14 歳 。規 律 学 級 が 適 し
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て お り 、 こ の 学 級 に い る べ き で な い 子 ど も も 若 干 い る 。 そ の ほ か の 子 ど も は

精 神 薄 弱 で あ り 、 数 人 は 極 度 に 知 能 が 低 い 。 子 ど も た ち は 自 分 の 活 動 に 興 味

が あ り 、 明 ら か に 大 き く 改 善 し て い る 。 こ の 学 級 に い る か な り の 子 ど も が と

て も 清 潔 で 、 明 ら か に 良 家 の 出 身 で あ る 」 と 、 障 害 の 程 度 や 出 身 家 庭 の 多 様

な 子 ど も が 在 籍 し て い た こ と が 指 摘 さ れ て い る （ ACAR [1916] 17）。  

な お 前 章 で も 述 べ た が 、 オ ン タ リ オ 州 に お け る 補 助 学 級 担 当 教 員 の た め の

初 の 夏 期 講 習 は 、1915 年 ７ 月 に 開 催 さ れ る 。こ の 講 習 で は 、ト ロ ン ト 大 学

心 理 学 部 教 授 の P. サ ン デ ィ フ ォ ー ド （ Peter Sandiford） と 補 助 学 級 調 査 官

マ ク マ ー チ ー が 、 講 義 、 演 習 、 教 育 実 習 、 そ し て 講 習 の 運 営 一 般 の 責 任 者 と

な っ て い た （ ACAR [1916] 20）。  

学 級 で の 教 育 内 容 は 、 幼 稚 園 で は 他 者 と の 遊 び や 排 泄 の 訓 練 、 食 事 の 練 習

な ど が 行 わ れ た 。 下 級 学 校 で は 、 感 覚 訓 練 、 筋 肉 協 調 な ど 、 身 体 に 関 す る も

の が 行 わ れ て い た 。 上 級 学 校 で は 、 読 み 書 き 計 算 な ど 、 基 礎 的 な 学 力 に 関 す

る も の が 行 わ れ て い た 。 ま た 、 職 業 訓 練 学 校 も 設 け ら れ 、 男 女 別 に 様 々 な も

の が 用 意 さ れ た 。 ま と め る と 、 織 物 、 大 工 仕 事 と い っ た 手 工 訓 練 、 着 替 え 、

保 健 衛 生 、 料 理 、 掃 除 、 修 繕 、 修 理 と い っ た 簡 単 な 家 事 の 訓 練 に 時 間 が 割 か

れ て お り 、「 学 ん だ こ と を う ま く 利 用 で き る 軽 度 級 の 精 神 薄 弱 児 に は 、適 度 に

３ R’ s の 実 践 的 指 導 」 が な さ れ て い た （ ACAR [1916] 17; [1918] 26）。 ま た

マ ク マ ー チ ー は 精 神 薄 弱 学 級 児 童 の 卒 後 に つ い て も 、「 補 助 学 級 が 設 置 さ れ た

ら す ぐ に 、『 ア フ タ ー ケ ア 委 員 会 』が 組 織 さ れ 、こ の 学 級 事 業 を 支 え る よ う に

な れ ば と て も 有 益 で あ る 」（ ACAR [1920] 16） と 、 ア フ タ ー ケ ア の 重 要 性 を 強

調 す る 。す な わ ち 、教 科 教 育 の 可 能 な 一 部 の 児 童 に は ３ R’s が 教 育 さ れ て い

た が 、ほ と ん ど の 児 童 に 対 し て は 、意 志 力 と 自 活 力 を 養 う も の と し て 、ま た 、

将 来 の 精 神 薄 弱 者 恒 久 保 護 施 設 で の 仕 事 と 趣 味 の 幅 の 拡 大 を 意 図 し た 感 覚 訓

練 と 手 工 訓 練 （ MacMurchy [1915] 131-134） が 授 業 の 中 心 的 課 題 で あ っ た 。  
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実 践 的 教 育 が 中 心 的 内 容 で あ っ た 背 景 に は 、「 実 践 的 教 育 は 、（ 精 神 薄 弱 児

に と っ て ） 後 生 と て も 有 益 か つ 有 用 で あ り 、 ほ か の 授 業 よ り も 彼 ら の 可 能 性

を 高 め る も の で あ る 」（ ACAR [1916] 17） こ と と 、「 精 神 薄 弱 学 級 事 業 は 、 社

会 的 、 実 践 的 、 そ し て 職 業 訓 練 の 方 法 に よ っ て 発 展 す べ き で あ り 、 し な け れ

ば な ら な い 。 ･･･そ し て 、『 彼 ら は 学 校 を 離 れ た 後 、 何 を 持 っ て い く こ と が で

き る だ ろ う か 』 と い う こ と を 、 常 に 問 い 続 け な け れ ば な ら な い 。 清 潔 な 身 な

り を し 、行 儀 よ く し 、靴 を 作 り 、洋 服 を 作 り 直 し 、食 べ ら れ る も の を 料 理 し 、

家 や 作 業 場 の 助 け と な る よ う に そ れ ら を 掃 除 し 、 き れ い に 保 つ こ と は 、 精 神

薄 弱 学 級 に お い て 教 え る べ き こ と の 一 部 で あ る 」（ ACAR [1918] 26） と い う 教

育 理 念 が あ っ た 。 ま た 、 マ ク マ ー チ ー は 、 カ リ キ ュ ラ ム が 広 く 、 職 業 的 、 身

体 的 、社 会 的 、そ し て 実 践 的 訓 練 で あ る こ と に よ り 、「 児 童 は 伸 ば さ れ 、援 助

さ れ 、可 能 な 限 り 有 用 、無 害 、幸 福 で 自 活 で き る よ う に な る 」（ ACAR [1920] 16）

と 、 通 常 学 級 と は 全 く 別 個 の 、 実 践 的 訓 練 の 実 施 を 強 調 す る 。  

 

軽 度 精 神 薄 弱 児 の 隔 離 を 意 図 し た 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 の 拡 大 の 流 れ を 整

理 す る と 、 軽 度 精 神 薄 弱 児 の 隔 離 が 意 図 さ れ て い た が 、 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学

級 で の 取 り 組 み は 、 軽 度 精 神 薄 弱 者 が 社 会 に 出 て か ら の こ と を 考 え た も の で

あ る こ と が 伺 え る 。 こ の 思 想 は 、 前 節 で 取 り 上 げ た 精 神 薄 弱 者 の コ ミ ュ ニ テ

ィ 復 帰 と 共 通 す る も の が あ る 。 優 生 学 や 断 種 を 支 持 し て き た 層 に と っ て は 、

精 神 薄 弱 脅 威 論 が 根 強 く あ り 、 彼 ら の 隔 離 は 支 持 で き る も の で あ っ た 。 先 述

し た オ リ リ ア 施 設 と 同 様 に 、 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 の 拡 大 は 、 彼 ら を 隔 離 す

べ き と い う 精 神 薄 弱 脅 威 論 の ニ ー ズ も 同 時 に 満 た し て い た の で あ る 。  

一 方 で 、 脅 威 論 に 懐 疑 的 な 見 方 を も つ 層 に と っ て は 、 精 神 薄 弱 者 を 隔 離 し

た り 、 断 種 し た り す る こ と は 認 め ら れ な い が 、 彼 ら を そ の ま ま 放 置 す る わ け

に は い か ず 、 そ の た め 教 育 な い し 訓 練 に よ っ て コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 復 帰 を 支 援
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す る こ と が 求 め ら れ た 。 そ の た め に 、 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 で は 、 精 神 薄 弱

児 が 大 人 に な っ て 社 会 に 出 て も 生 き て い け る よ う に 、 必 要 な 技 術 を 身 に つ け

さ せ て き た の で あ る 。  

こ の 点 は 、先 に も 取 り 上 げ た 、精 神 薄 弱 者 の 大 多 数 は「 環 境 が 正 し け れ ば 、

お と な し く 、無 害 な 、満 足 し た 生 活 を 送 る 可 能 性 を も っ て 」お り 、「 能 力 に 従

っ て 教 育 さ れ 、 作 業 の 効 率 を 高 め ら れ 、 正 し い 生 活 習 慣 を 獲 得 す る よ う に 教

え ら れ れ ば … 幸 福 で 有 用 な 生 活 」 を 送 る こ と が で き る と い う バ ー ネ ッ ト の 主

張 を 実 現 す る 方 向 で 取 り 組 ま れ て い た と 考 え ら れ る 。  

本 章 を ま と め る と 、 1910 年 代 か ら 20 年 代 の オ ン タ リ オ 州 で は 、 精 神 薄 弱

を 標 的 の 一 つ と し た 社 会 衛 生 が 女 性 団 体 や 衛 生 関 係 者 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら 主

張 さ れ て い た 。優 生 学 に 基 づ く 断 種 の 議 論 は 時 期 を 待 た ね ば な ら な か っ た が 、

移 民 制 限 の 強 化 と 精 神 欠 陥 者 の 隔 離 保 護 は 目 前 の 課 題 で あ っ た 。そ の な か で 、

オ リ リ ア 施 設 は 経 済 的 ・ 効 率 的 運 営 を 目 指 す ダ ウ ニ ー 施 設 長 を 中 心 に 年 少 児

か ら 高 齢 者 、 白 痴 か ら 軽 度 精 神 薄 弱 者 ま で の 収 容 施 設 と し て の 需 要 に 応 え て

ゆ く 。 一 方 の 公 立 学 校 で も 、 通 常 学 級 不 適 合 の 子 ど も を 分 離 し 、 特 別 な カ リ

キ ュ ラ ム と 教 育 方 法 に お い て 処 遇 す る た め 、 と く に 教 育 省 移 管 後 か ら 精 神 薄

弱 学 級 が 拡 大 し て ゆ く こ と と な る 。  

す な わ ち 、 社 会 衛 生 の 議 論 が 過 熱 す る 一 方 で 、 オ リ リ ア 施 設 、 公 立 学 校 精

神 薄 弱 学 級 と も に 年 少 児 の 軽 度 精 神 薄 弱 と い う 対 象 を 重 複 さ せ な が ら 、 分 離

保 護 機 関 と し て 併 存 し な が ら そ れ ぞ れ に 拡 大 し て い く 時 期 で あ っ た と み る こ

と が で き る 。  
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註  

                                                  
１ ）  ク ラ ー ク は 同 論 文 の 結 び で 、「 健 全 な 精 神 と 健 康 な 身 体 を 備 え た 人 々 に

よ っ て 築 き 上 げ ら れ た 国 は 生 き 残 り 、不 安 定 な 精 神 と 身 体 に 基 づ く そ れ

は 間 違 い な く 滅 び る の で あ る 」と 述 べ 、移 民 政 策 に カ ナ ダ の 存 続 が か か

っ て い る こ と を 強 調 し て い る （ Clarke [1919] 444）。  
２ ） CNCMH 創 設 時 は ５ 名 の 会 員 が い た 。ク ラ ー ク と ヒ ン ク ス の ほ か に 、看 護

師 の キ ー ス 、そ し て 事 務 員 と し て ２ 名 の 女 性 、A. ア ボ ッ ト（ Anne Abbot）

と D. セ カ ン ド （ Doris Secord） で あ っ た 。 キ ー ス は 、 ク ラ ー ク の ク リ

ニ ッ ク 開 設 に も 片 腕 と し て 尽 力 し 、 後 に ヒ ン ク ス と 結 婚 し 、 CNCMH の 役

員 と な る （ the Canadian Mental Health Association, http://www. 

cmha.ca/about-cmha/history-of-cmha/〔 2013 年 ８ 月 21 日 閲 覧 〕 ）。  

３ ） 彼 の 死 後 、1925 年 に 開 設 さ れ た ト ロ ン ト 精 神 病 院（ Toronto Psychiatric 

Hospital）は 、1966 年 に 彼 の 名 前 を 冠 し た ク ラ ー ク 精 神 医 学 研 究 所（ the 

Clarke Institute of Psychiatry） へ 改 称 さ れ た 。 同 研 究 所 は 、 1998 年

に 他 の 3 つ の 機 関 と 合 併 し 、 中 毒 ・ 精 神 保 健 セ ン タ ー （ the Centre for 

Addiction and Mental Health） が 誕 生 し て い る 。  

４ ） ク ラ ー ク は 、ド イ ツ の 精 神 科 医 ク レ ペ リ ン の 精 神 病 分 析 学 に 傾 倒 し て お

り 、 ヒ ス テ リ ー や 神 経 衰 弱 と い っ た 「 機 能 性 神 経 症 （ functional 

neuroses）」と 精 神 病 と は 区 別 す べ き と し て 神 経 科 医 D.C. マ イ ヤ ー ス（ D. 

Campbell Meyers） と 対 立 し 、 彼 が 管 轄 し て い た 神 経 病 棟 を 閉 鎖 し た

（ Dowbiggin [1997] 159）。  

５ ） ビ ア ー ズ は 20 歳 代 前 半 の 1900 年 に 抑 う つ 症 状 や 自 殺 未 遂 に よ り 精 神 病

院 へ 入 院 し た 経 験 を も と に「 わ が 魂 に あ う ま で 」を 著 し て お り 、ヒ ン ク

ス は 16 歳 の と き に １ 年 間 、 う つ 状 態 に あ っ た （ Roland [1990] 19）。  

６ ）  ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 州 で は そ の 後 、 1925 年 公 的 調 査 法 （ the 

Public Inquiries Act） に よ っ て 「 精 神 衛 生 に 関 す る 王 立 委 員 会 」（ the 

Royal Commission on Mental Hygiene） が 組 織 さ れ 、 1928 年 ま で 州 内 の

精 神 異 常 、低 能（ subnormal）、て ん か ん 、精 神 欠 陥 の 子 ど も と 大 人 の 実

態 調 査 お よ び 州 外 の 情 報 収 集 を 行 い 、報 告 書 を 提 出 し て い る（ Menzies, 

2002; the Royal Commission on Mental Hygiene, 1927; 1928）。  

７ ）  1929 年 以 降 は 、Canadian Public Health Journal に 誌 名 が 変 わ り 、1931

年 か ら は「 CPHA お よ び カ ナ ダ 諸 州 の 保 健 当 局 の 雑 誌 」と し て 、所 属 が カ

ナ ダ に あ る 者 の み で 編 集 委 員 会 を 編 成 し て お り 、APHA か ら 独 立 し た こ と

が う か が え る （ PHJ [1931] (cover)）。  
８ ） た と え ば 、1923 年 に ダ ウ ニ ー は 次 の よ う に 報 告 し て い る 。「 わ れ わ れ の

活 動 は 主 に 功 利 主 義 的 な も の で あ り 、時 が 経 つ に つ れ て 、わ れ わ れ の 学

校 の 成 果 が 当 施 設 の 、そ し て 他 の 州 立 施 設 の 日 々 の 事 業 に 広 く 受 け 入 れ

ら れ て い る こ と に 満 足 し て い る 」（ IPPC [1923] 119）。  
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第 １ 節  精 神 薄 弱 者 の 断 種 と コ ミ ュ ニ テ ィ 生 活 に 関 す る 議 論 の 諸 相  

カ ナ ダ の 精 神 薄 弱 者 施 策 は ど の よ う に そ の 方 向 性 が 模 索 さ れ 、 実 際 に 精 神

薄 弱 者 に 対 し て い か な る 処 遇 が な さ れ た の か を 明 ら か に す る た め 、 前 章 で は

1920 年 代 ま で の 社 会 背 景 と オ リ リ ア 施 設 お よ び 精 神 薄 弱 学 級 に お け る そ れ

ぞ れ の 役 割 と 実 際 を 整 理 し た が 、 本 章 で は 1920 年 代 後 半 か ら 30 年 代 の 両 処

遇 機 関 の 発 展 に 着 目 し て 述 べ る 。  

く わ え て 、1930 年 代 に オ ン タ リ オ 州 で 隆 盛 と な る 精 神 薄 弱 者 に 対 す る 優 生

断 種 の 議 論 の 実 体 を 明 ら か に す る と と も に 、 断 種 議 論 の な か で オ リ リ ア 施 設

と 精 神 薄 弱 学 級 が ど の よ う な 立 場 を と り 、 い か な る 役 割 を 果 た し て い た の か

を 検 討 す る 。  

ま ず 本 節 で は 、1930 年 代 の 精 神 薄 弱 者 の 断 種 と コ ミ ュ ニ テ ィ 生 活 に 関 す る

精 神 薄 弱 関 係 者 の 議 論 を 整 理 す る 。 続 く 第 ２ 節 で は 、 同 時 期 の オ リ リ ア 施 設

と 施 設 長 が 断 種 に 対 し て い か な る 立 場 を と っ た の か 、 ま た 実 際 の 処 遇 実 態 に

つ い て 述 べ る 。そ し て 第 ３ 節 で は 1920 年 代 に 教 育 機 関 と し て 出 発 し て い た 公

立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 が 施 設 と 異 な る 独 自 の 発 展 を 図 る 過 程 に つ い て 考 察 す る 。 

 

１ ．  カ ナ ダ 優 生 学 協 会 に よ る オ ン タ リ オ 州 断 種 法 制 定 要 求 運 動  

カ ナ ダ に お い て 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 は 、19 世 紀 末 以 降 、精 神 科 医 、女 性 団 体 、

そ し て 教 育 ・ 福 祉 ・ 公 衆 衛 生 に 従 事 す る 官 吏 に よ っ て 注 目 さ れ て き た 政 策 的

課 題 で あ っ た 。  

前 章 で み て き た と お り 、1910 年 代 に 精 神 薄 弱 の 遺 伝 的 要 素 を 強 調 す る 人 々

が 現 れ た 結 果 、1920 年 代 後 半 に は カ ナ ダ で も 世 論 が 断 種 を 指 示 す る 基 盤 が 形

成 さ れ て い た 。  

隣 国 の ア メ リ カ で は 1923 年 以 来 、断 種 法 を 可 決 す る 州 が 増 加 し て い た こ と

や 、 1927 年 の ア メ リ カ 合 衆 国 高 裁 で の バ ッ ク 対 ベ ル （ Buck v. Bell） 訴 訟



160 

判 決 に よ っ て ヴ ァ ー ジ ニ ア 州 の 断 種 法 が 支 持 さ れ た こ と に よ り 、 カ ナ ダ に お

い て も 優 生 学 支 持 者 層 が 拡 大 す る こ と と な る （ 細 川  [2010a] 99） 。  

な か で も 1918 年 に 結 成 さ れ た カ ナ ダ 精 神 衛 生 委 員 会 （ CNCMH） が 牽 引 役 と

な っ て 、精 神 薄 弱 者 と 精 神 病 者 を 主 な 標 的 と し た 精 神 衛 生 運 動 が 1910 年 代 後

半 か ら 1930 年 代 に か け て 高 揚 し 、そ の 結 果 と し て カ ナ ダ で も つ い に 断 種 法 が

制 定 さ れ る こ と と な る（ 細 川  [2008] 167-172; Richardson [1989] 4-5）。1928

年 に ア ル バ ー タ 農 民 連 合 （ United Farmers of Alberta） 政 権 下 の ア ル バ ー タ

州 、1933 年 に は ブ リ テ ィ ッ シ ュ・コ ロ ン ビ ア 州 で そ れ ぞ れ 断 種 法 が 制 定 さ れ

た の で あ っ た 。  

両 州 の 断 種 法 に よ れ ば 、 精 神 病 院 々 長 に よ っ て 断 種 の 必 要 あ り と さ れ た 患

者 の ケ ー ス が 優 生 委 員 会 （ 構 成 員 の 人 数 は ア ル バ ー タ 州 が ４ 名 、 ブ リ テ ィ ッ

シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 州 が ３ 名 ） に 諮 ら れ る こ と と な っ て い た 。 優 生 委 員 会 に お

い て 全 会 一 致 で 断 種 が 妥 当 と 判 断 さ れ る と 、 患 者 本 人 の 同 意 を 得 て 施 術 が な

さ れ た 。 あ る い は 患 者 本 人 が 回 答 能 力 を 欠 く 場 合 に は 、 親 族 の 同 意 を 必 要 と

し た 。  

な お 、 カ ナ ダ 社 会 全 体 に お い て 断 種 へ の 関 心 が 高 ま る と 、 断 種 を 支 持 す る

立 場 の 人 々 が 徐 々 に 増 加 し て い く の で あ る が 、 こ う し た 断 種 賛 成 派 増 加 の 背

景 に は 、 移 民 政 策 に お い て 優 生 学 的 措 置 が 遅 々 と し て 進 ま な い こ と へ の カ ナ

ダ 国 民 の 苛 立 ち も 存 在 し て い た と 細 川（ 2010a）は 指 摘 し て い る（ 細 川  [2010a] 

99） 。  

実 際 、優 生 学 が 強 い 支 持 を 得 つ つ あ っ た 1930 年 前 後 の カ ナ ダ に お い て 、世

界 大 恐 慌 時 に 厳 し い 移 民 政 策 が 実 施 さ れ る こ と と な っ た 。1931 年 に 出 さ れ た

枢 密 院 令 695 号 に よ り 、 イ ギ リ ス 、 ア イ ル ラ ン ド 、 ア イ ル ラ ン ド 自 由 国 、 ニ

ュ ー フ ァ ン ド ラ ン ド 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 南 ア フ リ カ と い

っ た 白 人 優 勢 の 自 治 領 等 の イ ギ リ ス 臣 民 と ア メ リ カ 人 で 雇 用 が 確 保 さ れ る ま
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で 自 活 で き る 十 分 な 資 力 を 備 え た 者 、 十 分 な 資 力 を 持 つ 農 業 経 営 者 、 カ ナ ダ

居 住 者 の 妻 と 未 成 年 の 子 な ど に 入 国 を 限 定 し た の で あ る 。  

そ の 結 果 、 移 民 数 は 1920 年 代 の 116 万 6,000 人 に 比 し 、 続 く 1930 年 代 に

は 14 万 人 （ 約 0.9％ ） に ま で 激 減 し た か ら （ 細 川  [2010b] 212） 、 カ ナ ダ 政

府 の 移 民 政 策 に 対 す る 強 い 決 意 と 実 行 力 が う か が え る 。  

こ う し た な か 、1930 年 代 を 通 じ て カ ナ ダ 全 体 で 断 種 へ の 関 心 は 下 火 に な っ

て ゆ く の で あ る が 、オ ン タ リ オ 州 で は む し ろ 1930 年 代 に 断 種 法 制 定 に 関 す る

議 論 が 高 ま っ て い っ た の で あ っ た 。  

と い う の も 、1930 年 に 結 成 さ れ た 国 内 大 の 優 生 運 動 団 体 、カ ナ ダ 優 生 学

協 会（ ESC）が 同 州 を 拠 点 と し て 活 動 を 強 化 し て い く か ら で あ る 。ESC は 断 種

こ そ が 精 神 病 者 や 精 神 薄 弱 者 を 含 む 精 神 欠 陥 者 の 増 加 を 防 止 し 、犯 罪 、売 春 、

貧 困 、 不 道 徳 と い っ た 社 会 問 題 を 解 決 す る 合 理 的 手 段 で あ る と 強 く 主 張 す る

な ど 、議 論 の 中 心 と な っ て い っ た 。こ れ は 、20 世 紀 転 換 期 に ア メ リ カ の 精 神

薄 弱 専 門 家 間 で 隆 盛 す る 、 精 神 薄 弱 を 国 家 の 社 会 的 、 経 済 的 、 道 徳 的 繁 栄 に

と っ て の 重 大 な 脅 威 と み な す 精 神 薄 弱 脅 威 論 と ま っ た く 同 じ 主 張 で あ っ た

（ 中 村  [2001] 49-50）。  

こ こ で 、 ESC の 構 成 員 と そ の 主 張 に つ い て 詳 し く 見 て い き た い 。  

す で に 1926 年 か ら 活 動 を 開 始 し て い た ESC は 、会 員 数 こ そ 100 人 を 超 え る

こ と は な か っ た も の の （ McLaren [1990] 114）、 そ の 執 行 部 に は 複 数 の 専 門 家

や 有 力 者 を 擁 し て お り 、 オ ン タ リ オ 州 政 府 や 保 健 関 係 者 に 対 す る 発 言 は 説 得

力 を も っ て い た 。  

オ ン タ リ オ 州 ブ ラ ン ト フ ォ ー ド の 医 務 官 、 W.L. ハ ッ ト ン （ William L. 

Hutton）を 会 長 と し 、同 州 キ ッ チ ナ ー の 実 業 家 、A.R. カ ウ フ マ ン（ Alvin Ratz 

Kaufman）、 CNCMH の 中 心 メ ン バ ー で も あ っ た 精 神 科 医 の ヒ ン ク ス 、 カ ナ ダ の

遺 伝 学 界 に お け る 第 一 人 者 の M.T. マ ッ ク リ ン （ Madge Thurlow Macklin）、
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ト ロ ン ト 精 神 病 院 初 代 院 長 の C.B. フ ァ ー ラ ー （ Clarence B. Farrar）、 そ し

て 判 事 の D.B. ハ ー ク ネ ス （ D.B. Harkness） ら を 中 枢 と し て 、 そ の ほ か 医 師

や 社 会 事 業 家 な ど の 実 践 家 も ESC の 会 員 に 含 ま れ て い た （ Dowbiggin [1997] 

183-184; 細 川  [2010b] 214-215; McLaren [1990] 113-114）。  

な か で も カ ウ フ マ ン は 、 1933 年 か ら 1938 年 ま で ト ロ ン ト 避 妊 ク リ ニ ッ ク

（ the Toronto Birth Control Clinic） を 、 ま た キ ッ チ ナ ー に 親 情 報 事 務 局

（ the Parents’  Information Bureau） を 設 置 し て 、 低 所 得 の 人 々 に 安 価 な

避 妊 具 を 提 供 す る 活 動 を 行 う 一 方 、 熱 心 な 断 種 支 持 者 で も あ っ た （ McLaren 

[1990] 114-116; McLaren & McLaren [1997] 92-123）。  

ESC の メ ン バ ー は 断 種 に 対 し て 肯 定 的 な 意 見 を 発 し て い た 。実 際 に 1929 年

に は 、 精 神 薄 弱 者 は 概 ね 遺 伝 し 、 犯 罪 や 売 春 に つ な が る と し て 、 強 制 的 断 種

を オ ン タ リ オ 州 の 政 策 と し て 採 用 す る よ う に 進 言 し た（ 細 川  [2010b] 214）。

こ の 提 案 は 却 下 さ れ た も の の 、 提 案 の 事 実 か ら は 断 種 に よ る 人 種 改 良 を 押 し

進 め る ESC の 立 場 を 見 る こ と が で き る 。  

1935 年 に ESC が 発 刊 し た 小 冊 子 で は 、同 協 会 の 目 的 に つ い て 次 の よ う に 定

義 さ れ て い る 。  

 

「 カ ナ ダ 優 生 学 協 会 は 、 科 学 者 、 医 師 、 会 社 員 、 聖 職 者 、 そ の ほ か の 構

成 員 か ら な る 組 織 で あ り 、 優 生 学 の 領 域 に お け る 研 究 を 審 査 、 促 進 す る と

と も に 、 研 究 成 果 を 人 種 改 良 の 問 題 に 応 用 し て い る 。 そ の 目 的 と し て 、 以

下 の 目 標 を 立 て て い る 。  

①  精 神 薄 弱 者 お よ び 身 体 的・精 神 的 に 遺 伝 的 悪 影 響 を も つ と 知 ら れ て い

る 者 の 断 種 に つ い て の 法 律 を 確 立 さ せ る こ と 。  

②  人 種 に と っ て 脅 威 で あ る 者 お よ び 施 設 処 遇 が 必 要 な 者 の 排 除 を 確 立

す る こ と 。  
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③  大 学 に お い て 優 生 学 の 講 座 を 設 け る こ と 。  

④  優 生 学 に 関 す る 講 演 者 の 演 説 事 務 所 を 運 営 す る こ と 。  

⑤  論 文 や 新 聞 記 事 を 通 し て 優 生 学 に 対 す る 関 心 を 高 め る こ と 。  

⑥  カ ナ ダ 優 生 学 協 会 の 支 部 と し て 州 単 位 の 委 員 会 を 組 織 す る こ と 。」

（ ESC [1935] 4）  

 

ま た 、 断 種 に つ い て は 次 の よ う に 定 義 し て い る 。  

 

「 カ ナ ダ 優 生 学 協 会 の 主 張 す る と こ ろ の 断 種 と は 、命 の 種 子 が 流 れ 通 る

管（ 精 管 あ る い は 卵 管 ）を 切 断 あ る い は 結 紮 す る こ と に あ る 。性 腺（ 精 巣

お よ び 卵 巣 ）は 除 去 さ れ な い 。逆 に 言 え ば 、永 久 に 子 ど も を 持 た な い と い

う こ と 、そ し て 、無 力 な 子 ど も た ち に よ っ て も た ら さ れ る 、遺 伝 に よ る 精

神 的・身 体 的 欠 陥 の 永 続 性 を こ う し て 断 ち 切 る こ と 以 外 に は 、性 的 興 奮 は

決 し て 影 響 さ れ な い し 、夫 婦 関 係 も 決 し て 妨 害 さ れ な い 」（ ESC [1935] 4） 

 

す な わ ち ESC は 、 優 生 学 の 研 究 と 実 践 、 啓 発 を 行 う 多 職 種 か ら な る 全 州 組

織 で あ り 、 そ の 実 践 方 法 と し て 去 勢 で は な く 断 種 を 提 案 し 、 各 州 に お い て 断

種 法 の 成 立 を 目 指 し て い た 。  

1930 年 代 に は ESC の み な ら ず 、様 々 な 立 場 か ら 断 種 は 肯 定 さ れ て い た 。マ

ク マ ス タ ー 大 学 教 授 で あ り 人 口 学 で 権 威 の W.B. ハ ー ド （ W. Burton Hurd）

は 、 1921 年 と 31 年 の カ ナ ダ 国 勢 調 査 に つ い て 分 析 を 行 い 、 ア ン グ ロ ・ サ ク

ソ ン 系 の 出 生 率 が フ ラ ン ス 系 お よ び 移 民 の そ れ よ り も 低 い こ と を 見 出 し 、 出

生 率 の 低 さ が 将 来 的 に ア ン グ ロ ・ サ ク ソ ン 系 の 減 少 に 繫 が る と 主 張 し た 。 同

時 に 彼 は 、 西 部 州 は ス ラ ブ 系 農 民 の 流 入 に よ っ て 孤 立 し つ つ あ り 、 彼 ら の 犯

罪 率 の 高 さ と 識 字 率 の 低 さ を 問 題 視 し た 。  
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す な わ ち 、 「 望 ま し い 」 民 族 で あ る ア ン グ ロ ・ サ ク ソ ン 系 は 移 民 の 流 入 と

多 産 に よ っ て 人 口 の 縮 小 に 追 い 込 ま れ て お り 、 と り わ け 西 部 州 に お い て は 、

社 会 に と っ て 「 望 ま し く な い 」 ス ラ ブ 系 移 民 が 急 増 し て い る と 指 摘 し た 。 そ

し て ハ ー ド は 、 カ ナ ダ 社 会 で は 精 神 異 常 と 犯 罪 が 増 加 し て い る 原 因 は 移 民 の

増 加 に あ る と 結 論 付 け た の で あ る 。 彼 は 移 民 た ち が カ ナ ダ 社 会 に 順 応 し て い

く 同 化 は 起 こ り え な い と み て お り 、 精 神 的 ・ 道 徳 的 欠 陥 者 に よ る カ ナ ダ 社 会

へ の 脅 威 が 存 在 す る こ と 、 そ し て 、 彼 ら に 対 し て 何 ら か の 措 置 す な わ ち 断 種

策 が 講 じ ら れ な い 限 り 、 彼 ら の ケ ア に か か る 負 担 は カ ナ ダ を 破 産 さ せ る と す

る と 警 鐘 を 鳴 ら し た の で あ る （ Hurd [n.d.] 12-15） 。  

当 時 の 国 際 情 勢 も ま た 断 種 法 賛 成 の 流 れ を 後 押 し し た 。1930 年 代 の ド イ ツ

で は ナ チ ス に よ る 断 種 政 策 が 行 わ れ て お り 、20 万 人 以 上 の ユ ダ ヤ 人 が 殺 害 さ

れ て い た 。 ド イ ツ の 強 制 断 種 措 置 導 入 に つ い て 、 ESC 会 長 の ハ ッ ト ン は 演 説

で 、 長 期 的 に は 社 会 制 度 を 混 乱 さ せ る よ う な 人 々 を 除 去 す る だ ろ う と 肯 定 し

て い る （ McLaren [1990] 122） 。  

ま た 、 オ ン タ リ オ 州 副 首 相 の H.A. ブ ル ー ス （ Herbert Alexander Bruce）

は 、1936 年 ４ 月 に 開 催 さ れ た ト ロ ン ト 社 会 福 祉 会 議（ Toronto Conference on 

Social Welfare） の 席 上 で 、 ５ 万 人 の 社 会 不 適 応 者 に 対 す る ド イ ツ の 断 種 へ

の 讃 辞 を 述 べ た （ Bruce [n.d.] 21-24） 。 こ の よ う に 、 オ ン タ リ オ 州 内 で も

ド イ ツ の 断 種 措 置 の 事 例 の 紹 介 と 、 そ れ に 対 す る 賛 同 が 積 極 的 に な さ れ て い

た の で あ る 。  

こ う し た 断 種 賛 成 の 流 れ を 受 け て 、 ESC は 非 公 式 に オ ン タ リ オ 州 保 健 相 に

対 し て 、 患 者 の 同 意 や 配 偶 者 あ る い は 後 見 人 の 同 意 が あ れ ば 医 師 が 断 種 を 行

な え る よ う オ ン タ リ オ 医 事 法（ Ontario Medical Act）を 改 正 す る よ う 求 め た 。

同 協 会 は 医 師 や 病 院 に よ る 断 種 の 合 法 化 へ 向 け て 動 き 始 め た の で あ る

（ Dowbiggin [1997] 186-187） 。  
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こ う し た な か で 、 ESC に 精 神 科 医 の フ ァ ー ラ ー が 加 入 し た 。 ア メ リ カ で も

名 声 を 博 し て い た フ ァ ー ラ ー の 加 入 は 、ESC に と っ て 予 想 外 の 幸 運 で あ っ た 。

彼 は 精 神 薄 弱 の ほ と ん ど が 遺 伝 に よ る も の で あ る と み な し 、「 断 種 に よ り 、多

く の 州 が 直 面 し て い る （ 精 神 薄 弱 に 起 因 す る ― 筆 者 ） 重 大 な 問 題 を 処 理 す る

こ と が で き る 」と 考 え て い た（ Dowbiggin [1997] 185; Farrar [1931] 92-94）。

彼 の 断 種 へ の 支 持 は 、 断 種 こ そ が 社 会 問 題 解 決 の 合 理 的 手 段 で あ る と し

（ Dowbiggin [1997] 186）、 各 州 政 府 、 と り わ け オ ン タ リ オ 州 に 対 し て ア ル バ

ー タ 州 に 追 随 し 断 種 法 を 制 定 す る よ う 要 請 し て い た ESC と 方 向 性 を 同 じ く し

て い た の で あ る 。  

1935 年 ２ 月 の ESC 代 表 団 と オ ン タ リ オ 州 首 相 、 M. へ プ バ ー ン （ Mitchell 

Hepburn） と の 会 見 に 先 立 ち 、 ESC が 提 出 し た 事 前 資 料 の な か に は 、 ESC 会 員

で 遺 伝 学 者 の マ ッ ク リ ン に よ る 、 精 神 薄 弱 者 の 増 加 を 遺 伝 学 的 に 裏 付 け た 調

査 報 告 書 や 、前 年 に イ ギ リ ス で 提 出 さ れ た 断 種 問 題 検 討 委 員 会 報 告 書（ Report 

of the Departmental Committee on Sterilization） も 含 ま れ て お り 、 同 州

の 断 種 法 制 定 を 促 す 有 力 な 根 拠 と な る と 考 え ら れ た（ 細 川  [2009a] 7）。実 際 、

こ の 会 見 に お い て オ ン タ リ オ 州 政 府 は ESC 代 表 に 対 し て 支 持 す る 印 象 を 与 え

た と い う （ 細 川  [2009a] 8; [2010b] 220）。  

ESC 会 長 の ハ ッ ト ン は 、 そ れ で も 押 し を 弱 め ず 、 1936 年 の オ ン タ リ オ 州 市

長 会 （ the Association of Ontario Mayors） に お い て 、 断 種 法 制 定 に 向 け て

州 議 会 へ 働 き か け る よ う 次 の よ う に 煽 動 し て い る 。  

 

「 断 種 法 は 、 万 能 薬 と し て で は な く 、 精 神 欠 陥 者 の 再 生 を 制 限 す る た め

に 必 然 の 人 道 的 措 置 と し て 提 案 さ れ た の で あ る 。 す な わ ち 、 コ ミ ュ ニ テ ィ

に お け る 欠 陥 者 の 制 限 に 対 す る 理 解 と 共 感 の 精 神 か ら 生 ま れ 、 ま た 精 神 欠

陥 者 の た め の 膨 大 な 経 費 を 支 払 っ て い る 納 税 者 の 関 心 か ら 生 ま れ た と い え
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る 。 こ の 方 針 を 支 持 す る 人 々 （ 各 市 長 ― 筆 者 ） が 、 州 議 会 に 対 し 必 要 な 法

律 を 定 め る よ う 強 く 主 張 す る こ と は 明 白 な 義 務 な の で あ る 」（ Hutton 

[1936] 11）  

 

同 時 期 に ESC 以 外 に も 、断 種 法 の 制 定 を 支 持 す る 立 場 が あ っ た 。20 世 紀 初

頭 に オ ン タ リ オ 州 精 神 薄 弱 者 調 査 官 と 補 助 学 級 調 査 官 を 歴 任 し 、1920 年 に 連

邦 保 健 局 へ と 異 動 し て い た 女 性 医 師 の マ ク マ ー チ ー で あ る 。  

彼 女 は も と も と 精 神 薄 弱 問 題 に 取 り 組 む 調 査 官 で あ っ た が 、 優 生 学 的 立 場

か ら 精 神 薄 弱 問 題 を 社 会 問 題 の 根 本 的 課 題 と し て 認 識 し 、 対 策 の 必 要 性 を 主

張 し た 点 で 、 そ れ ま で の 施 設 局 や 教 育 委 員 会 と 異 な っ て い た 。 彼 女 は 精 神 薄

弱 問 題 の 解 決 を 志 向 す る に あ た り 、 精 神 薄 弱 遺 伝 論 に 基 づ く 精 神 薄 弱 者 の 増

殖 と 発 生 の 予 防 を 目 指 し た 。 こ の こ と か ら 、 彼 女 は カ ナ ダ の 代 表 的 な 優 生 論

者 と 位 置 付 け ら れ て い る（ Brown [2005] 256-259; Dodd [1994] 137; Dowbiggin 

[1997] 164 ほ か ）。  

精 神 薄 弱 の 増 殖 防 止 を 目 的 と し て 、す で に 1910 年 代 に 彼 女 が い く つ か の 政

策 を 提 示 し て い る こ と は 、 第 ２ 章 で 述 べ た 。 た と え ば 、 オ リ リ ア 施 設 以 外 の

精 神 薄 弱 施 設 の 増 設 、 出 産 可 能 年 齢 に あ る 精 神 薄 弱 女 性 の 隔 離 保 護 、 精 神 薄

弱 者 の 人 口 や 居 場 所 の 情 報 を 記 録 ・ 管 理 す る 機 関 の 設 置 な ど を 州 議 会 に 進 言

し た 。  

1930 年 代 に 彼 女 は 、社 会 不 適 応 者 の 優 生 断 種 を 支 持 す る 論 文 を 発 表 し て い

る （ MacMurchy, 1934a; 1934b）。 そ の な か で は 優 生 学 を 拠 所 に 、 児 童 福 祉 の

観 点 か ら 断 種 を 支 持 す る 彼 女 の 次 の 言 葉 が あ る 。  

 

「（ 精 神 薄 弱 者 が ）増 加 し 繁 殖 し て 、彼 ら の 背 後 に 欠 陥 者 の 大 群 が 残 り 、

わ れ わ れ の 子 孫 に 世 話 さ せ る の を そ の ま ま に し て お い て よ い の だ ろ う
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か ？ 」（ MacMurchy [1934a] 4）  

 

「 精 神 欠 陥 者 と そ の ほ か 親 に な る べ き で な い 者 の 数 に 関 し て 、 合 理 的 で

思 い や り の あ る 策 に よ っ て 、彼 ら が 親 に な る こ と を 防 止 す る こ と に 対 し て 、

… 異 論 の 余 地 は な い 」（ MacMurchy [1934a] 79）  

 

「 断 種 は 人 種 改 良 の 方 法 の ひ と つ で あ っ て 、 万 能 薬 で も な け れ ば 罰 で も

な い 。 そ れ は 『 有 効 な 治 療 法 』 な の で あ る 」（ MacMurchy [1934b] 464）  

 

こ の よ う に 、 ア ル バ ー タ と ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 両 州 に お け る 断 種

法 の 制 定 、 専 門 家 や 連 邦 官 吏 に よ る 断 種 の 支 持 、 ESC に よ る 対 政 府 運 動 、 マ

ク マ ー チ ー に よ る 精 神 薄 弱 脅 威 論 の 支 持 な ど を 受 け 、1930 年 代 の オ ン タ リ オ

州 で は 、 断 種 法 制 定 要 求 運 動 が 隆 盛 と な っ た の で あ っ た 。  

 

２ ．  精 神 薄 弱 脅 威 論 へ の 懐 疑 と 精 神 薄 弱 者 の 訓 練 成 果 へ の 期 待  

一 方 で 、1920 年 代 に は 精 神 薄 弱 を 社 会 的 脅 威 と み な す 脅 威 論 に 批 判 的 見 解

を 示 す 者 も 見 ら れ て い た （ 細 川  [2010b] 223-224）。 第 ３ 章 で 触 れ た よ う に 、

カ ナ ダ 公 衆 衛 生 学 会 （ CPHA） な ど で は 、 精 神 薄 弱 者 の 隔 離 保 護 と 断 種 支 持 派

の 論 拠 の ひ と つ で あ っ た 、精 神 薄 弱 の 遺 伝 性 に つ い て 疑 問 を 呈 す る と と も に 、

訓 練 の 成 果 と し て の コ ミ ュ ニ テ ィ 生 活 の 可 能 性 に つ い て も 発 言 が な さ れ て い

た 。  

た と え ば 、CNCMH の 会 員 で 作 業 療 法・職 業 訓 練 部 長 で も あ っ た N.L. バ ー ネ

ッ ト が 、 1922 年 に CPHA 機 関 誌 へ 寄 稿 し た 論 文 が あ る 。 前 章 129 ペ ー ジ で 言

及 し た が 、 こ の 論 文 の 中 で 彼 は 精 神 薄 弱 者 の 管 理 の う え で も 重 要 な の は 指

導 監 督 で あ り 、 適 切 な 訓 練 と 環 境 に よ っ て 精 神 薄 弱 者 は 幸 福 で 有 用 な 生 活 を
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送 る こ と が で き る と し て 、断 種 を 不 快 で「 冷 血 的 な 案 」と 切 り 捨 て た（ Burnette, 

1922）。  

も っ と も 、 当 時 CNCMH が 支 持 し て い た の は 、 過 密 化 が 進 む 施 設 か ら 精 神 欠

陥 者 を 解 放 す る た め の 純 粋 な 解 決 策 と し て の 選 択 断 種 で あ っ た か ら （ 細 川  

[2010a] 103）、 過 激 な 優 生 論 者 に よ る 強 制 断 種 と は 目 的 を 異 に し て い た 。  

そ れ で は 、 オ ン タ リ オ 州 政 府 は 断 種 法 導 入 に つ い て ど の よ う な 姿 勢 を と っ

て い た の で あ ろ う か 。  

1920 年 代 後 半 か ら 州 内 外 で 断 種 法 制 定 を め ぐ る 議 論 が 盛 ん に な り な が ら

も 、 オ ン タ リ オ 州 政 府 は 、 断 種 法 導 入 に 対 し て 慎 重 で あ っ た 。 政 府 は 真 摯 に

考 慮 す る と し な が ら も 、 断 種 の 法 制 化 に 踏 み 切 る こ と は な か っ た 。  

1938 年 に 、精 神 鑑 定 の た め に 病 院 へ 送 ら れ る 者 が 膨 大 な 人 数 で あ る こ と を

是 正 す る た め 、 精 神 衛 生 法 運 用 検 討 委 員 会 （ Royal Commission on the 

Operation of the Mental Health Act） が 設 置 さ れ た 。 同 委 員 会 が 、 本 人 や

保 護 者 の 承 諾 を 得 て の 選 択 断 種 を 許 可 す る 法 改 正 を 勧 告 し た こ と か ら 、 1930

年 代 後 半 に は 同 州 の 断 種 法 制 定 は 確 実 視 さ れ て い た （ Dowbiggin [1997] 187; 

Simmons [1982] 131-133）。  

と こ ろ が オ ン タ リ オ 州 政 府 は 、 断 種 を 容 認 す る 同 検 討 委 員 会 の 勧 告 を 受 け

入 れ ず 、 州 議 会 で 断 種 法 制 定 の 日 程 ま で 審 議 さ れ て い た も の の 、 法 案 は 結 果

的 に 否 決 さ れ た の で あ っ た （ Dowbiggin [1997] 187; Simmons [1982] 114）。

同 州 で は 断 種 法 成 立 は 実 現 さ れ な か っ た の で あ る 。  

そ の 要 因 に つ い て 、細 川（ 2010b）は ４ 点 に ま と め て 論 じ て い る 。そ れ ら は 、

ESC の 親 ナ チ 的 な 主 張 に 対 す る 支 持 の 喪 失 、 カ ト リ ッ ク 市 民 に よ る 反 発 、 医

師 や 科 学 者 に よ る 優 生 学 へ の 反 対 、 そ し て ESC 内 部 か ら の 反 対 派 の 発 生 で あ

る 。 以 下 に そ の 内 容 を 詳 し く 考 察 す る 。  

一 点 目 は 、 ESC の 親 ナ チ 的 と も い え る 主 張 が 、 第 二 次 世 界 大 戦 の 勃 発 に よ
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っ て カ ナ ダ 民 衆 か ら の 支 持 を 失 っ た 点 で あ る 。 ESC 代 表 で 医 務 官 の ハ ッ ト ン

は 、「 ド イ ツ は 、欠 陥 遺 伝 性 向 を も つ ド イ ツ 人 を 、広 範 な 強 制 断 種 に よ っ て 浄

化 す る こ と を 求 め て お り 、30 万 人 以 上 が 断 種 に 付 さ れ た 。民 主 主 義 的 統 治 の

下 、 我 が 国 で は 、 同 じ 目 的 を 遂 行 す る た め 、 専 門 的 な 人 び と の 良 識 と 公 教 育

に 信 頼 を 寄 せ て い る 」 と 述 べ た （ Dowbiggin [1997] 187）。 ナ チ ス の 断 種 政 策

に 対 す る こ う し た ESC の 好 意 的 な 言 及 が 、 大 衆 か ら 断 種 論 を 遠 ざ け さ せ る 一

因 と な っ た と 考 え ら れ る 。  

二 点 目 は 、 カ ト リ ッ ク に よ る 優 生 学 へ の 反 発 で あ る 。 カ ナ ダ の カ ト リ ッ ク

は 1930 年 12 月 に ピ ウ ス 11 世 （ Pope Pius XI） が 発 し た 婚 姻 お よ び カ ト リ ッ

ク 教 育 に 関 す る 回 勅 「 貞 節 な 結 婚 （ Casti Connubii） 」 に 従 い 、 優 生 学 を 非

難 し た 。 同 回 勅 は 、 ユ ダ の 子 オ ナ ン の 行 い と 並 列 さ せ て 避 妊 や 中 絶 を 殺 人 と

等 し く 堕 落 し た 邪 悪 な 行 為 で あ る と し て 、 こ れ ら を 正 当 化 す る こ と を 批 判 し

て い る 。 ま た 、 オ ン タ リ オ 州 の カ ト リ ッ ク は と り わ け 規 模 が 大 き く 、 マ ク ナ

リ ー 司 教 （ Bishop McNally） を 中 心 と し て 断 種 と 産 児 制 限 （ birth control）

そ の 両 方 に 猛 然 と 反 対 し た （ McLaren [1990] 125-126） 。  

三 点 目 は 、 医 師 や 科 学 者 に よ る 優 生 学 に 対 す る 反 対 で あ る 。 英 米 で は 20

世 紀 転 換 期 に 隆 盛 を 迎 え た 優 生 学 で あ る が 、1920 年 代 頃 か ら 遺 伝 学 者 の 中 に

懐 疑 派 も 現 れ 始 め て い た 。 カ ナ ダ の 医 療 専 門 職 の な か で は 少 数 派 で あ っ た 彼

ら は 、1930 年 代 後 半 に ESC の 断 種 法 制 定 要 求 が オ ン タ リ オ 州 で 実 現 す る 可 能

性 が 高 ま っ た こ と を き っ か け と し て 、 本 格 的 に 反 論 を 始 め た 。  

例 え ば 、ト ロ ン ト 大 学 の 遺 伝 学 者 J.W. マ ッ カ ー サ ー（ John W. MacArthur）

は 、1935 年 、異 人 種 間 結 婚 の 危 険 を 論 じ た ESC 幹 事  (secretary) の F.N. ウ

ォ ー カ ー （ F.N. Walker） を 批 判 し 、 1937 年 に は 、 「 優 生 学 パ ニ ッ ク 」 を 引

き 起 こ そ う と し て い る と し て 同 協 会 々 長 ハ ッ ト ン を 攻 撃 し た （ McLaren 

[1990] 156） 。 ま た 、 イ ギ リ ス の 遺 伝 学 者 J.B.S.ホ ー ル デ ー ン （ J.B.S. 



170 

Haldane） や ク ィ ー ン ズ 大 学 生 物 学 教 授 の R.O.ア ー ル （ R.O. Earl） に よ る 優

生 学 批 判 も 加 え ら れ た 。 他 に も 医 学 誌 The Canadian Doctor の 1936 年 ８ 月 号

に 掲 載 さ れ た 「 医 師 と 優 生 学 」 と 題 し た 匿 名 記 事 に お い て 、 ESC は 改 革 を 推

進 し た い が た め 、 社 会 不 安 を 煽 り 、 医 学 上 の 学 説 を 軽 視 し て い る と し 、 人 び

と は 優 生 学 者 の 熱 狂 に は 動 か さ れ な い で あ ろ う と 論 じ ら れ た （ McLaren 

[1990] 155） 。 新 の 科 学 と し て 認 知 さ れ て い た 優 生 学 は 、 次 第 に 疑 似 科 学

と み な さ れ る よ う に な っ て い っ た の で あ る 。  

四 つ 目 の 要 因 は 、 優 生 学 は 科 学 を 軽 視 し て い る と い う 見 解 を 共 有 す る 者 が

ESC メ ン バ ー の な か に 存 在 し て い た こ と で あ る 。 元 オ リ リ ア 施 設 長 で あ り 、

保 健 省 次 官（ deputy minister of health）の 医 師 、B.T. マ ギ ー（ Bernard Thomas 

McGhie 1889-1945） は 自 身 も ESC の メ ン バ ー で あ り な が ら 、 極 端 な 措 置 で あ

る 断 種 の 法 制 化 に は 異 を 唱 え て い た 。 彼 は 、 精 神 薄 弱 が 遺 伝 で あ る こ と や 社

会 的 に 危 険 で あ る と す る 見 方 を 拒 否 し て い た 。例 え ば 、彼 は 1937 年 に ア メ リ

カ 神 経 学 会 （ American Neurological Association） に 設 け ら れ た 委 員 会 の 断

種 に 関 す る 報 告 書 を 読 み 、 低 能 者 に 対 し て 人 種 の 救 済 に 関 す る セ ン セ ー シ ョ

ナ ル な 警 告 を 発 す る の は 根 拠 が な い と し た（ McLaren [1990] 125）。そ し て 、

精 神 薄 弱 者 の 登 録 制 度 は 無 益 、 隔 離 は 経 費 が 高 く 、 断 種 は ご く 例 外 を 除 い て

効 果 的 で な い と し 、 訓 練 の 必 要 性 を 説 い た の で あ っ た 。  

こ の よ う に 、 優 生 学 が ナ チ ス を 連 想 さ せ た こ と や 、 断 種 に 対 す る カ ト リ ッ

ク に よ る 強 烈 な 反 発 、 優 生 学 の 非 科 学 性 の 表 出 に 加 え 、 政 策 に 直 接 関 わ る 官

僚 に 断 種 反 対 論 が あ っ た こ と が 、 複 合 的 に 絡 み 合 っ た 結 果 、 オ ン タ リ オ 州 で

は 断 種 法 が 不 成 立 に 至 っ た の で あ る 。  

し か し 、 同 州 に お い て 断 種 が 高 い 支 持 を 得 て い た 時 期 が あ る こ と も ま た 事

実 で あ る 。 そ の 背 景 に は 、 精 神 薄 弱 者 は 社 会 に 対 し て 危 険 な 存 在 で あ り 、 取

り 除 く こ と で 社 会 問 題 の 解 決 に 繋 が る と い う 人 々 の 確 信 が あ っ た 。 そ し て 、
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そ う し た 人 々 の 観 念 に 優 生 学 が 科 学 的 な 根 拠 を 与 え た た め に 、 断 種 論 は 支 持

を 集 め る よ う に な っ た の で あ る 。  
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第 ２ 節  精 神 薄 弱 者 施 設 入 所 者 の コ ミ ュ ニ テ ィ 生 活 の 模 索 と 制 約  

１ ． 施 設 長 マ ギ ー に よ る 脅 威 論 の 否 定 と 入 所 者 の コ ミ ュ ニ テ ィ 復 帰 の 構 想  

CNCMH や ESC と い っ た 施 設 外 部 の 精 神 薄 弱 関 係 者 ・ 団 体 で は 、 オ リ リ ア 施

設 の 存 在 に つ い て は 言 及 さ れ て い る も の の 、 施 設 内 の 処 遇 に つ い て の 意 見 は

ほ ぼ ま っ た く み ら れ な か っ た 。  

そ う し た な か 、1930 年 代 に オ ン タ リ オ 州 に お け る 断 種 法 成 立 の 抑 止 に 大 き

く 貢 献 し た の が 、 1927 年 か ら 31 年 の ４ 年 間 オ リ リ ア 施 設 長 を 務 め 、 そ の 後

オ ン タ リ オ 州 保 健 省 高 官 を 歴 任 す る 医 師 の マ ギ ー で あ っ た （ the Hospitals 

Division [1935] 5; IPPC [1931] 3）。  

マ ギ ー や 1931 年 に 彼 の 後 任 と し て 施 設 長 職 に 着 任 す る 、 同 じ く 医 師 の

S.J.W. ホ ー ン （ Sidney James Wood Horne 1896-1949） は 、 断 種 法 の 制 定 に

は 慎 重 な 立 場 を 示 し て い た（ Greenland [1963] 333; Simmons [1982] 121-127）。

マ ギ ー は 、 精 神 薄 弱 者 多 産 説 の 否 定 、 断 種 の 効 用 の 否 定 の ほ か 、 社 会 的 病 理

の 原 因 は 精 神 薄 弱 で は な く 非 行 で あ る と の 主 張 を 行 い 、 断 種 の 実 施 と そ の 根

拠 と な る 精 神 薄 弱 脅 威 論 を 否 定 し た （ McGhie, 1937b）。 さ ら に 彼 は 精 神 薄 弱

者 の 施 設 へ の 隔 離 総 収 容 の 限 界 と 社 会 的 包 括 の 必 要 性 、 さ ら に 入 所 者 が 施 設

外 で 生 活 す る こ と に よ る 経 済 的 効 率 性 と そ の た め の 訓 練 の 有 効 性 を 確 信 し て

い た の で あ る （ McGhie & MacPhee [1929] 8-9）。  

1919 年 に 30 歳 で 医 学 博 士 号 を 取 得 し た マ ギ ー は 、 1920 年 か ら ７ 年 間 、 オ

ン タ リ オ 州 ロ ン ド ン の 連 邦 精 神 病 院 に 勤 務 す る 傍 ら 、 ウ ェ ス タ ン ・ オ ン タ リ

オ 大 学 で 精 神 衛 生 学 の 准 教 授 を 務 め て お り 、 精 神 医 学 の 専 門 家 で あ っ た 。  

彼 は 1927 年 の 施 設 長 就 任 以 降 、在 任 期 間 か ら そ の 後 に か け て 、精 神 薄 弱 脅

威 論 と そ れ に 基 づ く 断 種 の 実 施 に 不 支 持 の 立 場 を と っ て い る 。  

そ の 理 由 に つ い て 彼 は 、1930 年 と 1936 年 の CPHA で の 講 演 に お い て 言 及 し

て い る 。す な わ ち 、「 精 神 薄 弱 者 の 大 多 数 は 健 常 の 親 か ら 生 ま れ て い る 」と し
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て 、精 神 薄 弱 の 遺 伝 性 を 否 定 し 、「 精 神 薄 弱 者 の 増 加 防 止 策 と し て の 断 種 は 効

果 を も た な い 」 と の 見 解 を 示 し た の で あ る （ Simmons [1982] 125）。  

ま た 彼 は 同 時 に 、「 非 常 に 多 く の ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー が『 … 精 神 薄 弱 が 非 行

の 原 因 で あ る 』と 思 い 込 ん で い る 」こ と を 批 判 し 、「 非 行 は 精 神 薄 弱 者 と 等 し

く 健 常 者 に も 起 こ る 」 と の 主 張 を 行 っ て い た （ Simmons [1982] 125）。  

さ ら に 彼 は 、ア メ リ カ 神 経 学 会（ the American Neurological Association）

に よ る 研 究 結 果 に よ れ ば 、 精 神 薄 弱 女 性 が 健 常 女 性 よ り も 多 産 で あ る と い う

説 も 否 定 さ れ る こ と を 認 め た 。そ の 研 究 結 果 と は 、「 精 神 薄 弱 者 が 生 ま れ る 家

族 数 は 、 一 般 人 口 の 平 均 よ り も 低 く … 精 神 薄 弱 者 が も つ 子 ど も の 数 は 平 均 よ

り も 大 幅 に 少 な く … 精 神 薄 弱 者 は 一 般 に 比 し て 出 生 率 は 低 く 、死 亡 率 は 高 い 」

こ と を 示 し て い た か ら で あ る （ Simmons [1982] 124-125）。  

こ の よ う に 、 マ ギ ー は ESC を 中 心 と し た 断 種 支 持 派 の 拠 所 で あ っ た 精 神 薄

弱 の 遺 伝 性 と 社 会 問 題 の 主 要 因 子 と し て 精 神 薄 弱 を 捉 え る 脅 威 論 に 否 定 の 立

場 を と っ た の で あ る 。  

実 際 、 オ リ リ ア 施 設 に お い て 断 種 が 行 わ れ た 記 録 は い ま の と こ ろ 見 つ か っ

て い な い 。オ ン タ リ オ 州 公 文 書 館 に 所 蔵 さ れ て い る 同 施 設 資 料 の な か に は「 断

種 」 と 分 類 さ れ た 箱 が あ る が 、 中 身 は 1933 年 か ら 44 年 ま で の ホ ー ン 施 設 長

時 代 に 収 集 さ れ た 他 州 の 断 種 法 関 連 の 資 料 お よ び 書 簡 で あ る 。 そ の な か で も

資 料 保 存 と 個 人 情 報 保 護 の 名 目 の も と 閲 覧 が 許 可 さ れ て い る の は 一 部 だ け で

あ り 、 閲 覧 可 能 な 資 料 か ら は 同 施 設 に お い て 断 種 が 実 施 さ れ た 形 跡 を 読 み 取

る こ と は で き な い （ Archives of Ontario, RG29-24-1-18）。  

た だ し オ リ リ ア 施 設 と は 別 に 、 オ ン タ リ オ 州 で は 非 合 法 に も か か わ ら ず 、

一 部 の 医 師 が 断 種 を 実 施 し て い た 事 実 は あ る （ Dowbiggin [1997] 186-187; 

McConnachie [1987] 237; Radford [1991] 452）。  
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そ れ で は 、 断 種 に 反 対 し て い た マ ギ ー は ど の よ う な 施 設 運 営 を 目 指 し た の

だ ろ う か 。  

彼 の 前 任 と し て 、 1910 年 か ら 1926 年 に 急 死 す る ま で 施 設 長 を 務 め て い た

ダ ウ ニ ー が オ リ リ ア 施 設 の 大 規 模 収 容 施 設 化 と 経 済 的 運 営 を 重 視 し た 施 設 運

営 を 推 進 し た の に 対 し て 、 マ ギ ー は 精 神 薄 弱 者 の 施 設 総 収 容 策 を 支 持 し な か

っ た 。そ の 理 由 の ひ と つ に は 、「 州 内 に は ６ 万 人 か ら ７ 万 人 の 精 神 薄 弱 者 が い

る が 、 そ の う ち 施 設 に 入 所 し て い る の は 約 2,000 人 、 ま た 診 断 を 受 け て い る

者 は 約 5,000 人 に す ぎ な い 」 た め 、 彼 ら の 総 収 容 は 物 理 的 か つ 経 済 的 に 不 可

能 で あ る と 考 え た こ と に あ っ た （ Simmons [1982] 124）。  

ま た マ ギ ー が ダ ウ ニ ー と 対 照 的 で あ っ た 点 は 、 彼 の 理 念 を 継 承 し な か っ た

こ と だ け で な く 、 一 部 入 所 者 の コ ミ ュ ニ テ ィ 生 活 を 模 索 す る よ う に な っ た こ

と に あ る （ Greenland [1963] 333; Simmons [1982] 121-127）。  

マ ギ ー は 就 任 と 同 時 に 、 CNCMH の メ ン バ ー で ト ロ ン ト 大 学 心 理 学 部 准 教 授

の E.D. マ ク フ ィ ー （ E.D. MacPhee） ら ３ 名 の 心 理 学 者 を 任 用 し 、 同 施 設 で

入 所 者 の 研 究 を 開 始 し た （ Simmons [1982] 121）。 そ の 研 究 結 果 を ま と め た 共

著 書 、「 低 知 能 者 施 設 （ hospital for subnormals） に お け る 訓 練 と 研 究 」 で

は 、入 所 者 の 障 害 、病 歴 、教 育・心 理 特 性 等 の 調 査 内 容 に 加 え 、1928 年 よ り

同 施 設 で 開 始 さ れ た 教 育 プ ロ グ ラ ム の 構 成 、 対 象 、 内 容 等 が 記 述 さ れ て い る

（ McGhie & MacPhee, 1929）。  

1929 年 に 発 表 さ れ た 同 著 の な か に は 、精 神 薄 弱 者 の 訓 練 と コ ミ ュ ニ テ ィ 生

活 に 対 す る マ ギ ー の 肯 定 的 見 解 を 認 め る こ と が で き る 。 同 著 に お い て 彼 は 、

多 く の 人 々 と 精 神 薄 弱 関 係 者 に よ り 容 認 さ れ て き た 、 施 設 収 容 に よ る 精 神 薄

弱 者 の 社 会 的 排 除 で は な く 、 社 会 へ の 包 括 の 重 要 性 を 提 唱 し 、 ま た 入 所 者 に

「 よ り 効 果 的 な 訓 練 法 と よ り よ い ケ ア を 提 供 し た な ら ば 、 … コ ミ ュ ニ テ ィ で

幸 福 か つ 生 産 的 に 、 ま た 自 他 に 深 刻 な 危 険 も な く 就 労 す る こ と の で き る 者 を
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増 や す こ と が で き る 」 と 確 信 的 に 述 べ て い る の で あ る （ McGhie & MacPhee 

[1929] 8-9）。ま た 、彼 が「 精 神 欠 陥 者 の も 経 済 的 な 処 遇 方 法 は コ ミ ュ ニ テ

ィ で 世 話 す る こ と 」（ McGhie & MacPhee [1929] 10） と 述 べ て い る こ と か ら 、

彼 の 精 神 薄 弱 者 の コ ミ ュ ニ テ ィ 復 帰 の 論 拠 は 脅 威 論 へ の 反 対 だ け で な く 、 経

済 的 有 効 性 に も あ っ た こ と が 窺 え る 。  

マ ギ ー の も と で 副 施 設 長 を 務 め 、1931 年 に そ の 後 任 と し て 施 設 長 を 歴 任 し 、

1950 年 ま で 20 年 近 く 在 任 し た ホ ー ン も ま た 、 マ ギ ー の 方 針 を 継 ぎ 、 断 種 法

制 定 に つ い て は 慎 重 な 姿 勢 を と っ て い た （ Archives of Ontario, 

RG29-24-1-18; Simmons [1982] 125）。  

ホ ー ン が 、ア ル バ ー タ 州 優 生 断 種 法（ 1928 年 ）と そ の 実 施 内 容 に 関 心 を も

っ て い た こ と は 、 オ リ リ ア 施 設 に お い て 彼 の 在 任 期 間 に 収 集 さ れ た 歴 史 的 資

料 と し て 、 ア ル バ ー タ 州 優 生 学 委 員 会 の 会 議 資 料 や 同 州 の 断 種 同 意 書 が 大 量

に 残 さ れ て い る こ と か ら 明 ら か で あ る（ Archives of Ontario, RG29-24-1-18）。

当 時 オ ン タ リ オ 州 保 健 省 に い た マ ギ ー に 宛 て た 1936 年 ３ 月 の 書 簡 の 中 で 彼

は 、「 精 神 欠 陥 の 防 止 を 促 進 す る た め に は 、オ ン タ リ オ 州 に お い て 断 種 法 が 制

定 さ れ る べ き で あ る 」が 、一 方 で 、「 こ の 問 題 に つ い て わ れ わ れ は 、誇 張 的 で

急 進 的 な 意 見 を 廃 し て 、 誠 実 な 観 点 の も と に 率 直 に 話 し 合 う べ き で あ る と い

う こ と を 強 調 し て も す ぎ る こ と は な い 」 と 、 慎 重 な 姿 勢 を 貫 い て い る

（ Archives of Ontario, RG29-24-1-18， The Letter Dated March 2， 1936）。  

な お 、オ ン タ リ オ 州 保 健 省 施 設 局 副 官 へ 着 任 以 降 の マ ギ ー は 、1930 年 代 に

カ ナ ダ お よ び ア メ リ カ の 衛 生 学 、 医 学 と 心 理 学 系 の 雑 誌 に 複 数 の 論 文 を 寄 せ

て い る が （ McGhie, 1931; 1933; 1935; 1937a; 1937b; 1938; 1939; 1941; 

McGhie & Brink, 1934）、 そ の 内 容 は 広 く 精 神 疾 患 お よ び 精 神 病 院 入 院 患 者 を

対 象 と し て お り 、 精 神 薄 弱 者 の コ ミ ュ ニ テ ィ 生 活 に つ い て の 論 及 は み ら れ な

く な る 。  
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唯 一 、 1937 年 の PHJ に 掲 載 さ れ た 「 コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 低 能 者 の 問 題 」

と 題 す る 論 文 の な か で 、 精 神 欠 陥 者 の 断 種 と コ ミ ュ ニ テ ィ 生 活 に つ い て 言 及

し て い る 。 そ こ で は 優 生 断 種 支 持 者 が 吹 聴 し て い る 「 精 神 欠 陥 者 が 驚 く べ き

比 率 で 増 加 し て い る こ と と 、 断 種 が 結 果 と し て こ の 望 ま し く な い 種 族 を 排 除

す る こ と に つ な が る こ と 」 に は 正 当 な 根 拠 が な い と し て オ リ リ ア 施 設 長 在 任

中 と 同 じ 姿 勢 が 貫 か れ て い る 。 ま た 「 問 題 と な ら な い た め に 、 精 神 欠 陥 者 の

う ち 95％ は 気 づ か れ て い な い と い う こ と を 忘 れ て は な ら な い 」し 、指 導 監 督

の も と で の コ ミ ュ ニ テ ィ 生 活 訓 練 は 実 現 可 能 で あ る と の 主 張 も 崩 し て い な い

（ McGhie, 1937b）。  

 

２ ．  オ リ リ ア 施 設 に お け る 入 所 者 の コ ミ ュ ニ テ ィ 復 帰 策  

マ ギ ー お よ び ホ ー ン の 理 念 の も と 、 1920 年 代 末 か ら 1930 年 代 の オ リ リ ア

施 設 に お い て 実 際 に 採 用 さ れ た 、 入 所 者 の コ ミ ュ ニ テ ィ 復 帰 策 は ど の よ う な

も の で あ っ た の だ ろ う か 。  

オ ン タ リ オ 州 議 会 に 提 出 さ れ た オ リ リ ア 施 設 年 報 お よ び マ ギ ー の 著 書 の 記

述 か ら 、 同 施 設 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ 復 帰 策 の 主 柱 と し て 以 下 の ３ つ が あ げ

ら れ る 。  

①  社 会 生 活 を 目 指 し た 施 設 内 教 育 お よ び 職 業 訓 練 （ 1927 年 か ら ）  

②  コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 適 応 訓 練 の た め の 仮 退 所 制 度 （ probation） の 導 入

（ 1928 年 ）  

③  退 所 へ の 段 階 的 措 置 と し て の コ ロ ニ ー （ Colony House） の 設 置 （ 1939

年 か ら ）  

こ こ で は 、 そ れ ぞ れ の コ ミ ュ ニ テ ィ 復 帰 策 の 目 的 、 対 象 と 方 法 を 明 ら か に

す る 。  
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（ １ ） 施 設 内 教 育 お よ び 職 業 訓 練  

オ リ リ ア 施 設 で は ま ず 、施 設 の 教 育 事 業 と し て 、1927 年 に 教 育・訓 練 の 内

容 別 に「 就 学 前（ pre-school）」、「 下 級 学 校（ lower school）」、「 上 級 学 校（ upper 

school）」、そ し て「 職 業 訓 練 学 校（ trade school）」の ４ 段 階 の 学 校 を 設 置 し 、

マ ッ ク フ ィ ー の 指 揮 の も と 、 施 設 職 員 に よ っ て 指 導 が 行 わ れ た 。  

各 学 校 に お け る 教 育・訓 練 内 容 は 、基 本 的 に Table Ⅳ -1 の 通 り で あ り 、マ

ギ ー は 必 要 に 応 じ て 修 正 す る こ と と し て い る（ McGhie & MacPhee [1929] 20）。  

 

就学前 下級学校 上級学校 職業訓練学校

１．散歩 １．感覚訓練 １．計算

２．会話 ２．筋肉協調 ２．読みと文学

３．排泄の訓練 ３．幼稚園 ３．書き

４．食事の練習 ４．言語 ４．作文

５．着替えの練習 ５．体操 ５．綴り

６．他者との遊び ６．音楽

７．社会科学

８．自然科学

９．手工訓練

10．家政

11．体操

12．裁縫

Table Ⅳ-1　施設内学校における教育システム

男子：塗装と壁紙貼
り，ブーツ作り，
テーラー，配管業，
蒸気官工事業，ボイ
ラー室作業，庭園
業，菜園業，搾乳，
厩作業，家禽の世
話，農業，大工，パ
ン焼き，貯蔵
女子：裁縫，料理，
洗濯，保護棟での仕
事，メイド，修繕，
食卓準備

出典：McGhie & MacPhee [1929] 19．  

 

教 育 事 業 の 対 象 は 施 設 入 所 者 で あ り 、 各 学 校 に 何 名 の 「 生 徒 」 が 配 置 さ れ

て い た の か は 明 ら か で な い が 、 各 生 徒 の 達 成 度 に よ り 、 教 師 の 判 断 で 配 置 や

進 級 が 決 定 さ れ て い た （ McGhie & MacPhee [1929] 20）。 と り わ け 上 級 学 級 以

上 で は 、 早 期 教 育 ・ 訓 練 の 有 効 性 と 教 育 ・ 訓 練 内 容 が 高 度 で あ る 点 か ら 、 主

に 若 年 の 精 神 薄 弱 児 、 お よ び 魯 鈍 や 軽 度 痴 愚 の 者 が 対 象 と な っ て お り 、 比 較

的 高 い 年 齢 の 重 度 痴 愚 は 若 干 名 が 含 ま れ て い た （ McGhie & MacPhee [1929] 

24-25）。  

記 録 が み ら れ る 1934 年 と 1940 年 の オ リ リ ア 施 設 に お け る 入 所 者 の 障 害 程
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度 別 人 数 と 割 合 の デ ー タ を Table Ⅳ -2 に 示 す 。  

 

「白痴」 「痴愚」 「魯鈍」
境界
域

「精薄」
以外

合計

人 378 981 380 43 23 1,805

％ 21.0% 54.3% 21.1% 2.4% 1.2% 100%

人 440 1,012 489 48 10 1,999

％ 22.0% 50.6% 24.5% 2.4% 1.2% 100%

出典：the Hospital Branch [1935] 70; the Hospital Branch [1941] 115．

1934年
10月末

1940年
3月末

Table Ⅳ-2　入所者の障害の種類と程度

 

 

オ リ リ ア 施 設 入 所 者 の 障 害 程 度 別 の 割 合 は 、 記 録 の あ る 1934 年 か ら 1940

年 の 間 で は ほ ぼ 変 化 は 見 ら れ な い 。 痴 愚 が 約 半 数 を 占 め 、 軽 度 精 神 薄 弱 と 白

痴 が そ れ ぞ れ ４ 分 の １ 弱 、 そ し て 「 境 界 域 」 と 「 精 神 薄 弱 以 外 」 の 者 も 60

人 前 後 入 所 し て い た 。  

入 所 者 の 年 齢 構 成 に つ い て は 明 ら か で な い が 、 精 神 薄 弱 の 程 度 か ら 看 取 で

き る こ と は 、 施 設 内 学 校 の 対 象 と な る 入 所 者 は 多 く て も ４ 分 の １ の 割 合 に と

ど ま っ て い た と い う こ と で あ る 。  

な お 、 マ ギ ー は 、 学 校 の 学 級 編 成 お よ び 教 育 ・ 訓 練 内 容 の 適 正 化 を 図 る た

め に 、 学 級 ご と の 対 象 児 の 生 活 年 齢 、 精 神 年 齢 （ Mental Age: M.A.）、 知 能 指

数（ I.Q.）を 定 期 的 に 検 査 す べ き と し た が 、こ れ ら M.A.や I.Q.を 入 級・進 級

の 判 定 基 準 と し て 採 用 す る こ と は な か っ た （ McGhie & MacPhee [1929] 20）。 

 

（ ２ ） 仮 退 所 制 度 の 導 入 と コ ロ ニ ー の 設 置  

次 に 、 1928 年 に 開 始 さ れ た 仮 退 所 制 度 （ probation） は 、 施 設 の 監 督 の も

と 入 所 者 が 自 身 の 家 庭 あ る い は そ の ほ か の 家 庭 １ ） に お い て 生 活 を 送 る と い

う 、 退 所 へ 向 け た 段 階 的 訓 練 事 業 で あ っ た 。 マ ギ ー は 、 1928 年 11 月 ま で に

「 28 人 の 生 徒 が 仮 退 所 し 、彼 ら は コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 適 応 に 成 功 し て お り 、ま
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た 自 身 で 生 計 を 立 て て い る 事 実 か ら 判 断 す る に 、 学 校 事 業 は 成 功 す る で あ ろ

う 」 と 述 べ （ IPPC [1929] 10）、 仮 退 所 事 業 へ の 満 足 的 評 価 と 施 設 の 教 育 ・ 訓

練 事 業 へ の 期 待 を 示 し て い る 。  

さ ら に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の な か に 住 居 （ Colony House） を 設 け 、 そ こ に お い

て 精 神 薄 弱 者 が 小 集 団 で 生 活 を 送 り な が ら 地 域 生 活 へ の 準 備 を 行 う コ ロ ニ

ー ・ シ ス テ ム は （ Simmons [1982] 127）、 1939 年 に 本 格 的 に 開 始 さ れ た 。 す

で に 1931 年 に は 同 様 の 試 み が な さ れ て い た も の の 、間 も な く 火 事 に よ り 家 屋

が 焼 失 し て い た の で あ る （ the Hospitals Branch [1932] 19）。  

こ れ ら 仮 退 所 制 度 お よ び コ ロ ニ ー ・ シ ス テ ム と い う 、 い わ ば 退 所 訓 練 事 業

の 対 象 者 に つ い て は 、 そ の 年 齢 、 障 害 の 程 度 も 含 め 、 未 明 で あ る 。 し か し 、

仮 退 所 者 お よ び コ ロ ニ ー 措 置 者 の 性 別 と 人 数 に つ い て は 、 オ ン タ リ オ 州 公 文

書 館 所 蔵 の オ リ リ ア 施 設 資 料 か ら 知 る こ と が で き る 。  

Fig. Ⅳ -1 は 、 オ リ リ ア 施 設 入 所 者 に 占 め る 仮 退 所 者 と コ ロ ニ ー 措 置 者 の

割 合 の 推 移 を 示 し た も の で あ る 。  
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Fig. Ⅳ-1 仮退所者およびコロニー措置者割合の推移
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出典：Archives of Ontario, RG29-24-1-4 をもとに筆者作成．

註：パーセンテージ（％）は，入所者に占める割合．

 

 

オ リ リ ア 施 設 の 入 所 者 数 は 、1920 年 代 後 半 に は 1,400 人 を 超 え 、1940 年 に

は 2,000 人 以 上 と な っ て い た 。 こ れ に 比 し て 仮 退 所 者 数 は 、 初 年 度 の 1928

年 度 が 36 人 で あ り 、 そ の 後 年 度 に よ り 増 減 は あ る も の の 、 1940 年 代 前 半 ま

で ほ ぼ 毎 年 、数 名 か ら 20 名 ず つ 増 加 し て い た 。そ の た め 、入 所 者 数 に 占 め る

仮 退 所 者 の 割 合 は 約 ３ ～ ６ ％ の 間 で 推 移 し 、 大 き な 変 動 は み ら れ な い 。  

ま た 1939 年 の コ ロ ニ ー 再 開 後 の 初 の ３ 年 間 は 女 性 の み ８ ～ 13 人 が 対 象

と な っ て い た が 、1943 年 度 に は 男 性 用 コ ロ ニ ー も 設 置 さ れ 、1940 年 代 半 ば 以

降 は 毎 年 100 人 前 後 、 す な わ ち 施 設 入 所 者 の う ち 約 ５ ％ が コ ロ ニ ー 対 象 と な

る な ど 、 同 事 業 は 拡 大 を 見 せ る 。  

以 上 の こ と か ら 、 同 施 設 で 導 入 さ れ た 段 階 的 退 所 訓 練 制 度 ・ シ ス テ ム は 急

激 な 拡 大 は し な か っ た も の の 、一 定 の 成 果 を あ げ つ つ 1940 年 代 ま で 継 続 し て

い た と い え よ う 。  
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第 ３ 節  公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 に お け る 発 展 と ス テ ィ グ マ 解 消 の 努 力  

CNCMH や ESC で は 、 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 や そ こ に お け る 教 育 に つ い て 認

識 は し て い た も の の （ CNCMH, 1929 な ど ） 、 処 遇 に 関 し て の 具 体 的 な 要 求 は

見 ら れ な い 。 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 も ま た 、 断 種 の 議 論 や オ リ リ ア 施 設 の 取

り 組 み と は 乖 離 し て 別 個 の 道 を 歩 む こ と と な る の で あ っ た 。  

本 節 で は 、1930 年 代 に 入 り 独 自 の 教 育 体 系 の 確 立 と ス テ ィ グ マ か ら の 脱 却

を 目 指 す 過 程 に つ い て 論 じ る 。 前 章 ま で で み て き た よ う に 、 精 神 薄 弱 学 級 は

1914 年 補 助 学 級 法 に よ り 成 立 し 、1920 年 代 に 州 務 長 官 直 轄 か ら 教 育 省 へ 移 管

さ れ た の ち に 精 神 薄 弱 児 の 分 離 教 育 の 場 と し て 拡 大 を 見 せ る 。  

補 助 学 級 の 教 育 省 移 管 後 初 の 補 助 学 級 調 査 官 で あ っ た シ ン ク レ ア は 、 補 助

学 級 数 の 拡 大 に 尽 力 し 、 1920 年 か ら 10 年 間 の 在 任 期 間 中 に 全 州 で 100 学 級

を 新 設 し た 。 彼 の 退 任 後 、 新 た に 同 職 に 就 任 し た の が エ イ モ ス で あ る 。  

エ イ モ ス は 、1916 年 に ト ロ ン ト 大 学 で 教 育 学 の 博 士 号 を 取 得 し 、公 立 学 校

で 教 鞭 を と っ た の ち 、 調 査 官 職 任 命 前 は ハ ミ ル ト ン 師 範 学 校 で 教 師 を 務 め て

い た か ら 、 補 助 学 級 担 当 教 員 の 信 頼 も 高 か っ た ２ ）。  

前 職 の 師 範 学 校 で は 教 育 方 法 論 の 教 員 を 務 め 、 と り わ け そ の 分 野 に つ い て

複 数 の 著 書 と 論 文 が あ る エ イ モ ス は （ Amoss, 1916; 1928; 1941; Amoss & 

DeLaporte, 1933 な ど ）、 補 助 学 級 調 査 官 着 任 以 前 の 1923 年 に 、 オ ン タ リ オ

州 教 育 協 会（ OEA）で「 逸 脱 し た 生 徒（ abnormal pupils）」に 言 及 し て い る（ OEA 

[1923] 418）。そ の 趣 旨 内 容 は 明 ら か で な い が 、少 な く と も 、彼 が 補 助 学 級 に

直 接 か か わ る 以 前 よ り 、 こ う し た 通 常 の 教 育 が 適 さ な い 子 ど も に つ い て も 関

心 を 向 け て い た こ と は 明 ら か で あ る 。  

Hackett（ 1969）に よ れ ば 、シ ン ク レ ア が 、補 助 学 級 の 教 育 効 果 の 向 上 と い

っ た ソ フ ト 面 よ り も 、 そ の 学 級 数 の 拡 大 と い う ハ ー ド 面 の 整 備 に 時 間 と 労 力

を 費 や し た 結 果 、 エ イ モ ス の 着 任 時 に は 次 の 解 決 す べ き 課 題 が 残 さ れ て い た
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（ Hackett [1969] 182-183）。  

 

①  補 助 学 級 が 設 置 さ れ て い た の は 都 市 に 限 ら れ て い た 。  

②  入 級 条 件 で あ る I.Q.が 50 か ら 70 は 教 育 可 能 な 精 神 欠 陥 児 の み 認 め ら

れ て お り 、 1929 年 の 補 助 学 級 教 育 は 、 補 修 的 な 生 徒 （ remedial pupil）

や 学 業 不 振 児 （ slow learner） に は ほ と ん ど 対 応 し て い な か っ た 。  

③  生 徒 の 入 級 は も っ ぱ ら 知 能 検 査（ intelligence-testing）に よ っ て 決 ま

る と い う 、 と い う 非 常 に 偏 狭 な 選 定 方 法 で あ っ た 。  

④  教 育 専 門 家 が 精 神 薄 弱 学 級 の 必 要 性 を 認 識 し 始 め た に も か か わ ら ず 、精

神 薄 弱 の 生 徒 や そ の 学 級 に 対 す る ス テ ィ グ マ の 問 題 は 依 然 と し て 残 っ

て い た 。  

⑤  カ リ キ ュ ラ ム と 指 導 法 は 大 部 分 が 初 歩 的 で 、生 徒 の な か で も と て も 程 度

の 低 い 者 を 想 定 し て い る こ と が 明 ら か で あ っ た 。  

 

1929 年 に 着 任 す る エ イ モ ス は 、就 任 初 年 度 に 勃 発 し た 世 界 恐 慌 の 影 響 を 諸

に 受 け 、 1938 年 ま で 10 年 間 の 在 任 期 間 を 通 し て 、 経 済 的 苦 境 の 中 で 上 記 の

課 題 に 取 り 組 ん で い く こ と と な る 。  

 

 １ ．  補 助 学 級 調 査 官 エ イ モ ス に よ る 精 神 薄 弱 学 級 の 拡 大  

彼 の 在 任 期 間 中 の 補 助 学 級 お よ び 精 神 薄 弱 学 級 数 と 学 級 対 象 の 規 定 の 変 化

を Table Ⅳ -3 に 示 す 。  

精 神 薄 弱 学 級 （ Training Classes） を 含 め た 補 助 学 級 の 総 数 と 在 籍 者 数 は

1932 年 ま で で 記 録 が 途 切 れ て い る が 、1929 年 に は 補 助 学 級 数 214、在 籍 者 数

4,228 人 の う ち 精 神 薄 弱 学 級 数 は 120、 同 在 籍 者 数 1,879 人 で あ り 、 1932 年

に は 同 325 学 級 、6,347 人 の う ち 158 学 級 、2,587 人 と 、ほ ぼ 半 数 が 精 神 薄 弱
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学 級 と そ の 在 籍 者 で あ っ た こ と が わ か る 。  

精 神 薄 弱 学 級 は 、 1920 年 代 の 10 年 で 100 学 級 と い う 爆 発 的 増 加 に 比 べ る

と 微 増 で は あ る も の の 、1930 年 代 を 通 し て ほ ぼ 毎 年 増 加 傾 向 に あ り 、10 年 間

で 55 学 級 の 増 で あ っ た 。  

注 目 す べ き は 、1931 年 に 新 設 さ れ た「 地 方 の 精 神 薄 弱 教 室（ Rural Training 

Unit）」の 増 加 で あ る 。統 計 記 録 に よ れ ば 、初 年 度 は 教 員 ２ 人 に ３ 人 の 在 籍 者

が い た の み で あ っ た が 、 ３ 年 後 に は 同 56 人 に 148 人 、 さ ら に ３ 年 後 に は 同

579 人 に 1,678 人 と 急 激 に 伸 び て い る 。 こ の 教 室 は 、 補 助 学 級 教 育 を 地 方 部

の 学 校 に 普 及 さ せ る た め エ イ モ ス に よ っ て 試 行 的 に 開 始 さ れ た 取 組 み で あ り 、

1931 年 に は す で に 弱 視 児 と 肢 体 不 自 由 児 を 対 象 と し た 同 様 の 教 室 が そ れ ぞ

れ 存 在 し て い た （ ACAR [1932] 49-50）。  

対 象 児 に つ い て は 1931 年 度 に は「 数 年 通 学 し て も ほ と ん ど あ る い は ま っ た

く 進 歩 が み ら れ ず 、 学 校 で 、 あ る い は 時 と し て コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て 問 題 児

と な っ て い る 生 徒 」（ ACAR [1932] 51） と の 言 及 が み ら れ る が 、 具 体 的 な 形 態

と 教 育 内 容 に つ い て は 補 助 学 級 調 査 官 年 報 に 記 述 が な い 。そ の 後 、1937 年 に

は 発 達 遅 滞 児（ backward children）を 対 象 と し て い る こ と が 記 述 さ れ て お り

（ ACAR [1937] 45）、 ま た 精 神 薄 弱 学 級 の 改 称 （ Opportunity Classes） に 合

わ せ て 同 教 室 も 変 更 （ Rural Opportunity Units） し て い る こ と か ら （ ACAR 

[1938] 51）、 精 神 薄 弱 学 級 に 準 じ た 対 象 と 内 容 で あ っ た こ と が 推 察 さ れ る 。  

い ず れ に せ よ 、1930 年 代 に エ イ モ ス は 精 神 薄 弱 学 級 の 継 続 的 拡 大 と 地 方 部

へ の 補 助 学 級 教 育 の 普 及 と い う 実 質 的 な 成 果 を 上 げ た こ と に な る 。  
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精 神 薄 弱 学 級 の 対 象 児 に つ い て は 、 エ イ モ ス が 着 任 後 す ぐ に 変 革 が 行 わ れ

た 。彼 は 、「 精 神 薄 弱 学 級 、促 進 学 級 、あ る い は 職 業 訓 練 学 級 に お い て 得 ら れ

る 教 育 的 便 益 を 必 要 と し て い る 、低 能（ subnormal）や 精 神 欠 陥 な ど と い っ た

用 語 が あ て は ま る 子 ど も た ち は … 本 質 的 に 、 体 験 と い う 直 接 的 な 関 わ り 合 い

を 通 し て 行 動 の コ ン ト ロ ー ル を 身 に つ け て い く 、『 直 接 学 習 者 （ direct 

learner）』 で あ る 」（ ACAR [1930] 32） と し て 、 翌 年 か ら 精 神 薄 弱 学 級 の 対 象

規 定 に 発 達 遅 滞（ backward）を 加 え 、「 発 達 遅 滞 お よ び 精 神 病 質（ psychopathic）

の 子 ど も で 、本 来 の 学 年 の 課 程 に つ い て い く こ と が で き な い が 、訓 練 可 能 で 、

法 定 学 齢 以 上 の 精 神 年 齢 の 者 」 と し た （ ACAR [1931] 31）。  

そ の 背 景 に は 、 当 時 の 教 育 相 で あ っ た G.S. ヘ ン リ ー （ George S. Henry）

に よ る 「 教 育 の 機 会 の 平 等 」 理 念 と 、 そ れ に 基 づ く 教 育 課 程 の 革 新 が あ っ た

と 考 え ら れ る 。  

ヘ ン リ ー は 、民 主 主 義 に 基 づ く 教 育 と は 、す べ て の 者 へ の 機 会 の 平 等（ equal 

opportunity）、 す な わ ち 学 校 へ 通 う 機 会 の 平 等 、 さ ら に 利 益 を 得 る 機 会 の 平

等 を 意 味 し て お り 、 初 等 教 育 段 階 で は 特 異 児 （ the exceptional child） の ニ

ー ズ に 対 応 す る た め に 補 助 学 級 が 開 設 さ れ て い る と 述 べ た （ the Minister of 

Education [1931] xi）。  

ま た エ イ モ ス は 、 シ ン ク レ ア 時 代 か ら の 知 能 検 査 に 偏 狭 し た 入 級 判 定 に も

疑 問 を 呈 し て 改 革 を 迫 っ た 。そ れ は 、２ 人 の 子 ど も が 同 じ I.Q.を 持 っ て い た

と し て も 、 彼 ら の 能 力 は 非 常 に 大 き く 異 な る か ら 、「『 直 接 学 習 者 』 の 生 徒 を

知 能 検 査 に よ っ て 区 分 す る の は 実 際 的 で な い 」 と の 確 信 か ら で あ っ た （ ACAR 

[1930] 33）。  

補 助 学 級 、 と り わ け 精 神 薄 弱 学 級 に 在 籍 す る 、 あ る い は 入 級 予 備 軍 の 生 徒

の 検 査 は 、エ イ モ ス の 懸 案 事 項 で あ り 続 け た 。と い う の も 、1940 年 に は 精 神

科 医 の C.G. ス ト グ デ イ ル （ Charles G. Stogdill） と と も に 「 カ ナ ダ 知 能 検
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査 （ Canadian Intelligence Examination）」 を 発 表 し 、 そ の 序 文 で 次 の よ う

に 述 べ て い る 。  

 

「 過 去 20 年 に わ た り 、 オ ン タ リ オ 州 の 補 助 学 級 で は … ス タ ン フ ォ ー ド

改 訂 版 ビ ネ ＝ シ モ ン 知 能 検 査 が 用 い ら れ て き た 。 … … 生 徒 の 配 置 、 等 級 づ

け 、 進 級 、 区 別 、 ま た は 研 究 に お い て 、 個 別 の 検 査 は 、 管 理 手 続 き に お け

る 許 可 証 と し て の み 採 用 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 教 師 が う ま く 応 用 で き

る … 効 果 的 な 形 式 の 個 別 検 査 が 求 め ら れ て い る 」（ Amoss & Stogdill [1940] 

5）  

 

1933 年 に エ イ モ ス と 彼 の 助 手 で あ っ た L.H. ド ラ ポ ル ト （ L. Helen 

DeLaporte ） と に よ っ て 著 さ れ た 「 障 害 児 の 訓 練 （ Training Handicapped 

Children）」の な か で 、補 助 学 級 へ の 入 級 に あ た っ て は 、次 の 考 慮 事 項 が あ る

こ と が 明 ら か と な っ て い る 。① 遅 れ の 有 無 、② 学 年 の 反 復 、③ 成 績 、④ 学 歴 、

⑤ 健 康 歴 、 そ し て ⑥ 知 能 検 査 （ Mental Examination） で あ る 。 遅 れ と 学 年 の

判 断 は 教 員 の 範 疇 で あ っ た し 、 成 績 と 学 歴 は 教 員 に よ っ て 記 録 さ れ 、 健 康 歴

は 学 校 保 健 師 の 仕 事 で あ っ た 。 知 能 検 査 は 有 資 格 の 補 助 学 級 担 当 教 員 、 視 学

官 あ る い は 教 育 省 補 助 学 級 部 門 の 職 員 の 誰 か が 行 う こ と と な っ て い た も の の 、

終 的 に は 教 員 が 、 当 該 生 徒 が １ 週 間 、 他 の 生 徒 と 活 動 す る 様 子 を 観 察 し 、

判 断 を 下 し て よ い と し た （ Amoss & DeLaporte [1933] 17-18）。  

す な わ ち 、 前 任 者 の シ ン ク レ ア と 同 じ く エ イ モ ス も 入 級 の 判 定 に あ た っ て

I.Q.と M.A.の 提 出 を 求 め た が 、彼 は そ れ ら 数 値 以 上 に 教 員 の 判 断 を 尊 重 し て

い た の で あ る 。  

た だ し 見 方 を 変 え れ ば 、 エ イ モ ス が 「 直 接 学 習 者 」 の 用 語 と 教 員 を 利 用 す

る こ と で 、精 神 薄 弱 学 級 の 対 象 を 精 神 薄 弱 か 否 か 、あ る い は I.Q.ま た は M.A.
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に よ ら な い 、 い わ ば 柔 軟 で あ い ま い な も の と し て い っ た と い え よ う 。  

 

２ ．  補 助 学 級 の ス テ ィ グ マ 解 消 の 努 力  

エ イ モ ス は な ぜ 、 従 来 の 精 神 薄 弱 学 級 の 対 象 を 柔 軟 に 学 業 不 振 児 や そ の 周

辺 児 童 へ も 拡 大 し た の だ ろ う か 。  

そ こ に は 、 通 常 学 級 と コ ミ ュ ニ テ ィ に 対 し て 精 神 薄 弱 学 級 の 貢 献 性 を ア ピ

ー ル し 、1920 年 代 か ら 続 く ス テ ィ グ マ を 解 消 す る ね ら い が あ っ た と 考 え ら れ

る 。  

エ イ モ ス は ス テ ィ グ マ に は 直 接 言 及 し て い な い も の の 、 シ ン ク レ ア が 補 助

学 級 卒 業 後 の 社 会 適 応 を 目 指 し ア ピ ー ル し て い た こ と に 加 え て 、 彼 は 通 常 学

級 へ の 連 続 性 と 有 用 性 を 持 た せ る こ と で 、 補 助 学 級 の 意 義 を 示 そ う と し た 。  

シ ン ク レ ア が あ く ま で 補 助 学 級 は 軽 度 精 神 薄 弱 児 の 分 離 教 育 の 場 で あ る と

し た の に 対 し 、 エ イ モ ス は 補 助 学 級 を 通 常 学 級 へ 復 帰 す る た め の 「 再 調 整 」

（ readjustment） の 場 と し て あ る べ き と の 見 解 を 示 し た 。 す な わ ち 、 通 常 学

級 で 逸 脱 し た 子 ど も を 一 時 的 に 補 助 学 級 で 預 か り 、 訓 練 し て 、 元 の 学 級 に 戻

す ル ー ト を 確 保 し よ う と し た の で あ る 。  

さ ら に 彼 は 、 昨 今 の 社 会 科 学 に お け る 重 点 は 知 識 か ら 興 味 へ と 移 行 し て き

て い る と し 、 過 去 に は 知 識 の 不 足 を 理 由 に 補 助 学 級 か ら 通 常 学 級 へ の 復 帰 を

反 対 す る 担 任 教 員 が み ら れ た が 、「 再 調 整 」の 機 能 は 補 助 学 級 の ま す ま す 重 要

な 機 能 と な っ て く る と 述 べ た （ ACAR [1937] 47）。  

公 立 学 校 教 員 の 手 引 書 と し て 発 行 さ れ た 1933 年 の 著 書「 障 害 児 の 訓 練 」に

お い て 、 彼 は 教 員 養 成 を は じ め と す る 補 助 学 級 教 育 の 体 系 化 を 示 す 一 方 で 、

精 神 薄 弱 学 級 の 意 義 に つ い て 関 心 と 賛 同 を 求 め て い る 。  

 

「 ど う か 、 非 難 の 言 葉 で 精 神 薄 弱 学 級 の 成 功 を 妨 害 し な い で く だ さ い 。



188 

こ れ ら の 学 級 は 、 直 接 学 習 者 の 生 徒 だ け で な く 、 小 学 校 教 師 に も 役 立 つ た

め に 設 置 さ れ て い る の で す 」（ Amoss & DeLaporte [1933] 19）  

 

こ の 初 等 教 育 学 校 第 １ ～ ６ 学 年 で は 、1936 年 に 教 育 課 程 の 改 訂 が 行 わ れ た 。

ヘ ン リ ー に よ る 新 教 育 課 程 は 、「 合 理 的 な 範 囲 で 教 員 に よ る 題 材 の 選 択 を 意 図

的 に 柔 軟 に 許 可 し て お り 、 そ れ に よ り 一 部 の 児 童 に は 主 体 性 と 自 尊 の 習 得 を

促 進 す る 」 も の で あ っ た （ the Minister of Education [1937] 1）。  

エ イ モ ス は こ の ヘ ン リ ー に よ る 新 教 育 課 程 に つ い て 、 単 純 で 柔 軟 な 教 育 課

程 は 、 体 験 的 な 教 示 方 法 を 発 展 さ せ る も の で あ る か ら 、 実 践 的 学 習 を 必 要 と

す る 程 度 の 児 童 に と っ て 有 益 と な る と し て 賛 意 を 示 し て い る 。 一 方 で 、 課 程

の 改 訂 に 伴 い 、 補 助 学 級 に 置 か れ る ８ ～ ９ 歳 児 が 増 え る こ と に な る だ ろ う と

予 想 し て い る（ ACAR [1937] 47）。な ぜ な ら ば 、補 助 学 級 に 措 置 さ れ る よ う な 、

70％ 程 度 の 知 能 を も つ 児 童 は 、 元 の 学 年 に お い て 一 定 期 間 ま で は 何 と か や っ

て い け る だ ろ う が 、 遅 か れ 早 か れ 彼 が 学 校 へ 行 く こ と に よ っ て 利 益 を 得 よ う

と す る な ら ば 、 調 整 さ れ た 訓 練 と 特 別 な 指 導 を 必 要 と す る か ら で あ る 。 と く

に ８ ～ ９ 歳 児 は 、 ２ ～ ３ 年 の 学 校 生 活 を 経 て 、 読 み な ど の 技 術 を 身 に つ け る

こ と に 失 敗 し て も 、 一 定 期 間 の 特 別 な 指 導 を 受 け た の ち 、 遅 れ は す る け れ ど

も 彼 に と っ て 有 益 な 通 常 学 級 に 戻 さ れ る こ と が で き る か ら 、 補 助 学 級 が 有 効

で あ る と い う こ と も 暗 示 し て い る 。  

そ し て 、「 教 育 の 機 会 の 平 等 」の 理 念 と 補 助 学 級 の「 再 調 整 」機 能 を 念 頭 に 、

エ イ モ ス は 精 神 薄 弱 学 級 の 旧 名 Training Class を Opportunity Class へ 改 名

し 、 教 室 の 扉 が あ る べ き 姿 、 す な わ ち 「 ど ち ら に も 開 く （ 入 口 に も 出 口 に も

な る ― 筆 者 ）」（ swing both ways） を 示 す べ き で あ る と 提 案 し て 、 翌 年 に 学 級

の 名 称 変 更 が 行 わ れ た （ ACAR [1937] 47）。  

学 級 名 を 変 え る こ と で ス テ ィ グ マ を 付 与 さ れ て き た 過 去 か ら 脱 皮 し よ う と
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し た ほ か 、 新 た な 学 級 名 Opportunity Class に は 、 20 世 紀 民 主 主 義 教 育 の 柱

と な る「 す べ て の 者 へ の 機 会（ opportunity）の 平 等 」を 暗 示 し 、対 象 を 広 く

軽 度 精 神 薄 弱 児 以 外 に も 門 戸 を 開 放 し て い る こ と を 強 調 し よ う と す る 意 図 が

あ っ た と 思 わ れ る 。  

以 上 で み て き た よ う に 、 エ イ モ ス 在 任 期 間 中 の 補 助 学 級 は 、 財 政 難 の 時 代

に あ り な が ら 、 前 任 の シ ン ク レ ア 時 代 か ら さ ら に 拡 大 と 発 展 を 遂 げ た の で あ

っ た 。 学 級 数 を ほ ぼ 毎 年 増 加 さ せ た だ け で な く 、 地 方 に お け る 精 神 薄 弱 学 級

の 開 設 や 、1920 年 代 ま で は 顧 み ら れ て こ な か っ た 、学 業 不 振 児 へ の 補 助 学 級

対 象 の 拡 大 が 進 ん だ 。 し か し 、 精 神 薄 弱 学 級 の 対 象 拡 大 や 名 称 の 変 更 に は 、

通 常 学 級 と の 連 続 性 を 確 保 し 、 同 学 級 の 意 義 を ア ピ ー ル す る こ と で ス テ ィ グ

マ を 解 消 す る ね ら い も あ っ た 。 ま た 教 育 方 法 の 面 で は 、 マ ク マ ー チ ー に よ る

創 始 以 来 、 内 容 と 変 化 に 乏 し か っ た 状 態 か ら 、 エ イ モ ス の 主 導 の も と 有 目 的

で 効 果 的 な 補 助 学 級 教 育 へ の 出 航 が 果 た さ れ た の で あ っ た 。  

 

こ の よ う に 1930 年 代 オ ン タ リ オ 州 で は 、関 係 専 門 家 内 に お い て も 精 神 薄 弱

者 を め ぐ る パ ラ ダ イ ム が 未 確 立 の 時 代 に あ っ て 、精 神 薄 弱 者 の 処 遇 は 従 事 者 、

と り わ け 施 設 長 と 補 助 学 級 調 査 官 の 舵 取 り の も と 展 開 さ れ て い た と い え る 。  

す な わ ち 、 専 門 家 組 織 や 行 政 委 員 会 が 独 自 の 立 場 と 調 査 か ら 強 調 し た ほ ど

に は 、 精 神 薄 弱 者 に 対 す る 急 進 的 な 隔 離 ・ 断 種 政 策 が な さ れ た わ け で は な か

っ た 。 し か し な が ら 、 軽 度 級 か ら 重 度 級 ま で の 精 神 薄 弱 者 は 戦 前 ま で 、 あ く

ま で 分 離 処 遇 が 主 た る 対 応 と し て あ り 続 け た の で あ る 。  

裏 を 返 せ ば 、 第 二 次 世 界 大 戦 前 の オ ン タ リ オ 州 市 民 と 官 吏 は 精 神 薄 弱 者 に

対 し て 無 関 心 、 あ る い は 彼 ら の お か れ た 環 境 を 良 く も 悪 く も 変 革 す る こ と を

望 ま な か っ た と い え よ う 。Simmons（ 1982）に よ れ ば 、州 保 健 省 が 設 置 さ れ た

1930 年 以 降 、保 健 相 以 下 高 官 は ほ ぼ 全 員 、医 師 が 占 め る こ と と な っ た が 、彼
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ら は 内 部 批 判 や 変 革 を 好 ま な か っ た か ら （ Simmons [1982] 143）、 オ リ リ ア 施

設 を は じ め と す る 州 内 施 設 の 体 制 は 維 持 さ れ た ま ま で あ っ た 。 保 健 官 吏 も 市

民 も 精 神 薄 弱 者 が 再 び 地 域 社 会 へ 吸 収 さ れ る よ う な シ ス テ ム を 創 り だ す こ と

は お ろ か 、 既 存 の 施 設 を 改 善 す る こ と も 望 ん で い な か っ た の で あ る 。  

そ の 結 果 、1930 年 代 を 通 し て オ リ リ ア 施 設 は 2,000 人 を 超 え る 入 所 者 を 受

け 入 れ な け れ ば な ら な い 状 況 に 陥 り 、 さ ら に 数 え き れ な い 人 数 が 救 護 施 設 、

刑 務 所 、 そ の 他 の 機 関 に 散 在 し て い た の で あ る 。 精 神 薄 弱 者 に 対 す る 関 係 者

以 外 の 無 関 心 と 現 状 維 持 と い う 冷 淡 な 構 図 の 唯 一 の 例 外 は 補 助 学 級 で あ っ た 。

1930 年 代 の 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 は 約 3,000 人 の 在 籍 者 を 擁 す る こ と と な り 、

施 設 と 学 級 、 両 者 の 人 数 規 模 は ほ ぼ 等 し く な っ て ゆ く の で あ る 。  

こ の 事 実 の 重 要 な 点 は 、 施 設 や 地 域 に い る 精 神 薄 弱 者 に 対 す る 保 健 官 吏 や

一 般 市 民 の 姿 勢 に 比 し て 、 補 助 学 級 教 育 の 対 象 と な っ た 軽 度 精 神 薄 弱 児 に 対

す る 教 育 官 吏 の そ れ の ほ う が は る か に 肯 定 的 で 積 極 的 な こ と で あ る 。  

1940 年 代 以 降 、 オ ン タ リ オ 州 で は 精 神 薄 弱 者 の 親 の 会 が 結 成 さ れ 、 1960

年 代 に か け て 保 健 省 に 対 し 脱 施 設 化 運 動 を 展 開 す る の で あ る が （ Simmons 

[1982] 149-150）、ま さ に そ の 中 心 と な っ た の が 精 神 薄 弱 学 級 在 籍 児 の 親 た ち

で あ り 、 活 動 の 基 盤 と な る 場 と 原 理 を 提 供 し た の は 補 助 学 級 な の で あ っ た 。  

し た が っ て 、 第 二 次 世 界 大 戦 後 か ら 現 在 に つ な が る カ ナ ダ の 精 神 薄 弱 者 施

策 を 体 系 づ け る 前 段 と し て 、 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 が 保 健 福 祉 と 教 育 に 分 化 し た

の は こ の 時 点 で あ っ た と い え よ う 。  
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註  

                                                  
１ ）  一 般 家 庭 の ほ か 、 1867 年 か ら ト ロ ン ト に 設 置 さ れ て い た 、 刑 務 所 出 所

女 性 の 地 域 生 活 へ 向 け た 中 間 施 設 （ half-way house） も 仮 退 所 先 と な っ

て い た （ Archives of Ontario, RG29-24-1-8; Simmons [1982] 128）。  

２ ） エ イ モ ス は オ ン タ リ オ 州 教 員 協 会 補 助 学 級 教 員 部 会 の 名 誉 顧 問 を 務 め た

ほ か 、 し ば し ば 同 部 会 誌 The Bulletin へ 寄 稿 し て い た 。 ま た 同 部 会 誌

に は 、 彼 の 著 書 や 言 葉 の 引 用 が み ら れ る 。  

 

 



 

 

終章 

 

 

総合的考察と今後の課題 
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第 １ 節  オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 問 題 の 成 立 と 展 開  

独 立 か ら 第 二 次 世 界 大 戦 前 ま で の カ ナ ダ ・ オ ン タ リ オ 州 に お い て 、 精 神 薄

弱 者 の 処 遇 が 成 立 、 展 開 し て い く 過 程 は 、 イ ギ リ ス と ア メ リ カ を は じ め と す

る 他 国 お よ び カ ナ ダ 国 内 の 精 神 薄 弱 関 係 専 門 家 ・ 運 動 団 体 の 議 論 を 反 映 し つ

つ 、 処 遇 機 関 の 主 導 者 、 す な わ ち オ リ リ ア 施 設 長 お よ び 補 助 学 級 調 査 官 の 方

針 に 依 拠 し て い た 。  

1867 年 の イ ギ リ ス 領 北 ア メ リ カ 法 に よ り 独 立 し た 初 期 の カ ナ ダ で は 、居 住

地 は 広 く 展 開 し 、 経 済 的 基 盤 と 都 市 は 未 発 達 で あ っ た 。 精 神 薄 弱 者 は 第 一 次

産 業 に 従 事 す る コ ミ ュ ニ テ ィ に 吸 収 さ れ て い た 一 方 、 一 部 の 者 は 州 内 に ３ 箇

所 開 設 さ れ て い た 精 神 病 ア サ イ ラ ム を 筆 頭 に 、 あ る い は 刑 務 所 、 救 貧 院 と い

っ た 刑 罰 ・ 慈 善 施 設 へ 収 容 さ れ て い た 。  

英 米 で は 1840 年 代 に 初 例 を み る 白 痴 施 設 が カ ナ ダ に 開 設 さ れ た の は 、 30

年 ほ ど 遅 れ た 1876 年 の こ と で あ っ た 。当 時 の 州 議 会 施 設 局 長 で あ っ た ラ ン グ

ミ ュ ア は 、 州 内 の 病 院 、 ア サ イ ラ ム 、 慈 善 ・ 矯 正 施 設 の 拡 充 と 近 代 化 を 図 る

な か で こ れ ら 施 設 に 不 適 合 な 白 痴 の 存 在 を 発 見 す る こ と と な る 。  

施 設 の 過 密 化 と 過 剰 な 入 所 需 要 に あ え ぐ ア サ イ ラ ム 施 設 長 ら の 支 持 も 得 て 、

彼 が 白 痴 を 対 象 と し た 施 設 の 開 設 を 進 め る 根 拠 と し た の は 、 欧 米 の 白 痴 教

育 ・ 自 活 可 能 論 で あ っ た 。 と こ ろ が 、 実 際 に 開 設 さ れ た オ リ リ ア 施 設 に は 、

年 少 者 の 状 態 改 善 を 目 的 と し た 訓 練 施 設 と い う 当 初 の 意 図 と は 裏 腹 に 、 幅 広

い 年 齢 層 、 そ し て 障 害 の 種 類 と 程 度 に お い て 多 様 な 入 所 者 が 存 在 す る こ と と

な っ た 。な ぜ な ら 、1913 年 の イ ギ リ ス 精 神 欠 陥 者 法 の 成 立 ま で 、白 痴 、痴 愚

を 含 む 精 神 薄 弱 者 の 法 的 な 診 断 お よ び 分 類 基 準 が 未 確 立 で あ っ た し 、 広 大 な

オ ン タ リ オ 州 に お い て 唯 一 の 施 設 で あ っ た か ら 、 精 神 病 ア サ イ ラ ム の 入 所 要

件 を 満 た せ な い 障 害 者 が 殺 到 し た も の と 推 測 さ れ る 。  

当 然 、 施 設 局 長 お よ び ア サ イ ラ ム 施 設 長 ら の ほ か に も 当 時 、 英 米 の 知 見 に



194 

触 れ 独 自 の 問 題 意 識 を 持 っ て 精 神 薄 弱 者 の 実 態 調 査 を 行 っ た 人 物 や 団 体 が 存

在 し た 。 公 立 学 校 お よ び 地 域 に お け る 軽 度 精 神 薄 弱 児 者 の 実 態 調 査 は 1890

年 代 に 開 始 さ れ 、 な か で も カ ナ ダ 女 性 会 議 （ NCWC） に よ る 精 神 薄 弱 女 性 の 保

護 要 求 運 動 を 中 心 と し た 、 州 お よ び 連 邦 政 府 に 対 す る 精 神 薄 弱 者 へ の 対 策 要

求 運 動 が 結 実 し 、1905 年 に は 州 内 の 精 神 薄 弱 者 の 実 態 調 査 を 目 的 と し た 官 職

が 設 置 さ れ る 。 こ の 連 邦 初 の 精 神 薄 弱 者 調 査 官 職 に 任 命 さ れ た の が 、 カ ナ ダ

で も 最 初 期 の 女 性 医 師 で あ っ た 、 マ ク マ ー チ ー で あ る 。  

マ ク マ ー チ ー は 、 調 査 官 へ の 就 任 後 ま も な い 時 期 に お い て こ そ 、 軽 度 精 神

薄 弱 者 の 教 育 お よ び 就 労 可 能 性 に 対 し て 楽 観 的 予 測 を 抱 い て い た も の の 、 実

態 調 査 を 通 じ て 国 内 の 精 神 薄 弱 者 が 置 か れ た 悲 惨 な 実 態 を 知 る と と も に 、 当

時 、 精 神 薄 弱 者 施 策 に お い て 先 行 し て い た 英 米 の 知 見 に 接 触 す る こ と で 、 次

第 に 精 神 薄 弱 者 を 社 会 的 脅 威 と み な す よ う に な っ て い く 。  

マ ク マ ー チ ー の 調 査 に よ っ て 解 明 さ れ た 精 神 薄 弱 者 の 実 態 と し て は 、 精 神

薄 弱 女 性 の 母 親 と し て の 不 適 格 、 刑 罰 ・ 慈 善 施 設 に お け る 精 神 薄 弱 入 所 者 の

割 合 の 高 さ と 施 設 運 営 上 の 重 荷 、 公 立 学 校 に お け る 学 業 不 振 児 お よ び 怠 学 児

に 含 ま れ る 膨 大 な 数 の 精 神 薄 弱 児 の 存 在 、 そ し て そ れ ら の 問 題 に 対 す る 州 お

よ び 社 会 の 経 済 的 負 担 増 が あ っ た 。 ま た 、 彼 女 が 知 見 を 得 た イ ギ リ ス と ア メ

リ カ に お い て は 、 19 世 紀 末 か ら 20 世 紀 初 頭 に か け て 、 精 神 薄 弱 関 係 者 に お

い て 精 神 薄 弱 脅 威 論 な ら び に 遺 伝 論 が 確 立 し 、 精 神 薄 弱 は 発 生 を 防 止 さ れ る

べ き 存 在 と な っ て い た 時 代 的 背 景 が あ っ た 。  

さ ら に 彼 女 は 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 問 題 へ の 対 応 策 と し て 、 主 と し て 次 の ３ つ

を 提 唱 す る 。 第 一 に 、 精 神 薄 弱 の 早 期 発 見 手 段 と し て の 公 立 学 校 児 童 医 学 検

査 の 実 施 で あ る 。 た だ し 、 マ ク マ ー チ ー は 医 師 を 校 医 と し て 学 校 に 派 遣 す る

こ と を 提 唱 し た も の の 、 少 な く と も ト ロ ン ト に お い て は 、 学 校 医 療 調 査 官 は

教 育 委 員 会 の 職 員 が 務 め る な ど 、 必 ず し も 彼 女 の 望 む ほ ど 医 師 の 地 位 は 確 立
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さ れ な か っ た 。  

第 二 に 、 通 常 学 級 と は 異 な る 学 科 課 程 を 採 用 し 、 軽 度 精 神 薄 弱 児 へ の 教 育

的 対 応 と 鑑 別 的 機 能 を 担 う 特 殊 学 級 の 設 置 を 構 想 し 、1914 年 補 助 学 級 法 を 成

立 さ せ る 。 そ の 目 的 は 、 教 育 ま た は 訓 練 の 可 能 な 年 齢 と 程 度 の 軽 度 精 神 薄 弱

児 を 自 活 可 能 に 訓 練 す る こ と で 、 将 来 的 な 州 お よ び 家 庭 の 負 担 を 軽 減 す る こ

と で あ っ た 。し か し 、精 神 薄 弱 学 級 数 は 、1918 年 の 時 点 に お い て も 州 全 土 で

わ ず か ５ 学 級 に と ど ま っ て い る こ と か ら 、 急 速 に は 展 開 さ れ な か っ た と い え

る 。  

そ し て 第 三 に 、 教 育 ・ 訓 練 に よ り 社 会 適 応 で き ず 、 常 時 の 指 導 監 督 を 必 要

と す る 精 神 薄 弱 者 の た め の 、 恒 久 保 護 施 設 の 創 設 で あ る 。 彼 女 の 隔 離 保 護 施

設 構 想 の 意 図 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と 精 神 薄 弱 者 の 保 護 両 立 、 精 神 薄 弱 者 の 施 設

内 就 労 の 達 成 に よ る 経 費 の 削 減 、 そ し て 精 神 薄 弱 者 自 身 の 幸 福 の 達 成 で あ っ

た 。 彼 女 は 理 想 的 な 施 設 と し て ア メ リ カ の 精 神 薄 弱 者 施 設 を 参 考 に 小 舎 制 に

基 づ く コ ロ ニ ー 方 式 を 提 唱 す る が 、 同 州 で は オ リ リ ア 施 設 の 床 数 の 拡 大 が な

さ れ た の み で あ り 、 施 設 ・ コ ロ ニ ー の 増 設 は 実 現 し な か っ た 。  

こ の よ う に 、マ ク マ ー チ ー は 、20 世 紀 初 頭 カ ナ ダ に お い て 精 神 薄 弱 者 の 処

遇 を 初 め て ひ と つ の 社 会 問 題 と し て 成 立 さ せ た だ け で な く 、 国 内 に お け る 精

神 薄 弱 者 の 窮 状 と 英 米 に お け る 精 神 薄 弱 脅 威 論 と を 結 び つ け る こ と に よ っ て 、

精 神 薄 弱 の 早 期 発 見 ・ 防 止 と 教 育 的 ・ 福 祉 的 対 応 を 政 策 的 重 要 課 題 と し て 位

置 づ け る こ と で 、 カ ナ ダ に お け る 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 問 題 へ の 対 応 を 主 導 し た

の で あ る 。  

し か し な が ら 、 オ ン タ リ オ 州 に お け る 精 神 薄 弱 者 へ の 対 応 が す ぐ に は 展 開

さ れ な か っ た 背 景 に は 、 精 神 薄 弱 へ の 一 般 市 民 の 関 心 の 低 さ 、 お よ び 財 政 的

制 約 の ほ か に 、 彼 女 の 先 進 的 構 想 が 同 州 の 実 情 に 合 致 し て い な か っ た こ と も

一 因 と し て あ げ ら れ よ う 。  



196 

1910 年 代 後 半 か ら 1920 年 代 に 入 る と 、 都 市 化 と 近 代 化 に 伴 い 精 神 薄 弱 を

標 的 の 一 つ と し た 社 会 衛 生 が 女 性 団 体 や 衛 生 関 係 者 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら 主 張

さ れ る よ う に な っ て ゆ く 。 オ ン タ リ オ 州 で は 優 生 学 に 基 づ く 断 種 の 議 論 は

1930 年 代 を 待 た ね ば な ら な か っ た が 、カ ナ ダ 全 土 に お い て 移 民 制 限 の 強 化 と

精 神 薄 弱 者 の 隔 離 保 護 は 目 前 の 課 題 で あ っ た 。  

そ の な か で 、 オ リ リ ア 施 設 は 経 済 的 ・ 効 率 的 運 営 を 目 指 す ダ ウ ニ ー 施 設 長

を 中 心 に 年 少 児 か ら 高 齢 者 、 白 痴 か ら 軽 度 精 神 薄 弱 者 ま で の 収 容 施 設 と し て

需 要 に 応 え て ゆ く 。一 方 の 公 立 学 校 で も 、通 常 学 級 不 適 合 の 子 ど も を 分 離 し 、

特 別 な カ リ キ ュ ラ ム と 教 育 方 法 に お い て 処 遇 す る た め 、 と く に 教 育 省 移 管 後

か ら 精 神 薄 弱 学 級 が 拡 大 し て ゆ く こ と と な る 。  

し た が っ て 1910 年 代 後 半 か ら の 10 年 間 は 、 オ リ リ ア 施 設 、 公 立 学 校 精 神

薄 弱 学 級 と も に 年 少 児 の 軽 度 精 神 薄 弱 と い う 対 象 を 重 複 さ せ な が ら 、 分 離 保

護 機 関 と し て 併 存 し な が ら そ れ ぞ れ に 拡 大 し て い く 時 期 で あ っ た と み る こ と

が で き る 。  

1920 年 代 後 半 か ら 1930 年 代 に は 、 1918 年 結 成 の カ ナ ダ 精 神 衛 生 委 員 会

（ CNCMH） や 新 興 隆 盛 の カ ナ ダ 優 生 学 協 会 （ ESC） が 、 断 種 こ そ が 精 神 欠 陥 者

の 増 加 を 防 止 し 、 社 会 問 題 を 解 決 す る 一 手 段 で あ る と 強 く 主 張 す る 一 方 で 、

カ ナ ダ 公 衆 衛 生 学 会 （ CPHA） 等 で は 精 神 薄 弱 脅 威 論 に 懐 疑 的 な 発 言 も 見 ら れ

る な ど 、 精 神 薄 弱 者 を め ぐ り 様 々 の 主 張 が 存 在 し て い た 。  

同 時 期 に オ リ リ ア 施 設 長 で あ っ た マ ギ ー は 、 精 神 薄 弱 脅 威 論 と 断 種 の 実 施

に 対 し て 慎 重 な 姿 勢 を と り 、 後 に 保 健 省 高 官 と な っ て 同 州 に お け る 断 種 法 の

制 定 を 阻 止 し た 人 物 で あ っ た 。 彼 は 精 神 薄 弱 者 の 施 設 収 容 の 限 界 と 社 会 的 包

括 の 必 要 性 、 さ ら に 入 所 者 が 施 設 外 で 生 活 す る こ と に つ い て 訓 練 の 有 効 性 と

経 済 的 効 率 性 を 指 摘 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 復 帰 策 と し て 以 下 の ３ つ を 構 想 、 実 施

し た 。 第 一 に 入 所 者 の 地 域 生 活 を 意 図 し た 施 設 内 教 育 ・ 訓 練 、 第 二 に 仮 退 所
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制 度 の 導 入 、 そ し て 第 三 に コ ロ ニ ー の 設 置 で あ る 。 こ れ ら の 事 業 は 一 定 の 成

果 を あ げ つ つ 1940 年 代 ま で 継 続 さ れ る も の の 、同 施 設 に 対 し て は 収 容 施 設 と

し て の 需 要 も 引 き 続 き 高 ま っ て い た 。  

つ ま る と こ ろ 1930 年 代 の オ リ リ ア 施 設 は 、年 少 者 か ら 高 齢 者 ま で の 幅 広 い

年 齢 層 と 重 度 級 か ら 軽 度 級 ま で の 程 度 の 者 に 対 す る 生 活 、 就 労 、 職 業 訓 練 、

そ し て 若 干 の 教 科 教 育 を 担 う 、 い わ ば 多 機 能 型 施 設 で あ っ た 。  

一 方 で 同 時 期 の 精 神 薄 弱 学 級 を み る と 、 世 界 恐 慌 の 影 響 を 受 け て 財 政 難 の

時 代 に あ り な が ら 、1920 年 代 か ら さ ら に 拡 大 と 発 展 を 遂 げ た の で あ っ た 。学

級 数 を ほ ぼ 毎 年 増 加 さ せ た だ け で な く 、地 方 に お け る 精 神 薄 弱 学 級 の 開 設 や 、

1920 年 代 ま で は 顧 み ら れ て こ な か っ た 、学 業 不 振 児 へ の 補 助 学 級 対 象 の 拡 大

が 進 ん だ 。  

1930 年 代 に 行 わ れ た 精 神 薄 弱 学 級 の 対 象 拡 大 や 名 称 変 更 に は 、通 常 学 級 と

の 連 続 性 を 確 保 し 、 同 学 級 の 意 義 を ア ピ ー ル す る こ と で ス テ ィ グ マ を 解 消 す

る ね ら い も あ っ た の で あ る 。 ま た 教 育 方 法 の 面 で は 、 マ ク マ ー チ ー に よ る 創

始 以 来 、 内 容 と 変 化 に 乏 し か っ た 状 態 か ら 、 補 助 学 級 調 査 官 エ イ モ ス の 主 導

の も と 有 目 的 で 効 果 的 な 補 助 学 級 教 育 へ の 出 航 が 果 た さ れ た の で あ っ た 。  

す な わ ち 、1920 年 代 に は 対 象 と 機 能 に お い て 類 似 点 の 多 か っ た 施 設 と 学 級

と が 、1930 年 代 に は 年 少 の 軽 度 精 神 薄 弱 児 と い う 対 象 重 複 は 残 し て い る も の

の 、 施 設 は 成 人 ま で を も 含 め た 多 機 能 型 施 設 へ 、 学 級 は よ り 教 育 機 能 を 深 化

さ せ る 方 向 へ と そ れ ぞ れ に 分 化 、 発 展 し て い っ た と い え る 。  

両 者 が 分 化 す る 要 素 と な っ た の は 、 第 一 に 、 各 機 関 の 管 轄 省 で あ る 教 育 省

と 保 健 省 の 創 設 、 第 二 に 現 場 の 主 導 者 、 と り わ け 施 設 長 と 補 助 学 級 調 査 官 の

処 遇 思 想 、 そ し て 第 三 に 施 設 入 所 需 要 と 学 級 の ス テ ィ グ マ そ れ ぞ れ の 課 題 へ

の 対 応 で あ ろ う 。  

第 三 の 点 に つ い て は 、 施 設 や 地 域 に い る 精 神 薄 弱 者 に 対 す る 保 健 官 吏 や 一
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般 市 民 の 姿 勢 が 無 関 心 と 現 状 維 持 の 傾 向 に あ っ た の に 比 し て 、 補 助 学 級 教 育

に 関 わ る 教 育 官 吏 が 精 神 薄 弱 学 級 対 象 児 の 教 育 可 能 性 と ス テ ィ グ マ 解 消 に 肯

定 的 か つ 積 極 的 で あ っ た こ と が 指 摘 で き る 。 こ の 違 い が 、 戦 後 の オ ン タ リ オ

州 に お け る 精 神 薄 弱 者 施 策 の 基 本 体 系 、 お よ び 精 神 薄 弱 者 の 親 の 会 に よ る 脱

施 設 化 運 動 の 基 盤 を 形 づ く る こ と に な る の で あ っ た 。  
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第 ２ 節  今 後 の 課 題  

 最 後 に 、 今 後 の 課 題 を あ げ た い 。 第 一 に 、 第 一 次 世 界 大 戦 前 の 精 神 薄 弱 者

の 処 遇 内 容 に つ い て で あ る 。 オ リ リ ア 施 設 な ら び に 公 立 学 校 精 神 薄 弱 学 級 を

は じ め 、 カ ナ ダ に お け る 精 神 薄 弱 に 関 す る 史 料 は 、 英 米 の そ れ に 比 べ て 種 類

と 記 述 に 乏 し く 、 施 設 内 で の 生 活 の 様 子 や 詳 細 な 教 育 内 容 な ど 実 態 を つ か む

こ と は 困 難 で あ っ た 。 ま た 対 象 時 期 が 戦 前 で あ る こ と か ら 、 当 時 の 教 員 や 職

員 な ど 当 事 者 か ら 話 を 聞 く こ と も 難 し く 、 本 論 で は 処 遇 内 容 に つ い て は 限 ら

れ た 不 十 分 な 記 述 に と ど ま っ て い る 。 今 後 は 一 次 資 料 だ け で な く 、 カ ナ ダ の

施 設 と 学 級 関 係 者 が 視 察 先 と し た 英 米 を は じ め と す る 二 次 資 料 の 収 集 に も 努

め 、 分 析 と 考 察 を 深 め る 必 要 が あ る 。  

第 二 に 、 本 研 究 で は 精 神 薄 弱 問 題 へ の 福 祉 的 対 応 と し て 、 主 と し て オ リ リ

ア 施 設 に 焦 点 を あ て て 検 討 し て き た が 、 そ の ほ か 救 貧 院 や セ ツ ル メ ン ト と い

っ た 福 祉 施 設 、 私 立 施 設 、 そ し て 教 会 等 地 域 に お け る 精 神 薄 弱 者 へ の 対 応 に

つ い て も 今 後 さ ら に 資 料 収 集 を 行 い 、 一 層 の 分 析 を 加 え た い 。  

ま た 、 公 立 学 校 に お け る 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 問 題 の 認 識 と 教 育 的 対 応 の 成 立

過 程 に つ い て は 、 分 析 対 象 を 事 例 的 に ト ロ ン ト お よ び オ タ ワ に 限 定 し た 。 オ

ン タ リ オ 州 な ら び に カ ナ ダ 全 体 に お い て ト ロ ン ト の 事 例 は ど う 位 置 づ け ら れ

る の か 、 あ る い は そ の ほ か の 都 市 で は 精 神 薄 弱 児 の 問 題 は い か な る 展 開 過 程

を 辿 っ た の か に つ い て は 、 新 た な 資 料 と 視 点 を 加 え て 検 討 し な け れ ば な ら な

い 。  

そ し て 最 後 に 、 戦 後 の 知 的 障 害 者 施 策 と の 連 続 性 に つ い て で あ る 。 オ ン タ

リ オ 州 で は 、 1950 年 代 に 結 成 さ れ る 知 的 障 害 児 の 親 の 会 （ the Ontario 

Association for Retarded Children） が 中 心 と な っ て 1960 年 代 か ら 脱 施 設

化 の 取 り 組 み が 加 速 す る 。そ し て 、1970 年 代 前 後 か ら は 入 所 施 設 の 解 体 と 知

的 障 害 者 の 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 移 行 が 政 策 的 に 進 め ら れ て い く の で あ る が 、
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先 行 研 究 に よ れ ば 、 親 の 会 に よ る 脱 施 設 化 の 主 張 の 根 拠 に は 、 戦 前 の 精 神 薄

弱 者 施 設 保 護 収 容 策 へ の 根 強 い 批 判 が あ っ た と い う（ Enns & Neufeldt, 2003; 

Simmons, 1982）。 本 研 究 を 基 盤 と し て 、 戦 後 に お け る カ ナ ダ の 精 神 薄 弱 者 の

処 遇 問 題 へ の 教 育 的 ・ 福 祉 的 対 応 に つ い て 引 き 続 き 検 討 し て い く こ と が 今 後

の 課 題 で あ る 。  
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